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■挨拶                                           
 群⾺⼤学教育学部 
  教授 ⾦ 澤 貴 之 
 
 このたび、「聴覚障害と他の障害を併せ持つためにコミュニケーションに困難を抱える障
害児・者に対する⽀援の質の向上のための検討事業（厚⽣労働省平成 30 年度障害者総合福
祉推進事業）」報告書が完成いたしましたので、ここにお届けいたします。 
 
 標記事業は、聴覚障害と他の障害を併せ持つ障害児・者（以下、ろう重複障害児・者）が、
教育分野においても福祉分野においても、いわゆる「⾕間の問題」として、⼗分に適切な⽀
援がなされていないとの問題意識にたち、その⽀援の質の向上を図るべく、以下の研究を実
施いたしました。 
１．定量的研究として、①相談⽀援専⾨員、②全国ろう重複児・者家族連絡会会員、③全国

ろう重複障害者施設連絡協議会加盟施設、全国⾼齢障害者福祉施設、全国聴覚・ろう重
複児施設の職員、④各都道府県教育委員会および政令指定都市教育委員会を対象とし
たアンケート調査 

２．定性的研究として、①ろう重複障害者の親の会会員、②ろう重複障害者施設、知的障害
者施設職員、③特別⽀援学校（聴覚、知的）教員を対象としたインタビュー調査 

３．ろう重複障害者が利⽤する知的障害者施設における⽀援場⾯におけるコミュニケーシ
ョン状況のビデオ分析 

 この調査規模だけでも、本事業はろう重複障害児者を対象とした調査研究としてはこれ
までに例を⾒ない⼤規模なものでした。 
 その上で、本事業の特徴は、１）アンケート、インタビュー、ビデオ分析という複数の分
析⽅法と、２）当事者と⽀援者の双⽅の視点からの分析を組み合わせたことにあります。こ
れにより、ろう重複児者の⽀援の実態や、その中でより「質の⾼い⽀援」を提供するために
必要なこと、そしてその「質の⾼い⽀援」とは何なのかを明らかにしていこうと考えました。 
 
 限られたスタッフが、限られた時間の中で⾏ったことですので、その⽬的に⾒合った成果
が出せたかどうかは⼼もとないところもあります。締め切りに追われながら執筆を終えて
みると、分析しきれなかったことや、新たな課題も多々あります。その意味では、本事業は
ろう重複障害児・者の⽀援を⾼めていくための第⼀歩をスタートさせたに過ぎないともい
えます。とはいえ、この第⼀歩が、ろう重複障害児・者の⽀援を⼤きく前進させていくため
の⼀助となることを⼼から願っております。 
 
 最後になりましたが、この事業で多⼤なご協⼒を賜りました委員の皆さま、調査にご協⼒
いただきました関係者の皆さまに厚く御礼申し上げます。 
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■事業の目的                                                     

1.本事業の実施の背景 

近年、障害者権利条約、障害者基本法、障害者差別解消法において、聴覚障害のある者の独

自の言語である手話、コミュニケーション、文化に対する新たな価値づけがなされている。それゆえ

に、聴覚障害のほかに障害を併せ有するろう重複障害児・者についても、その独自のコミュニケー

ションニーズと支援方法が十分に把握され、施策が整備される必要があるといえる。 

 しかしながら、これまで我が国では、聴覚障害のほかに障害を併せ有する者（以下、ろう重複障

害者）がどこにどのくらい存在するのかについての統計調査は行われてきていない。成人期はもち

ろん、児童期のろう重複障害児の統計資料も存在しておらず、全国にどの程度のろう重複障害

児・者がいるのかは全くわかっていないといってよい。 

 過去には、成人期については、永石（2007）１）による、ろう重複障害者の保護者に対するライフヒ

ストリー研究や、社会福祉法人埼玉聴覚障害者福祉会・全国ろう重複障害者施設連絡協議会

（2013）２）による、ろう重複障害者の専門施設における利用者や職員の状況調査がある。後者はろ

う重複障害児・者施設を利用する者の状況を明らかにしてはいるが、ろう重複障害児・者施設が設

置されている自治体は限られており、設置自治体であっても遠方であれば通所ができないため、

知的障害者が多く利用する施設等を利用している場合がほとんどであるが、これらの施設を利用

する者の実態はほとんど明らかになっていない。一方、児童期については、武田・佐川（2006）３）、

木村（2017）４）が秋田県、宮崎県の特別支援学校に在籍するろう重複障害児の人数、併せ有する

障害種、聴力等を明らかにしているが、同一都道府県内の聾学校数やその立地条件、医療機関と

の連携状況等によっても、都道府県毎にろう重複障害児の分布状況と児童の特徴が異なると推測

されるため、国全体の状況を明らかにして適切な施策を講じていくためには、全国的な調査が求

められるところである。 

 ここで、ろう重複障害児・者の全国調査を行うにあたり、留意しておかなければならないのは、そ

のコミュニケーション支援の困難さの独自性である。金澤（2013）５）は、ろう重複障害児・者の就学・

個別の指導計画の作成及び指導の実施、そして就労といったそれぞれの課題の中に、ろう教育の

本質的問題が内在していることを見出した。すなわち、聴覚障害と他の障害は独立して存在する

のではなく、聴覚障害ゆえのコミュニケーション阻害による言語獲得の遅れが、認知発達を阻害し、

あらゆる全人的発達に影響を及ぼすということ、そしてそのコミュニケーション阻害は、ろう児・者

コミュニティや手話環境が整うか否かに大きく左右されるということである。そして実際、就学前及

び学齢期にこの環境が整わなかった結果、就労支援においても潜在的コミュニケーションニーズ

がそのまま埋もれてしまい、意思疎通もままならないまま、十分な支援環境の整わない環境で過ご

しているろう重複障害者がしばしば見受けられるのが現状である。   

上記の問題意識のもと、ろう重複障害児・者の全国実態調査を多角的に実施し、その上で、「我

が事、丸ごと」の今日的障害者福祉のフレームの中で、いかにして彼らのための良質のコミュニケ

ーション環境を構築しうるかというモデルを提示していくことも必要になってくるものと思われる。 

 
２.本事業の目的 

 本事業では、上述した背景を踏まえ、地域における聴覚障害に加え知的障害や発達障害を有

する児・者(ろう重複障害児・者) の支援の実態を定量調査により把握するとともに、ろう重複障害

児・者の支援ニーズの把握とその把握方法、ニーズに対応するための支援手法等、支援の質の向

上の方策を定性調査により明らかにする。 

 

■事業内容及び手法                                                               

1.本研究の実施体制 

 本事業では、実施にあたり、以下の体制で望む。 

（1）群馬大学においてろう重複障害児・者の専門的研究に携わってきた金澤、木村、二神が
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研究の立案、実施、まとめの中心的役割を担う。 

①臨床心理士資格を有するろう当事者である甲斐を研究員として雇用するとともに、ソーシャ

ルワーカーであるろう当事者（障害者施設職員の吉村）を事業担当者として招聘する。 

②群馬県障害政策課の協力のもとで進める。群馬県では平成 29 年度中に県障害政策課による

ろう重複者の実数調査を実施。その結果を踏まえ、参照しながら調査を進めることができる。 

③関連当事者団体の連携、協力のもとで進める。具体的には、年４回の検討委員会を実施し、そ

の委員として、加わっていただく。 

・全国ろう重複障害者施設連絡協議会 

・全国聴覚・ろう重複児施設協議会 

・一般社団法人群馬県聴覚障害者連盟 

・群馬県ろう重複児・者をもつ親の会 とまとの会 

④事業実施にあたっては、検討委員会に厚生労働省の担当専門官にオブザーバー参加を依頼

することで、障害者総合福祉推進事業の意図から外れることのない事業が実施できるようにする。 

⑤実際のコミュニケーション状況の分析を行うためのフィールドとして、群馬県内の社会福

祉法人の団体の協力が得られている。同法人の障害福祉サービス事業所 H では、4 名のろう重

複障害者が利用している。 

	

2.本研究の実施方法 

 前述した本研究の目的を達成するため、以下の研究課題を設定する。 

 

（1）ろう重複障害児・者数と学校・利用施設の実態把握・・・調査 A、D 

（2）ろう重複障害者の独自のニーズと支援方法の把握・・・調査 A、B、C、E、F、G 

（3）ろう重複障害者のコミュニケーションの状況と課題の実態把握・・・調査 H 

 

 この際、ろう重複障害児・者のコミュニケーション支援固有の困難さを浮き彫りにしてい

くために、以下の３つの観点から複合的に調査をすることによって、ろう重複障害児・者の

支援の質向上のために必要な環境要因について明らかにすることとする。	

	

ⅰ）関係者横断的観点：当事者、家族、支援者等の関係者間の認識の相違 

ⅱ）施設障害種横断的観点：ろう重複専門の施設と他の障害種の施設等によるコミュニケーシ

ョン環境に対する認識の相違 
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   本事業の位置づけ    
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 質問紙調査による定量的分析とインタビュー調査による定性的分析を以下のように組み合わせる

ことで、ろう重複児・者の支援ニーズの実態を複合的に明らかにする。 

 

 
研究Ⅰ. 質問紙法による定量調査 

調

査 

調査目的 対象 手続き等 内容 調査で明らかにな

ること・意義 

A ろう重複障害者の

施設利用及び支援

状況の実態調査 

各相談支援専門

員 

全 国 の

相 談 支

援 専 門

員 協 会

に依頼 

ろう重複障害者

の利用する施設

の種別、支援方

法（コミュニケー

ション方法等）、

職員研修方法、

生活の状況 等 

成人期のろう重複

障害者の利用して

いる施設や在宅の

分布状況、当事者

の支援ニーズ、職

員の支援の現状

等を明らかにする

就学前 

（幼・保・療

育機関等） 

学校教育段階 

（小・中・高） 

（知的障害児対象・ろう

重複児対象のデイサービ

ス等） 

成人期 

（身体障害者施設、ろう重複障害

者施設、高齢ろう重複障害者施

設、医療機関、在宅等） 

ろう重複障害児・者施設の利用の者を除いて 
ろう重複障害児・者の統計資料なし 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

など 

 

研究課題 

①ろう重複障害児・者数と学校・利用施設の実態把握 

（調査 A、D） 

②ろう重複障害者の独自の支援ニーズと支援方法 

の把握（調査 A、B、C、E、F、G） 

③ろう重複障害者のコミュニケーションの状況と課題

の実態把握（調査 H） 

 

ろう重複障害児・者の 

専門施設における利用

者や職員の状況調査 

ろう重複障害者の保護

者に対するライフヒス

トリー研究 

先行研究 

ろう重複児・
者の居場所 

これまでの 
統計調査 

関係者横断的観点／施設障害種横断的観点 

特別支援学校に在籍す

るろう重複児の調査

（秋田県、宮崎県） 

本事業（上図の下線部を調査） 

コミュニケーション支

援の困難さの研究 



 9 

ことができる。 

B ろう重複障害者の

当事者の支援ニー

ズの実態調査 

全国ろう重複児・

者家族連絡会 28

団体の各会員 

→（修正）12 団体 

ろう重複

児・者家

族 会 12

団 体 に

依頼 

当事者の障害の

状態、利用する

施設の種別、作

業内容、支援者

の状況、生活の

状況、支援の課

題等 

当事者への質問

紙調査、当事者の

ニーズを最も把握

しそのアドボケイタ

ーである保護者へ

の質問紙調査によ

って、そのニーズ

を掘り起こしたい。

親の会の会員は、

ろう重複障害者施

設 が な い 自 治 体

（茨城、神奈川、群

馬、新潟、長野、

岐 阜 、 栃 木 、 岩

手、岡山）もあるた

め、知的障害者施

設を利用するろう

重複障害者の状

況も把握すること

が 可 能 と 思 わ れ

る。 

C ろう重複障害児・者

の利用する施設に

おける支援の実態

調査 

全国ろう重複障害

者施設連絡協議

会加盟施設（52施

設）、全国高齢聴

覚障害者福祉施

設（8 施設）、全国

聴覚・ろう重複児

施設（13 施設） 

全国ろう

重 複 障

害 者 施

設 連 絡

協 議 会

等 に 依

頼 

利用者の実態、

作業内容、支援

方 法 、 職 員 養

成 ・ 研 修 の 方

法、職員の資質

向上の課題等 

ろう重複障害施設

を利用する場合の

支援ニーズと支援

方法の現状と課題

が明らかになる。こ

のため、ろう重複

障害施設ではない

施設を利用する者

との支援ニーズや

支援方法との違い

を検討するための

データを得ることが

できる。 

D 特別支援学校にお

けるろう重複障害児

の在籍状況の実態

調査 

都道府県教育委

員会（47 件）、政

令 指 定 都 市 （ 20

件） 

左 記 自

治 体 教

育 委 員

会 へ 依

頼 

管 轄 特 別 支 援

学校において聴

覚障害、補聴器

装用等の報告が

ある児童生徒、

在籍する学校の

障害種 等 

小・中・高の学齢

期にあるろう重複

障害児の大半が

在籍する特別支援

学校における状況

を把握することで、

学齢期のろう重複

障害児の実数と在

籍校の障害種が

明らかとなり、在籍

校の障害種からコ

ミュニケーション方

法、支援ニーズ、

課題等を類推する

ことができ、彼らの
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卒 業 後 に 必 要 な

支援について示唆

を 得 る こ と も で き

る。 

 
 

研究Ⅱ. インタビュー法による定性調査 

調

査 

調査目的 対象 手続き

等 

内容 調査で明らかにな

ること 

E ろう重複障害者の

当事者の支援ニー

ズの実態調査 

ろう重複障害者親

の会 

ろう重複

障 害 者

親 の 会

へ依頼 

当事者の障害の

状態、利用する

施設の種別、作

業内容、支援者

の状況、支援の

課題等 

ろう重複障害者の

障害特性や環境

に応じてどのような

現状や課題がある

のかを詳細に把握

することができ、調

査Ｂで明らかにな

った全体的な傾向

に更なる検討を加

えることができる。 

F 全国のろう重複障

害者の利用する施

設における支援の

実態調査 

ろう重複者施設（6

ヶ所）、知的障害

者施設（2 ヶ所） 

各 施 設

へ依頼 

利用者の実態、

作業内容、支援

方 法 、 職 員 養

成 ・ 研 修 の 方

法、職員の資質

向上の課題等 

ろう重複障害児・

者の障害特性や

環境に応じてどの

ような現状や課題

があるのかを詳細

に把握することが

でき、調査Ａ、Ｄの

質問紙法では明ら

かにできない側面

を明らかにすること

ができる。 

G 全国の特別支援学

校におけるろう重複

障害児の支援の実

態調査 

ろう学校（1 校）、

知的障害特別支

援学校（2 校） 

各 学 校

へ依頼 

ろう重複障害児

の実態、支援方

法（コミュニケー

ション方法等）、

学級編成、教育

課程、教職員の

専門性と研究、

進路、支援にお

ける課題 等 

ろう重複障害児の

障害特性や環境

に応じてどのような

現状や課題がある

のかを詳細に把握

することができ、調

査Ｃでは明らかに

できない事柄につ

いて検討すること

ができる。 
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研究Ⅲ. 当事者のコミュニケーション状況ビデオ分析による定性調査 
調

査 

調査目的 対象 手続き

等 

内容 調査で明らかにな

ること 

H ろう重複障害者のコ

ミュニケーションの

状況と課題の実態

調査 

障害者施設を利

用するろう重複障

害者と支援者の

支援場面 

ろう重複

障 害 者

の 利 用

す る 施

設 へ 依

頼 

コミュニケーショ

ンの課題が生じ

る場面、当事者

の実態（併せ有

する障害種、知

的障害の程度、

学校歴、選択す

るコミュニケーシ

ョン手段等）、支

援者の特徴、施

設の特徴 等 

ろう重複障害者が

利用する施設の日

常的な生活状況や

支 援 状 況 を 対 象

に、ビデオ分析等

を用いて検討する

ことにより、どのよう

な場面でどのよう

な問題が生じやす

く、それがどのよう

な原因で生じるの

か等が詳細に明ら

かとなり、具体的な

支援方法を模索す

る上で重要な資料

が得られる。 

	
 
■狙いとする事業の成果                                      
 

調査結果を元に支援に必要な諸要因を検討し、その上で改善案を提案することで、指定障害

福祉サービス事業者や市町村における職員のろう重複障害者の独自の支援ニーズと支援方法に

対応した資質の向上に向けた取組がなされていくことが期待される。 

 
引用文献 

１) 社団法人埼玉聴覚障害者福祉会・全国ろう重複障害者施設連絡協議会（2013）ろう重複障

害の支援に関する調査事業報告書－一人一人が輝く社会をめざして－． 

２) 永石晃（2007）重複聴覚障害をかかえる児童・青年期の人々とその家族への支援－子ども

と家族への教育的・心理的支援の実践と展開. 日本評論社. 

３) 武田篤・佐川透（2006）盲・聾・養護学校に在籍する聴覚障害重複児の実態調査. 聴覚言

語障害, 34(3), 83-91. 

４) 木村素子（2017）特別支援学校における聾重複障害児の在籍状況－宮崎県における参与

観察及び聴き取り調査から（2016 年度）－. 日本発達障害学会第 52 回大会発表論文集. 

５) 金澤貴之（2013）手話の社会学──教育現場への手話導入における当事者性をめぐって．

生活書院 
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■会議などの開催                                           
1.事業実施内容 

 上記事業を実施するにあたり、以下の委員会を設け、会議を行った。 

2.検討委員会（計 10 名／計 4 回・・・・7 月・10 月・11 月・2 月） 

      調査方法・内容の検討、調査結果・分析の評価、提言の評価 

   ※オブザーバーとして、厚生労働省・群馬県健康福祉部担当者が出席 

3.委員名簿 （敬称略） 

氏 名 所 属 

山口 愼一 全国ろう重複障害者施設連絡協議会 顧問 

片倉 和彦 社会福祉法人双葉会双葉会診療所 院長 

西牧 陽子 大正大学カウンセリング研究所 相談員 

飯島 恵子 群馬県ろう重複児・者をもつ親の会 とまとの会 会長 

堀米 泰晴 一般社団法人群馬県聴覚障害者連盟 副理事長 

関根 嘉明 社会福祉法人ゆずりは会 理事長 

吉村 京子 社会福祉法人ゆずりは会障害福祉サービス事業所エール 支援員 

渡邊 健二 全国ろう重複障害者施設連絡協議会 会長 

山本 規行 大阪重複ろうあ者家族会 会長 

岩山 誠 全国聴覚・ろう重複児施設協議会 副会長 

オブザーバー名簿 

氏 名 所 属 

 村山 太郎  厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室室長補佐 

秋山 仁 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課障害福祉専門官 

 佐藤 和行  群馬県健康福祉部障害政策課地域生活支援係 

 橋本 朱音 群馬大学教育学部障害児教育専攻 4 年生 

本事業事務局 

氏 名 所 属 

金澤 貴之  群馬大学教育学部 教授 

木村 素子  群馬大学教育学部 准教授 

二神 麗子  群馬大学大学教育・学生支援機構 学生支援センター 助教 

加藤 真一  群馬大学教育学部事務 事務長 

藍澤 正道  群馬大学教育学部 事務補佐員 

吉村 京子  社会福祉法人ゆずりは会障害福祉サービス事業所エール 支援員 

甲斐 更紗  群馬大学教育学部 研究員 

 
4.会議等の開催（敬称略） 

（1）検討委員会の開催 

① 第１回 

期 日：2018 年７月 23 日（月）14:00 ～ 17:00 

場 所：群馬大学教育学部 C 棟 2 階第一会議室 
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出席者： 

検討委員：山口愼一・片倉和彦・西牧陽子・飯島恵子・堀米泰晴・関根嘉明・ 

     吉村京子・山本規行・渡邊健二・岩山誠 

オブザーバー：秋山仁・佐藤和行 

        事務局：金澤貴之・木村素子・二神麗子・甲斐更紗・藍澤正道 

      議 題：事業説明、調査内容と方法について 

 

② 第２回 

期 日：2018 年 10 月１日（月）14:00 ～ 17:00 

場 所：高崎プラザビル ２階会議室 

出席者： 

検討委員：山口愼一・片倉和彦・西牧陽子・飯島恵子・堀米泰晴・関根嘉明・ 

     吉村京子・山本規行・渡邊健二・岩山誠 

オブザーバー：秋山仁・佐藤和行 

        事務局：金澤貴之・二神麗子・甲斐更紗・藍澤正道 

      議 題：事業実施経過説明、調査 E・調査 F・調査 G の調査項目、調査Ｆの調査経過、

意見交換 

 

③ 第３回 

期 日：2018 年 11 月 26（月）14:00 ～ 17:00 

場 所：高崎白銀ビル 第 2 会議室 

出席者： 

検討委員：山口愼一・片倉和彦・西牧陽子・飯島恵子・堀米泰晴・関根嘉明・ 

     吉村京子・山本規行・渡邊健二・岩山誠 

オブザーバー：村山太郎・秋山仁・佐藤和行・橋本朱音 

        事務局：金澤貴之・二神麗子・甲斐更紗・藍澤正道 

      議 題：事業実施経過、調査 A・調査 B・調査 C の調査項目、調査 E・調査 F・調査 G・調

査 H の調査経過、意見交換 

④ 第 4 回 

期 日：2019 年 2 月 18（月）14:00 ～ 17:00 

場 所：高崎プラザビル 2 階会議室 

出席者： 

検討委員：山口愼一・片倉和彦・西牧陽子・飯島恵子・堀米泰晴・関根嘉明・ 

     吉村京子・山本規行・渡邊健二・岩山誠 

オブザーバー：村山太郎・秋山仁・佐藤和行・野呂敬一・野呂久子・橋本朱音 

       事務局：金澤貴之・二神麗子・甲斐更紗・藍澤正道 

      議 題：調査 A・調査 B・調査 C・調査 D の調査項目、調査経過、意見交換 
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コラム 1 

ひとりぼっちのろう重複児・者をなくそう 

                          全国ろう重複障害者施設連絡協議会  

顧問  山口 愼一 

 

「重度の障害を持って生まれてきたこの子は、私を恨んでいないだろうか」。子ど

もがろう重複障害者施設を利用している母親がつぶやいた言葉である。 

「娘よ、私はあなたより一日だけ長く生きたい」。山本おさむ氏のマンガ「どんぐり

の家」に登場する母親の言葉である。 

この二つの言葉は、ろう重複障害児・者への無理解による偏見や差別の視線を

受けながらも、必死でわが子を守り抜いてきた母親たちの苦悩や、もって行き場の

ない思いを語る言葉である。かつて、ろう重複障害児・者とその家族、関係者の間で

は、お互いを「（偏見や差別と闘う）戦友」と呼び合い励まし合いながら、バザー会場

や街頭募金に立ち、作業所づくりに取り組む人たちがいた。 

「私は、夏が来ると、早く冬になってくれないかな、と日々祈りながら子どもと過ご

していた」。前述の母親の言葉である。ろう学校を中学部で卒業後、地域の作業所

に通っていたが、いじめにあい、在宅生活を余儀なくされた子どもが、理不尽な扱

いをされたことへの怒りやストレスの発散の矛先を家族に向けた。苦渋に満ちたうめ

き声を上げながら激しい自傷行為を繰り返した。それを止めに入る両親への暴力行

為、ガラス窓、ドア、壁・・・家の中のありとあらゆるものがこわされ、その行動は日に

日にエスカレートしていった。両親は何度も子どもの首に手をかけたという。 

家の雨戸や窓を開放した夏場は、その修羅場とも化した家からのわめき声やもの

をこわす音が近所に筒抜けとなる。防音のためにと雨戸を閉めたいが、明るいうち

から、それも毎日雨戸を閉めていると、近所からますます不審がられる。しかし、冬

場は日が暮れるのが早いので、雨戸も早い時間から閉められる。というのが、「冬に

なるのが待ち遠しい」と言った母親の切ない思いである。 

その子どもが、両親と暮らした実家から遠く離れたろう重複障害者専門の入所施

設で暮らすことになった。入所から約 20 年が経過し、本人や両親に平穏な生活と

笑顔が戻ってきた。「腰が悪くなって歩くこともままならなくなってきた私に、子どもが

身振り、手ぶりで犬の散歩を手伝ってあげると言ってきた。子どもが在宅生活を余儀

なくされ、親子とも暗いトンネルに迷い込み出口の見えない苦悩だらけだった日々

を思い返すと、子どものこんなやさしい一面をもう一度見られるとは想像もしていな

かった」と、母親が涙ながらに子どもの人としての成長の喜びを話してくれた。 

「ろう重複障害者」は少数者であるが故に、その障害特性を理解し専門的支援を
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おこなっている社会資源は全国的にみても少なく、引き続き、その整備と拡充をす

すめていく必要がある。あわせて、社会資源が少ないがために、ろう重複専門施設

を利用していない、あるいは利用できない長期在宅生活者や、精神病院の社会的

入院患者、専門施設以外の施設で情報・コミュニケーション障害から孤立感を抱え

たまま生活されているろう重複障害者の支援についても、専門外の施設や関係者ら

と連携・協働しながら、「共生社会」の実現に寄与していくことが「ろう重複専門施設」

への期待であり、役割であり、責務であり、その実践こそが、全国、地域に点在する

ろう重複障害者のための社会資源の拡充、福祉の向上につながるものと考える。 
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=�ˆʎȧǒȹ°ƿĔǣȕƯ_Ǽ�́əɗɘɚ̂ʰǳĳʪũʍ˂˅ʣȂ}Ʉżˈʽʫʮʛʩʃ˔˳˷ˤ

˓˿˗˸˽¯ìʮʧʍʩʰȂ}Ʉżˈǣ®ʛʣʄʡ˅ʢ˅ʰȂ}Ʉżʪǣ®ʛʣ˔˳˷ˤ˓˿˗˸

˽¯ìʰéyʮʧʍʩʱ�ǡʰȓ˃ʪʌ˄ʄɏ

ɏ

ʆʓˇʼʩîƖʛʮʔʍŠìʪʌ˄ʇ̑ɏ

ʹʦʣʔ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʒk˅ʭʍŠìˈéyʝ˄ɏ

ʆƟ`ʭùƈʾǓŊʰ�ȝʒȓʜqʏ˄ʇ̑ɏ

ʆȃ˃ʹʛˀʎʇʫʑʆ˨ˣˣˈʔʤʙʍʇʭʬʒʐ
ʍʮȓʜqʎŠìˈéyʝ˄ɏ

ʆéáʾëèʰ�ȝʒȓʜqʏ˄ʇ̑ɏ

ʆɈʶʣʔʭʍʇʆʁʁʮǎʓʣʍʇʫʑʃʬʦʥʒ¡ʓ̓ʫǀʑ˅ʩʆ˃ˉʘʒ¡ʓʇʆgȝʮ�

ʏʭʔʩ³ʛʍʇʭʬʒʐ
ʍʮȓʜqʎŠìˈéyʝ˄ɏ

ʆėÉŨŏˈ�ʻ�ʪňȉŸǉūʮſ
Ÿʾ˃ʫ˃ʒʪʓ˄ʇ̑ɏ

�Ȑʰ ɚʧʰB²ˈȇʹʏʣ�ʪʃʆİȖʰħĢėʮʁʁʮǎʔʇʆɘə ħ əɛ ėʒİ˄ʹʪÛɏ

ʦʩʯʇʭʬʰĜȯĹãʮʧʍʩʰʾ˃k˃ʾʆȪǎmÒˈȮǣʛʣʍʇʭʬʰõǾŸʭˌ˵ɏ

˿˘ʮʧʍʩʰʾ˃ʫ˃ʒʐ
ʍʮȓʜqʎŠìˈéyʝ˄ɏ

ɏ

ˌ

˓ˑˌɚŰ ˝ˌ
Γ˓ΔɚŰÎɧΓǌʁŁΏ�}ŁΔˌ

=�ʰſǴĄĂ·ȭ{ˈ¶ǾʫʛʃėĬſǴĄĂ·ȭ{_��W¼ʮǳĳƌˈŶȑʛʣʄɏ

ɻǳĳƌŶȑċɏ ɘɔɠɟɛ �ɏ

ɼǳĳƌ�jċɏ ɜɗɠ �́�jţɏ ɜɗɠ̈ɘɠɟɛɏ ̒ɏ əɜɖɞɐ̂ɏ

Γ˔ΔɚŰņƒˌ

ſǴĄĂ·ȭ{_�ʪʌ˄ǂǆ�"ʮ¶ʛʩʃ_��W¼ʑ˂0��{ʃ�"�{ʮ¶ʛʩ

Ȥȑʮˁ˄ǳĳƌˈȑ�ʛʃȤȑ́Đȩlk�ñ̂ʮˁ˃�jʛʣʄɏ

Γ˕ΔɚŰŕŤˌ

ɏ Ëî ɚɘ Ì ɘħ�Ě�əħ əɟ ė́�jĪȳ̂ɺĨUˠ˿˝�jĪė ɚħ ɘɞ ėɏ

Γ˖ΔʭɅˌ

ɏ ɏ �ƛJʮȺǝˈǎʭʦʣʄɏ

ɏ

˔ˑˌɚŰ ˞ˌ
Γ˓ΔɚŰÎɧΓǌʁŁΏ�}ŁΔˌ

ɏ ɏ ˆʎȧǒȹ°ƿ±Ė� ɘə �"ʮï¿ʛʩʍ˄±Ėˈ¶Ǿʫʛʣʄɏ

ɻǳĳƌŶȑċɏ ɚɗɗ �ɏ

ɼǳĳƌ�jċɏ ɘɛɟ �́�jţɏ ɘɛɟ̈ɚɗɗɏ ̒ɏ ɛɠɖɚɐ̂ɏ

Γ˔ΔɚŰņƒˌ

=�ˆʎȧǒȹ°;˾ƿ±Ė�ʮſǴʛʃŏVʒʐ�ʺʪʌ˄ŠŌʭʬʒʌ˄±Ė�ʽʐ˂˅
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˄�èˈƾíʛʃɘə �"ˈõEʛʣʄɘə �"ʰp�W¼ʮȤȑʮˁ˄ǳĳƌˈȑ�ʛʃȤȑ́Đ

ȩlk�ñ̂ʮˁ˃�jʛʣʄɏ

Γ˕ΔɚŰŕŤˌ

ɏ Ëî ɚɘ Ì ɘħ�Ě�əħ əɟ ė́�jĪȳ̂ɺĨUˠ˿˝�jĪė ɚħ ɘɞ ėɏ

Γ˖ΔʭɅɏ

ɏ ɏ �ƛJʮ`ƤȺǝˈǎʭʦʣʄɏ

ɏ

˕ˑˌɚŰ ˟ˌ
Γ˓ΔɚŰÎɧΓǌʁŁΏ�}ŁΔˌ

ɻǳĳɤɕɘɏ

ɏ =�ˆʎȧǒȹ°ƿĔǣȕƯ_Ǽ�RŻĔǣʃ=�ǁǗ˾ˆʎȧǒ;Ĕǣ_Ǽ�RŻĔǣʃ=

�ɌɎǁǗȹ°ƿƍƊĔǣRŻĔǣˈ¶Ǿʫʛʣʄɏ

́ɮ̂ǳĳƌŶȑċɏ ɟɞ �́=�ˆʎȧǒȹ°ƿĔǣȕƯ_Ǽ�RŻĔǣ ɜɠ �ʃ=�ǁǗ˾ˆʎȧ

ǒ;Ĕǣ_Ǽ�RŻĔǣ ɘɠ �ʃ=�ɌɎǁǗȹ°ƿƍƊĔǣRŻĔǣ ɠ�̂ɏ

́ɯ̂ǳĳƌ�jċɏ ɜɘ �́�jţɏ ɜɘ̈ɟɞɏ̒ɏ ɜɟɖɝɐ̂ɏ

ɼǳĳɤɕəɏ

ˆʎȧǒȹ°ƿʵʰĄĂʮžýȰˇʦʩʍ˄ǂ{́=�ˆʎȧǒȹ°ƿĔǣȕƯ_Ǽ�RŻ

Ĕǣʰǂ{ʃ=�ǁǗ˾ˆʎȧǒ;Ĕǣ_Ǽ�RŻĔǣʰǂ{ʃ=�ɌɎǁǗȹ°ƿƍƊĔǣ

RŻĔǣʰǂ{̂0ʅˈ¶Ǿʫʛʣʄɏ

́ɮ̂ǳĳƌŶȑċɏ ɘɔɗɜɠ �́=�ˆʎȧǒȹ°ƿĔǣȕƯ_Ǽ�RŻĔǣ ɟɘɟ �ʃ=�ǁǗ˾

ˆʎȧǒ;Ĕǣ_Ǽ�RŻĔǣ ɘɗɞ �ʃ=�ɌɎǁǗȹ°ƿƍƊĔǣRŻĔǣ ɘɚɛ �̂ɏ

́ɯ̂ǳĳƌ�jċɏ ɚɠɗ �́�jţɏ ɚɠɗ̈ɘɔɗɜɠɏ ɡɏɚɝɖɟɐ̂ɏ

Γ˔ΔɚŰņƒˌ

ɏ �ĸï˾Ĕǣʮ¶ʛʩʃǳĳƌˈȦÆʛ�jʛʣʄɏ

ɻɤɕɘ ʮʧʍʩ̑ȦÆʮʌʣʦʩʃ=�ˆʎȧǒȹ°ƿĔǣȕƯ_Ǽ�ʃ=�ǁǗ˾ˆʎȧǒ;

Ĕǣ_Ǽ�ʰ_Qˈʍʣʤʍʩʃ=�ˆʎȧǒȹ°ƿĔǣȕƯ_Ǽ�ʃ=�ǁǗ˾ˆʎȧǒ;Ĕ

ǣ_Ǽ�ʰ�Ď˵˿˻ʪʃRŻĔǣʵʰǳĳƌɤɕɘ ʰȼ©¦"ȑ�ȦÆˈǎʭʦʣʄʹʣʃʡ

˅ʢ˅ʰRŻĔǣʮǳĳƌɤɕɘ ʰƥ¦"ʰȤȑȦÆˈǎʭʦʣʄȤȑ́Đȩlk�ñ̂ʮˁ˃

�jʛʣʄɏ

ɼɤɕə ʮʧʍʩ̑ȦÆʮʌʣʦʩʃʡ˅ʢ˅ʰRŻĔǣʮǳĳƌɤɕə ʰƥ¦"ʰȤȑȦÆˈǎ

ʭʦʣʄȤȑ́Đȩlk�ñ̂ʮˁ˃�jʛʣʄɏ

Γ˕ΔɚŰŕŤˌ

ɏ Ëî ɚɘ Ì ɘħ�Ě�əħ əɟ ė́�jĪȳ̂ɺĨUˠ˿˝�jĪė ɚħ ɘɞ ėɏ

Γ˖ΔʭɅɏ

ɏ ɏ �ƛJʮȺǝˈǎʭʦʣʄɏ

ɏ

˖ˑˌɚŰ ˠˌ

Γ˓ΔɚŰÎɧΓǌʁŁΏ�}ŁΔˌ

ɻǳĳƌŶȑċɏ ɝɞ �ɏ

ɼǳĳƌ�jċɏ ɚɜ �́�jţɏ ɚɜ̈ɝɞɏ ̒ɏ ɜəɖəɐ̂ɏ

Γ˔ΔɚŰņƒˌ

ɏ ȥȜÐƀĉǄ£{�ʃĈ�ù®ȥÅĉǄ£{�ʮǳĳƌɥˈȑ�ʛȤȑ́Đȩlk�ñ̂ʮ

ˁ˃�jʛʣʄɏ

Γ˕ΔɚŰŕŤˌ

ɏ Ëî ɚɘ Ì ɘħ�Ě�əħ əɟ ė́�jĪȳ̂ɺĨUˠ˿˝�jĪė ɚħ ɘɞ ėɏ

Γ˖ΔʭɅˌ

ˌ ˌ �ƛJʮȺǝˈǎʭʦʣʄˌ
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˿ɚŰ̲ȉŮˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ ˌ
˓ˑˌɚŰ ˝ˌ

Γ˓ΔȉŮˌ Ε͕ͧ͛N̲Ł¼̳ÅŁ̫͈̋̂˯̳ɮ�̯Î̞͈�ǸȟŁ́�ǸŁ͌ȸ̞̂ˌ

˵�ǸȟΓǕɛĻĶÏʡ�Δ̲Ùčˌ

�ƛƿʰĸWʮʐʕ˄æȂ́ï¿ĽȰʃſǴĄĂˈǎʭʦʩʍ˄�ĸB²ʃſǴĄĂ·ȭ{

ʒſǴĄĂˈǎʭʦʩʍ˄ĽȰʰȚ�ņ"BʪʰǁǗȹ°ȰȕʰĔǣ˾�ĸïʰĨŜ̂ʮʧʍ

ʩʱʃ� ɢɕɘ ʑ˂� ɢɕɚ ʰȓ˃ʪʌʦʣʄɏ

ɏ

́ɮ̂ ſǴĄĂˈǎʭʦʩʍ˄ï¿́ĽȰ̂ʭʬʮʧʍʩ́ǒċ�ƛôɑɵɡɜɜɝɒɏ

ɏ
� ɢɕɘɏ ſǴĄĂˈǎʭʦʩʍ˄ï¿́ĽȰ̂ʮʧʍʩɏ

ɏ

́ɯ̂ ſǴĄĂˈǎʭʦʩʍ˄ĸWB²ʮʧʍʩ́ǒċ�ƛốɵɡɘɔɘɠɛ̂ɏ

ɏ
� ɢɕəɏſǴĄĂˈǎʭʦʩʍ˄ĸWB²ʮʧʍʩɏ

ɏ

ȹ°ƍƊ˖˿˫˙�ĸ

ḯƉ�ƍƊō�̅ɩɫɪ

ō�ʭʬ̂ ɞɗɖɠɐ ́ɚɠɛ̂
�ÍſǴĄĂ˛˽

˝˿ ɘɚɖɜɐ ́ɞɜ̂

��ŏVĄĂ˛˽

˝˿́£Ǡʭʬ̂

ɞɖɛɐ ́ɛɘ̂

ʡʰ� ɜɖɝɐɑɚɘɒ

ÅŭĮʭʬ́ǎĈ

ǂ{̂ ɘɖɝɐ ́ɠ̂

Ŝ�ƛ ɘɖɘɐ ́ɝ̂

ù®ş®ſǴĄĂ�ĸ

ɚɛɖəɐ ́ɛɗɟ̂

ù®ȹ°;ſǴĄĂ

�ĸ əɛɖəɐ ́əɟɠ̂

ù®�ǋſǴĄĂ

�ĸ ɘɠɖəɐ ́əəɠ̂

ÅŭĮʰȹ°ƿſǴĄ

Ăĸ́ÅŭĮʹʣʱÅ

ŭĮʑ˂ʰ£Ǡ̂ ɘɟɖɛɐ

́əəɗ̂

ʡʰ� ɚɖɚɐ ́ɚɠ̂ Ŝ�ƛ ɗɖɟɐ ́ɠ̂
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́ɰ̂ ſǴĄĂˈǎʭʦʩʍ˄ĽȰʰȚ�ņ"BʪʰǁǗȹ°ȰȕʰĔǣ˾�ĸïʰĨŜɏ
́ɵɡɜɗɠ̂ɏ

ɏ
� ɢɕɚɏſǴĄĂˈǎʭʦʩʍ˄ĽȰʰȚ�ņ"BʪʰǁǗȹ°ȰȕʰĔǣ˾�ĸïʰĨŜ

ʮʧʍʩɏ
ɏ

ľʮʃ�ƛƿǉȈʰ¿æʮʧʍʩʃ�ƛƿǉȈʰǁǗȹ°ʰĨŜʃðǩƽÞŠŌʃðǩʾǁ

Ǘȹ°ʮȰʝ˄ïĨȁĵʰŠŌʮʧʍʩʱʃ� ɢɕɛ ʑ˂� ɢɕɞ ʰȓ˃ʪʌʦʣʄɏ

ɏ

́ɱ̂ �ƛƿǉȈʰǁǗȹ°ʰĨŜ́ɵɡɜɗɠ̂ɏ

ɏ
� ɢɕɛɏ�ƛƿǉȈʰǁǗȹ°ʰĨŜʮʧʍʩɏ

ɏ ɏ

ʭʍ ɠɚɖɚɐ ́ɛɞɜ̂

ʌ˄ ɛɖɞɐ ́ əɛ̂

Ŝ�ƛ əɖɗɐ ́ɘɗ̂

ǁǗȹ°ʭʛ

ɠɝɖɘɐ ́ɛɟɠ̂

ǁǗȹ°ʌ˃ ɘɖɛɐ

́ɞ̂

Ŝ�ƛ əɖɝɐ ́ɘɚ̂
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́ɲ̂ ðǩƽÞʰĨŜ́ɵɡɜɗɠ̂ɏ
ſǴĄĂ·ȭ{ʰðǩƽÞʰƬɊʰĨŜʮʧʍʩʃ� ɢɕɜ ʰȓ˃ʪʌʦʣʄðǩƽÞƬɊɏ

ʒʭʍſǴĄĂ·ȭ{ʒ ɟɞɖəɐʃðǩƽÞƬɊʒʌ˄ſǴĄĂ·ȭ{ʒ ɝɖɠɐʪʌʦʣʄɏ ɏ ɏ ɏ

ɏ
� ɢɕɜɏ�ƛƿǉȈʰðǩƽÞƬɊʰĨŜʮʧʍʩɏ

ɏ

ɏ

́ɲ̂ɕəɏðǩƽÞƿʰðǩʮȰʝ˄ƬɊŃ́ɵɡɚɚ̂ɏ ̃Ë�Ìċɏ ɘɗɖə Ìɏ

ɏ
� ɢɕɝɏðǩƽÞƿʰðǩʮȰʝ˄ƬɊŃʮʧʍʩɏ

ɏ

ɏ ɏ

ʭʍ ɟɞɖəɐ ́ɛɛɛ̂

ʌ˃ ɝɖɠɐ́ɚɜ̂

Ŝ�ƛ ɜɖɠɐ́ɚɗ̂

 

 

�

�

�

�

 �

ɗ ə ɛ ɝ ɟ ɘɗ ɘə ɘɛ ɘɝ

�ě

ɘÌīŗ

ɚÌ��ɜÌīŗ

ɜÌ��ɘɗÌīŗ

əÌ��ɚÌīŗ

ɘÌ��əÌīŗ

ɘɗÌ��

́�̂
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́ɳ̂ðǩʾǁǗȹ°ʮȰʝ˄ïĨȁĵ́ǒċ�ƛ̂ɏ ɑɵɡɜɘɛɒɏ

ɏ
� ɢɕɞɏðǩʾǁǗȹ°ʮȰʝ˄ïĨȁĵʮʧʍʩɏ

ɏ

˶͊̍ʘȺʪÇȟ̬̲ʣ͇͋ˌ

ſǴĄĂ·ȭ{ʮʐʕ˄ˆʎȧǒȹ°ƿʫʰȰˇ˃ʮʧʍʩʱ�ɢɕɟʃ� ɢɕɠ ʰȓ˃ʪʌʦʣʄɏ

ɏ

ɑɮɒˆʎȧǒȹ°ƿʫȰˇ˃ˈʽʦʣʗʫʒʌ˄ſǴĄĂ·ȭ{ʰPq́ɵɡɜɗɠ̂ɏ

ɏ
� ɢɕɟɏ ſǴĄĂ·ȭ{ʮʐʕ˄ˆʎȧǒȹ°ƿʫʰȰˇ˃ʰĨŜʮʧʍʩɏ

ɏ

ɏ ɏ

ʭʛ ɟɜɖɛɐ́ɛɚɠ̂

Ŝ�ƛ ɠɖɚɐ́ɛɟ̂

şJĄĂ«Ĵ́ǁ

Ǘȹ°��̂ĉ{

:Ǥ ɘɖɟɐ́ɠ̂

ʡʰ� ɘɖɝɐ́ɟ̂

ȥȜÐƀʹʣʱÅ

ŭĮŷȫʰðǩȓ

ǥƿ ɘɖəɐ́ɝ̂

ȥȜÐƀʹʣʱÅ

ŭĮŷȫʰǓƣƙ

ǡƿ ɗɖɛɐ́ə̂

ðǩȓǥ�́bŨT7�

ǈǬ®̂ ɗɖəɐ́ɘ̂

ðǩȓǥƿ́ðǩ

ȓǥƿ=�Ʊ�Ǩ

Ɋqĵƿ̂ ɗɖəɐ́ɘ̂

şJĄĂ«Ĵ́ǁ

Ǘȹ°̂ĉ{:Ǥ

ɗɖɗɐ́ɗ̂

ʌ˄ ɜɟɖɗɐ́əɠɜ̂

ʭʍ ɛɗɖɞɐ́əɗɞ̂

Ŝ�ƛ ɘɖɛɐ́ɞ̂
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́ɯ̂ˆʎȧǒȹ°ƿʫȰˇʦʣƬɊʒʌ˄Ìċ́ɵɡəɝɟ̂ɏ

ɏ
� ɢɕɠɏ ˆʎȧǒȹ°ƿʫȰˇʦʣƬɊÌċʮʧʍʩɏ

ɏ

˷ʣ̧̤̘̬͈͋̑̋ȣȾʪÇȟΏ͊̍ʘȺʪÇȟ̲ʪÇǭWˌ

ɑɮɒȰˇʦʣʗʫʒʌ˄ǁǗȹ°ƿʮʧʍʩɏ

ɏ ſǴĄĂ·ȭ{ʒȰˇʦʣʗʫʒʌ˄ǁǗȹ°`�ʰȹ°ƿċʱǏɢɕɘ ʰȓ˃ʪʌʦʣʄɏ

ɏ

Ǐ ɢɕɘɏ ɏȰˇʦʣʗʫʒʌ˄ǁǗȹ°`�ȹ°ƿʮʧʍʩɏ

ȹ°ʰƒJɏ �ċɏ

ǁǗȹ°`�ɏ ɛɝɜɏ

ˌ

́ɯ̂Ȱˇʦʣʗʫʒʌ˄ˆʎȧǒȹ°ƿʮʧʍʩɏ

ɏ ɏſǴĄĂ·ȭ{ʒȰˇʦʣʗʫʒʌ˄ˆʎȧǒȹ°ƿʰȹ°ƒJʰ¯ċʱǏɢɕəʰȓ˃ʪʌʦ

ʣʄȰˇʦʣʰʒ�Ű�ʍˆʎȧǒȹ°ƿʱʆǁǗȹ°ʇʫʆƃŸȹ°ʇˈ&ʟøʧ�ʅʪʌʦʣʄɏ

ɏ

Ǐ ɢɕəɏ ɏȰˇʦʣʗʫʒʌ˄ˆʎȧǒȹ°ƿʰȹ°ƒJʮʧʍʩɏ

ȹ°ʰƒJɏ �ċɏ �ċňţɏ

ǁǗȹ°̄ƃŸȹ°ɏ əɞəɏ ɚɜɖɠɐɏ

ǁǗȹ°̄ǃ"�ǉūɏ ɘɗɗɏ ɘɚɖəɐɏ

ǁǗȹ°̄ǖǗȹ°ɏ ɝɝɏ ɟɖɞɐɏ

ǁǗȹ°̄ƢƋȹ°ɏ ɜɗɏ ɝɖɝɗɐɏ

ǁǗȹ°̄Ŷȝȹ°ɏ ɚɛɏ ɛɖɜɐɏ

ǁǗȹ°̄Bȣȹ°ɏ ɘɜɏ əɖɗɐɏ

ǁǗȹ°̄ǃ"�ǉū̄ƃŸȹ°ɏ ɝɜɏ ɟɖɝɐɏ

ǁǗȹ°̄ǖǗȹ°̄ƃŸȹ°ɏ ɜəɏ ɝɖɠɐɏ

ǁǗȹ°̄ǖǗȹ°̄ǃ"�ǉūɏ ɛɗɏ ɜɖɚɐɏ

ɘɠ

ɚɛ

ɛə

ɜɚ

ɜɜ

ɝɜ

ɗ ɘɗ əɗ ɚɗ ɛɗ ɜɗ ɝɗ ɞɗ

ɘÌ��ʑ˂əÌīŗ

əÌ��ʑ˂ɚÌīŗ

ɘɗÌ��

ɚÌ��ʑ˂̎Ìīŗ

ɘÌīŗ

ɜÌ��ʑ˂ɘɗÌī

ŗ

ɑ�ɒɏ
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ǁǗȹ°̄ƃŸȹ°̄Ŷȝȹ°ɏ ɘɛɏ ɘɖɟɐɏ

ǁǗȹ°̄ƃŸȹ°̄ƢƋȹ°ɏ ɘɘɏ ɘɖɜɐɏ

ǁǗȹ°̄ƃŸȹ°̄Bȣȹ°ɏ ɟɏ ɘɖɘɐɏ

ǁǗȹ°̄ǖǗȹ°̄ƢƋȹ°ɏ ɞɏ ɗɖɠɐɏ

ǁǗȹ°̄ǖǗȹ°̄Ŷȝȹ°ɏ ɜɏ ɗɖɞɐɏ

ǁǗȹ°̄Bȣȹ°̄ƢƋȹ°ɏ əɏ ɗɖɚɐɏ

ǁǗȹ°̄ǖǗȹ°̄Bȣȹ°ɏ ɘɏ ɗɖɘɐɏ

ǁǗȹ°̄ǃ"�ǉū̄Bȣȹ°ɏ ɘɏ ɗɖɘɐɏ

ǁǗȹ°̄ʡʰ�ɏ ɘɛɏ ɘɖɟɐɏ

ǝɏ ɞɜɞɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ɏ

˸͊̍ʘȺʪÇȟ̬̲͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ˌ

ˌ ɏ ˆʎȧǒȹ°ƿʫʰȰˇ˃ʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅʱ�ɢɕɘɗʃ� ɢɕɘɘ ʰȓ˃ʪʌʦʣʄɏ

́ɮ̂ˆʎȧǒȹ°ƿʫʰȰˇ˃ʰĜʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅ́ǒċ�ƛ̂ɑɵɡɛɜɘɒɏ

ɏ

ɏ ƙǴʒʽʦʫʽ�ʍʒʃðǩȓǥˈKũʟʞʮðǩˈ'ʦʩʃˆʎȧǒȹ°ƿʫȰˇʦʩʍ˄(

ʽ�ʔʺ˂˅ʩʍ˄ʄɏ

ɏ
� ɢɕɘɗɏ ˆʎȧǒȹ°ƿʫʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅʮʧʍʩɏ

ɏ

ɏ ɏ

ƙǴ əɞɖɜɐ́ɘəɛ̂

ðǩ́ðǩȓǥʭʛ̂

əɘɖɘɐ́ɠɜ̂
ðǩȓǥKũ

ɘɟɖəɐ́ɟə̂

Ʋˏ˿ˢʾCƁˈ

ƈʝ ɠɖɟɐ́ɛɛ̂

šǉʰȈû˃ ɜɖɚɐ

́ əɛ̂

mǩ ɛɖɠɐ́əə̂

˖ˌ˽́˲ˏˡ˽ʽw

ʻ̂ ɛɖɛɐ́əɗ̂

A"ŞˈKũʝ˄

ɛɖɛɐ́əɗ̂

ʡʰ� əɖɞɐ́ɘə̂
ùʙʛʪƈʝ ɗɖɠɐ

́ɛ̂

čªȓǥKũ

ɗɖɠɐ́ɛ̂
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́ɯ̂ˆʎȧǒȹ°ƿʫʰȰˇ˃ʮʐʍʩʃɑɮɒʰ�ʪşʮ�Gʤʫåˇ˅˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅ

́`��ƛ̂́ɵɡəɗɝɒɏ

ˆʎȧǒȹ°ƿʫʰȰˇ˃ʮʐʍʩ� ɢɕɘɘ ʰȓ˃ʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅˈǌʅʫũʍʩʍ˄

ʒʃſǴĄĂ·ȭ{ʒʡʰ�ʪʽşʮ�Gʤʫüʏʩʍ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅʱƙǴʪʌʦʣʄɏ

ɏ
� ɢɕɘɘɏ ˆʎȧǒȹ°ƿʫʰȰˇ˃ʮʐʍʩşʮ�Gʤʫåˇ˅˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅʮʧʍʩɏ

ɏ

ɑɯɕɘɒðǩƽÞƬɊʰĨŜʮʐʕ˄ˆʎȧǒȹ°ƿʫʰȰˇ˃ʮʐʍʩşʮ�Gʤʫåˇ˅˄˔˳

˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅɏ

ðǩƽÞƬɊʰĨŜʫˆʎȧǒȹ°ƿʫʰȰˇ˃ʮʐʍʩşʮ�Gʤʫåˇ˅˄˔˳˷ˤ˓˿˗

˸˽ðŅʮʧʍʩʰȰȕæˈʺ˄ʣʼʮɷə ķ®ˈǎʦʣʫʗˆĨéÄʒǬʼ˂˅ʣ́ɷəɡəəɖɟəɗɔɏ

ɱɳɡɘɗɔɏɶ���ɖɗɘ̂ʄɏ
ɏ ðǩƽÞƬɊʒʌ˄ſǴĄĂ·ȭ{ʒşʮ�Gʤʫüʏʩʍ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅˈ� ɢɕ

ɘə ʮƈʛʣʄðǩʒ�GʫʍʎPqʒ ɚɜɖɚ̀ʪʌʦʣʄɏ

ɏ
� ɢɕɘəɏðǩƽÞƬɊʒʌ˄ſǴĄĂ·ȭ{ʒşʮ�Gʤʫüʏʩʍ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅ́ɵɡɘɞ̂ɏ

ɏ

ƙǴ ɚɗɖɘɐ́ɝə̂

ðǩȓǥKũ

ɘɠɖɠɐ́ɛɘ̂

ðǩ́ðǩȓǥʭʛ̂

ɘɚɖɝɐ́əɟ̂

Ʋˏ˿ˢʾCƁˈ

ƈʝ ɘɗɖɞɐ́əə̂

šǉʰȈû˃ ɜɖɟɐ

́ɘə̂

mǩ ɜɖɚɐ́ɘɘ̂

˖ˌ˽́˲ˏˡ˽ʽwʻ̂

ɛɖɠɐ́ɘɗ̂

A"ŞˈKũʝ˄

ɛɖɠɐ́ɘɗ̂
ʡʰ� əɖɠɐ́ɝ̂

ùʙʛʪƈʝ ɘɖɗɐ

́ə̂ čªȓǥKũ

ɘɖɗɐ́ə̂

ðǩ́ðǩȓǥ

ʭʛ̂

ɚɜɖɚɐɑɝ̂

ðǩȓǥKũ

əɚɖɜɐɑɛ̂

Ʋˏ˿ˢʾCƁˈƈ

ʝ

əɚɖɜɐɑɛ̂

mǩ

ɜɖɠɐɑɘ̂

šǉʰȈû˃

ɜɖɠɐɑɘɒ

čªȓǥKũ

ɜɖɠɐɑɘɒ
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ðǩƽÞƬɊʒʭʍſǴĄĂ·ȭ{ʒşʮ�Gʤʫüʏʩʍ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅˈ�ɢɕ

ɘɚ ʮƈʛʣʄʽʦʫʽ�ʍ�ƛʱƙǴʪʌ˃ʃɚɛɖɠɐʪʌʦʣʄɏ

ɏ
� ɢɕɘɚɏðǩƽÞƬɊʒʭʍſǴĄĂ·ȭ{ʒşʮ�Gʤʫüʏʩʍ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅɏ

ɑɵɡɘɝɝɒɏ

ɏ

˹͊̍ʘȺʪÇȟ̬ʣ͇͋͌�̧̤ŕΓU�ʳɛ͂ȏȐǎʳɛ̮̭Δ̯̪̲̏̌͛΀΅͚ͮΐ͟Ά

΍̲ÅĕΓG'Δˌ

ɑɮɒ ="ʮʐʕ˄H�ɀǴʽʛʔʱ̊�ʰʺʰɀǴʾȰˇ˃ʭʬʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʰ¯ìɏ
ſǴĄĂ·ȭ{ʒH�ɀǴʾ̊�ʰʺʰɀǴʭʬʰȰˇ˃ʮʐʍʩʃʡ˅ʢ˅ʰ˔˳˷ˤ˓˿

˗˸˽ðŅʮʐʍʩˆʎȧǒȹ°ƿʫ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ˈ�ʦʣĜʰ¯ìʱ�ɢɕɘɚ ʰȓ˃ʪʌ

˄ʄðǩʮʐʍʩʱʆʓˇʼʩîƖʛʮʔʍŠìʪʌ˄ʇPqʒ ɛɞɖɝɐʪʌʦʣʄɏ

ɏ
� ɢɕɘɚɏH�ɀǴʽʛʔʱ̊�ʰʺʰɀǴʾȰˇ˃ʭʬʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʰ¯ìʮʧʍʩɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ƙǴ ɚɛɖɠɐɑɜɟɒ

ðǩȓǥKũ

əɗɖɜɐɑɚɛɒ
ðǩ́ðǩȓǥʭʛ̂

ɘɗɖəɐɑɘɞɒ

Ʋˏ˿ˢʾCƁˈƈ

ʝ ɠɖɝɐɑɘɝɒ

mǩ ɝɖɗɐɑɘɗɒ

A"ŞˈKũʝ˄

ɜɖɛɐɑɠɒ

˖ˌ˽́˲ˏˡ˽ʽw

ʻ̂ ɛɖəɐɑɞɒ

šǉʰȈû˃

ɛɖəɐɑɞɒ

ùʙʛʪƈʝ ɘɖəɐɑəɒ čªȓǥKũ

ɗɖɝɐɑɘɒ ʡʰ� ɚɖɗɐɑɜɒ

ɛɞɖɝɐ

ɑɟɗɒ

ɛəɖɝɐ

ɑɟɞɒ

ɘɞɖɗɐ

ɑɚɟɒ

əɝɖɘɐ

ɑɜɜɒ

əɚɖɟɐ

ɑɚɛɒ

ɘɝɖɞɐ

ɑəɟɒ

ɚɘɖɛɐ

ɑɝɛɒ

ɛɗɖɝɐ

ɑɠɘɒ

ɛəɖɞɐ

ɑɠɗɒ

ɜɘɖɗɐ

ɑɞɚɒ

ɠɖɜɐ

ɑɘɝɒ

ɘɗɖɚɐ

ɑəɘɒ

ɘɠɖəɐ

ɑɛɚɒ

ɘɠɖɗɐ

ɑɛɗɒ

ɘɚɖɚɐ

ɑɘɠɒ

əɝɖəɐ

ɑɛɛɒ

ɘɜɖɞɐ

ɑɚəɒ

əɚɖəɐ

ɑɜəɒ

ɘəɖɚɐ

ɑəɝɒ

ɘɘɖɠɐ

ɑɘɞɒ

ɗɐ əɗɐ ɛɗɐ ɝɗɐ ɟɗɐ ɘɗɗɐ

ðǩ́ɵɡɘɝɟ̂

mǩ́ɵɡəɗɛ̂

ƙǴ́əəɛ̂

Ȉû˃́ɵɡəɘɘ̂

ˏ˿ˢ́ɵɡɘɛɚ̂

ɘ̇ʓˇʼʩîƖʛʮʔʍŠìʪʌ˄

ə̇Ɵ`ʭùƈʾǓŊʰ�ȝʒȓʜqʏ˄

ɚɖɏéáʾëèʰ�ȝʒȓʜqʏ˄

ɛɖėÉŨŏˈ�ʻ�ʪňȉŸǉūʮſ
ŸŸʾ˃ʫ˃ʒʪʓ˄
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́ɯ̂="ʮʐʕ˄ťĜśʹʣʱĦƪŸĜśʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʰ¯ìɏ

ſǴĄĂ·ȭ{ʒťĜśʹʣʱĦƪĜśʮʐʍʩʰȰˇ˃ʮʩʃʡ˅ʢ˅ʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸

˽ðŅʮʐʍʩˆʎȧǒȹ°ƿʫ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ˈ�ʦʣĜʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽¯ìʱ�ɢɕɘɛ

ʰȓ˃ʪʌ˄ʄɏ

ɏ
� ɢɕɘɛɏťĜśʹʣʱĦƪĜśʪʰɀǴʾȰˇ˃ʭʬʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʰ¯ìʮʧʍʩɏ

ɏ

ɑɰɒðǩƽÞƬɊʰʌ˄�ʫƬɊʒʭʍ�ʰH�ɀǴʽʛʔʱ̊�ʰʺʰɀǴʾȰˇ˃ʭʬʮʐʕ

˄ʃʡ˅ʢ˅ʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅˈũʍʣĜʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʰ¯ìɏ

ɏ ɏ H�ɀǴʽʛʔʱ̊�ʰʺʰɀǴʾȰˇ˃ʭʬʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʰ¯ìˈðǩƽÞƬ

Ɋʰʌ˄ſǴĄĂ·ȭ{ƻ́ɵɡɚɘ̂ʫðǩƽÞƬɊʰʭʍſǴĄĂ·ȭ{ƻɑɵɡɚɟɗɒʮFʕʃʡ

˅ʢ˅ʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅˈũʍʣĜʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽¯ìʮʧʍʩķǞʛʣʄɏ

ɏ

́ɰɕɘ̂ðǩƽÞʰƬɊʒʌ˄ſǴĄĂ·ȭ{ɏ ɏ ɏ ˌ ˌ

ðǩƽÞʰƬɊʒʌ˄ſǴĄĂ·ȭ{ʒH�ɀǴʽʛʔʱ̊�ʰʺʰɀǴʭʬʮʐʍʩʃʡ˅

ʢ˅ʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅˈũʍʩʃˆʎȧǒȹ°ƿʫȰˇ˄Ĝʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽¯ìʱǏ

ɢɕɚ ʰȓ˃ʪʌʦʣʄ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅʫʛʩũʍ˂˅˄ʰʒĦʽ�ʍʰʒmǩʃľʮðǩʪ

ʌʦʣʄʆʓˇʼʩîƖʛʮʔʍŠìʪʌ˄ʇʰʱmǩʒĦʽɌʔ ɛɞɖɘɐʪʌ˃ʃʆėÉŨŏˈ�ʻ�

ʪňȉŸǉūʮſ
Ÿʾ˃ʫ˃ʒʪʓ˄ʇʰʱðǩʒƔEʛʩɌʔʃɚɘɖəɐʪʌʦʣʄľʮ�ʔ'ũ

ʙ˅˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅʫʛʩȈû˃ʃˏ˿ˢʃƙǴʒúʖ˂˅˄ʒʃʍʞ˅ʽʆƟ`ʭùƈʾ

ǓŊʰ�ȝʒȓʜqʏ˄ʇŠìʒĦʽɌʔʃȈû˃ʱ ɚɜɖɞɐʃˏ˿ˢʱ ɛɘɖɝɐʃƙǴʱ ɝɗɖɗɐʪʌʦ

ʣʄɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɛɘɖɜɐ

ɑɝɝɒ

ɚɚɖɗɐ

ɑɝɟɒ

ɘɚɖɟɐ

ɑɚɘɒ

əɗɖɝɐ

ɑɛɘɒ

ɘɠɖɛɐ

ɑəɟɒ

ɘɝɖɛɐ

ɑəɝɒ

əɝɖɞɐ

ɑɜɜɒ

ɚɘɖɝɐ

ɑɞɘɒ

ɛɗɖɞɐ

ɑɟɘɒ

ɛɘɖɞɐ

ɑɝɗɒ

ɘɞɖɗɐ

ɑəɞɒ

əɗɖɛɐ

ɑɛəɒ

əɝɖəɐ

ɑɜɠɒ

əəɖɘɐ

ɑɛɛɒ

əɛɖɚɐ

ɑɚɜɒ

əɜɖəɐ

ɑɛɗɒ

ɘɠɖɠɐ

ɑɛɘɒ

əɟɖɛɐ

ɑɝɛɒ

ɘɝɖɝɐ

ɑɚɚɒ

ɘɛɖɝɐ

ɑəɘɒ

ɗɐ əɗɐ ɛɗɐ ɝɗɐ ɟɗɐ ɘɗɗɐ

ðǩɑɵɡɘɜɠ̂

mǩɑɵɡəɗɝ̂

ƙǴɑɵɡəəɜ̂

Ȉû˃ɑɵɡɘɠɠ̂

ˏ˿ˢɑɵɡɘɛɛ̂

ɘ̇ʓˇʼʩîƖʛʮʔʍŠìʪʌ˄

ə̇Ɵ`ʭùƈʾǓŊʰ�ȝʒȓʜqʏ˄

ɚɖɏéáʾëèʰ�ȝʒȓʜqʏ˄

ɛɖėÉŨŏˈ�ʻ�ʪňȉŸǉūʮſ
ŸŸʾ˃ʫ˃ʒʪʓ˄
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Ǐɢɕɚɏ ɏðǩƽÞʰƬɊʒʌ˄ſǴĄĂ·ȭ{ʰH�ɀǴʭʬʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽¯ì
́�̑�ƛċɏ �̑�ƛňţ̂ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ʓˇʼʩ

îƖʛʮ

ʔʍŠì

ʪʌ˄ɏ ɏ ɏ

Ɵ ` ʭ

ùƈʾ

ǓŊ ʰ

�ȝ ʒ

ȓ ʜ q

ʏ˄ɏ

éáʾ

ëèʰ

�ȝʒ

ȓ ʜ q

ʏ˄ɏ

ė É Ũ

ŏ ˈ �

ʻ � ʪ

ň ȉ Ÿ

ǉ ū ʮ

ſ 
 Ÿ

ʾ˃ ʫ ˃

ʒʪʓ˄ɏ

ǝɏ ɨɏ ɬɥɏ ɶɏ

ðǩɏ

́ɵɡɘɝ̂ɏ

ɛɏ ɝɏ ɘɏ ɜɏ ɘɝɏ ɚɖɗɏ ɘɖəɠɏ         
** əɜɖɗɐɏ ɚɞɖɜɐɏ ɝɖɚɐɏ ɚɘɖəɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

mǩɏ

́ɵɡɘɞ̂ɏ

ɟɏ ɜɏ ɘɏ ɚɏ ɘɞɏ ɘɖəɏ ɖɛɟɏ  
ɛɞɖɘɐɏ əɠɖɛɐɏ ɜɖɠɐɏ ɘɞɖɝɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ƙǴɏ

́ɵɡɘɗ̂ɏ

ɘɏ ɝɏ əɏ ɘɏ ɘɗɏ əɖəɠɏ ɖɠɜɏ * 
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ɛɏ ɜɏ ɚɏ əɏ ɘɛɏ əɖɘɛɏ ɘɖɗɝɏ  
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əɠɖɗɐɏ ɚɠɖɘɐɏ ɘɚɖɗɐɏ ɘɟɖɠɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

**p<.01, * p<.05 ́Kolmogorov-Smirnov ʰŁǕæʰķ®ʮˁ˄̂ 
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Ǐɢɕɛɏ ɏðǩƽÞʰƬɊʒʭʍſǴĄĂ·ȭ{ʰH�ɀǴʭʬʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʰ¯ìɏ
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ðǩɏ

́ɵɡɘɘɞ̂ɏ

ɜɠɏ ɘɠɏ ɘɚɏ əɝɏ ɘɘɞɏ
ɘɖɞɠɏ ɘɖɘɗɏ

ɜɗɖɛɐɏ ɘɝɖəɐɏ ɘɘɖəɐɏ əəɖəɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

mǩɏ

́ɵɡɘɛɛ̂ɏ

ɜɟɏ ɛɞɏ ɘɟɏ əɘɏ ɘɛɛɏ
ɘɖɝɚɏ ɖɟɘɏ

ɛɗɖɚɐɏ ɚəɖɝɐɏ ɘəɖɜɐɏ ɘɛɖɝɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ƙǴɏ

́ɵɡɘɞɘ̂ɏ

əɜɏ ɞɚɏ ɚɞɏ ɚɝɏ ɘɞɘɏ
əɖəɝɏ ɘɖɗɗɏ

ɘɛɖɝɐɏ ɛəɖɞɐɏ əɘɖɝɐɏ əɘɖɘɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

Ȉû˃ɏ

́ɵɡɘɜɚ̂ɏ

ɚɞɏ ɝɝɏ ɚɚɏ ɘɞɏ ɘɜɚɏ
əɖɗɗɏ ɖɠɚɏ

əɛɖəɐɏ ɛɚɖɘɐɏ əɘɖɝɐɏ ɘɘɖɘɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ˏ˿ˢɏ

́ɵɡɘɗɗ̂ɏ

ɘɠɏ ɜɜɏ ɘɛɏ ɘəɏ ɘɗɗɏ
əɖɘɛɏ ɘɖɗɝɏ

ɘɠɖɗɐɏ ɜɜɖɗɐɏ ɘɛɖɗɐɏ ɘəɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǝɏ
ɘɠɟɏ əɝɗɏ ɘɘɜɏ ɘɘəɏ ɝɟɜɏ

ɏ ɏ
əɟɖɠɐɏ ɚɞɖɠɐɏ ɘɝɖɟɐɏ ɘɝɖɛɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ɏ

ɑɱɒðǩƽÞƬɊʰʌ˄�ʫƬɊʒʭʍ�ʰťĜśʹʣʱĦƪŸĜśʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽

ʰ¯ìɏ

ťĜśʹʣʱĦƪŸĜśʪʰɀǴʾȰˇ˃ʭʬʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʰ¯ìˈðǩƽÞƬ

Ɋʰʌ˄ſǴĄĂ·ȭ{ƻɑɵɡɚɘɒʫðǩƽÞƬɊʰʭʍſǴĄĂ·ȭ{ƻɑɵɡɚɟɗɒʮFʕʃʡ˅

ʢ˅ũʍ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʰ¯ìʮʧʍʩķǞʛʣʄˌ

́ɱɕɘ̂ðǩƽÞʰƬɊʒʌ˄�ɏ

ɏ ɏ ťĜśʹʣʱĦƪĜśʮʐʍʩʃðǩˈũʍ˄�qʆėÉŨŏˈ�ʻ�ʪňȉŸǉūʮſ


Ÿʾ˃ʫ˃ʒʪʓ˄ʇʫʍʎ¯ìʒʺ˂˅ʣʄɏ

Ǐ ɢɕɜɏðǩƽÞʰƬɊʒʌ˄ſǴĄĂ·ȭ{ʰťĜśʹʣʱĦƪĜśʮʐʕ˄ɀǴʭʬʮʐ

ʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʰ¯ìɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ́�̑�ƛċɏ �̑�ƛňţ̂ɏ

* p<.05 ́Kolmogorov-Smirnov ʰŁǕæʰķ®ʮˁ˄̂ɏ
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ɚɖɛɚɏ ɖɞɟɏ *ɏ

əɗɖɗɐɏ ɘɚɖɚɐɏ əɝɖɞɐɏ ɛɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

mǩ

́ɵɡɘɜ̂ɏ

ɛɏ ɛɏ əɏ ɜɏ ɘɜɏ
ɘɖɟɝɏ

ɘɖə

ɘɏ
*ɏ

əɝɖɞɐɏ əɝɖɞɐɏ ɘɚɖɚɐɏ ɚɚɖɚɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ƙǴ

́ɵɡɘə̂ɏ

ɗɏ ɞɏ əɏ ɚɏ ɘəɏ
əɖɟɝɏ ɖɠɗɏ ɏ

ɗɖɗɐɏ ɜɟɖɚɐɏ ɘɝɖɞɐɏ əɜɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

Ȉû˃

́ɵɡɘɚ̂ɏ

ɘɏ ɞɏ ɚɏ əɏ ɘɚɏ
əɖəɠɏ ɖɠɜɏ *ɏ

ɞɖɞɐɏ ɜɚɖɟɐɏ əɚɖɘɐɏ ɘɜɖɛɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ˏ˿ˢ

́ɵɡɘɚ̂ɏ

əɏ ɞɏ əɏ əɏ ɘɚɏ
əɖɘɛɏ ɖɠɗɏ ɏ

ɘɜɖɛɐɏ ɜɚɖɟɐɏ ɘɜɖɛɐɏ ɘɜɖɛɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǝɏ
ɘɗɏ əɞɏ ɘɚɏ ɘɟɏ ɝɟɏ

ɏ ɏ ɏ
ɘɛɖɞɐɏ ɚɠɖɞɐɏ ɘɠɖɘɐɏ əɝɖɜɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ
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́ɱɕə̂ðǩƽÞʰƬɊʒʭʍ�ɏ

ðǩƽÞʰƬɊʒʭʍſǴĄĂ·ȭ{ʒťĜśʹʣʱĦƪĜśʮʐʍʩʃʡ˅ʢ˅ʰ˔˳˷

ˤ˓˿˗˸˽ðŅˈũʍʩʃˆʎȧǒȹ°ƿʫȰˇ˄Ĝʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽¯ìʱǏ ɢɕɝ ʰȓ˃ʪ

ʌʦʣʄɏ

ɏ

Ǐ ɢɕɝɏðǩƽÞʰƬɊʒʭʍſǴĄĂ·ȭ{ʰťĜśʹʣʱĦƪĜśʮʐʕ˄ɀǴʭʬʮʐ

ʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʰ¯ìɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ́�̑�ƛċɏ �̑�ƛňţ̂ɏ

ɏ
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́ɯ̂�ʦʣʗʫʒʌ˄�qʰB²ɏ

ȁĐƶˈeŝʙ˅ʣʍʄɏ

ˌ

˺Ȥ¥͂�Ŷě̫ȷ͉̪͈͋̌ȣȾʪÇ͂͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĻĶ̯ʣ̞͈Ǟ4 ˌ

ˌ ɏ ǂ�ʭʬʪǎˇ˅ʩʍ˄ǁǗȹ°ʾ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ĄĂʮȰʝ˄Ɔ/�ʰĨŜʾʃƆ/ʰ
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ʡʰ�ʰB²ʮʧʍʩɏ

Ǐ ɢɕɞɏ ́ɯ̂ʰʡʰ�ʮʧʍʩʰ�ƛB²́ċªʱ�ƛB²ʰċ̂ɏ

͕ͩ͜Έΐˌ NÉΓwŃͿͿˌ Ε�ʓ4Ɓ͇̋Δˌ
̈ȣȾʪÇ̢̨̲̲̯̪̀̌̉ˌ ΏȣȾʪÇ̯ʣ̞͈Ǟ4 ˌ

̈Ǔ͊̍ʃɌ�b�ˇę̉ˌ ΏǓ͊̍ʃɌ�bȟˇęɠðˌ

̈ɄɕǌʍʪÇ̨̯̪̌̉ˌ ΏɄɕǌʍʪÇ̯ʣ̞͈�ŶěNǞ4 ˌ

̈Ĝɐ̨̯̪̌̉ˌ

ΏĜɐ͝ΐ͘ΉΓ̮͇̐Ǽs̮̲̀́UąȟÎɧΔˌ

Ώ̙ŧ�̑ʃě͉̪͈̌̚�ŶěŃ̫¿Ȝ ̬Ί͘Ίΐ͟Ά΍͌Ḿ̱̪˓ ̐Š ˓� ˖˗ S

Ĝɐ̫ŋäǎ̯,̍Ʉȵ͂ſ̫Ĝɐ̯ʣ͈͋ŕʢ͌*̧̪͈̌̂ˌ

ΏÞ̲ĜɐɠðΓŀÆΔ͂Ĝɐ²��ˇęɠðΓ˕Δˌ

̈˩˟ ƕƺ̉ˌ Ώ˩˟ ̲ēć!ʍ͏͸Έ͌Xƺ̞͈ņƒ̲ɠȜ ˌ

̈͊̍ȟú�ȟ̐͆¿̸̘̬̉ˌ Ώ͊̍ȟΓʘȺ̮̜Δ̲ņ̯͈̃ͅɠɐΏÅĠˌ

̢̲̈�̉ˌ ΏȤ¥N̫̲ ɤ̲ʩˌ

ˌ

˻Ȥ¥�¬̫ȷ͉̪͈͋̌ȣȾʪÇ͂͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĻĶ̯ʣ̞͈Ǟ4 ̨̯̪̌ˌ

́ɮ̂ ǂ���ʪǎˇ˅ʩʍ˄ǁǗȹ°ʾ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ĄĂʮȰʝ˄Ɔ/�ʵʰeRʰĨŜ
́ɵɡɜɗɠ̂ɏ

ɏ
� ɢɕɘɟɏǂ���ʪǎˇ˅ʩʍ˄ǁǗȹ°ʾ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ĄĂʮȰʝ˄Ɔ/�ʵʰeRʰĨŜʮʧʍʩɏ

ɏ

́ɯ̂ǂ���ʪǎˇ˅ʩʍ˄ǁǗȹ°ʾ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ĄĂʮȰʝ˄Ɔ/�ʮeRʛʩʍ˄

�qʰƆ/B²́ǒċ�ƛ̂ɑɵɡɘɟɗɒɏ

ɏ
� ɢɕɘɠɏǂ���ʪǎˇ˅ʩʍ˄ǁǗȹ°ʾ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ĄĂʮȰʝ˄Ɔ/�ʮeRʛʩʍ˄�qʰƆ/B²ʮʧʍʩɏ

ʍʍʏ ɞɗɖɠɐ́ɚɝɘ̂

ʱʍ əɜɖɞɐ́ɘɚɘ̂

Ŝ�ƛ ɚɖɚɐ́ɘɞ̂

ðǩǹƽ�

ɛɝɖɘɐɑɟɚɒ

čªȓǥ́Ǔƣƙǡ̅=č<Q̅

Ɂ�ǬǺʰŏũʭʬ̂ʮȰʝ˄ǹ

ƽ�

ɘɘɖɞɐɑəɘɒ

ˆʎȧǒȹ°ƿĄĂ

ƬɊƿˈʐ÷ʓʛʩ

ʰǹř�

ɘɜɖɗɐɑəɞɒ

ˆʎȧǒȹ°ƿĄĂ

ʮȰʝ˄˓˿˙ķǞ

�

ɠɖɛɐɑɘɞɒ

ɖ=�ǁǗǜǮȹ°

ƿƍƊƆƓ�őȺ

�

əɖəɐɑɛɒ

ʡʰ�

ɘɜɖɝɐɑəɟɒ
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ʡʰ�ʰB²ʮʧʍʩɏ

Ǐ ɢɕɟɏ ́ɯ̂ʰʡʰ�ʮʧʍʩʰ�ƛB²ʮʧʍʩ́ċªʱ�ƛB²ʰċ̂ɏ

͕ͩ͜Έΐˌ NÉΓwŃͿͿˌ Ε�ʓ4Ɓ͇̋Δˌ

̈Ïʡżʣ
;̲Ǟ4 ̉ˌ

ΏG�͊̍ʘȺʪÇȟňɊʅȊrɤ ΏŋŧȣȾʪÇȟͤΐ͟΄ΉΌΐ͕ΐr ̲
;

̞͈Ǟ4 Ƿˌ

ΏǕɛĻĶÏʡ�̲U�ȟǞ4̫ú�ȟ̲ɐ͌Ȣ̼̜̤̒̂ˌ

ΏȣȾʪÇȟǦǣͣ΍ͥΐ̑ȷ̍Ē¤ĳ.ͣ΀ͭΐˌ

ΏȣȾʪÇ̘̲̒̎Ƶɂ̲Ǟ4ΓǉȧǦǣͣ΍ͥΐ
;Δˌ

̈ȻǿǶɈ̯ʣ̞͈Ǟ4̉ˌ
ΏȻǿǶɈ͝ΐ͘Ήˌ

ΏǶɛ͝;ΐͥΐǞ4ˌ

̈Ĝɐ̯͈ͅ�Ɨ͂ɠð̹̲ˌ

yảˌ

ΏĜɐ͝ΐ͘Ήˌ

ΏĜɐʃɌˇęɠð́Ĝɐ²��ˇęɠðΓ˔Δˌ

ΏǕɛĻĶ�̲Ǟ4́\̲Ȥǭ̑ÞýěǦǣə̧̥̤̲̫́Ĝɐ̲ȔȜ̑Ɖŋ̧̤̋̂ˌ

ΏĜɐ̫̜̺͇̏́͝΋΍ˌ

Ώˣ˝˧ˠˌ˫ˤˢ˧ ̬̲�Ɨ ˌ

̈ȍ͕ΐ̮̭ͬ͌ƕƺ̞͈͛΀΅ͮ

͚ΐ͟Ά΍̲Ǟ4̉ˌ

Ώȍ͕́ΐͬ͌ƺ̤̌͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ɠȜ ˌ

Ώȍ͕ΐͬ�Ĵô͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ͩ͟͡΁ ˩ˡ˟˫ˌ

̈Ǔ͊̍ȟĻĶ̯ʣ̞͈Ǟ4 ̉ˌ

ΏȽȾ́ȣȾʘȺ̲ņ͌͝;ΐ̞͈̤̲ͫ̿fù ˌ

ΏǓ͊̍ȟÎɧ̲Ʀ¼�̲ĺ*Ǟ4 ˌ

ΏǓ͊̍ȟ͖͑ͬ͹Ή͸ˌ

̈˩˟ ƕƺ̨̯̪̲̌Ǟ4̉ˌ Ώ˩˟ ͌ƕƺ̜̤ēć!ʍ̲̤̲̿Ǟ4 ˌ

̢̲̈�̉ˌ
ΏÞ̲̐͆Ǟ4 ˌ

Ώ͝ΐ͘Ή�Ɨ ˌ

ɏ

˼͊̍ʘȺʪÇȟ̬̲ʣ̨͇̯̪͋̌Ïʡǎ̮bɄżʣΏbɄȟ̲̐͆ĻĶΓ͡ΐͲΐʹ͠Ά΍

̮̭Δ̲šƨ̬NÉˌ

ɏ ɏ ˆʎȧǒȹ°ƿʫʰȰˇ˃ʮʧʍʩʰ·ȭŸʭSǜĽȰʾSǜƿʑ˂ʰĄĂʰĨŜʃĄĂʒ

ʌ˄�qʰB²ʮʧʍʩʱʃ� ɢɕɘɠʃ� ɢɕəɗ ʰȓ˃ʪʌ˃ʃ·ȭŸʭSǜĽȰʾSǜƿʑ˂˙

˿˩˿˫˘˸˽ʭʬʰĄĂˈlʕʩʍʭʍ�ʒ ɞɟɖəɐʪʌʦʣʄɏ

ɏ

́ɮ̂·ȭŸʭSǜĽȰ˾Sǜƿʑ˂ʰĄẮ˙˿˩˿˫˘˸˽ʭʬ̂ʰĨŜ́ɵɡɜɗɠ̂ɏ

ɏ
� ɢɕəɗɏ ɏ·ȭŸʭSǜĽȰ˾Sǜƿʑ˂ʰĄẮ˙˿˩˿˫˘˸˽ʭʬ̂ʰĨŜʮʧʍʩɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ʍʍʏ

ɞɟɖɛɐɑɚɠɠɒ

ʱʍ

ɠɖəɐɑɛɞɒ

Ŝ�ƛ

ɘəɖɛɐɑɝɚɒ
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́ɯ̂ ĄẮ˙˿˩˿˫˘˸˽ʭʬ̂ʒʌ˄�qʰB²́ǒċ�ƛ̂ɑɵɡɜəɒɏ

ɏ
� ɢɕəɘɏ·ȭŸʭSǜĽȰ˾Sǜƿʑ˂ʰĄĂB²ʮʧʍʩɏ

ˌ

ʡʰ�ʰB²ʮʧʍʩɏ

Ǐ ɢɕɠɏ ́ɯ̂ʰʡʰ�ʮʧʍʩʰ�ƛB²ʮʧʍʩ́ċªʱ�ƛB²ʰċ̂ɏ

͕ͩ͜Έΐˌ NÉΓwŃͿͿˌ Ε�ʓ4Ɓ͇̋Δˌ

̈ĜɐʃɌȟ̲̐͆ĻĶ̉ˌ

ΏȷĿ̬̲ ɤ̯̳́ȷĿ̲ĜɐʃɌȟ̑yǎ̜̪͈̲̫́ú�ȟ̲ʃɌ̥̖̫

̳̮̔́ɗṑ�̖a̪̤̥̖͈̎̌̂ˌ

ΏĜɐʃɌ©ˍ˔ˎˌ

̈ȣȾʪÇȟʣʅňɊ̲̐͆ĻĶ̉ˌ
ΏȣȾʪÇȟĒ¤ͣ΍ͥΐ͂ȣȾʪÇȟǦǣͣ΍ͥΐ́ȣȾʪÇȟĻĶňɊ̬̲ʅ

ķˍ˗ˎˌ

̈ǕɛĻĶ�Ŷʣʅ̲̐͆ĻĶ̉ˌ Ώ£éǕɛĻĶͣ΍ͥΐ́ǕɛĻĶ͏ͬͱ͑͞ΐˌ

̈ŀȧżʣ̮̭̲̐͆ĻĶ̉ˌ
Ώ͊̍¿ŲΓȣȾƮWĻĶ¿ŲΔ̲̐͆bɄˍ˕ˎˌ

ΏƮWĻĶ¿Ųˌ

̈Ĝɐʣ0ȟ̲̐͆ĻĶ̉ˌ ΏĜɐ̲ yaȟˌ

̈ǌʍʪÇĻĶȟ̲̐͆ĻĶ̉ˌ ΏǌʍʪÇĻĶȟ̲bɄˍ˔ˎˌ

̈Ȣ̘̮̎̌ú�ȟ̲̐͆ĻĶ̉ˌ

ΏȣȾʪÇȟr ̲̐͆bɄˌ

Ώ͊̍ͥͧ͡ͶΓú�ȟΔ̲̐͆ɠȚ́¿Ȝ ˌ

Ώú�ȟ̲̐͆bɄˌ

Ώ�>̲ȣȾʪÇȤ�ˌ

̈͊̍̋Ǖɛ�̲̐͆ĻĶ̉ˌ Ώ͊̍̋Ǖɛ�ΓÞ̲ʪÇǦǣə̯ěÙ̜̪͈̌Δˌ

ˌ

˽͊̍ʘȺʪÇȟĻĶ̨̯̪̌Ηŋʸ̐͆Č̘̬̍͂Ĕ̝͈̘̬͂əˁ̬Č̨̘̬̯̪̍̌́ǉū

ǡȐ�ƛ̂ɏ

ȁĐƶˈeŝʙ˅ʣʍʄɏ

ɏ

Γ˔ΔȞ͉͈̘̬̎͆ˌ

ɏ ɏ =�ʮʍ˄ſǴĄĂ·ȭ{ʰʎʥʃˆʎȧǒȹ°ƿʫȰˇ˃ˈʽʦʣʗʫʒʌ˄ƿʒ ɜɟɖɗɐʪʌ˃ʃ

ʙ˂ʮʡʰƿʒˆʎȧǒȹ°ƿʫȰˇʦʣƬɊÌċʫʛʩʱʃɜÌ�� ɘɗ ÌīŗʒĦʽ�ʔʃ�ƛ

ƿ="ʰ ɛFʰ ɘˈaʼʩʍ˄ʄʗʰʗʫʑ˂ʽʃſǴĄĂ·ȭ{ʮʫʦʩʃˆʎȧǒȹ°ƿʫʰȰ

ˇ˃ʱ]Fʮʌ˃ʎ˄ʗʫʪʌ˃ʃʡʛʩȬĪŸʭȰˇ˃ˈƴʕ˄oǆæʒ]Fʮʌ˃ʎ˄¶Ǿʪʌ˄

ʗʫʒFʑ˄ʄȰˇʦʣˆʎȧǒȹ°ƿʰȹ°ƒJˈǔ˄ʫʃƃŸȹ°ʒĦʽ�ʍʄĄĂʰȂu�

ˈƾʏ˄ȸʮʹʞ}ˇ˅˄ʶʓʱʃʆſǴĄĂ·ȭ{ʒƃŸȹ°ˈ�ʎǁǗȹ°ƿʵʰ¶âēō

ˈȈʮʧʕʩʍ˄ʰʑʬʎʑʇʪʱʭʍʑʄɏ

ˆʎȧǒȹ°ƿĄ

ĂƬɊƿʑ˂ʰS

ǜ ɜɜɖɟɐɑəɠɒ

ˆʎȧǒȹ°ʮȰ

ʝ˄·ȭ±́�«

ĉ{ʭʬ̂ʑ˂ʰS

ǜ ɞɖɞɐɑɛɒ

ʡʰ�

ɚɝɖɜɐɑɘɠɒ
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ˆʎ«Ĵʮʐʍʩʱʃˆʎȧǒȹ°;ʱǁǗmǩōʰŢÞʒȻʛʔʃlʕ<˅ʒĊȞʙ˅ʩʓ

ʣƬƷʒʌ˄ʗʫˈRyʝ˄ʫʃɁ�ėĬǮˈʿʦʔ˃ʫǩʝʃmǩōŸʭ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅ

ʪȰˇʦʣ˃ʝ˄ʗʫʪʱʃ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽îƖʮ�ʓʭĄȹˈʓʣʝʗʫʒƾʏ˂˅˄ʄʙ˂ʮ

ĤǡǜǮʰʾ˃ʫ˃́ƙǴ̂ʫʭ˄ʫʃˆʎȧǒȹ°ƿĬ�ʰƽÞǉ"ʒ�Ȼʪʌ˄ʄʡʰ�ēʪʃ

ðǩƽÞƬɊʒʭʍƿʒɟɞɖəɐʫ�1Ÿʮ�ʍʄƭĲŸʮʃƙǴəɞɖɜɐʒĦʽ�ʍʄʗʰʗʫʑ˂ʃ

·ȭĄĂƿʰðǩ˙ː˻�Ȅʮˁ˃ʃ]Fʭ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʒîƖʛʮʔʍŠŌʒŶŨʛʩʍ

˄ʗʫʒþŖʙ˅˄ʄɏ

H�ʫť�ʌ˄ʍʱĦƪ�ʫʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ŠŌʮʧʍʩʃſǴĄĂ·ȭ{ǉȈʰðǩ

ƽÞʰĨŜʪňȉʛʣ�qʃ`Ƥʮňȉʝ˄ʗʫʱȻʛʍʭʒ˂ʽʃH�ʰŅȷʪðǩʪ=ʔ˔˳

˷ˤ˓˿˗˸˽ʒîƖʛʭʍʫƾʏ˄ʑʬʎʑʪʃ�ƿʰȯʪ�ʓʭȮʓʒʌ˄ʄʡʛʩH�ʫʃť

�ʌ˄ʍʱĦƪ�ˈňȉʝ˄ʫʃðǩƽÞʰĨŜʮʑʑˇ˂ʞʃ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʰîƖŠŌʮ

�Zʒǔ˂˅˄ʄȰˇ˃qʍʰ�ʪ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʒîƖʛʩʍʔŠŌʒʌ˄ʭ˂ʲʭʐʰʗʫʃ

ĦHʰŅȷʪĄĂƿ5ʒʬʰƐÑ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽˙ː˻ʰÊˈøʦʩʍ˄ʑʒȧǓʭéyˈʽ

ʧʰʪʱʭʍʤˆʎʑʄɏ

ʗʎʛʣ}Ɇʰą�ʒȻʛʍʰʱʃˆʎȧǒƿʮʫʦʩʱ]Fʪʱʭʍ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ŧ�ʒ

ą�ʙ˅ʭʍʹʹʪʌʦʣʫʛʩʽʃſǴĄĂ·ȭ{ʒȰˇ˄Ļʅʭ¶Ǿƿʰ�ʪʱ˼ˊ˓˿˙ʰ

�(ʫʺʭʙ˅ʩʛʹʎʒʿʏʮʃˁ˃˭˹ˌˎ˺˟ˋʒ�ʒʦʩʛʹʎʑ˂ʭʰʪʱʭʍʤˆʎʑʄ�

˃ëˈëʜʩʍ˄ʰʱʃɛɞɖɠɐʫ^ċȎʍʮʽʑʑˇ˂ʞʃǁǗȹ°ʾ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ĄĂʮȰ

ʝ˄Ɔ/ƚʱ ɟɝɖɘɐʫʃʷʫˉʬȮʑ˅ʩʍʭʍŠŌʪʱʃʭʑʭʑą�ʒȻʛʍʫǜʏˁʎʄɏ

ɏ

Ĭ�ĸʰķǞ£{�ʰ£{ʰ��ʑ˂ʆǳĳɢʰǉūǡȐ�ƛʰ�Ȉˈvyʛʩʍʔʫʃʾʱ

˃�ˇʦʩʍ˄ʫʍʎëǗˈÞʮʔʍʃʫʍʎéǔʒ�ʍʗʫʑ˂ʃʡ˅ʿʏʮȧǒǁǗȹ°ƿʰē

ʒôʏ˄ŨʓʮʔʙʒŒʑʴ�ʒʦʩʔ˄ʄʛʧʗʍʫä˂˅ʣ˃ʃ�ˇ˂ʭʔʩ́ʫʍʎʗʫʱ�ˇ˄

ʹʪʗʥ˂ʒơʦʣʫʍʎʗʫʰǐȏʛ̂ˌ˹ˌ˹ʙ˅ʣ˃ʃ��ʙʒ�ˇʦʩİ˄ʒʃǷʼʞʮơ˃Ö

ʔȰˇʦʩʍʔ¤XʒŊʼ˂˅ˁʎʇʫʍʎéǔʒEʙ˅ʣʗʫˈʗʗʮǡʛʩʐʔʄɏ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ
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˔ˑˌɚŰ ˞̲ȉŮΓ̢͉̣͉ɮ�ʹǒ̢̯̪̲̄�̬̅�Ǹ͉̤̚NÉ̲NɌ̮̭̳ʦ̔Δˌ
Γ˓ΔȉŮˌ Ε͕ͧ͛N̲Ł¼̳ÅŁ̫͈̼̤̋̂́͊̍ʘȺʪÇȟŧ�͌̄ú�ȟ̬̞͈̅̂ˌ

˵�Ǹȟ̲Èñ̯͉͈̏͆ú�ȟ̲ƯƑˌ

́ɮ̂×�ƿʰȹ°ŠṒɵɡɘɛɟ̂ɏ ɏ

ɏ ɏ ×�ƿʰȹ°ƒJʮʧʍʩʱǏ ɣɕɘ ʰȓ˃ʪʌʦʣʄʆǁǗȹ°ʫƃŸȹ°ʇˈ&ʟøʧˆʎ

ȧǒȹ°ƿʒʽʦʫʽ�ʍʗʫʒFʑʦʣʄɏ

ɏ ɏ

Ǐ ɣɕɘɏ ×�ƿʰȹ°ƒJʮʧʍʩɏ

ȹ°ƒJɏ �ċɏ ňţɏ

ǁǗȹ°̄ƃŸȹ°ɏ ɝɘɏ ɛɘɖəɐɏ

ǁǗȹ°̄ǖǗȹ°ɏ ɞɏ ɛɖɞɐɏ

ǁǗȹ°̄ƢƋȹ°ɏ ɛɏ əɖɞɐɏ

ǁǗȹ°̄Ŷȝȹ°ɏ ɝɏ ɛɖɗɐɏ

ǁǗȹ°̄ǃ"�ǉūɏ əɏ ɘɖɛɐɏ

ǁǗȹ°̄Bȣȹ°ɏ əɏ ɘɖɛɐɏ

ǁǗȹ°̄ƃŸȹ°̄Ŷȝȹ°ɏ ɘɞɏ ɘɘɖɜɐɏ

ǁǗȹ°̄ǃ"�ǉū̄ƃŸȹ°ɏ ɘəɏ ɟɖɘɐɏ

ǁǗȹ°̄ǖǗȹ°̄ƃŸȹ°ɏ ɝɏ ɛɖɗɐɏ

ǁǗȹ°̄ƃŸȹ°̄Bȣȹ°ɏ ɜɏ ɚɖɛɐɏ

ǁǗȹ°̄ǃ"�ǉū̄Bȣȹ°ɏ əɏ ɘɖɛɐɏ
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«Ĵʪ́�«ʛʩ

ʍ˄ēʰʺ̂ɏ

ɘɟɏ ɠɏ ɛɏ ɘɘɏ ɗɏ ɘɚɏ ɘɚɏ ɠɏ ɗɏ ɞɞɏ

əɚɖɛɐɏ ɘɘɖɞɐɏ ɜɖəɐɏ ɘɛɖɚɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɝɖɠɐɏ ɘɝɖɠɐɏ ɘɘɖɞɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

±Ôʪɏ
ɘɗɘɏ ɜəɏ əəɏ ɜɏ ɜɏ ɠɝɏ ɜɛɏ ɝəɏ ɘɝɏ ɛɘɚɏ

əɛɖɜɐɏ ɘəɖɝɐɏ ɜɖɚɐɏ ɘɖəɐɏ ɘɖəɐɏ əɚɖəɐɏ ɘɚɖɘɐɏ ɘɜɖɗɐɏ ɚɖɠɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

�ĸï˾ǂ�ʭʬ

ʪɏ

ɠɜɏ ɛɘɏ ɜɏ ɞəɏ ɝɏ ɞəɏ ɜɝɏ ɛɠɏ ɜɏ ɛɗɘɏ

əɚɖɞɐɏ ɘɗɖəɐɏ ɘɖəɐɏ ɘɟɖɗɐɏ ɘɖɜɐɏ ɘɟɖɗɐɏ ɘɛɖɗɐɏ ɘəɖəɐɏ ɘɖəɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

gȝʫɏ
ɠɗɏ ɚɘɏ ɟɏ əɟɏ ɜɏ əɗɏ əɗɏ əɟɏ ɘɚɏ əɛɚɏ

ɚɞɖɗɐɏ ɘəɖɟɐɏ ɚɖɚɐɏ ɘɘɖɜɐɏ əɖɘɐɏ ɟɖəɐɏ ɟɖəɐɏ ɘɘɖɜɐɏ ɜɖɚɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ˆʎƿ˔˳˷ˤ˟ˋ

́Ⱥ�ɒʰ�ʪ́ˆ

ʎȧǒȹ°ʰʭʑ

ʹs�ʽwʻ̂ɏ

ɠɘɏ ɘɞɏ ɛɏ ɘɠɏ ɚɏ ɜɝɏ əɞɏ ɚɗɏ ɘɗɏ əɜɞɏ

ɚɜɖɛɐɏ ɝɖɝɐɏ ɘɖɝɐɏ ɞɖɛɐɏ ɘɖəɐɏ əɘɖɟɐɏ ɘɗɖɜɐɏ ɘɘɖɞɐɏ ɚɖɠɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ʡʰ�ɏ
ɞɏ ɟɏ ɗɏ ɛɏ ɗɏ ɜɏ ɛɏ ɝɏ ɗɏ ɚɛɏ

əɗɖɝɐɏ əɚɖɜɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɘɖɟɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɛɖɞɐɏ ɘɘɖɟɐɏ ɘɞɖɝɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǝɏ ɛɗəɏ ɘɜɟɏ ɛɚɏ ɘɚɠɏ ɘɠɏ əɝəɏ ɘɞɛɏ ɘɟɛɏ ɛɛɏ ɘɛəɜɏ

əɟɖəɐɏ ɘɘɖɘɐɏ ɚɖɗɐɏ ɠɖɟɐɏ ɘɖɚɐɏ ɘɟɖɛɐɏ ɘəɖəɐɏ ɘəɖɠɐɏ ɚɖɘɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ
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«Ĵʪ́�«ʛʩʍ˄ēʰ

ʺ̂ɏ

ɘɝɏ ɞɏ əɏ ɘɗɏ ɘɏ ɘɗɏ ɛɏ ɛɏ ɚɏ ɜɞɏ

əɟɖɘɐɏ ɘəɖɚɐɏ ɚɖɜɐɏ ɘɞɖɜɐɏ ɘɖɟɐɏ ɘɞɖɜɐɏ ɞɖɗɐɏ ɞɖɗɐɏ ɜɖɚɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

±Ôʪɏ
ɞɗɏ əɟɏ ɠɏ ɚɏ ɚɏ ɝɚɏ əəɏ ɚɝɏ ɘɘɏ əɛɜɏ

əɟɖɝɐɏ ɘɘɖɛɐɏ ɚɖɞɐɏ ɘɖəɐɏ ɘɖəɐɏ əɜɖɞɐɏ ɠɖɗɐɏ ɘɛɖɞɐɏ ɛɖɜɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

�ĸï˾ǂ�ʭʬʪɏ
ɝɛɏ əɠɏ ɘɏ ɜɚɏ ɚɏ ɜɚɏ əɗɏ ɚɘɏ ɟɏ əɝəɏ

əɛɖɛɐɏ ɘɘɖɘɐɏ ɗɖɛɐɏ əɗɖəɐɏ ɘɖɘɐɏ əɗɖəɐɏ ɞɖɝɐɏ ɘɘɖɟɐɏ ɚɖɘɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

gȝʫɏ
ɝɘɏ ɘɜɏ ɠɏ ɘɟɏ ɛɏ ɛɛɏ ɘɚɏ əəɏ ɘɗɏ ɘɠɝɏ

ɚɘɖɘɐɏ ɞɖɞɐɏ ɛɖɝɐɏ ɠɖəɐɏ əɖɗɐɏ əəɖɛɐɏ ɝɖɝɐɏ ɘɘɖəɐɏ ɜɖɘɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ˆʎƿ˔˳˷ˤ˟ˋ́Ⱥ�ɒʰ�

ʪ́ˆʎȧǒȹ°ʰʭʑʹs

�ʽwʻ̂ɏ

ɜɚɏ ɟɏ ɚɏ ɘɚɏ ɛɏ ɛɘɏ ɘɚɏ ɘɞɏ ɟɏ ɘɝɗɏ

ɚɚɖɘɐɏ ɜɖɗɐɏ ɘɖɠɐɏ ɟɖɘɐɏ əɖɜɐɏ əɜɖɝɐɏ ɟɖɘɐɏ ɘɗɖɝɐɏ ɜɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ʡʰ�ɏ
ɝɏ ɛɏ ɗɏ əɏ ɗɏ ɞɏ ɜɏ ɞɏ ɘɏ ɚəɏ

ɘɟɖɟɐɏ ɘəɖɜɐɏ ɗɖɗɐɏ ɝɖɚɐɏ ɗɖɗɐɏ əɘɖɠɐɏ ɘɜɖɝɐɏ əɘɖɠɐɏ ɚɖɘɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǝɏ
əɞɗɏ ɠɘɏ əɛɏ ɠɠɏ ɘɜɏ əɘɟɏ ɞɞɏ ɘɘɞɏ ɛɘɏ ɠɜəɏ

əɟɖɛɐɏ ɠɖɝɐɏ əɖɜɐɏ ɘɗɖɛɐɏ ɘɖɝɐɏ əəɖɠɐɏ ɟɖɘɐɏ ɘəɖɚɐɏ ɛɖɚɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ɏ

ˌ
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ʓˇʼʩîƖʛʮʔʍŠìʪʌ˄ɏ
ɘəɏ ɞɝɏ ɜɗɏ ɞɏ ɝɏ ɘɜɘɏ

ɞɖɠɐɏ ɜɗɖɚɐɏ ɚɚɖɘɐɏ ɛɖɝɐɏ ɛɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

Ɵ`ʭùƈʾǓŊʰ�ȝʒȓʜqʏ˄ɏ
ɞɘɏ ɚɜɏ ɜɚɏ ɟɘɏ ɞɝɏ ɚɘɝɏ

əəɖɜɐɏ ɘɘɖɘɐɏ ɘɝɖɟɐɏ əɜɖɝɐɏ əɛɖɘɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

éáʾëèʰ�ȝʒȓʜqʏ˄ɏ
əɚɏ ɟɏ ɘɛɏ ɘəɏ ɘɝɏ ɞɚɏ

ɚɘɖɜɐɏ ɘɘɖɗɐɏ ɘɠɖəɐɏ ɘɝɖɛɐɏ əɘɖɠɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ėÉŨŏˈ�ʻ�ʪňȉŸǉūʮſ
Ÿʾ˃ʫ˃ʒʪʓ˄ɏ
əɠɏ ɟɏ ɘəɏ ɘɗɏ ɘɚɏ ɞəɏ

ɛɗɖɚɐɏ ɘɘɖɘɐɏ ɘɝɖɞɐɏ ɘɚɖɠɐɏ ɘɟɖɘɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǝɏ
ɘɚɜɏ ɘəɞɏ ɘəɠɏ ɘɘɗɏ ɘɘɘɏ ɝɘəɏ

əəɖɘɐɏ əɗɖɟɐɏ əɘɖɘɐɏ ɘɟɖɗɐɏ ɘɟɖɘɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ
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ˆʎȧǒȹ°ƿʒȺʹ

˄�ĸï˾Ĕǣʭʬ

ɚɜɖɛɐɑɟɜɒ

şJĄĂ«Ĵ́ǁǗ

ȹ°̂̈ˆʎ«Ĵ

ɚəɖɠɐɑɞɠɒ

ǁǗȹ°ƿ�"ʾ

ðǩ˖˿ˑ˻ʭʬ

ɘəɖɠɐɑɚɘɒ

��ŨŏĄĂ�ĸʮ

ʐʕ˄éåŲȓĄĂ

́ðǩȓǥƿŐȟ̂ɹ

ǖǁǗȹ°ƿè�

ÿ)Ĕǣ

əɖɜɐɑɝɒ

��ŨŏĄĂ�ĸʮʐʕ˄é

åŲȓĄẮŽˆʎƿuʕȓ

ǥ˾�SƿʰŐȟ̂ ɘɖɞɐɑɛɒ

ʡʰ�

ɚɖɟɐɑɠɒ
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ÌɎʘʫʰėÉŸ�xʒʪʓ˄A"ŸʭŠŌʱǏ ɣɕɛɕɘ ʰȓ˃ʪʌʦʣʄɏ

ɏ

Ǐ ɣɕɛɕɘɏ ÌɎʘʫʮˁ˄ėÉŸ�xʮʧʍʩɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ́�̑�ƛċɏ �̑�ƛňţ̂ɏ

ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ÌɎɏ

ɏ

ɏ

˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ɏ
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ǉFʒʡʰ�ʮʌ˄Ŀʛ

ʍʽʰʮʧʍʩùÄʛʩ

�ʏ˄ɏ

ɗɏ ɗɏ ɟɏ ɞɏ əɚɏ ɚɛɏ əɛɏ ɞɏ ɘɏ ɗɏ əɏ ɘɏ ɘɗɞɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɞɖɜɐɏ ɝɖɜɐɏ əɘɖɜɐɏ ɚɘɖɟɐɏ əəɖɛɐɏ ɝɖɜɐɏ ɗɖɠɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɖɠɐɏ ɗɖɠɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǉFʒĿʛʍʽʰʾǎʓ

ʣʍ�ïʰʫʗˆʰtOˈ

�ʏ˄ɏ

ɗɏ ɗɏ ɞɏ ɝɏ ɘɠɏ əɝɏ əɗɏ ɗɏ ɘɏ ɘɏ əɏ ɗɏ ɟəɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɟɖɜɐɏ ɞɖɚɐɏ əɚɖəɐɏ ɚɘɖɞɐɏ əɛɖɛɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɖəɐɏ ɘɖəɐɏ əɖɛɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

±ĖBʪʌʦʣEİ�ʮ

ʧʍʩʁʁʮǩʝɏ

ɗɏ ɗɏ ɞɏ ɜɏ ɟɏ ɘɛɏ ɘɟɏ ɘɏ ɗɏ ɗɏ ɘɏ ɗɏ ɜɛɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɚɖɗɐɏ ɠɖɚɐɏ ɘɛɖɟɐɏ əɜɖɠɐɏ ɚɚɖɚɐɏ ɘɖɠɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɖɠɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

±ĖBʪǩɆʮʭʦʣʗʫ

ʮʧʍʩʁʁʮǩʝɏ

ɗɏ ɗɏ ɝɏ ɗɏ ɛɏ ɘɗɏ ɘəɏ ɗɏ ɗɏ ɘɏ ɘɏ ɗɏ ɚɛɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɞɖɝɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɘɖɟɐɏ əɠɖɛɐɏ ɚɜɖɚɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ əɖɠɐɏ əɖɠɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

±Ėʮʧʍʩåʦʣʗʫʾ

ëʜʣʗʫˈʁʁʮǩʝɏ

ɗɏ ɗɏ ɞɏ ɚɏ ɜɏ ɘɗɏ ɟɏ ɗɏ ɗɏ ɗɏ əɏ ɗɏ ɚɜɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ əɗɖɗɐɏ ɟɖɝɐɏ ɘɛɖɚɐɏ əɟɖɝɐɏ əəɖɠɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɜɖɞɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

«Ĵ́Ĕǣ̂ʪʰ�ȯȰ+

́×�ƿǉȈʪʌ˄ǉFʫ

�ʰ�ʫʰȰ+̂ʮʧʍʩ

ʁʁʮǩʝɏ

ɗɏ ɗɏ ɝɏ ɚɏ ɞɏ ɘɗɏ ɘɛɏ ɗɏ ɗɏ ɗɏ ɘɏ ɗɏ ɛɘɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɛɖɝɐɏ ɞɖɚɐɏ ɘɞɖɘɐɏ əɛɖɛɐɏ ɚɛɖɘɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ əɖɛɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

«Ĵ́Ĕǣ̂ʪʰ�ȯȰ+

́ǉF��ʰ�ʰ�s�

ʫʰȰ+ɏ (ʏʲ ɢ ʙˉʫ

ɣ ʙˉ̂ʮʧʍʩʁʁʮǩ

ʝɏ

ɗɏ ɗɏ ɞɏ ɚɏ ɚɏ ɠɏ ɘɗɏ ɗɏ ɘɏ ɗɏ ɘɏ ɗɏ ɚɛɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ əɗɖɝɐɏ ɟɖɟɐɏ ɟɖɟɐɏ əɝɖɜɐɏ əɠɖɛɐɏ ɗɖɗɐɏ əɖɠɐɏ ɗɖɗɐɏ əɖɠɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

«Ĵ́Ĕǣ̂ʪʌʦʣEİ

�ʮʧʍʩʁʁʮǩʝɏ

ɗɏ ɗɏ ɠɏ ɝɏ ɟɏ ɘəɏ ɘɜɏ ɗɏ ɘɏ ɘɏ əɏ ɗɏ ɜɛɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɝɖɞɐɏ ɘɘɖɘɐɏ ɘɛɖɟɐɏ əəɖəɐɏ əɞɖɟɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɖɠɐɏ ɘɖɠɐɏ ɚɖɞɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ĦȎ̅Ǌyˈøʦʩʍ˄ʗ

ʫʮʧʍʩʁʁʮǩʝɏ

ɗɏ ɗɏ ɟɏ əɏ ɛɏ ɘɘɏ ɞɏ ɗɏ ɗɏ ɘɏ ɘɏ ɗɏ ɚɛɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ əɚɖɜɐɏ ɜɖɠɐɏ ɘɘɖɟɐɏ ɚəɖɛɐɏ əɗɖɝɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ əɖɠɐɏ əɖɠɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

�ė"Ɋʛʣʗʫʮʧʍʩ

ʂʂʮǩʝɏ

ɗɏ ɗɏ ɠɏ ɝɏ ɘɗɏ ɘəɏ ɘɛɏ ɗɏ ɘɏ ɘɏ əɏ ɗɏ ɜɜɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɝɖɛɐɏ ɘɗɖɠɐɏ ɘɟɖəɐɏ əɘɖɟɐɏ əɜɖɜɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɖɟɐɏ ɘɖɟɐɏ ɚɖɝɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

g�ʫʬˉʭșʴˈʛʣʰ

ʑ̅ʬˉʭǩˈʛʣʑˈʁ

ʁʮ�ʏ˄ɏ

ɗɏ ɗɏ ɝɏ ɛɏ əɏ ɜɏ ɝɏ ɘɏ ɗɏ ɗɏ ɘɏ ɗɏ əɜɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ əɛɖɗɐɏ ɘɝɖɗɐɏ ɟɖɗɐɏ əɗɖɗɐɏ əɛɖɗɐɏ ɛɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɛɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ŇėʰŨŏ˩˝˿˽ʮʧ

ʍʩʁʁʮǩʛʩʍ˄ɏ

ɗɏ ɗɏ ɛɏ əɏ ɛɏ ɜɏ ɞɏ ɗɏ ɗɏ ɗɏ ɘɏ ɗɏ əɚɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɞɖɛɐɏ ɟɖɞɐɏ ɘɞɖɛɐɏ əɘɖɞɐɏ ɚɗɖɛɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɛɖɚɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

�ėʌʦʣ§ʭEİ�

ʾ̅ǇʒƖʦʣEİ�ˈ

ʁʁʮǩʝɏ

ɗɏ ɗɏ ɜɏ əɏ ɚɏ ɠɏ ɞɏ ɗɏ ɗɏ ɗɏ ɘɏ ɗɏ əɞɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɟɖɜɐɏ ɞɖɛɐɏ ɘɘɖɘɐɏ ɚɚɖɚɐɏ əɜɖɠɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɚɖɞɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

Ǳʑʮǀʍʣǩʾˤ˷˿

˙ʭʬʮʧʍʩ̅ɋʍʣ˃

ëVʛʣ˃ʛʣʗʫˈʂʂ

ʮǩʝɏ

ɗɏ ɗɏ ɞɏ əɏ ɘɏ ɠɏ ɘɚɏ ɗɏ ɘɏ ɗɏ ɘɏ ɗɏ ɚɛɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ əɗɖɝɐɏ ɜɖɠɐɏ əɖɠɐɏ əɝɖɜɐɏ ɚɟɖəɐɏ ɗɖɗɐɏ əɖɠɐɏ ɗɖɗɐɏ əɖɠɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ěė#ˈʝ˄�®ʮʧʍ

ʩʂʂʮǩʝɏ

ɗɏ ɗɏ ɠɏ ɜɏ ɘɝɏ ɘɚɏ ɘɜɏ ɘɏ ɘɏ ɗɏ əɏ ɗɏ ɝəɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɛɖɜɐɏ ɟɖɘɐɏ əɜɖɟɐɏ əɘɖɗɐɏ əɛɖəɐɏ ɘɖɝɐɏ ɘɖɝɐɏ ɗɖɗɐɏ ɚɖəɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ɏ ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ
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ÌɎʘʫʰ�ŗʾǓĩʰţžʭǏěʒʪʓ˄A"ŸʭŠŌʱǏɣɕɛɕə ʰȓ˃ʪʌʦʣʄɏ

ɏ

Ǐ ɣɕɛɕəɏÌɎʘʫʮˁ˄�ŗʾǓĩʰţžʭǏěʮʧʍʩɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ́�̑�ƛċɏ �̑�ƛňţ̂ɏ
ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ÌɎɏ

ɏ

˔˳˷ˤ˓˿ɏ

˗˸˽ŠŌɏ

́�ŗʾǓĩʰţžʭɏ

Ǐě̂ɏ

ɗ

̖ɚ

łɏ

ɚ

̖ɝ

łɏ

ɝ

̖ɘə

łɏ

ɘə

̖ɘɠ

łɏ

əɗ

�ɏ

ɚɗ

�ɏ

ɛɗ

�ɏ

ɜɗ

�ɏ

ɝɗ

�
O
^ɏ

ɝɗ
�
Ü
^ɏ

ɞɗ

�
�
�ɏ

ǝɏ

ˌ˹ˌ˹ʛʩʍ˄ʗʫˈʂ
ʂʮ�ʏ˄ɏ

ɗɏ ɗɏ ɚɏ ɚɏ ɟɏ ɘɚɏ ɘɛɏ əɏ ɗɏ ɘɏ ɘɏ ɛɜɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɝɖɞɐɏ ɝɖɞɐɏ ɘɞɖɟɐɏ əɟɖɠɐɏ ɚɘɖɘɐɏ ɛɖɛɐɏ ɗɖɗɐɏ əɖəɐɏ əɖəɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ˌ˹ˌ˹ʛʩʍ˄ʗʫˈ�
ʏ˄ſðˈFʕʩʍ˄
́(ʏʲ̅ɢ ʙˉʮʱˌ˹
ˌ˹ʛʩʍ˄ʗʫˈǜʎ
ʒ̅ɣ ʙˉʮʱǜˇʭʍ
ʭʬʰ[Jʒʌ˄̂ɏ

ɗɏ ɗɏ ɚɏ əɏ ɚɏ ɝɏ ɜɏ əɏ ɗɏ ɗɏ əɏ əɚɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɚɖɗɐɏ ɟɖɞɐɏ ɘɚɖɗɐɏ əɝɖɘɐɏ əɘɖɞɐɏ ɟɖɞɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɟɖɞɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǇʒƖʦʣĜ̅ʡʰŦū
ˈƾʏʩ̅ʁʁʮǩʝɏ

ɗɏ ɗɏ ɚɏ ɗɏ ɘɏ ɞɏ əɏ ɗɏ ɗɏ ɗɏ ɘɏ ɘɛɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ əɘɖɛɐɏ ɗɖɗɐɏ ɞɖɘɐɏ ɜɗɖɗɐɏ ɘɛɖɚɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɞɖɘɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

�ŗˈëʜʣʫʓʱ̅ʗʎ
ʛʩĿʛʍʫʍʎǉFʰ
Çĩˈʂʂʮ�ʏ˄ɏ

ɗɏ ɗɏ ɛɏ ɘɏ əɏ ɠɏ ɛɏ ɘɏ ɗɏ ɗɏ ɘɏ əəɏ

ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɟɖəɐɏ ɛɖɜɐɏ ɠɖɘɐɏ ɛɗɖɠɐɏ ɘɟɖəɐɏ ɛɖɜɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɛɖɜɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ɏ

˺ú�ȟ̲͑ͺ΍̮̭̹̲ͫyaƯƑ́ɵɡɘɛɟ̂ɏ

ɏ
� ɣɕɘɗɏ ×�ƿʰˌ˯˽ˡʵʰeRŠŌʮʧʍʩɏ

ɏ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

±Ės�ʭʬʪeR

ʛʩʍ˄

əɠɖɘɐɑɛɚɒ

sǎĂǽ̅ƏVĄĂ

ʭʬʰ˖˿˫˙ˈŏ

ũʛʩeRʛʩʍ˄

əɞɖɗɐɑɛɗɒ

`šʪeRʛʩʍ˄

ɘɜɖɜɐɑəɚɒ

eRʛʣʗʫʱʌ˄ʒ

�ʱeRʛʩʍʭʍ

ɘɘɖɜɐɑɘɞɒ

eRʛʩʍʭʍ

ɠɖɜɐɑɘɛɒ

ʡʰ�

əɖɞɐɑɛɒ

Ŝ�ƛ

ɛɖɞɐɑɞɒ
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˻ˌú�ȟ̲͑ͺ΍̹̲ͫya̜̤̘̬̳͈̋̑�̳yǎ̜̪̮̌́yǎ̜̪̮̌ƵƻΓȺŁ

�ǸΔˍ˯˜˚˗ˎˌ

ɏ
� ɣɕɘəɏ ×�ƿʒˌ˯˽ˡʭʬʮeRʛʭʍŦūʮʧʍʩɏ

ˌ

˼ŋʸ̲ř̜̲͆�̫Ηú�ȟ̑�Ηǔʳ̜̪͈̌ΗĒ¤̲FĜ͂͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̨̯̪̌Η

̙Èŉ̐͆ȼ̪�̧̪͈̘̬̌͂�Ȭƻ̯Ĕ̝͈¥ʳ̨̯̪̌ΓȬƻɈɿ�ǸΔˌ

ȁĐƶˈeŝʙ˅ʣʍʄɏ

�
˽ú�ȟ̲Èŉ̐͆͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĻĶ̨̯̪̲̌ȻŢΓȬƻɈɿ�ǸΔˌ

ȁĐƶˈeŝʙ˅ʣʍʄɏ

ˌ

˾ú�ȟ̬̲ʣ̨͇̯̪͋̌Ηɹ̧̤̘̬̐ῌ̧̤̘̬̐Ηŋʸ̐͆Ĕ̝̪͈̘̬̌͂əˁΓȬƻ

Ɉɿ�ǸΔˌ

ȁĐƶˈeŝʙ˅ʣʍʄɏ

ˌ

˓˓ˑˌ�̮̭̯Î̞͈ȻŢ͂Ťþ̞͈̘̬̮̭ΓȬƻɈɿ�ǸΔˌ

ˌ ˌ �ǡʰȓ˃ʃʊˆʎȧǒȹ°ʮʧʍʩʰ~Ŷʋʃʊǘ�ʓÜʰĄĂʵʰåʍfʴǘ�ʓÜʰ½�

ïʋʃʊðǩʰĞfʋʃʊǻ´ʵʰˆʎȧǒȹ°ʮʧʍʩʰ~ŶʋʃʊŽˆʎƿʵʰ˖˿˫˙ʰ8¯

Zʋʃʊʬʗʪʽ��Äʰʭʍ˖˿˫˙ʒlʕ˂˅˄"Lʋʃʊ<ïʭʬʰĔǣǣƹʋʃʊƏV˾ȑȍʭ

ʬʰĄĂʋʃʊƏVĄĂʭʬʮˁ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ŧ�ʰČ6ʋʃʊƬŕŸĄĂʮˁ˄�ĭʾȁŘ

ʰ8¯ZʋʃʊƬŕŸɀʰA"ŸʭĔƜʰǓĩʋʃʊ�ǽ-ȶʫʰ[JʋʃʊĔǣȚ�ʵʰ˖˱˿ˡ

ʰ8¯Zʋʃʊ×�ƿʵʰĄưʋʃʊȹ°Ìȩʮʧʍʩʋʃʊˠˋ˖˿˫˙ʰ8¯ZʋʃʊſǴĽȰʰ

8¯ZʋʃʊÜǔ�LÑʰ8¯Zʋʃʊ\ŵĽȰʰ8¯Zʋʃʊ±Ėʵʰ˖˱˿ˡʋʃʊĄĂƿǄîʋʃ

ʊĄĂƿʰðǩƽÞʵʰĄĂʋʃʊĔǣʭʬʰǂ{ʵʰÛȘʰą�ʋʃʊ˒˻˿˭˰˿˴˾˓ˊ˧ˍ

˙ʭʬʰǣƹʋʃʊ$ĠŏVʰ8¯Zʋʃʊ��ʪġ˂ʝʗʫʰ8¯Zʋʃʊˆʎȧǒȹ°ƿʰ»Tʋ

±Ėʰ"QŸǿö

́ɌɎZʭʬ̂ʒʌ˄

əɛɖɞɐɑəɘɒ

B²ʒˇʑ˂ʭʍ̅

́×�ƿʮʫʦʩ̂ʪ

ʓ˄B²ʒʭʍ

ɘɜɖɚɐɑɘɚɒ

Ǌyʒʭʍ

ɘɘɖɟɐɑɘɗɒ

×�ƿʮˇʑ˄˔˳˷ˤ˓˿

˗˸˽ēōʪʰè�-ȹʒʙ

˅ʩʍʭʍ

ɘɗɖɝɐɑɠɒ

ƏVʮ�­ʒʌ˄

ɠɖɛɐɑɟɒ

sǎĂǽ̅ƏVĄĂ

ʭʬʰ˖˿˫˙ʒK

ũʪʓʭʍɛɖɞɐɑɛɒ

�ïʒȞʍ

ɛɖɞɐɑɛɒ

ĶBʾè�ʒʭʍ

ɚɖɜɐɑɚɒ

±ĖʰƬŕŸǿö

ʒʌ˄ əɖɛɐɑəɒ

ǭˇ˅ʭʍ

əɖɛɐɑəɒ

ʡʰ� ɘɗɖɝɐɑɠɒ
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ďņēñÑôNįĩĒĪı¦Öı�4Đā
ŝņēñÑôN�ŝÈıH;ňµĨĪ�ĞĒċ����ė!ęíēĜĬĊÇĔłŅĮĒŁēĮĜĬėđńĜĬċā

ŝņēñÑÈĊ³ñÑÈÀČıôNÈı¡įľĨĬ¦Öňċā

ŝ×ÎĦĚīĮęÏ/īĊôNÈ¦ÖĞĪĒĥĦĚĥłđŃėĥĒīĠċā

ŝôNňĥĦıôNĬĞĪĊĴĬęęŃįĞĪsŇĮĒīĹĞĒċā

ŝÊÔôNıĻĮłġĊµ°ôNňđŇĢľĩ�Čı	ňĘħŉĬ¦ÖĞĪĹĞĒīĠċčDBīĠİĎĮĭ�îĦĚīĮęĊ

§ĺŅĪġĨĬû^ĨĪËĪĪĘĥ�Õı�ČňzĔĪ�ĞĒīĠċā

ŝôNėđĺŃ¦ÖĞĪľłĔĮĒŁēīĠėĊYįk>ė łĮĒĦĚīľDBīĠėĊÍ%ı�wħľ�ĔłŅĮĒıĲ

ĬĪľñĒôNīĠċRĝĒ�ĊqňùıÂĒŕŞśīĶŉġĚłŅĪĒńıį­ĒĬAň¯Ġń	ľīĘĺĢŉīĞĥċā

ŝC½C�ĮņēñÑı�ėĒńĜĬň¦ÖĞĊŁŃŁŃņēñÑı�ÙįĮŃĺĠŁēįÒ�ĒĥĞĺĠċā

ŝñÑôNĲS}īĲđŃĺĠėĊ�`įzyėfÒīĠċĭŉĮįėŉĳĨĪľÍ¿ĠńĜĬĲõĞęĊ�cĺīÞĖız

yėĮĚŅĳ§ĘĪĒĚĺĢŉċ�Øį�Ēĥ�ĊōŗŘŒŌŞŏřŜÌ,ė�ęĊÍ%ılgĿĩłĒĜĬňÛĔńĜĬėī

ĘĺĢŉċā

ďÕ
ĘcızyķıiĒ4ĵÕ
ĘcıU?pĐā
ŝÕė
Ęcızyı�Mā

ŝņēñÑôNÈėÕėUĮęĪľĮĨĪľKeĞĪĒłŅń?pė@ĿĠĜĬėīĘńŁēy-ňĞĪĹĞĒā

ŝ7ğŁēĮôNňwĨĥ�ėĜıFėUńıĦĖłĞŀēėĮĒĊ¼ĲĜıFňËĪńıĦĖłĊĬ§ĘĪĒę	īÃŇĨĪĞ

ĺē�§ĲjĞĒīĠċ3ĊĜıFėUĥĖł"į�ĞĽĥ	ľđŃĺĠĖłģı�Į�ìįľĨĬľĨĬzyıqňVĞ�

ĸĪ�ĞĒīĠċÄ�°ľhyĞĪĹĞĒīĠċ¼Ĳ�ĉĉrįĮńģıFĬıĜŅĖł�ı�§ňZĕĒĪĒńÕı¼į

ôNňwĨĪĒńF�ı��ė�ńęđń	ň�ČýĨĪĒĺĠċÕ
ĘcĊĘŀēĦĒįĲĘŀēĦĒı§�ėđŃĺĠı

īĊĭŉĮįû^ĨĪľÕı�ė�įĮńĬiĒĺĠĊ¼ı?6ĉ�ĘŀēĦĒı�«�ıFīĠĖłĜıŁēĮF�ìı

ÏĘ�ėSĞīľKeīĘńŁēįĮĨĪęŅń	ėÒ�Ĭ�bīĠċā

ŝÕ
ĘcıF�ìıKeĞĪ�łĢń?pı¶�ňĕýĒĞĺĠċā

ŝÕė
ęĮĨĥcĊ��ėKLĞĥ§�ėīĘń?pėđń	ňX�ĞĺĠċā

ŝņēñÑôNÈėÕėUĮęĪľĮĨĪľKeĞĪĒłŅń?pė@ĿĠĜĬėīĘńŁēy-ňĞĪĹĞĒñÑôNÈė

Õ
ĘcĊKeĞĪ�łĢń�Ù�Ńį1,ňĕýĒĞĺĠċā

ŝ¥¤īĲ¼ı�ŉīĒń<=įĲĊÕė
ęĮĨĥcĊ�łĞĪĒĚń?pėĮĒċā

ŝŝÕė
ęĮĨĪľĘŀēĦĒıävėSĮęĊ<=ı�ī§�īĘĥłĒĒĬiēċā

ŝÕ
ĘcĊĜıFĥħı�łĠ?pĊOė¢Ē	īĠċā

ŝñÑıFĥħėĊQ�ÕėĒĮęĮĨĥ�ı§�ı?ĊKLĞĥzyĊōŗŘŒŌŞŏřŜı¶�ň�ĻĺĠċā

ŝ��īĲ§�īĘĮĒċ¾£ŔŒőŋĮĭĕĜĠıīĊYįÓJŃėfÒċ<=īı§�ň:ĲĠĠĽĪĒńėĊõĞĒô

NÈėĒńĜĬň¦ÖĞĪ�ĞĒċÕėĒĮęĮĨĪĖłı§�ėĬĪľeðċ����įđĨĥŖŚŜňÇĔń»º)]į

ĞĪ�ĞĒċā

ŝ0®ıøīĊli�LėīĘĮĒ��į
ŇĨĪĊÞėÏĨĪĒęıĖĊÕėĒńēħĲ`£ÕĦėŝŝŝċ�ĔĳĊėŉı

#¯Ċuėŉ+ıt�Ċ0®ňÅĚńĖĭēĖı'�Įĭċ§�ıåň��ĝĢĮĒĜĬėñÒĬÇĔńċā

ŝ�9ĜıŁēĮà�ıPãįņēñÑôNÈė5Ń�ěłŅńĜĬįmáĞĺĠċT,ĝŅĥ�ČįĲd¸ň¨Ğ�ěĥĒ

īĠċĥĦĊņēñÑĬĒĨĪľ����ßüľ¤nľíēıīĊĝłįÂĖĒÉĘ5ŃňĞĪĒĥĦĘĊzyįĩĮěĪúĘ

ĥĒĬ&įýĒĺĠċā

ďqÜı�4Đā
ŝqÜňľĨĬ[ĽĪĹĞĒā

ŝčqÜĎīđĒĝĩėīĘń©įĮńŁēĮĊ�ÁėĹĞĒċşqÜ×Ý�ėo¿ĞĊ<=ı�ĥħįľ[ėńĬĒĒŠā

ŝqÜ×Ý��)Lıïë\´ĊW©�Ĳ@ĔĪĒńėĊqÜįPĠń[ėŃĲĺĦĺĦĦĬmğńċ:ĬĞĪĊ�~�ň�

ļċĺĥĊ|Ë¥?įĕĚńņē|ËĲÒ�ĞĪĒńėêĺĮĒċqÜėđńĜĬīâĖĮ×ÝÐ¥ėīĘńĜĬľđńĬ�

�ňÓĪmğĪĒńċ�÷qÜň[ĽĪĹĞĒċā

ŝqÜĊŎŊŜĮĭň�éıI�|ËĊ¹��|ËŝIÆı�įľĨĬ²ŃèŉīCęı�įIÆĞĪľłĒĥĒċģĞĪĊô

N`	Èėģı�łĞęĊ§Ę§ĘĬĞĥ§�ėīĘń¹�ėīĘńĜĬň&�ĞĺĠċā

ŝöçĊœŐė�ı�ªpÀĊ�GÐ·įĮĨĪđŃėĥĒċĂÍ%ėZň5ĨĪĊŁęÉĘ5ŅĮĒ�ėđŃ�(įĮĨĥăā

ćĈī ĆĄąĲqÜéÚň��ī�ĠėĊ�{Ĳ$ĞĪĒĮĒĂØÈı¡įđńıīĲĮĒĖłĊ!�°įBŇĨĪĹĞĒċăċ

ĆĄą ıĻŉĮıqÜĊ._įĮŃĺĠċÅĚĪĹĞĒīĠċā

ŝĜı�ÿĀÈľ@ĔĺĠĖłĊÊÔôNÈįòŇłġĊ�RóıµĨĪĒŅĳfġa¿ĩqÜ3Ĳ��į"éıŎŊŜ

şæxŃŠĮĭ�ĽĪ×ÎĬĞĪ[ĽĪĹĞĒīĠċ8*ŝ¬�ŝ2ĮĒŝþĸńŝ��ŝD�EĮĭŝŝŝş}SĮĒ�ė±ÔĔł

ŅńĬiĒĺĠŠċ N�įľ"éı×ÎėđŅĳĊ��ėKeĞĪĒłŅńĬiĒĺĞĥċĭēĤŁņĞęĕýĒĒĥĞĺ

Ġċā
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̈ɣÌ̹̲͊̍ʘȺʪÇ̨̯̪̲̌�ǌ̉ˌ
ΏɣÌ̯̀͊̍ʘȺ̲Ƶɂz̳�̲ʪÇ̲Ƶɂ͌ƙ̪̻̜̿̌̂ˌ

ΏɣÌ̯̀͊̍ʘȺ͂�̲ʪÇ͌Ƶɂ̜́Ĝɐ̫͈̑̒�͌ʖȘ̜̪̻̜̌̂ˌ

̈Ǔ͊̍ȟ̹̲͝ΐʹ̲͡CÅk̉ˌ
ΏǓ͊̍ΓD¯čΔ̫̀̀ǘ̀̀Þ̯��̂ēćǃʃ̀�ʓ̫͇̼̞̫̼̞̋̑́̒̂ʣą͈̋ʓS̳ŧú̯Ĕĝ̜̼̞ǧ̤

̦̲̯̍́ͅ˩˟ ͂΂΃żȩ̲̮̞̺̪̌́ʾ̲�̯̜̪̼̞̘̲ͫͧ̌̂͘͡ͱ·΍̲͡Đ̑̚ʪÇ̥̮̬̊Į̪̼̞̎̌̑́

Xƺ̠̪̤̥̪͈̌̌̌̚Ǔ͊̍ȟ̲Ʒ̯̒̔́̚ĥ͈̎�ʰ͖́͑ͬ̚ņƒ́Ē¤!ʍ̮̭̼̥̼̥́�̲ʪÇ̲ņ̬̃�̝

̮͇̫͉͈̍̔̔̽͆ͅ�̑­̌̂!̪̎̌̔ͲΌΐ̬̼̤�ŧē̯Ɨ͉͈̚�̴̴̜̜͇̼̞̀̋̂ˌ
ΏǓ̫͊̍̀��̫Ʒƕ̫͈̒ƶ§ˌ

̭̘̫̈̀�¢Ǚ̲̮͝ΐʹ̑͡�̖͉͈͆'Ỷˌ
Ώ�¢̧̯̪͝ͅΐʹ̑͡Ü͈̬̑̋Ĕ̝͈̂ŋŧ�̭̘̫́̀�̝Ż̮͝ΐʹ̑͡�̖͉͈̬̬͆̌̌Č̍̂ˌ

̈Fě̮̭̲ňɊɊȘ̉ˌ
Ώ�̳̄FěňɊ̳ĆȻ̮̌̅̄�¢̫J̯̬̅Ʉ̼̞̌̑́�̖ǐ̲̮̌ƴƯ̫Ͱ΍͈ͪ̋�ʍ̑Ʒ̪̖͈̖͇̒̌͋̑̋

̼̠ΑΑÈŉ̀ŧ�̀Âą̫͈̒FěňɊ̳ȎÎ̯ĆȻ̫̞ΑΑˌ

Ώ͊̍ʘȺ̲�̑Xƺ̫͈̒ňɊ̑Ô̮̞̼̞̓̂FěňɊΚˊˋk̯̬͇ȿ̑»̲ʳ6͉̟̀̽͆ď͍̫̼̞̌̂ȣȾʪ

Çḩ̯̬̪̌͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̑®T̫̞̲̫́�̲ňɊ̬̲ʎ̦͍̬̌͌̒Ƶɂ̜̪̻̜̌ˌ

Ώ͊̍ʘȺʪÇȟ̑Âą̜̪ʃ͈̎ňɊ́Fě̫͈̒ňɊ̲CÅ̂ˌ

ΏFěňɊ͌ĆȻ̬̞͈�ʢ̼̞̮̮̫̻̜̀̌̂̔̌̌̂̚ˌ

Ώ̤̼̜̲̄͊ʔ̲̮̅̍ͅňɊ̧̯̬͌̀̀̀*̧̪ž̜̌ˌ

ΏʪÇȟ̑ȝĀÂą̜̪Ʒƕ̫͈̒ňɊ͌῁̜̪̻̜̌ˌ

ΏňɊ̲ɊȘ͌Αˌ

ΏFěňɊ̀Ô̮̔́�Â͌ĥ̤̼̼̎Ʒ̪̼̞̒̌̂ňɊ͌*͈̤̯̤̤̿̀̋̐̌ĻĶ͌̏˄̜̼̞̌̂ˌ

ΏFěňɊ̑ž̜̬̌Ç̪̼̞̌̌̂Ô̮̌�Ł̲͙Ήΐ͸ͼΐ΁̸̫̳̤͍́ƨƵ̥̬Ĕ̝̪͇̏́ȿ̲ņ̀ˊˋ̧̯̮̪

̪͈̲̫̒̌́Âą̜̪ř̠͈͆ňɊ̻̜̬̑̌˄̧̪̼̞̌̂ˌ

Ώǒ̫ȼ̪S͈̐Ǣ ̲�ȇ̯̜̪̻̜͇̽̌̂ͅȰ̌͊̍ʘȺ̲ňɊ̬̮͇̼̞̯̍̂ͅǆƋ̧̯̮̤ŕ̀́ʪÇGʓ�̝̫

̳̮̲̫̌́ʐ̜̤ƶ§̲ňɊ̑RŬ̼̞̯̍ͅ˱̂ˌ

Ώ�&͍̫͈̬̘̯̌͊͊̍ʘȺňɊ͌ó̪̪̤̫̞̀͆̌̌̂ˌ

ΏňɊ̳ĆȻ̂Èñ̲�̫Èŉ̑ʳ6͌ȼ̪̲̳̌̔ƨƵ̫͈̋̂ˌ

Ώ�¢̯ȣȾÏʡ̲ňɊ̮̑̔́͊̍ʘȺňɊ̼̫śŋXƺ̫ʁɼ̜̪ʃ̠̪̼̞͋̌̂ňɊʢ̲ʁɼ̜̪͌�͈̚ĻĶ͂́

�¢̯͊̍ʘȺňɊ͌*̧̪ʷ̤̫̞̒̌̂ȿ̑ʁɼRŬ̧̮̮̤̔Ā́ŧ�̯�̍ňɊ̯ʃ̮̎̌�̲̮̌ĻĶ̜̪̤͌̌

̥̤̬̒̌˄̼̞̌̂ˌ

Ώ̭̘̲Èñ̢̫̫̜̀̍̈́̍̑́ȿ�̒Ā̮͍̬́̐ŧ�̑��̫̀Âą̜̪Ʒƕ̜̪̖͈̯̌̍ͅňɊ͙́Ήΐ͸ͼΐ΁̮

̭�̲̏`͌́ǘΏÞ̮̭̯̬ĻĶ͌̏˄̜̤̬̌̌Č̬̘̫̞̍͊̂ˌ

Ώ͊̍ʘȺȟ̑Ȭǲ̞͈̤̯̳̿́ȿ̯̳̫̮̒̌Ïʡǎ̮�ŨΓ­ņʳ͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍͌ĻĶ̫͈̒ņΔ̬¥ěΓFěň

ɊΔ̑ʘȻ̥̬Ç̪̼̞̌̌̂ÐŬ́ȿ̲ƄĀ̲̘̬͌Ȟ̤̎ŕ́ŧ�̑Ȭǲ͌ǒī̵̡̞̤̯̿̀ŁÔ̮̌®T̮ňɊ͌

½Ȑ̠̪̻̜̫̞̜̌́̚�Ũ̲¨�́ȧę́ňɊ͌῁̜̪̻̜̬̌Č̼̞̜̌̂͊̔̏ͅ˄̜̼̞̌̂ˌ

Ώƴ� ˔ �ʓØ̫̞̂ȳƭ͇̀̋́ƔƤƭ̀å̜̪͇̋́Ʊ̫̞̌̂˔ �̲ʓØ͌ ˓ �̯̜̪̻̜̌̂ˌ

̈ǪgΏʁɼ̮̭̲ĻĶ̉ˌ
Ώ˪˛ ̬ʘȺ̜̼̞̑́͹ΉͲΐ͍͌̚῁̢̜̪̻̜̲̫̘̯̌́̏ʛ͌,̧̪̥̔̌̂̚ˌ

Ώ*Ŷě̯͹ΉͲΐ͍̑̚ɼ̯̎ȷ̖͈̯̜̪̍ͅž̜̌̂̏ʛ̀Ȭɫ̫ĻĞ̮̪̯̜̪͋̔̌̌̍ͅž̜̌̂ˌ

Ώ͹ΉͲΐ͍͌̏̚˄̞͈̯̌̀�Ũ̮̪̑̌̔̏˄̫̮̫̌̒̌�̧̪̼̞̌̂ˌ

Ώ͹ΉͲΐYï͌ĨČ̜̪̻̜̫̞̂ˌ

ΏFě̜̪͈̌̑́ʆŦÈ̯â͇̤̬̌Ʉ͉̪͋̀ȿ̀ˊˋ̯̮͇́ɼ̯̎ȷ̖̮̌̂ʁɼÎĈ̯Î̞͈Yï̻̜̑̌̂ˌ

ΏȽȾʪÇ̲̤̿́¬R̯Î̞͈ĻĶΓ˓ Î ˓ ̫̲ΔCÅ̜̪ž̜̌̂ˌ

Ώȿ̥͍̥͍̀ç̬͇͌́ňɊ̬È̲ʁɼ̧̫̮̮̤̭̜̬̀̒̔͆̍̍ͅÇ̪̼̞̌̌̂ȷĿ̲ņ̫Ȟ̪̎ʷ̤̬̒̌Č̼̌

̞̂ˌ

̈ǪgĻĶ̮̭̯͈͛ͅ΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ƶ§̲ł:̉ˌ
Ώ͊̍ʘȺňɊΓ̀̀ÞΔ̹ɶ̫Ƭʌ ˓ ŕʢ̖̪̐Èŉ̑ʁɼ̜̪̼̞̌̂Γʆ ˔ �Δɽ̯̔ňɊ̴͉̑̋Èŉ̲ɨħ̑ɷƜ

̢͉̼̞̲̂̚ʩ́�×̞͈ΓˊˋȟΔÈŉ͌È̯Ɔ̛̜̤̼̼̫̖͈̐͌Ă̼̠͍̂Ƌ͇̫̞̑̐̂̀̀Þ̳Ʒƕ�ɥ̲¥

̹ȷgĶɥ͌Xƺ̞͈̘̬̫̼̞̑̒̑́�̲Þƽṹ̫̳Ǧǣ͝ΐʹ̲͡ȷgĶɥ͌Xƺ̜́Ʒƕ�ɥ̲¥̹ȷ̘̬̳̔

ɔ͉̪̼̠͍̿͆̌̂�̝VŅ£Ɵ͉͈͌̍̚ͅŢ̼̞̽̂ʪÇ̯�̠̤͋͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ņƒƶ§͌ł͈̘̬̫̎́ǾǤ

ǎ̯ȴ̦ǚ̬̔Ȟ̼̞̎̂ȷĿ̹̲̙Ƶɂ͌̏˄̜̼̞̌̂ˌ

̈ȈƛǎĻĶ̯͈ͅ�Ũ͂ɭƞ̲CÅk̉ˌ
ΏȈƛǎĻĶ̲CÅ̂ˌ

ΏɩĿʰ̯̮͈̬�ǁşU̯T͉͈̲͆̑́ʪÇǦǣ�̲Ĝ́ɭƞƭɭ̮̭Ĝv̜̪̻̜̫̞̔̌̂ˌ

̈Ȉƛǎʳ̲K'ǎ̮ňǹ̲ȻŢ̉ˌ
Ώ̲̀̀ƮWˇɥȝ�ͼΐ΁̲̀̀ʃ3ɓ̯̄ˊˋȣȾʪÇȟ�̖ƮWˇɥȝ�ͼΐ΁̲ÅĕɚŰ͌ȷ̌́͛΀΅͚ͮΐ

͟Ά΍ΏĒ¤ĳ.ĻĶ̯͈̐̐ŕʢ̑G'̲�ɥ̯͈̐̐ŕʢ̲˕˒Β͌t͈̬̿̌̍ȉŮ̑R̤̘̬̐͆́őç ˖Š̲�ɥ

¤ʗļÄ̫̆ʪÇȟƷƕĻĶaǺ̲̇¨˂̨̯̮̗͈̘̬̫̼̜̤̬͇̼̜̤̑̒̅̋̂˴˲*Ŷě͙͂Ήΐ͸ͼΐ΁̯̀|
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ŏ͉͈̘̬͌̚ßŢ̜̼̞̂˲lS̲̀VÄ̖̪̼̞͌̍̌̑́Åḝ̳̬̀Ĝ͈̬̑̐̐Č̼̞̌̂ˌ

ΏmǉɫΚ»̲ěĂYʤ͌òƀ̜̪̻̜̌̂Ʈ̯ĔůǇ̲�Ɏ́ǍŲɋ�͌ĆȻ̬̞͈�Ɏ̯̳ʖė̑ž̜̌̂ˌ

ΏǦǣ͝ΐʹ̲͡XƺȟɨħΚ˕˙˔˒˒ O̬ ˖˘˒˒ O̲�ʢ͌Ɋ̖̪̻̜̌̂ˌ

̈�ɥ2ʧ̬̲lW̉ˌ
Ώ�ɥ2ʧ̯�ÿ̯̘̼̮̔̽̌ʪÇĻĶ͌Ĺǲ̜̪̻̜̌̂ˌ

̈ňɊʊ�̹̲͝;ΐ̲ͫCÅk̉ˌ
ΏƮ̯ʘȺʪÇ̲ňɊ̳G�ǎ̯ȼ̪̼̥̀Ô̮̌�́�ʓ̲Ēƫǎ̮ͥͧ͡Ͷ̲ǏŻ̲�ē̯Ļ͉̪͈̎͆̌Ʀ̑­̬̌

Ç̢̪̼̞̜̤̌̌̂̍�́Dȯ̲�ʓƒÿļÄ̯͇́ͅ�̲̐͆ĻĶ̑Ɯ͇́Ȉ�Đk͌ù͉̪͈̬̌͆̌Ȣ̪͇̼̌̏

̞̂ŧŬ́�͂�ņIJ�'̑ħ̺̍̒Ŷh͌Ɗʢ̲ ˧˩˨ ͂Ǣ Ǧǣƒ�̑ħ̧̪͈̌ʓS̑­͈̔̋ƴÅ̮�̫́�͂

�ņIJ�'̯͇ͅ�Ú́ʘȺʪÇňɊ̲ʊ�Åĕ͌ǔȽ̜́Ƶɂ͌ƙ̪̿ʷ̤̬̒̌ù̔Ç̪̼̞̌̌̂ʘȺʪÇňɊ̲

Ȉ�ʳ̲͝;ΐͫ͌ù̔Ȼɜ̜̤̬̌Č̼̞̌̂ˌ

ΏňɊ̹̲Ȉ�ĻĶ̲ùkˌ

̈ú�ȟ̹̲Ļȋ̉ˌ
Ώ�̐͆ʪÇǦǣ͝ΐʹ͡ǷɇȔȋ�ɫ̑Ř̪͈̲̫̞̑́ŧ�̯̳ ˓ Ȍ̲ʛ̑F̧̪̼̠͍̠̪̒̂̿�ʃɫ̬̐

Ŕˆ�̔͆̌ŧ�̑�̖~̴͉͉è̠̫̞̂ş%ɬʛ̬̲͈̲̯̌̍̀̑̋́˓ ΎŠ�ƷĘ�<̪̌̀ ˚́˛ oO̜̐̀͆̎

̼̠͍̭͍̮̂ɅǺ̫ĻĢ̪͈͇̼̠͍̆̌̐̀͋̐̂��͌ŀ̴̢̪͈̲̥̬̲̫͉̘̫̎̌̐͆̌̍̋́Ă͈̏ʛ̳Gʓ

̧̤̐̐͋�̯Ģ̪̻̜̫̞̆̌̂ˍ̀̀̀̀ˌ ÕdȏȐĻĶ ˞¡Κ̀̀ǘ̀̀Þˎˌ

̈ʪÇçʛ̨̯̪̌̉ˌ
ΏʪÇçʛ̑[͉̪͈̲͆̌͌(̬̜̪̻̜̫̞̐̌̂ˌ

ΏʘȺʪÇȟ̯̳çʛ͌aǺ̜̪̻̜̌ˌ

ΏʪÇçʛ̳�Ȃ̧̪̼̞̀͆̌̑́ʘȺʪÇȟ̥̬çʛ˂͌��̠̜̪̤̬̀͆̌̌Č̼̞̌̂ˌ

ΏňɊ̯Fě̜̪͇̏́ɫƺ̑çʛ̫}̧̼̪ž̜̫̞̌̂ĻĶɫ͌�̗̪̳́͝ΐʹ̲͡�Ấ̵̡ʪÇçʛ̲̫̽́ňɊ

̑Xƺ̫͈̬̒̍̏˄̜̼̞̌̂ȿ�̒Ā͌Ȟ̪̎ΏΏΏˌ

̈ͪ͐͝ΐʹ̲͡CÅk̉ˌ
Ώm͚͏́Ĝɐ́ǜǎ͔́ΐΉͿ̯͑ͩ͐ÎĈ̫͈̒ͪ͐Ƿ͈̬̑̋Ȱ̬̌Č̼̞̌̂ˌ

ΏĜɐ̑ʃ̝͈ͪ͑͝ΐʹ͌͡῁̜̪̻̜̌̂ˌ

̈Ǖɛżʣ̲CÅk̉ˌ
ΏʘȺ̫̤͍̲̔̚ʪÇ̧̤̤̭̘̹̑̋̿Ǖɛ̜̤͆Ȱ̧̮̤͇̭͍̮̌̐͋̐͆̐́˅̯ú�ȟ̬͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍͌~

̧̤͆Ȱ̧̮̤͇̌̐͋̐͆̐Ƿ́�̫̭̜̤̲̀̍͆̌̌̐ʀ̌ď̾�̢̤͍͈͍̮̑̔̋̂̚Č̌͌Ό΍ͫͧ͡͸̫�̖ƀ

̪͉͈̿̔ǕɛżʣǷ͈̬̑̋Ȱ̬̌Č̍̂ˌ

̈Āȼ�Yï̲CÅk̉ˌ
ΏĀȼ�Yï̲ȼǔ̜́ŵɆ́CÅ͌�̧̪̻̜̌̂ɫƺʳ́ōǟč́XƺŎ̮̭̂̚ˌ

̈mǉżʣ̲CÅk̉ˌ
Ώ�͌ʼ͈̐ǆʥ̲ƨɪ�́̚ŧú̯3ˀ̫͈̒ǆʥ́mà͌ı̞̲̯®«̮ƴ�̫̞̂į̧̤̐».̲�͌®�̯̜̪́

�ƷĘ�ʪÇ͌ɷ̴̜̮̖͉̬̔ɯ͇̼͇̼̞͋̑́mà̲ʕ�̲Đ̌�̳Gʓʫ̜̪́».̳ĀΓęʠ̞͈̫̍̎Δ̫ȱ̃

̮ʪÇ̸̨̯͇̐ŋ̃ȿ»JȲ̜͍̫̼̞̌̂�̀́ʰȣ́Ƚ`́'̲�ˁ̮̭́ĀĜĀĜ̯ȼ̨͇̐́Ō̔Əǉ̴̞͉ɷ

ï̫̳̬Č̼̞̌̑́mà̳Əǉ̜̪͉̮̲̫̜̔̌̈́̍̐̂».̲ęʠ͌ƨȽ̞͈̲̳Ȟ͉̼̠͍̎͆Γpƈ̜Ưĕ̫̞Δ

mà̤̦̲ÎĈ́ŚɄ̫».̲ęʠ̑´̗͉͆́ˉ̵͉̭́̌̚ǆʥ́Þ̫̞̂�̫̀�Ȱ̲īÒ�́mà͌ı̴̜̪͉̌

̬ĀĎ̜̪͇̼̞̏̂ŧú̯».̑į̧̪̐̀�ȲHȲƓ̖̪̼̞̒̂RƸŕ̲mà̑́ȿ̑́ęʠ͌ąʖ̜̪ȅ�ΓǆʥΔ

͌̏˄̞͈̌̀́ŚɄ̳̪͌̌́Ïʡ̲ǆʥ͌ȅ�̜̪͉̮̲̫̞̮̫̞̔̌̂͋̐͆̌̂ȿ̳̝̯̀̍̒̀̀ĝ̬̮͇̼̞̂

».̲ÐŬ̑ąʖ̫̞̂ˌ

̈Èŉ̹̲͝;ΐͫ̉ˌ
ΏʘȺʪÇȟ̨͌̀Èŉ̹̲͇ͅ�Ú̲͝;ΐͫ͌T̯Ţ̼̞̽̂ʘȺʪÇȟ͌Į̄Èŉ̳ŋäąɵJ̯Ǖú̲ǅd͌ʘ

̱́çʢ̯Łŋ̫̀ɂľ̜̪́ΈͶΊͧ͟΅̠̪̗͈͈̋́̌͋̓̄̚Ί͡Ͳ̯͑ͫ̅�̖̤~͇ȇ̽͌Ǣ G'̫ȷ̧̪̤̥̌

̴̖͉̬T̯Č̼̞̌̂9ä̲�̲Bö̀�ų͉̟̈̀͆̌Č̜̪͈̤̌͌̌̿́ȿ̢̬̜̪̳̜̤̍Bö̹͇̀ͅ�Úŕʢ͌

̖̪͇̤̬̐͂̌äŋʸÇ̪͈̬̘̫̞̜̌̌͊̂͊̔̏ͅ˄̜̤̬̌̌Č̼̞̌̂ˌ

̈ĻĶȟȧę̉ˌ
ΏȣȾʪÇ̲�̯+̠Ī̧̪͈̌ʪÇ̨̯̪̌̀Ƶɂ̜̪͉͈̔́͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĻĶ̫͈̑̒ĻĶȟ͌ȧę̜̪̻̜̌̂ˌ

Ώ̘̲ʪÇ͌Ƶɂ̜́ĻĶ̜̪͉͈̔�Ũ̲ȧę̂�̳̼̥̘̲ʪÇ̲Ⱥʮ̚�ʰ͌̚Ƶɂ̜̪͉͈̔�̳̬̪̀Ô̮̬̌Č̌

̼̞̘̲̂ʪÇ͌Ƶɂ̜́ĈĶ̜̪̥͈̔̚ņ̑¨̧̪̪͉͈̬̎̌̔Ȱ̮̬̌̋Č̼̞̌̂ˌ

Ώ�̬̜̪Ʒƕ͌ɦ̯̞͈̯̳̐́Ʈɮč͌Ƶɂ̜̪ĻĶ̜̪͉͈͌̔­̲̔�Ĝ̑ĆȻ̢̫̞̲̂Ƨ̯̳ĻĶ̲ÄŁ͌῁

̜̪̻̜̫̞̌̂ˌ

ΏȣȾʪÇΖǜǎʪÇǷ̲Ζ˰̲ʪÇ̲͡ͻ͟΄Έͫ͌͡­̔ȧ̪̪ž̜̌̂͊̍ʘȺʪÇEΏȟΓąƵΔ͌Ƶɂ̫͈̒DƷ̳

s�̲͊̍EǳƷā̲ą̨͌̐̾DƷ̯̮͉͈̬Č̼̞̌̂͊̍ʘȺʪÇ͌ɔ̿́īÒȟ̲ȧęΑˌ

Ώő�̫̳́ȶþ̮̭́ɭɮ͌Ǆ͉͈̮͋̍ͅňɊȤ�̲��͇̼̞̀̋̑́�̲�͂�Ʒ̯ʣ͈͋ȤŶ̬̜̪̦͍̬̜́̒

̤ŀȧ̬CS̮¤ʗ̑�̖͉͈͆̍́ͅYïʳ̫̀�̯ĻĶ̤̥̤̬̌̒̌Č̼̞̌̂ˌ

̈ĻĶȟ̲ĜɐȜĂ̹̲ĻĶ̉ˌ
ΏǪgĻĶ̲͹ΉͲΐ͂ʃěΓFěΔňɊ̲Ȥ�̮̭̑Ĝɐ͌~Ă̫͈̒̍́ͅĜɐɠȜ ̲bę̮̭ˌ
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̈ňɊ̮̭̲Ȥ�̹̲þʉ̲ļ�̉ˌ
ΏʪÇȟňɊ̹̲ĻĶ͌Ĝv̢̜̘̫̔́<̔�̲̃ɬʛ̧̬͌̀ˊ̴̢̫͈̯̜̪̻̜̞͉̔̒̍̌̂̍ͅ<̔�̧̳̬̀¨̎́

͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĻĶ̀CÅ̞͈̬Č̍̂ˌ

ΏǦǣʣ0̫<̔�̲ɬʛ͌�̗̪̻̜̌̂ĻĶ��ɱ̫̞̂ˌ

ΏȤ�͍̑̚<̞̒͂̌ɬʛ͌�̾́d<ƶ§̲ļ�͌̏˄̜̤̌̌̂ˌ

ΏȤ�̲ȋń̳CS̮̲̯̫͈̙̀̒̍ͅʖė̥̔̌̂̚ˌ

ΏňɊ̲Ȥ�̑ʠȐ̜̼̠͍̒̂Ė͉̤̬Č̬̍ɺ̪̜̼̿̌́�ʢ̑�̧̪̼̞̌̂Ȥ�̀®«̥̬Č̼̞̌̂ʪÇ̲�ʢ

͌ĻĶ̞͈̲̳ȿ̫̀®«̫̞̐͆̂�̫̀̍Ô̜Ǧǣ̯ʣ͇̲͋Ȥ�̲þʉ͌Ȱ̜̮̬̔̌�Ā®«̯̮͈̬Č̼̞̌̂ˌ

ΏňɊ̫̲ȶþ̮̭́ċ̌ͮ΅ΐ̀͡ȡ̢̯̞͈̲̫̲̮̘̬̮́̍̑̌̍ͅͅΓ�ɥ̲�ʍ̲þʉ̑Ȱ̴̮͉̮̭̔Δ̮
̲

�̯̜̪̻̜̫̞̌̂ˌ

͙̈Ήΐ͸ͼΐ΁Ώ͚͏Ͱ̮̭̲͒͡ɊȘ̉ˌ
ΏȬǲ̢̫̮̮̼̲̒̍̐Ƨ̯͙Ήΐ͸ͼΐ΁̲¨Ɋ̢̬̘̯ʣ͈͋
ɐ�̲ǟ2̲Ƨ̯ˊ}F͌ǿŪ̜̪̻̜̌̂ˌ

Ώȿ�̒Ā̲ř̜̲͆¥Γ͙Ήΐ͸ͼΐ΁̮̭Δ̲Ǣ ɭƞ͌CÅ̜̪̻̜̌̂ˌ

ΏňɊ̲óɊ̫̮̲̫͙̑̒̌́Ήΐ͸ͼΐ΁̲ó̪Ş̹̲̎Yïˌ

Ώ͙Ήΐ͸ͼΐ΁óɊ̳ɽʬ̲&Ɗ̲|Î̧̪̮̮̑̋̐̐¨̼̠͍̎̂I�&À̯Ć̟ɊȘ̜̪̥͈̯̳̫̼̔̍̒̚ͅ

̠͍̐Λ
ɐ�̨̼̞̲̫̑̒́�ˁ̳̮̲̫̳̬̌½̝̼̞̂Ŕʢ̳��̮̘̬̑­̫̞̜̌́�ņ̫̞̬ʳ ̯ȷ̯̔̀

�/̫̞̂ȿ̳ˊˋ̲ņ̑­̫̞̌̐͆̂ˌ

Ώ͊̍ʘȺ̲͙Ήΐ͸ͼΐ΁́ȝ�ͼΐ΁͌*̧̪̻̜͙̌̂Ήΐ͸ͼΐ΁́ȝ�ͼΐ΁̯ʛʝǎĶb̜̪̻̜͌̌̂ˌ

ΏʘïȣȾʪÇ͌�̖F͉͈͚͏Ͱ̲͒͡óɊ͌̏˄̜̤̫̞̌̌̂ˌ

̈)Řƕg̲CÅk̉ˌ
Ώ)ŘĻĶ̲CÅ̀ßŢ̜̼̞̂ˌ

̈�¢̫ř̞̘̬̲͆CÅk̉ˌ
ΏƢƩ̬̜̪̼̞̌̑́ʪÇ̧̪̑̋̀�¢̫Âą̜̪ř̴̜̪̖͈̯̮͉̬͆̌̍ͅČ̼̞̌̂ˌ

Ώ͊̍ʘȺʪÇ̬̘̬̼̥̼̥̌̍̑ɔɢ͉̪̼̠͍̌̂̚�À̲̼̼ȿ̀ǆ͍̥͇́�¢̲ňɊ̫¾ǲ̜̪͈̌ņ̼̞̀̌̂

͊̍ʘȺȟ̑�¢̫̀ȬS̜͆̔Ʒƕ̫͈̒¥ě̑¨̪̎ž̜̬̌Č̼̞̌̂ˌ

ΏɩĿǎ̮ĻĶ̥̖̫̮̔́ʪÇȟ̑�¢̯Ř̪̖͈Γȿ̮̪̑̌̔̀Δňǹ͌Ȟ̪̤̥̤̎̌̒̌̂ˌ

̈͊̍ʘȺʪÇȟ̲Õd̉ˌ
Ώú�ȟ̑ßŢ̞͈��̨̯̖͈Ż̴̯̮͉º̜̫̞̌̂ˌ

Ώ̧̬̀͊̍ʘȺʪÇḩ̲̘̬̪̌͌͋̐ŖʃÕȤ̫̪̑̒́̏ʛ̧̪͌̀͆ȋń̫Ʒƕ̫͈̯̜̪̤̒̍̀͆̌̌̂ͅˌ

̈ĒȑʪÇΏĔȾʪÇ͌+̠Į̄�̨̤̦̯̪̲̌�ǌ̉ˌ
ΏĒ¤ʪḈĔȾʪÇ̑̌̔͆̐�\͇̳ͅ�ǜ͉̪͈̫̳͇̼̞̌̍̋̑́̚ͅňɊ͂ĻĶ�Ŷě̼̤́ʪÇǦǣə̫̀̿

̟̜͆̌�-̲̮̌Ż»̫̞̂G'̤̐͆̽͆ÔŁ̮̲̫́ŧú̯ĻĶ̲ɸ͌ë̗̪̲̯̌̔́ǜǎ̬͇̫̌̍̔̔ȼ͉̪̜͆

̧̼̪đ̜̫̞̫̌̂̀�ʢʍ̧̟̬̑ĀņĻĶ̴̨̜̪͉̪͈͍͈͇̫̞̔̌̐͆̑̀̂ˌ

̈͊̍¿Ų{̶ŀȧ̲CÅk̉ˌ
ΏʘȺʪÇ̯Î̞͈ŀȧƴ¥̫̲ÎĈ̲ʈ͉͈̑̋̂ǜǎʘȽ̲¿Ų̯̞͈̐́ȣȾʘȽ̯̞͈̐ʇ¿ŕ̯̳̬̪̀ď̽

̼̜̤̂ǜǎʘȽ̯ʇ¿̜̼̜̤̑́͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̯̤̖̤DƷ̳̟̏͆́Ĝɐ̲ɺŝ͌¿Ų̯ĳ.̜̼̜̤̂­̲̔Ͳ

ͥΐ΍͈̑̋ʘȺʪÇ̯ÎĈ̞͈̲̳ʰ̜̬̌Č̼̞̌̑̂ˌ

Ώ¿ŲǷ̫Ĝɐ̲fù̜̪͉̤͌̔͆Ȱ̬̌Č̼̞̌̂ˌ

Ώ͊̍ʘȺE̲͘·͡Ł͌͊̍¿ŲN̫῁̜̪̻̜̌̂ˌ

ΏƮWĻĶ¿Ų̀ȺŁ̯ʪÇ͇̋́NʓʪÇ͈̬̋Ȧ'�Ȭƻ̲¿Ų̧̛̯͈̮̤̌̐͌̎̐̂Ĝɐ̫͈̑̒ņ͌ŀȧ̲ƴ

¥̯Ɩʏ̧̜̪̻̜̤̐̂͊̍¿Ų̯mǉǎ͚͏̫͈̒ͥͧ͡Ͷ͌Ɩʏ̧̜̪̻̜̤̐̂ˌ

ΏƮWĻĶ¿Ųŀȧ̧̬̑̀Ȅ͍̮̐̔̌͊ʪÇ̯̭̘̫̀ÎĈ̫͈̒ŀȧ̑�̖͉͈̬͆ę�̜̪̐͆�̮͆̌́5̯̃ʖ

ė̜̤̬̤͉̪̪̍͋̌̀́ÅʩȺŁ̯ʪÇ͈̬̋ʰ̜̲̌̑ƴƯ̫͈̋̂ˌ

Ώ̀̀ç\̳̭̲̮̍ͅ¿Ų̯ȷ̴̖̲̬̪̌̐́̀ͅȲd̜̼̜̤̂ʘȺʪÇ͌Âą̜̪ȷ̠͈̐¿Ų̑�̨̫̀¨͈̎�

͌˄̧̪̼̞̌̂ˌ

ΏǢ ̯R̪̐͆̀fù͌ŀ̪͈̎̀͆̎¥̑ž̜̌̂ˊǷʓqŶĀ́ƮWĻĶ¿Ų̯̀ÏĽǨ͈̬̑̋́͊̍ʘȺʪÇȟ̯

̧̬̪͇̀ͅ�Í̯ȱ̮̃īÒ͌�̖͈ż ̑¨̪̎Ȱ̲̫̳̮̬̌̌̐Č̍̂ŀ�̲Ïʡč͌ˊ̪̻̜̿̌̂ˌ

ΏƮWĻĶ¿ŲΓǜǎ̮̭Δ̯�á̜̪͈̌͊̍ʘȺE̯̳Ĝɐ̲̫͈̒Ȥ�͌ʖȘ̜̪ž̜̌̂ˌ ˌ

Ώǜǎ̴͇̐@ʉ́͊̍͂ȣȾʪÇ̳ÜW͉̪͈̌̂͊̍̚ʘȺ̯̀ǒ̖̪͌̾́ĻĶ͌ë̗̪ž̜̌̂̀̀͊̍¿Ų̯ǜǎ

ʓʡ͌+Ɋ̜̪́͊̍E̬̜̪͈͌̏̌͂͊̍̌�̯́ǜǎ̲»̴͇̐Ȟ̤̎ņƒ̜̐ĳǠ̜̮̌̂͊̍ʘȺĘ̯̪̲ĻĶ̀

̮̔ʇ̪͈̿̌̂͘·̲͡¨Ɋ́ÏʡȤ͕́͒΍ͣ·ΐ̲ȧę͌Ţ̤̽̌̂�\̀ƨƵǛƵ̄̀̀¿�̬̅«̬̜̪͈̎̍̌̂ͅ

̀̀¿�Γ̳Δ̀̀͊̍¿Ų̝̥̮̲́̿̐Λ̨̳̌̐ǜǎʓʡ̫�̧~̬͊̍Ȟ̪͈̲̳̎̌ō͆̐̂ˌ

Ώ͊̍ŀȧ͌ßŢ̞͈͊̍ʘȺȆ͊̍¿Ų̫¿̺͈̍ͅʘȺ¿Ȃ̲¨Ɋ͌ßŢ̜̼̞̂Ě̑»̳Ó�ˊ̬͊̍¿Ų̲ʘȺ¿

Ȃ̫ŀȧ͌�̖͉̪͆è̠̥̬Ĕ̝̪̼̞̌̂ˌ

Ώƴ�̳͊̍ʘȺ̲Eǳ̲ʘï̲ņ̳̃́ƮWĻĶ¿Ų̯ȷ̧̧̢̧̪̜̼̪͈̫̞̘̫̳̬̌̍̑́̒ͅ�ʢ̫̟̯̑̒͛

΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̯Ļʪ̤̜̪͈̬͌̒̌Č̼̞̌̂Ǧǣ̯͈̐̐͋�Ǻ͌῁̜̪́͊̍ʘȺÈ͊̍¿Ų̫ųŧǎȣȾʪ

Ç̬�̲ʪÇ͌+̠Į̄Eǳ̲ǌʍ͌2ʪ̜̪̻̜̬̌Č̼̞̌̂ˌ

Ώ͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĻĶ̧̬̪̲̌̌̌̐ΏΏΏ̂͊̍¿Ų̲DƷ̲Ĝɐ̮̬̑͋̐͆̌̌̍̐ɱ͇̮̬̌̌̍̐Ʉȵ̑­̪̔�

̧̪̼̞̌̂Ȣ̘̪̮̬̎̌̌̌̍�̲Ƶɂ̮̲̑̌̐ΛS̮̲̫̞̐͆̌̑́Ĝɐ̀�̧̪̮̫̞̌̌̂�¿Ʒ̯ ˖ Š̯̮

͇̼̞̑́�Â̜̮̫̞̭̜̤̐̌̂̍͆ĜɐʃɌ̫͈̲̒̔͆̌DƷ̑ṳ͇́\̯͈̌¿Ų̯̮͈̲̬̐Č̼̞̌̂(ç̀̐
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͈̐̐(̐Yï̑«̮͋͆̌ʤ͇�ƷƨƵ̥̬Č̼̞̌̂ŧú̯�͇̼̞̂ˌ

Ώŧ�̑Œ�̀̀çƷ̼͉̫̞̂�ïêǬʓŀȧ̐͆�̖̪̼̜̤̲̒̑́̀̀͊̍¿Ų́Ʈ̯̫̳̀̀�ɐŀȧ̑ȎÎ

̫́ĜɐǷ̳,̬̍Ĝ͌�̪̥̬̌̔̌̚Ʉ͉̬̬͋́̍̍ˊΓŲΔq̼̫Ĝɐ̦͍̬͌̒¿̸ͦ΄΍͌͡±̧̢̪̜̼̼̜̤̌̂

̲̦̍Ǣ ̯R̪̀çǒ̫ǾǤǆΓ͌ΔǌǇ̜́�̸̳̥̌Ȱ̧̮̪̼̞̔̌̑́̀̍Ô̜Ō̔Ĝɐ̲
ƿ̯Ō̔F̴͉̪͉͂

Ȱ̧̤̮̬̐ȿ̬̜̪|ǖ̜̪̼̞̌̂ˌ

Ώmǉ͚͏EΓNʓʪÇΔΖǜǎʪÇĚ̬̘̬͇̍̀̋́ʇɲD̬̜̪Ȧ'�ȬƻEĻĶ¿Ų́ǜǎʪÇEĻĶ¿Ų̀Ƚʙ

̯F͉̪ʇɲ͌Ḫ̢̪̳̖̮̲̫̞̲̌̎̔̌̌̑́¥�́͊̍ΏʰȣE̬̜̪̲ĻĶΓĜɐ̫̲͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍Δ̑ǟÅ̯

�̖͉͈͆2ʪ̑ƴ�̳͇̼̠͍̋̂͊̍¿Ų�¬̲ƮWĻĶ¿Ų̫̀͊̍ȟ̬̜̪̲ĻĶ̑�̖͉͈͆'Y*͇͌̏˄̌

̜̼̞̂ˌ

̈ľəĀͪ͐͝ΐʹ̉͡ˌ
ΏľəĀͪ͑͝ΐʹ͡ΚʠŤ�Řŕ̲Xƺŕʢ͌ ˓˚Κ˒˒ ̯Ȍ�̂¿ǳ̬�Ƿ̯̜̪ž̜̌̂ˌ

̈¦̮̭̲¿Ȝ͝;ΐͫ̉ˌ
Ώ¦̧̤̮̪̻̜̮̽̌́͂̌ΐ̬Č̼̞̌̂ˌ

̈ȹȣ�̮̭̲ĻĶ̶̢͉̯̏ͅʣ͈͋͝ΐʹ̨̯̪̌̉͡ˌ
Ώȹȣ�̲ʱƍƘȠ̬̪̑̀Ō̫̞̌̂Åɫ̫̞̲̫́^õǷ̲͝ΐʹ̧̤̬̑̋͆͡Č̼̞̌̂ˌ

Ώʵª͌(̲̐ü̫!͉͈̎͆�K̮̭͈̬̑̋́͛΀̜̞̮͈̲̫̳̬͂̔Č̍̂ˌ

̢̲̈�̉ˌ
Ώ�̳CS̯̜̪ʷ̪͈̬̌̌Č̼̞̌̂ˌ

ΏǧJ̑̏
ɐ̧̯̮̪͈̌ňɊ̳̭̘̀ŧú̯ƫą̨̐Ēƫ̘̪͌̿ú�ȟ̤̦̯�̒�̌́Ê͇ƚ̧̪̤̥̪͇̌̌̏́

Ĕɡ̜̪̜̀Ö̞̘̬̳̫̮̬̔̒̌ŋ̃Ĕ̝̪͇̼̞̏̂ˌ

ˌ

Γ˔ΔȞ͉͈̘̬̎͆ˌ

ˌ ˌˆʎȧǒȹ°ƿʪʌ˄×�ƿʰ±Ėʒüʏʩʍ˄ʃˆʎȧǒȹ°ƿĄĂʰ¯ìʒ�ȯǔʏʩʓ

ʣʄ�ʭʬʮ¶ʝ˄ǓĩʾĪÛʝ˄ʗʫʭʬʮʧʍʩʃ±Ėʱʃˆʎȧǒȹ°ƿʒȺʹ˄�́Ĕǣ˾

�ĸïʭʬ̂ʃƏVĄĂʃˆʎȧǒȹ°ʮʧʍʩʰŦǚʰĞfʭʬʵʰåʍˈôʏʩʍ˄ʗʫʒƕ

ʏʣʄ�ēʪʃˆʎȧǒȹ°ƿʰ±Ėʑ˂ǔ˅ʲʃˆʎȧǒȹ°ƿĬ�ʰ	ʣ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽

ðŅʱ ɚ PȎʔʒðǩʪʌ˄ʗʫʃʡʰ�ēʪʃ�ĸïʾǂ�ʪʱmǩˈũʍʩʍ˄Pqʒʃ±

Ėʪʰ'ũPqʮňʛʩɌʍʗʫˈƾʏ˄ʫʃĬ�ʒʡʽʡʽmǩʒÞéʤʑ˂ʪʱʭʔʃ�ĸï

ʾǂ�ʮĬ�ʒÞéʫʝ˄ðŅʪȰˇ˄ʗʫʒʪʓ˄ƿʒʍʭʍƭĲʫʛʩʡʰˁʎʮʭʦʩʍ˄

ʗʫʒƾʏ˂˅˄ʄɏ

ʛʑʛʃ(ʏʲʆǱʑʮǀʍʣǩʾˤ˷˿˙ʭʬʮʧʍʩʃɋʍʣ˃ëVʛʣ˃ʛʣʗʫˈʂʂʮ

ǩʝʇʆěė#ˈʝ˄�®ʮʧʍʩʂʂʮǩʝʇʫʍʦʣʃĜȯʫ�ïʒűʭ˄ǩˈ�ƿʮ�ʏ˄

ʤʕʰɌÑʭǜǮȚũǆQˈĨʛʩʍ˄ˆʎȧǒȹ°ƿʽ�®ƐÑʍ˄ʗʫˈƾʏ˄ʫʃʡʰǜǮ

ˈlʕŀʼ˂˅˄ĄĂƿʒǄîʙ˅˄ʗʫʒʠʳʫʽàǓʪʌˆʎʄɏ

ʡʰɌÑʭǜǮȚũǆQˈȈʮʧʕ˄ʣʼʮ#ʒàǓʑʄʗ˅ʱǳĳ̔ʰʆʡ˅ʢ˅ʰ˔˳˷

ˤ˓˿˗˸˽ðŅʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽¯ìʇ́Ǐ ɤɕɘɕɞ̂ˈǔ˄ʫɍěʮŒʓÙ˃ʮʭ˄ʄ

Ļʅʭ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅʰ�ʪʃðǩʱʆėÉŨŏˈ�ʻ�ʪňȉŸǉūʮſ
Ÿʭʾ˃ʫ

˃ʒʪʓ˄ʇʒ ɝɞɖɠɐʫƔEʛʩʐ˃ʃ�ʰðŅˈ�1ʛʩʍ˄ʄʝʭˇʥʃ(ʏʲʆȈû˃ʾƲˏ˿

ˢʪȓʜʌˇʟʩʍ˄ʇʫʍʦʣǜǯʮʱŎéʒàǓʪʌ˃ʃʡ˅ʱʆȓʜʌˇʟʩʍ˄ʇʫʍʎˁ˃

ʱʃʡʰēōʪȓʜ˄ƞ�ʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ŠŌʮʫʬʹʦʩʍ˄ʰʪʌ˃ʃˁ˃ɌľʭéåŲ

ȓĄĂʰēōʰƇƖʮuʑˇʟʩʍʭʍoǆæʒʌ˄ʃʫʍʎʗʫʪʱʭʍʤˆʎʑʄɏ

��ʰ�ĸʮʐʕ˄ǳĳƌʱˆʎȧǒȹ°ƿʰ±Ė�ʭʬʰ�"ʮȦÆʛʣʗʫʽʌ˃ʃˆʎȧ

ǒȹ°ƿʰ±Ė�ʭʬʮï¿ʛʩʍʭʍʃˆʎȧǒȹ°ƿʰ±Ė�ʰʗʫˈ=ʔƃ˂ʭʍ±Ėʮ

ʍ˄×�ƿʰ¯ìʹʪʱòāʛʓ˅ʭʑʦʣɀʒ�ʓʍʄɏ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ
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˕ˑˌɚŰ ˟̲ȉŮΓ̢͉̣͉ɮ�ʹǒ̢̯̪̲̄�̬̅�Ǹ͉̤̚NÉ̲NɌ̮̭̳ʦ̔Δˌ
Γ˓Δ˟ː˓ ̲ȉŮˌ

˵�Ŷě̲ŹȻˌ

ɑɮɒ�ĸïʭʬʰƒJ́ǒċ�ƛ̂ɏ

ɏ ɏ�ƛʒʌʦʣ�ĸï˾ĔǣʰƒJʱǏ ɤɕɘɕɘ ʰȓ˃ʪʌʦʣ́ɘ ʧʰ�ĸï˾Ĕǣʒǒċʰ�

ĸˈøʦʩʍ˄ʣʼʃǒċ�ƛʰʡ˅ʢ˅ʰB²ˈȺǝʛʣ̂ʄɏ

ɏ

Ǐ ɤɕɘɕɘɏ�ĸïʭʬʰƒJʮʧʍʩɏ

�ĸïʭʬʰƒJɏ �ƛċɏ �ƛňţɏ

ſǴĄĂ�ĸïɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɻɏ ɏ ɚɏ ɜɖɚɐɏ

ȹ°ƍƊ˖˿˫˙ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɼɏ ɚɗɏ ɜɚɖɝɐɏ

ɏ ƄĪ<ḯ˗˸˿ˡ˙˟ˋ̂ɏ ɛɏ ɝɖɞɐɏ

Ũŏ�ǽɏ ɘɛɏ əɚɖɚɐɏ

Ĕǣ<ïĄĂɏ ɟɏ ɘɚɖɚɐɏ

?sŨŏĂSɏ ɛɏ ɝɖɞɐɏ

ǉƖǟƸ́ĽǆǟƸ̂ɏ əɏ ɚɖɚɐɏ

ǉƖǟƸ́ŨŏǟƸ̂ɏ əɏ ɚɖɚɐɏ

»TƏǎĄĂɏ ɛɏ ɝɖɞɐɏ

»TƳƴĄẮɣ�̂ɏ əɘɏ ɚɜɖɗɐɏ

»T®ƂĄĂɏ ɘɏ ɘɖɞɐɏ

;ƗʮȰʝ˄˖˿˫˙ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɽɏ ɘəɏ əɘɖɛɐɏ

ɏ ;ƗŶȝĄẮ	ʮȻǁ;̂ɏ ɚɏ ɘɞɖɝɐɏ

;ƗŶȝĄẮ	ʮƃŸȹ°;̂ɏ ɘɏ ɜɖɠɐɏ

ćǲÜƚˠˋ˖˿˫˙ɏ ɘəɏ ɞɗɖɝɐɏ

ʡʰ�ɏ ɘɏ ɜɖɠɐɏ

��ŨŏĄĂ�ĸɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɾɏ ɟɏ ɘɛɖɚɐɏ

ɏ ��ŏVĄĂ˛˽˝˿ɏ ɝɏ ɞɜɖɗɐɏ

ʡʰ�ɏ əɏ əɜɖɗɐɏ

ɌɎƿĔǣɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɿɏ əɏ ɚɖɝɐɏ

ɏ

ɏ
ɌɎƿĔǣ́�ǽ-ȶ̂ɏ ɘɏ ɜɗɖɗɐɏ

ɌɎƿĔǣ́�ǽ-ȶ�̂ɏ ɘɏ ɜɗɖɗɐɏ

ʡʰ�ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ʀɏ ɘɏ ɘɖɟɐɏ

ɻ�ʀǝɏ ɜɝɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ɏ

́ɯ̂�ĸȮ¢Ìħė́ɵɡɜɘ̂ɏ

ɏ ɏ�ĸȮ¢Ìħėˈ ɘɠɗɗÌ�ʃɘɠɜɗ Ì�ʃɘɠɝɗ Ì�ʃɘɠɟɗ Ì�ʃɘɠɠɗ Ì�ʃəɗɗɘ�əɗɗɜ Ìʃ

əɗɗɝ�əɗɘɗ Ìʃəɗɘɘ Ì�əɗɘɜ Ìʃəɗɘɝ Ì�ȲʮFɇʛʩʃÌ�ʰnʍɅʑ˂ĒʛʍɅʮʛʃ�

ɤɕɘ ʮƈʛʣʄɏ
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ɏ
� ɤɕɘɕɘɏ�ĸȮ¢Ìħėʮʧʍʩɏ

ɏ

ɏ ɑɰɒKũ�ƣƿċ́ɵɡɘɟɜɛ̂ɏ

Ǐ ɤɕɘɕəɏ="ʰKũƿ�ƣċɏ

Kũ�ƣƿ́ŷȫċ̂ɏ �ċɏ

Ŭæɏ ɟɚɠɏ

 æɏ ɟɘɝɏ

ʡʰ�ɏ ɗɏ

ī�ƛɏ ɘɠɠɏ

ǝɏ ɘɟɜɛɏ

ǁǗȹ°ƿʰKũƿʰ�ċɏ ɘɜɛɝɏ

�ʰǁǗȹ°ƿʰKũƿʰʎʥʃˆʎȧǒȹ°ƿʰ�ċɏ ɝɟɠɏ

ɏ

ɏ
� ɤɕɘɕəɏKũ�ƣƿʰæJʮʧʍʩɏ

ɏ

ɏ

�
 �






�
�

 
�
�

� �  �  � ��

�� �6�0
��  
�� �6
����
�� �6
��� 
�����6

 ���64
 �
�64
 ���64
 ���64
 ���64

��1�

Ŭæ

ɜɗɖɞɐ́ɟɚɠɒ

 æ

ɛɠɖɚɐɑɟɘɝ̂
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ɑɱɒǂ{="ʰ�ċ́ɵɡɞɝɠ̂ɏ

ɏ
� ɤɕɘɕɚɏǂ{ċʮʧʍʩɏ

ɏ

́ɲ̂ǁǗȹ°ʒʌ˄ǂ{ʰċɏ ɘɚɞ tɏ

ɏ

́ɳ̂ǂ{ʒĨʝ˄ȁĵʭʬʰŠṒǒċ�ƛ̂ɑɵɡɜɝɛɒɏ

ɏ
� ɤɕɘɕɛɏǂ{ʒïĨʝ˄ȁĵʭʬʮʧʍʩɏ

ɏ

́ɴ̂�ĸï˾Ĕǣʘʫʰǂ{ʰ�ǂŃ́Ë�̂́ɵɡɜɘ̂ɏ

ɏ ɏ ʡ˅ʢ˅�ĸï˾Ĕǣʮʐʕ˄ǂ{ʰ�ǂŃʰË�śˈÌċʘʫʮČŦʛʩʃ� ɤɕɘɕɜ ʮƈ

ʛʣʄɏ

ɏ
� ɤɕɘɕɜɏ ɏ�ĸï˾ĔǣʘʫʰĔǣǂ{ʰ�ǂŃʮʧʍʩɏ

ÉYǂ{

ɜɘɖɟɐɑɚɠɟ̂

ȿÉYǂ{

ɛɟɖəɐɑɚɞɘɒ

ðǩȓǥ� ɝɖɛɐ

́ ɚɝ̂

Ɖ�ƍƊ� ɟɖɞɐ

́ ɛɠ̂

ƢƋ-4ƍƊ� ɚɖɠɐ

́əə̂

�ǽƍƊ� ɘɞɖɗɐ

́ɠɝ̂

ſǴĄĂ·ȭ{ ɝɖɝɐ

́ɚɞ̂

-Ǆ� ɜɖɠɐ́ɚɚ ̂
�ǽĄĂ·ȭ{́˓ˊ˲˥˿

˘˶˿̂ ɛɖɝɐ́əɝ̂

˰˿˴ˮ˻˩˿

ɘəɖɟɐ́ɞə̂
=�ðǩķ®ɘƦ-

øƿ əɖɟɐ́ɘɝ̂

=�ðǩķ®əƦ-

øƿ ɚɖɜɐ́əɗ̂

=�ðǩķ®ɚƦ-

øƿ ɚɖɗɐ́ɘɞ̂

=�ðǩķ®ɛƦ-

øƿ əɖɟɐ́ɘɝ̂

=�ðǩķ®ɜƦ-

øƿ əɖɟɐ́ɘɝ̂

ĉ{:Ǥ ɞɖɝɐ́ɛɚ̂ ʡʰ� ɘɘɖɜɐ́ɝɜ̂

ɜÌ̕ɘɗÌīŗ

ɚɠɖəɐɑəɗɒ

ɚÌ̕ɜÌīŗ

əɜɖɜɐɑɘɚɒ

ɘɗÌ�� ɘɞɖɝɐɑɠɒ

ɘÌ̕ɚÌīŗ

ɜɖɠɐɑɚɒ

ɘÌīŗ ɚɖɠɐɑə ɒ
Ŝ�ƛ ɞɖɟɐɑɛɒ
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́ɮ̂ȹ°ĄĂ[F́ɵɡɘɔəɠɚ̂ɏ

Ǐ ɤɕɘɕɚɏǁǗȹ°ƿʽwʻˆʎȧǒȹ°ʰʌ˄Kũƿʰȹ°ĄĂ[Fʮʧʍʩɏ
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介
護
支
援
区
分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年
齢
構
成

 
 
障
害
の
状
況

合
計

6 0 代 前 半

6 0 代 後 半

7 0 代 以 上

不 明

6 0 代 前 半

6 0 代 後 半

7 0 代 以 上

不 明

6 0 代 前 半

6 0 代 後 半

7 0 代 以 上

不 明

6 0 代 前 半

6 0 代 後 半

7 0 代 以 上

不 明

6 0 代 前 半

6 0 代 後 半

7 0 代 以 上

不 明

6 0 代 前 半

6 0 代 後 半

7 0 代 以 上

不 明

6 0 代 前 半

6 0 代 後 半

7 0 代 以 上

不 明

6 0 代 前 半

6 0 代 後 半

7 0 代 以 上

不 明

6 0 代 前 半

6 0 代 後 半

7 0 代 以 上

不 明

1.
   

 聴
覚

障
害

単
一

55
6

12
4

1
2

6
1

5
1

6
2

2
1

1
5
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覚

障
害

＋
視

覚
障

害
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1
4

1
3

2
1

3.
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覚

障
害

＋
肢

体
不

自
由

7
1

1
1

4
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覚

障
害

＋
知

的
障

害
3

1
1

1

5.
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覚

障
害

＋
内

部
障

害

6.
   

 聴
覚

障
害

＋
精

神
障

害
20

13
1

1
1

2
1

1
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覚

障
害

＋
発

達
障

害
15

1
13

1

8.
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覚

障
害

＋
視

覚
障

害
＋
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不
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由
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1
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＋
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知
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覚
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害
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覚
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害
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部
障

害

11
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障

害
＋

視
覚

障
害

＋
精

神
障

害
2

2
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覚
障

害
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視
覚

障
害

＋
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達
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害
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.  聴

覚
障

害
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肢
体

不
自

由
＋

知
的

障
害

1
1
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覚
障

害
＋

肢
体

不
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Ăʒʌ˄�qʰB²ʮʧʍʩʱʃ� ɤɕɘɕɠʃ� ɤɕɘɕɘɗ ʰȓ˃ʪʌʦʣʄɏ

ɏ

́ɮ̂·ȭŸʭSǜĽȰ˾Sǜƿʑ˂ʰĄẮ˙˿˩˿˫˘˸˽ʭʬ̂ʰĨŜ́ɵɡɜɘ̂ɏ

ɏ
� ɤɕɘɕɠɏ·ȭŸʭSǜĽȰ˾Sǜƿʑ˂ʰĄẮ˙˿˩˿˫˘˸˽ʭʬ̂ʰĨŜʮʧʍʩɏ

ɏ

ʍʍʏ ɜɟɖɟɐ́ɚɗ̂

ʱʍ ɚɚɖɚɐ́ɘɞ̂

Ŝ�ƛ ɞɖɟɐ́ɛ̂
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ɏ

́ɯ̂ĄẮ˙˿˩˿˫˘˸˽ʭʬ̂ʒʌ˄�qʰB²́ǒċ�ƛ̂́ɵɡəɛ̂ɏ

ɏ
� ɤɕɘɕɘɗɏ ·ȭŸʭSǜĽȰ˾Sǜƿʑ˂ʰĄĂB²ʮʧʍʩɏ

ɏ

˺͊̍ʘȺʪÇȟĻĶ̲͏ͣ͡΂΍̨̯̪ͫ̌ˌ

ɑɮɒɏ ʬʰˁʎʭēʒ¶âʙ˅ʩʍ˄ʰʑɏ

ˊ˛˙˵˽ˡʮȰˇʦʩʍ˄�ʣʥʮʧʍʩʰǳĳƭĲˈǏ ɤɕɘɕɟ ʮƈʛʣʄ��ʳʫ˃ʰ¯ì

ʰŦǚʾǧ*ʭ˂ʴĄĂʮȸʛʩʰżļǣ®ʾĄĂʰðʤʩˈƾʏ˄ʮʌʣʦʩʱˊ˛˙˵˽ˡ

ʒȧǓʮʭ˄ʄʹʣʃėʅʰ¯Ȇʮʐʕ˄Ǚ´ʾėÉŸʭĄĂĸWʰ�ʪÞ˄Ļʅʭè�ʽŏ

ũʙ˅ʩʍ˄ʄKũƿʰĉǄǅğʃŨŏǅğʃÞé˾�Þéʭʗʫʃ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ŠŌʃǓǵʃ

ˤ˿˚ʭʬˈòāʝ˄ʮʌʣʦʩʃĻʅʭ�ʣʥʒȰˇʦʩʍ˄ʗʫʒ�ʏʣʄʭʐʃˊ˛˙˵˽ˡ

ʮʧʍʩʰēōʭʬʰ�ƛʽʺ˂˅ʣʣʼʃʡ˅˂ʰ�ƛʱɑɯɒʮƫʺȌˉʤʄɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ˆʎȧǒȹ°ƿĄĂƬ

Ɋƿʑ˂ʰSǜ ɜɟɖɚɐ

́ɘɛ̂

ˆʎȧǒȹ°ʮȰʝ˄·

ȭ±́�«ĉ{ʭʬ̂ʑ˂

ʰSǜ əɜɖɗɐ́ɝ̂

ʡʰ� ɘɝɖɞɐ́ɛ ̂
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ɏ

Ǐ ɤɕɘɕɟɏ ˊ˛˙˵˽ˡ¯Ĕƿ́ċªʱ�ƛB²ʰċ̂ɏ

͕ͩ͜Έΐˌ ɈɿNÉΓwŃͿͿˌ Ε�ʓ4Ɓ͇̋Δˌ

̈͝ΐʹ͡ǻƵɪ�ȟ̉ˌ ͝ΐʹ͡ǻƵɪ�ȟΓ˛Δˌ

̈EǳǌʍĻĶǻƵȟ̉ˌ EǳǌʍǻƵɪ�ȟΓ˙Δˌ

̈ǻƵǎǲ¥̉ˌ

ňɊʠΓ˔Δˌ

ͣ΍ͥΐǻƵȟˌ

ǻƵȟΓ˔Δˌ


ɐ�ˌ

̈Ȥ�̉ˌ

G̪̲ͥͧ͡ͶΓ˔Δˌ

ͲΐͫȤ�͌�̾Ȥ�G�ˌ

ȈˈçŁ̑ɦË̮Ȥ�ˌ

äjȤ�Γ˔Δˌ

ƷƕĻĶ�Γ˙Δˌ

ĻĶ�ˍ˗ˎˌ

͝ΐʹ͡ǻƵɪ�ȟ̬�Ƿ̲Ȉˈ͌Į̄Ȥ�ˌ

�ɥ�Γ˔Δˌ

�ɥ�Γ˔Δˌ

ǗɥàΓ˖Δˌ

*ŶīÒ�Γ˔Δˌ

ȤŶīÒ�Γ˕Δˌ

ÕdĻĶ�ˌ

Ǖɛ�ˌ

ɚƵ�ˌ

űˇ©ˌ

ħú̲ĻĶ�ˌ

Ĝɐ̫͈̑̒Ȥ�ˌ

Ĝɐ̲̫͈̒ȣȟ̲Ȥ�ˌ

̈͊̍Ȥ�̉ˌ

͊̍Ȥ�ΓȤŶīÒ�Δˌ

͊̍Ȥ�́͊̍ȟˌ

ňɊ͝ΐʹ͡XƺUŤ̲Ƈʨ̫̳
̯ȣȾʪ̲̑̌Ȥ�̯͈ͅÎĈˌ

̢̲̈�̉ˌ

ƒ�N̲ǕɛĻĶÏʡ�Γ͵͏Ǖɛ�Δˌ

ǕɛĻĶÏʡ�ˌ

͊̍¿Ųŀɟˌ

ɊȘĜɐʃɌȟˌ

�ʣ0żʣˌ

ΓÎĈǹ̑ȼ̨̮̐͆̌¥�ΔÏʡÈΓ®¿ŀįΔˌ

ɏ

ɏ

́ɯ̂ˆʎȧǒȹ°ƿʰßèʾƧȂʃǲɆʭʬˈüʏ˄ʮʌʣʦʩʰÃ�ēōɏ

ʡ˅ʢ˅ʰ�ĸï˾Ĕǣʮʐʍʩʰʃˆʎȧǒȹ°ƿʰßèʾƧȂʃǲɆʭʬˈüʏ˄ʮʌʣ

ʦʩʰÃ�ēōʱǏ ɤɕɘɕɠʃǏ ɤɕɘɕɘɗʃǏ ɤɕɘɕɘɘ ʰȓ˃ʪʌʦʣʄɇ ʛʣB²ʮFʕʣʫʗ

ˆʃəɜ ʰˏ˟˕˺˿ʮFɇʙ˅ʣʄʊ˓˿˙�ǼʾĄĂķǞ�Ǽ˾ǂ{�Ǽʰŏũʋʃʊ×�ƿʫʰ

ėʅʰ¶ǩʑ˂òāʋʭʬʮˁʦʩʃˆʎȧǒȹ°ƿʰßèʾƧȂʃǲɆʭʬˈüʏʩʍ˄ʗʫʒ

þ´ʙ˅ʣʄɏ

ɏ
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ɏ

Ǐ ɤɕɘɕɠɏˊ˛˙˵˽ˡʮʐʕ˄¶âēōʾÃ�śɑɘɒɏ

͕ͩ͜Έΐˌ NÉΓwŃͿͿˌ Ε�ʓ4Ɓ͇̋Δˌ

͚̈ΐ͡ ɤ͂ĻĶŵɆ 

ɤΏȤ� ɤ̲ƕƺ̉ˌ

Ώŋäǎ̯̳ţǡ̫Ƽ̜ʁ͇̞͈͌̂ˌ

Ώ ɤ̯̪͚ΐ͡ĻĶ̨̯̪̌ɝɤ̜̪͈̌̂Γ˕Δ̂ˌ

ΏĻĶ ɤ͂Ȥ� ɤ͌ȷ̌́Ē¤JšΏĒ¤�Ĵ͌ȷ̧̮̪͈̌̂Γ˙Δˌ

Ώ̘͉̲̐͆ĻĶņƒ͌ɐ̜�̧̪͈̌̂Γ˔Δˌ

ΏȤ� ɤǷ̲ż ̬͌͆̎́Eǌǻ͂ǻƵȟΓ͊̍E2ɥȟΔ̲̐͆Ȉˈ͂ÎĈņƒ͌!

͈̮̭̎́G'̲ÎĈ`��̯c̪͈̿̌̂ˌ

ΏŠΘï̲Ȥ� ɤ̯Ň̪̌́Xƺȟ̵̵̬͇̬͇̲ȷg͌Sŭ̢̲ÎĈǹ͌ŵɆ̜Ž�̯

Ʒ̜̪̐̌̔̂ÎĈǹ̨̮̑̽̐͆̌¥�́ÏʡÈΓ®¿ŀįΔ̯bɄ͌�̖͈̂ˌ

Ώɕ̲Ô̮͂̚ĔĒȸƴ́z̳Ͳͮͧ͌͘ɰ̘̜̤ʩ̲ÎĈ̮̭̳͕́΍Ͷ͎Ί΍̵͌͆̒͡Ȥ

�ʢ̫Jš͌�̧̪͈̌̂ˌ

̈ÎĈņƒ̉ˌ

ΏĻĶɅƾ͂΃ͮͥΈ΍͙͌ȷ̮̍̂ˌ

ΏƮÄ̲Ȥ�̑�Ä̜̪ʣ͈̘̬̳̮͋̌̂͊̍Ȥ�Ώȣ̘͈̎Ȥ�̢͉̣͉̫́Ǯŷǎ̯ŧ

�̲͈͋̐ʃ͇̲͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍͌ȷ̧̪͈̌̂ŧ�̲͈͋̐ʃ͇̲͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̳

Ż̫͈̃̋̂Ȥ�̳Ż̮̃͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĜƇ͌ƺ͉͈̘̬̌͆̑®�̫͈̋̂ˌ

̈ħúȤ��©̫̲Ē¤Jš̉ˌ ΏΓ͏ͣ͡΂΍̜̪͈ͫ͌̌ΔȤ��©̲J�͏ͣ͡΂΍ͫ͂ĻĶȤ� ɤǷ̫Ē¤Jš̞͈͌ˌ

̈­Ȥǭ̲Ȥ�ʢ̫̲ÎĈ̉ˌ
Ώ­Ȥǭ̲Ȥ�̫Ʌƾ͌ŵɆ̞͈̂ˌ

Ώ­Ȥǭʢ̫Ē¤Jš̞͈̂ˌ

̈Ȥ�G'̫̲Jš̉ˌ

ΏƮÄ̲Ȥ�̲̫̽ÎĈ̞͈̲̫̳̮̔Ȥ�G'̫ĻĶ̞͈̯̜̪͈̍̌̂ͅˌ

ΏȤ��©̫Ē¤Jš̞͈̂ˌ

Ώͥͧ͡Ͷ̑ŋ̃ĻĶ̞͈�̫̲Ƌ̩̒͌G'̫Jš̞͈̂ˌ

̈Jš̞͈NÉ̉ˌ
Ώŧ�̲͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍́ŖƇ̲Ʒƕƶ§́¿Ų̫̲Ż»́ŧ�̲ȸĒ̮̭ˌ

ΏĻĶ̲əˁ͌�ȭ̠͈̂̚ˌ

̈ȣȾʪÇȤ�ÎĈ̉ˌ ΏȣȾʪ̑̌Ȥ�̑ÎĈ̢̜̲́͏ͬͱ͑͌͡�̖̮̑͆ÎĈ̜̪͈̌̂ˌ

̈ħúȤ�͂ÏʡȤ̯͈ͅ

ÎĈ͌ʃ̜̪̲ʅķ̉ˌ

ΏƮƅ̮͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĜƇ̯͈ͅĻĶ̑ĆȻ̮Xƺȟ̯ÎĈ̞͈̤̲̿ħúȤ�͌Ł

�Ǝ̿́Ĝɐ͂Ƕɛ̯͈ͅĒ¤ĳ.͂͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĻĶ͌ȷ̧̪͈̌̂ˌ

Ώʆ̯�ḯȫìąƵ©̯Ŭ̪̤̥̌̒́Fěŕ̲͑΍ͩΐ͘ʳĲ͌ȷ̧̪̬̀͆̍J̯́Ä

Ťǎ̮͕͒΍ͣΈ΍͙̀ßŢȟ̯̳ȷ̧̪͈̌̂ˌ

̈¬ʓżʣ̬̲ʅķ̉ˌ

ΏǕɛĻĶ�ŶěǷ̲ĻĶżʣ̐͆Ē¤ĳ.{̶Ē¤�ĴΓ˔Δˌ

Ώʣ0̞͈�Ŷě̬̲ʅķˌ

ΏXƺ\̲�Ŷȟ̲̐͆Ȣ̒~͇́Ǖɛ�͚͂ΐ͡Όΐ͕ΐ̲̐͆Ȣ̒~͇ˌ

Ώ͊̍ʘȺʪÇȟÏʡ̲ňɊ͂�Ŷě̯͈̋Ïʡżʣ̲ǕɛĻĶ�Ŷě̯ÄŤǎ̯ňɊ

̯Ŭě̜̪̀͆̌́Xƺȟ́ħúȤ�́͝ΐʹ͡ǻƵɪ�ȟ̬̫́ħúȟ ɤ͌ȷ̧̪͈̌̂ˌ

ΏÈŉ́ǕɛĻĶÏʡ�́mǉżʣǷ̬ʅķ̞͈̂ˌ

Ώŧ�̑Xƺ̜̪͈̌ǕɛĻĶ�Ŷě́�̲ľəĀͪ͑͝ΐʹ́͡ǪgĻĶ�Ŷě́2ɥȟ

Ƿʣ0�Ŷě̬��̫ĻĶ ɤ͌ȷ̧̪͈̌̂ˌ

ΏňɊN͂×À͚͏Ϳͯ́¬ʓ�Ŷě̬J̯ŵɆ͌ȷ̌́ÎĈ͌ȷ̢̲̍̂ʩ́mà͂Èŉ

̯̀Ǖɛ̜́ɂƎ̯Ò̪̤̥̘̬͈̌̌̔̀̋̂ˌ

̈ǵ�ȟǎǲ¥̬̲ʅķ̉ˌ

Ώŋʸʣ͇̲̮͋̌�̬̲ʳɛ̯ǧ̤̦̯ȼ̠̮̌ȸĒ͂́ȷg̑ȼ͉͈̮̭͈͆̑̋̂ˌ

Ώ͊̍ʘȺ͂͊̍ˊˋȟ́ʰȣȟ̯ʣ̞͈ƒ�N̲�ŶěG'̯Î̜̪ĻĶ·� ̬Ʉ̍ǵ

˕ ȟ·� ̲̮̍ͩ͟͡ͅ΁͌~͇F͉̪͈̌̂·�̳͊̍¿Ų̲ƴ̼̤̳Aŀà́ĜɐɊ

ȘʃɌȟ̲Ł�̫źę͉̪͇̏́̚Xƺȟ̲ĻĶ̯ʣ̜̪̲͏ͬͱ͑͡Ƿ̤̥̪͌̌̌̌

̵̨͈̬̲̂ǒȒ̥̖̫VŅ̜̮̌̍́ͅ¬ʓ̲̐͆ēȼ͂īĸ̤̥̖͈͌̌ƶ§̩͇̔͌ą

İ̖̪͈̌̂ˌ

Ώŧ�̬̲̬͇̯̒̒ǵ ˕ ȟ͌a̪̎́NÉ͌Jš̜�̧̪͈̌̂ˌ

̈U�ʳɛ̫̲-̉ˌ
U�ʳɛ̲ŕ̯́ŧ�ΏÈŉΓBö́ƹ́»̭̀ǷΔ́͊̍ȟĻĶ�'́×ÀĻĶ�Ŷě́ý

ěΓ͊̍̋ȟǕɛ�Δ̲̐͆Ē¤͌Ă͈ˌ

̈¿Ų̬̲ʅķ̉ˌ

Ώ¿Ų̬̲ʅķˌ

Ώħ�̬̲ʳɛ̶̏ͅŋäǎ̮Ē¤�Ĵ̞͈͌̂ˌ

Ώ¿Ų̬̲ʅȊ ɤ͌ç̯Ι�Åň̞͈̂ˌ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ
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Ǐ ɤɕɘɕɘɗɏˊ˛˙˵˽ˡʮʐʕ˄¶âēōʾÃ�śɑəɒɏ

͕ͩ͜Έΐˌ NÉΓwŃͿͿˌ Ε�ʓ4Ɓ͇̋Δˌ

̈Èŉ̬̲ʅķ̉ˌ

ΏÈŉ̬̲ʅķΏĒ¤JšΓʳɛ͇̬͇́͂͂͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̮̭Δˍ˓˒ˎˌ ˌ

ΏXƺȟ̑Į̄əˁ̳Èñ̯ɰ�̞͈̘̬̑­̲̫̌́Èñ̬̲ʅȊ͌ʿȕ̯ȷ̌́ŕ̯̳

2ɥȟ̬ǔĲʳɛ̜əˁɂƎǹ͌Jš̜́ňɊ́Èñ̲�ȭ̜̤ÎĈ͌ȷ̍Ż̯c`̜̪̌

͈̮̮̑́̐̐Ƃɚ̑�̮͋̌¥�̑­̌̂ˌ

Ώəˁ̨̯̪̳̌ŧ�̲çˋ́¿Ų̲ʅȊã̲ƕƺ́ÈñƷƕ̲�̫2ɥȟ̑əˁēɢ͌

Ī̧̪͈̘̬̌Ƿ̞͇͌�̠̪͋Ǝ͈̿̂ˌ

Ώ¿ŲΏȬÀ̲ʁɼŕ́Xƺȟ̲Ż»͌Ȅ̐̔̏!̞͈̬̬̯̎̀́¿ŲΏȬÀ̫̲Ż»͌̒

̼̤̔̂ŧ�̐͆ɍ̴͉̎̑̋́ʣ0ȟ̯̒̒́Ē¤͌ʭ̼̬͈̿́̿̂ˌ

̈Èŉ̬̲ʣ͇̲͋�̫ġĵ

̜̪͈̘̬̌̉ˌ

ΏƷȧƃ́Èñ́¿Ų̲Ż»̲Ē¤ˌ

ΏƷƕ̲ƯƑ͂ȿ̬̲ʣ0čˌ

̈Xƺ̜̪̤̌{̶Xƺ̜̪

͈̌�ŶěΏňɊ͂ȷĿ̬

̲ʅķ̉ˌ

Ώʃ͉̪͈͋̌ňɊ̬̲ʅķˌ

Ώ̼̼̫̌ʣ̧̪̤͋̒ňɊ͂ýě̲ņ̯ɐ͌PïȢ̔̂ˌ

ˌ

̈ÏʡĜɐʃɌȟ̬̲ʅķ̉ˌ

Ʈ̯Ƶɂ̫̮̒̌NÉ̲Ńŝ̢̲̼̼̯̜͌́ɍ͉̤͇̞͈̘̬͈̲̫̎͆̑̋́ÏʡĜɐ

ʃɌȟ̯̀r`͌̋̏̓́Ƶɂ̫͈̯̥̪̒̍̐̽̔̌ͅɗō̞͈͌̂˝ˬ˦ ͌,̧̪̲ĭɻ

̮̭ǒ̲ȼ̮̬̘̫̎̌͊̏ʛ̑g̲̔͌¹͈̘̬̑̑­̌̂Ƶɂ͉̤̬̚Ç̪̌̀Ā̯�ˁ

̑®̧̮̪̒̔̐͆S͈̘̬͇̐̑̋́ŋ̙̲͊ª̖̐́�ʢʣ0̀®Ţ̬̮̪͈̌̂ˌ

̈ú�ȟ̬̲ŋ̲̃Îɐ̐

͆ġĵ̉ˌ

Ώú�ȟ̬ ɐ͌ƙ͈̿̂ˌ

ΏƉŋ�ȑ̯*ŶǷ͌ȷ̘̬̯͇̍ͅġĵ̜̪͍̮̌̔̂̌͊NÉ̲ ɐ̞͈͌̂ˌ

Ώ�Î�̫ɐ̜́ǝ̌Ʉȵ̫Ãȉ̯!̧̪͇̎́̓̔ŕʢ͌~͉͈ŕ̯́ȴ̦ṳ̈̌̌ƯƑ̫Ȣ

̯̜̪͈̔̍̌̂ͅˌ

Ώ΃ͮͥΈ΍͙́ƝɱïɚŰ̮̭̘̮̙̏̌́ŧ�̲ƋĪ̦͌õ̒R̞̂ŋʸ̲(Ƌ̮̌ ɐ

͌®�̯̜̪͈̌̂ˌ

ΏÎɧȟ̲͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ņƒ̯Ɛ̧̤ŋ̲̃Îɐ͌£ŧ̯̞͈̂ˌ

Ώ˃͌�̠̪̲͋͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̬͈̘̬̥̬͌̐͆Č̍̂ˌ

Ώ'ˈǎ̯Γ͝ΐʹ̮̭͌͡ΔXƺ̜̪̙̀͆̌ŧ�̲Ż»͌ȼ̠̪̤̥̌̔̂̚ˌ

Ώŧ�̬Ĝɐ̫ ɐ̞͈�̫ġĵ̞͈̂ˌ

Ώŋ̲̃ʣ͇̲͋�̫́*Ŷ͌ʃ̜̪Ăḗ�Ăē͌ȼ̨̖́ ɐ̜̮͌̑͆ͮΐ̑͢(̫̋

͈̐͌õ̒R̞̍ͅą̖̐́Xƺȟ̲ȸƴņƒ̲«k̯ǒ͌ʖ͈̯̜̪͈̍̌̂ͅˌ

Ώ5̯̃�̠̤͋͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ΓĜɐΔ̬͇͇̬͇̲͌́͂�̐͆ͮΐ͌͢õ̒R̞̯̍ͅ

̜̪͈̌̂ˌ

ΏƷƕ͌ɀÌ̜̪ÎĈ͌Ȟ̪̎Åɳ̞͈ˌ
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ɘɗɖɞɐ

ɘɖɚɐ

ɘɖɞɐ

ɚɖɚɐ

ɚɖɞɐ

ɛɖəɐ

ɛɖəɐ

əɖəɐ

ɘɖ ʡʰ�ʮĿʛʍʽʰʒʌ˄ʫʓɔĿʛʍʽʰˈùʙʝ

əɖ ʡʰ�ʮĿʛʍʽʰʒʌ˄ʫʓ̅ĿʛʍʽʰʰtOˈ�

ʏ˄

ɚɖ ʡʰ�ʮʭʍʽʰʒĿʛʍʫʓ̅ĿʛʍʽʰʰtOˈ�

ʏ˄

ɛɖ Jʰ�ïʮʌ˄ʽʰʮʧʍʩ̅A"ŸʭtOˈʌʖʩ

ǓŊʝ˄

ɜɖ ʆěėʰɘɗĜʮʂʂˈʝ˄ʇʫʍʎĜȯʮʧʍʩʰʾ˃ʫ

˃ˈʝ˄

ɝɖ ʆİȖȩĢėʮ�ʐʎʇʫʍʎĜȯʮʧʍʩʰʾ˃ʫ˃ˈ

ʝ˄

ɞɖ ʆİÌɘħʮĕǎʮǎʔʇʫʍʎĜȯʮʧʍʩʰʾ˃ʫ˃ˈ

ʝ˄

ɟɖ ʆdÌɟħʮœʮǎʦʣʇʫʍʎĜȯ́țd̂ʮʧʍʩʰ

ʾ˃ʫ˃ˈʝ˄

ɠɖ ˌ˹ˌ˹ʛʩʍ˄ʗʫˈ�ʏ˄

ɘɗɖëè́¨ʛʍʭʬ̂ʰʾ˃ʫ˃ˈʝ˄

ɘɘɖʂʂʰ��ʒʛʣʍʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈʝ˄

ɘəɖʂʂʰ�Ɖʮ<˃ʣʍʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈʝ˄

ɘɚɖʂʂʫƭ¥ʛʣʍʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈʝ˄

ɘɛɖȪǎmÒ́¶ǾƿǉȈ̂ʰȮǣˈʛʣʍʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈ

ʝ˄

ɘɜɖ�̅́¶ǾƿǉȈʒ̂!ˉʪʍ˄ˊ˩˿ˡ́˒˻˿˭˰˿

˴ʭʬʱȵʔ̂ʭʬʰȀ2ʰ�ƣģĒˈʛʣʍʫʍʎʾ˃ʫ˃

ˈʝ˄

ɘɝɖ�ůʰËzˈĩˉʪʍ˄ʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈʝ˄

ɗɐ əɗɐ ɛɗɐ ɝɗɐ ɟɗɐ ɘɗɗɐ

ʪʓʭʍ ǎVʪƈʝ ðǩ mǩ ƙǴ Ȉû˃ Ʋˏ˿ˢ
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́ɯɕə̂ſðʒ��ʰ�qɏ

ɏ
� ɤɕəɕɜɏ ſðʒˆʎȧǒȹ°ʰ��ʪʌ˄�qʰʡ˅ʢ˅ʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ŠŌɏ

ɟɖɛɐ

ɠɖɛɐ

ɘɘɖɟɐ

ɘɛɖɚɐ

ɘɗɖɞɐ

ɘɜɖɗɐ

ɘɠɖɘɐ

ɘɟɖɜɐ

ɞɖɗɐ

ɜɖɛɐ

ɘɜɖəɐ

ɚɚɖɟɐ

ɚɜɖɞɐ

ɛɝɖəɐ

ɛɟɖɟɐ

ɛɜɖɚɐ

ɠɘɖɝɐ

ɘɞɖɞɐ

ɞɖɛɐ

ɘɛɖɚɐ

ɛɖəɐ

ɚɖɜɐ

ɛɖɘɐ

ɚɖɠɐ

əəɖɛɐ

ɘɞɖɚɐ

ɘəɖɞɐ

ɛɖəɐ

ɛɖəɐ

ɚɖɟɐ

ɚɖɗɐ

ɛɖɚɐ

ɚɚɖɟɐ

ɚɚɖɠɐ

ɘɛɖɚɐ

ɚɠɖəɐ

ɚɟɖɝɐ

ɚɛɖɠɐ

ɚɝɖəɐ

ɚɘɖɞɐ

ɚɞɖɗɐ

ɚɜɖɠɐ

əɟɖɜɐ

ɚɗɖɘɐ

əɘɖɟɐ

əɘɖɝɐ

əɛɖɗɐ

ɘɗɖəɐ

ɘɗɖɗɐ

ɘɛɖɚɐ

ɠɖɜɐ

ɠɖɚɐ

ɠɖəɐ

ɠɖɛɐ

ɞɖɠɐ

ɠɖɘɐ

ɟɖɜɐ

ɟɖəɐ

ɞɖɜɐ

ɝɖɞɐ

ɝɖɠɐ

ɝɖɘɐ

ɞɖɠɐ

ɘəɖəɐ

ɘɛɖɚɐ

ɘɟɖɚɐ

ɘɞɖɗɐ

ɘɜɖɟɐ

ɘəɖɟɐ

ɝɖɘɐ

ɜɖɗɐ

ɠɖɗɐ

ɘɘɖɘɐ

ɘɗɖɚɐ

ɘɚɖɘɐ

ɘɘɖɞɐ

ɟɖɟɐ

ɘɛɖɟɐ

ɘɛɖɠɐ

ɘɛɖɚɐ

ɘɗɖɠɐ

ɠɖɘɐ

ɠɖəɐ

ɘɗɖɘɐ

əəɖɛɐ

əɛɖɗɐ

ɘɛɖɞɐ

ɘɗɖɚɐ

ɠɖɞɐ

ɛɖɞɐ

ɜɖɘɐ

ɠɖɘɐ

ɝɖɚɐ

ɠɖɝɐ

ɘɛɖɚɐ

ɞɖəɐ

ɞɖɜɐ

ɞɖɞɐ

ɠɖəɐ

əɖɜɐ

əɖəɐ

ɚɖɠɐ

ɛɖɗɐ

əɖɜɐ

ɚɖɟɐ

ɚɖɗɐ

əɖɛɐ

ɘɖ ʡʰ�ʮĿʛʍʽʰʒʌ˄ʫʓɔĿʛʍʽʰˈùʙʝ

əɖ ʡʰ�ʮĿʛʍʽʰʒʌ˄ʫʓ̅ĿʛʍʽʰʰtOˈ�ʏ

˄

ɚɖ ʡʰ�ʮʭʍʽʰʒĿʛʍʫʓ̅ĿʛʍʽʰʰtOˈ�

ʏ˄

ɛɖ Jʰ�ïʮʌ˄ʽʰʮʧʍʩ̅A"ŸʭtOˈʌʖʩǓ

Ŋʝ˄

ɜɖ ʆěėʰɘɗĜʮʂʂˈʝ˄ʇʫʍʎĜȯʮʧʍʩʰʾ˃ʫ

˃ˈʝ˄

ɝɖ ʆİȖȩĢėʮ�ʐʎʇʫʍʎĜȯʮʧʍʩʰʾ˃ʫ˃ˈ

ʝ˄

ɞɖ ʆİÌɘħʮĕǎʮǎʔʇʫʍʎĜȯʮʧʍʩʰʾ˃ʫ˃ˈ

ʝ˄

ɟɖ ʆdÌɟħʮœʮǎʦʣʇʫʍʎĜȯ́țd̂ʮʧʍʩʰʾ

˃ʫ˃ˈʝ˄

ɠɖ ˌ˹ˌ˹ʛʩʍ˄ʗʫˈ�ʏ˄

ɘɗɖëè́¨ʛʍʭʬ̂ʰʾ˃ʫ˃ˈʝ˄

ɘɘɖʂʂʰ��ʒʛʣʍʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈʝ˄

ɘəɖʂʂʰ�Ɖʮ<˃ʣʍʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈʝ˄

ɘɚɖʂʂʫƭ¥ʛʣʍʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈʝ˄

ɘɛɖȪǎmÒ́¶ǾƿǉȈ̂ʰȮǣˈʛʣʍʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈʝ

˄

ɘɜɖ�̅́¶ǾƿǉȈʒ̂!ˉʪʍ˄ˊ˩˿ˡ́˒˻˿˭˰˿

˴ʭʬʱȵʔ̂ʭʬʰȀ2ʰ�ƣģĒˈʛʣʍʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈ

ʝ˄

ɘɝɖ�ůʰËzˈĩˉʪʍ˄ʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈʝ˄

ɗɐ əɗɐ ɛɗɐ ɝɗɐ ɟɗɐ ɘɗɗɐ

ʪʓʭʍ ǎVʪƈʝ ðǩ mǩ ƙǴ Ȉû˃ Ʋˏ˿ˢ
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˸͊̍ʘȺʪÇȟĻĶ̨̯̪̌Ηŋʸ̐͆Č̘̬̍͂Ĕ̝͈̘̬͂əˁ̬Č̘̬̍ΓȬƻɈɿ�ǸΔˌ

ˌ ȁĐƶˈeŝʙ˅ʣʍʄɏ

ɏ

ˍ˕ˎ˟ː˓ ̬ ˟ː˔ ̲ɚŰ̐͆Ȟ͉͈̘̬̎͆ˌ

ǫƨʭFıˈȗʼʩʍʑʭʕ˅ʲʭ˂ʭʍʒʃ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ŠŌʮʐʍʩʃõǾŸʭʾ˃

ʫ˃ʫʭ˄ʫňȉŸʮʪʓʭʔʭ˄ŠŌʒě˂ʑʮʭʦʣʄ� ɛɛɕɘʃ� ɛɛɕə ʑ˂ʆɘɘɖʂʂʰ��ʒ

ʛʣʍʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈʝ˄ʇʑ˂ʆɘɝɖ�ůʰËzˈĩˉʪʍ˄ʫʍʎʾ˃ʫ˃ˈʝ˄ʇʫʍʎɌÑʭǜ

ǮȚũǆQʒàǓʭʾ˃ʫ˃ʮʭ˄ʫʃˆʎȧǒȹ°ʰ©ʬʽʫ��ʰǬƃŠŌʒ�ˇ˃ʃȰˇ˃ʒ

Ȼʛʔʭʦʩʔ˄ʄȒʮǜʏʲʃʬʎʍʎǬƃŅȷʪʬʰˁʎʭ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ˈũʍ˄ʶʓʑǔʏ

ʩʓʣˁʎʮƾʏ˂˅˄ʄɏ

ʪʱʃɌÑʭǜǮȚũǆQˈȈʮʧʕ˄ʣʼʮ#ʒàǓʑʄʗ˅ʱǳĳ̔ʰʆʡ˅ʢ˅ʰ˔˳˷

ˤ˓˿˗˸˽ðŅʮʐʕ˄˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽¯ìʇ́Ǐ ɤɕɘɕɞ̂ˈǔ˄ʫɍěʮŒʓÙ˃ʮʭ˄ʄ

Ļʅʭ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ðŅʰ�ʪʃðǩʱʆėÉŨŏˈ�ʻ�ʪňȉŸǉūʮſ
Ÿʭʾ˃ʫ

˃ʒʪʓ˄ʇʒ ɝɞɖɠɐʫƔEʛʩʐ˃ʃ�ʰðŅˈ�1ʛʩʍ˄ʄʌ˄ʍʱʃʆǂ{ʒ��ʰˆʎȧǒ

ȹ°ƿʫȰˇʦʣĜʰʃʡ˅ʢ˅ʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ŠŌʇ́� ɤɕəɕɜ̂ˈʺ˄ʫʃʆˊ˩˿ˡʭʬʰ

Ȁ2ʰ�ƣģĒʇʾʆ�ůʰËzˈĩʻʇʰˁʎʭɌÑʮõǾŸʭǜǮȚũʮʧʍʩʽʃǏťʪʓ

ʭʍƿʒ ɞ Pʷʬʪʌ˄ʽʰʰʃɘ PƐÑʰƿʒʃðǩʌ˄ʍʱmǩʪǏťʒʪʓʩʍʣʗʫʱŎ

żʮ3ʝ˄ʄʗʎʛʣõǾĹãʱȈû˃ʾƲˏ˿ˢʪʱcŦŸʮǯěʒ�Ȼʭʽʰʪ˄ʒʃðǩʌ

˄ʍʱėĬǮʪɌÑʭǜǮȚũʒoǆʭƿʽʰ�®ƐÑʍ˄ʫʍʎʗʫʃʡʛʩʡ˅ʒʃˆʎȧǒ

ȹ°ƿ·ȭʰĔǣǂ{ʵʰˊ˽˓˿ˡʪʱŒʓÙ˃ʮʭʦʣʫʍʎʗʫʪʌ˄ʄɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ

ɏ
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˖ˑˌɚŰ ˠˌ
Γ˓ΔȉŮˌ

ɻşJĄĂ«Ĵp«ȣʰȹ°ƒJ́ȹ°ʰƐÑʱ«ĴĉǄōĔǎ�Ƙ əə įʰ ɚ ʮǕ®ʝ˄ʽ

ʰ̂ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ

ɏ

Ǐ ɥɕɘɏ p«ȣʮʐʕ˄ˆʎȧǒȹ°;Ɨ˾ŨÝʰȹ°ƒJɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ɏ ́�̑�ƛċɏ �̑�ƛňţ̂ɏ

ȹ°ƒJɏ ÎƑȣɏ ¹«ȣɏ �«ȣɏ
Ɍƚȣɏ ǝɏ

ɏ ĬƎɏ ·ĆƎɏ

ǁǗȹ°̄ƃŸȹ°ɏ
ɘɟɏ ɘɟəɏ ɘɗɞɏ ɘɗɗɏ ɗɏ ɛɗɞɏ

ɛɖɛɐɏ ɛɛɖɞɐɏ əɝɖɚɐɏ əɛɖɝɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǁǗȹ°̄ƃŸȹ°̄ųÕ 
ɗɏ ɘɗɏ ɛɏ ɠɏ ɗɏ əɚɏ

ɗɖɗɐɏ ɛɚɖɜɐɏ ɘɞɖɛɐɏ ɚɠɖɘɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǁǗȹ°̄ǖǗȹ°̄ƃŸȹ°ɏ
ɗɏ ɝɏ ɘɗɏ ɚɏ ɗɏ ɘɠɏ

ɗɖɗɐɏ ɚɘɖɝɐɏ ɜəɖɝɐɏ ɘɜɖɟɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǁǗȹ°̄ǃ"�ǉū̄ƃŸȹ

°̄ųÕɏ

ɗɏ ɠɏ ɛɏ ɝɏ ɗɏ ɘɠɏ

ɗɖɗɐɏ ɛɞɖɛɐɏ əɘɖɘɐɏ ɚɘɖɜɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǁǗȹ°̄ǖǗȹ°̄ǃ"�ǉ

ū̄ƃŸȹ°̄ųÕɏ

ɗɏ ɠɏ ɘɏ ɜɏ ɗɏ ɘɜɏ

ɗɖɗɐɏ ɝɗɖɗɐɏ ɝɖɞɐɏ ɚɚɖɚɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǁǗȹ°̄ųÕɏ
ɚɏ əɏ ɘɏ ɛɏ ɗɏ ɘɗɏ

ɚɗɖɗɐɏ əɗɖɗɐɏ ɘɗɖɗɐɏ ɛɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǁǗȹ°̄ǃ"�ǉūɏ
ɗɏ əɏ ɘɏ əɏ ɗɏ ɜɏ

ɗɖɗɐɏ ɛɗɖɗɐɏ əɗɖɗɐɏ ɛɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǁǗȹ°̄ǖǗȹ°ɏ
ɘɏ ɗɏ ɗɏ ɗɏ ɗɏ ɘɏ

ɘɗɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǁǗȹ°̄ǖǗȹ°̄ųÕɏ
ɗɏ ɘɏ ɗɏ ɗɏ ɗɏ ɘɏ

ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǁǗȹ°̄ʡʰ�ɏ ̃̊ɏ
əɗɏ ɝɗɏ əəɏ ɘɝɏ ɗɏ ɘɘɟɏ

ɘɞɖɗɐɏ ɜɗɖɟɐɏ ɘɟɖɝɐɏ ɘɚɖɝɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

ǝɏ
ɛəɏ əɟɘɏ ɘɜɗɏ ɘɛɜɏ ɗɏ ɝɘɟɏ

ɝɖɞɐɏ ɛɜɖɜɐɏ əɛɖɚɐɏ əɚɖɜɐɏ ɗɖɗɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ

̃̊ɏ ̂ȹ°ƒJʘʫʰ�ċfʴBǥƚˈòāʛʩʍʭʍʣʼʃʆǁǗȹ°̄ʡʰ�ʇʮ�ċʰʺ

ˈǡȊʛʣʫʍʎ�ƛʌ˃ʄɏ

́ʡʰ�ʰB²̂ɏ
̋̊ˡ˺˜˳˿ɏ ɘɏ

ǃ"̄ƃŸɏ ɼʃɏ ǖǗ̄ǃ"̄ųÕɏ ɻʃɏ ǖǗ̄ǃ"̄ƃŸɏ ɻɏ ɘɏ

ǃ"�ǉū̄ƃŸȹ°ɏ ɝɏ

ƃŸȹ°̄ǃ"�ǉūɏ ɜɏ

ɏ

ɼp«ȣʰǁǗȹ°ʮʆŶȝȹ°ʇˈ&ʟøʧ;Ɨ˾ŨÝʰŠṒǦđĤʃȹ°ƿðÈʰĨŜʱ

}ˇʭʍ̂ɏ

ɏ

Ǐ ɥɕə p«ȣʮʐʕ˄ǁǗȹ°ʮʆŶȝȹ°ʇˈ&ʟøʧ;Ɨ˾ŨÝʰŠṒ�̑�ƛċɏ �̑�ƛňţ̂ɏ

ȹ°ƒJɏ ÎƑȣɏ ¹«ȣɏ �«ȣɏ
Ɍƚȣɏ Ɍƚȣɏ ɏǝɏ
ĬƎɏ ·ĆƎɏ

ǁǗȹ°̄Ŷȝȹ°ɏ
ɚɏ ɘɝɏ ɘɗɏ ɘɜɏ ɘɏ ɛɜɏ

ɝɖɞɐɏ ɚɜɖɝɐɏ əəɖəɐɏ ɚɚɖɚɐɏ əɖəɐɏ ɘɗɗɖɗɐɏ
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ΓΙΔ͊̍ʘȺʪÇEǳΏƷā̬ʣ̧̤͋�̫͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̨̯̪̌�ʰ͌Ĕ̝̤-ΓȬƻɈɿ

�ǸΔˌ

ˌ
Ǐɥɕɚɏ ˆʎȧǒȹ°;Ɨ˾ŨÝʫȰˇʦʣ�ʪ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʮʧʍʩ�Ȼˈëʜʣ(ʮʧʍʩɑɘɒɏ

͕ͩ͜Έΐˌ NÉΓwŃͿͿˌ Ε�ʓ4Ɓ͇̋Δˌ

̈ǜǎʪÇ͌+̠Į̄͊

̍ʘȺʪÇE̹̲ʣ͋

͇̉ˌ

ΏȣȾʪÇƮWĻĶ¿Ų̯�ǽ̞͈́ǜǎʪÇ̬ȣȾʪÇ͌+̠š̞͈Eǳ̨̯̪̌́Ŋ̯Ƴ

Ă̜̪͈̌ɵĭ͇͂Ǽs̮Ĝɐ̥̖̫̳́ȬS̲ēć͂žƌ̑ǕĜ̯!̟͋͆́Ǌǋ͂įŶ�

̲ʯá̮̭̲ȷg̨̧̯̮̪̤̑̌-̧̤̑̋̂ˌ

ΏǜǎʪÇ͌+̠š̞͈EǳƷā̬̲͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̨̯̪̳̌́ŧ�̲ǌʍƇʨ̯Ĉ̝̤

!ʍĜƇ͌ȺŁȇ̽�̠̪͋,ƺ̞͈ĆȻ͈̑̋̂ˌ

Ώ̬͊̍ǜǎʪÇ͌+̠š̞͈EǳƷā̲¥�́͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĜƇ̬̜̪̲ŝɈɄȵ̲Ƴ

ĂΏǟǲ̳īÒ̯Ȳė̞͈̂ˌ

ΏǜǎʪÇ͌+̠š̞͈¥�́ĦɧŹĉ̲ƵɂΓ̡̮̭̜̪́̍ǷΔ́Ɓǟ̮Ē¤�3́ǌ3́»

̭̭̜̲͇̬͇̀̍͂͂́ǕĜ̲̐͆<̖̯̒̐ǚǒ̞͈̘̬̑�ʰ̫͈̋̂ˌ

ΏǜǎʪÇ͌+̠š̞͈Eǳ̑́\Ā̲ ɐ̯ʣ0̲̮̌Ĝɐ͂ɵĭ͇̫!̪͈̬̎̔̒́ɐˁ

̑«͈̘̬̮̭̲͋ɗō̮̜̯ȬS̲Č̌͌!̪͈̲̫̎̔́Ƶɂ̴̜̪̗͉̮̘̬̜̜̋͆̌̑

̴͈̋̂ˌ

̈ǌʍʪÇ͌+̠Į̄͊

̍ʘȺʪÇE̹̲ʣ͋

͇̉ˌ

Ώǌʍʪ̲͈̑̌̋»̭̫̀́ʵʶɔɢ̲ƳĂ̑�ĂĜ̫́Ń¼͂īŃ¼̲ƳĂ̯�ʰ̑ȼ͆

͉͈¥�͈̼̤̑̋̂́ŷǴ̯ǰʢɔǜ̲`̑÷̬̯̳̌̒́Ĝɐ͂īŃ¼̲ƳĂ̯�ʰ̑ȼ

͉͆́Ɓǟ̯ɐ̲NÉ̑!̧̮̤͇͋͆̐́Ⱦ͈̘̬̯̎ŕʢ̑İ̧̤͇̞͈̘̬͈̐̑̋̂ˌ

ǌʍʪ̑̌Ƿ̯͈ͅÎ�ʣ0ʳ̲ȲĜ͂̚Ǣ č̲əˁ͇̑̋́īÒʳ̫ʖė̑ĆȻ̫͈̋̂ˌ

̈ʵª͛΀΅͚ͮΐ͟Ά

΍̉ˌ

Ώʵª̯Ĝɐ͂īŃ¼͌�̖̪ɗṑ̜̪́NÉ̦͍̬̑̒!̟͋͆́Ç̤͇̇Ͳ̧̯̮̤ͮͧ͘

͇(̜̪͌̌̌̐Ş̮̮̪͈̘̬͈̐͆̔̌̑̋̂ˌ

ΏʵªɄɕ̫̲͇̬͇͂̑�ʰ̫͈̋̂ˌ

Ώ͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̬͈͌ʩ̯́­Ż̮ĜƇΓʵª͂Ĝɐ́īŃ¼̮̭Δ͌ƺ̮͇̌̑͆͂~͇͌ȷ

̍̑́ȽȒ̑�̮̤̯͋̌̿ēČ̲ǃʃ̑ʰ̜̬̌Ĕ̝͈̘̬͈̑̋̂ˌ

̈͊̍ʘȺʪÇE̲Ȼɜ

͗͡Ή̉ˌ

ΏȬS̲Ȼƌ͂ĶbȻɜ͌!͈̎ņƒ̑nS̯ǟǲ̜̪̟̏͆́Ʈ̯ČŐŤƇʨ̫Ēȑ́ȷg

ʳ̯�ˁ̑Ʒ̝̤ŕ̲ÎĈ̑ʰ̜̌̂ˌ

̈Ĝɐ̯͈͛ͅ΀΅͚ͮΐ

͟Ά΍̉ˌ

Ώŀà̑Ĝɐ̮̭͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̲ņƒ͌ƪǜ̜̪̮̬̼̌̌́̍̔»̭̬̲̀͛΀΅͚ͮΐ͟Ά

΍̑�͉̮̌̂ˌ

ΏĜɐ̫̲ēČǃʃ̲̤̿́Ĝɐ̫̲ǜɢ͂Ȉˈ̮̬̑̌͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̬͇̯̑̔̌̂ˌ

̈ē�̲!͇̯͋̔̉̚ˌ

Ώ͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĜƇ͌ƳĂ̞͈̘̬̑ʰ̜̔́ŧ�̲ēć͂ŀà̲ē�̑!̮̼̤͋͆̌̂́

̭̘̼̫!̧̪͈͇̯̘̬͋̌̐̑͋̐̔̌̑­̌̂ˌ

Ώ̴̘̬̫!̮̘̬͋͆̌̑­̘̦̲̔́͆ē�̑!̮̼̤͋͆̌̂EƷ̀ƋĪ̦̑!̟͋͆́ƋĪ

̦̑�ÂÄ̧̯̮̪̜̼̘̬͈̍̑̋̂ˌ

͇̬͇̲̈͂ęǲ̼̫̲

ŕʢ̲ʠ̉̚ˌ

ΏJʃ͑͝΍ΓĜɐ̮̭Δ̑�ȟ̯ęǲ̞͈̼̫́͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̑~͇̯̔̌̂ˌ

Ώŧ�̲̐͆ȸR̯ŕʢ͌Ȼ̞͈̂ˌ

̈ƳĂ̴̜̪͈̘̬̲̌

Ô̮̯͈͛̚ͅ΀΅͚ͮ

ΐ͟Ά΍̲�ʰ̉ˌ

ΏĜɐ̲ɕûŁ̀Ô̮̤̌̿́ēČǃʃ͌�͈̤̲̿ĜƇ̨̯̪̌Åĕġĵ̯ŕʢ̑Ȼ̞͈̂ˌ

Ώɕû̑Ô̮̔́ŀà̲īǠǷ̲ɐ̑!͇̯͋̔̌̂ˌ

ΏƵɂ̴̜̪͈̘̬̌̑Ô̮̌̂͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĜƇ̑nSȧ̧̪̮̤̌̌̿́!̤̘̬̎̌̑

nS̯!̟͋͆́¥�̧̯̪̳́͛ͅ΀΅͚ͮΐ͟Ά΍͌�͈ēž̑%�̧̞͈̘̬̤̀̋̂ˌ

ΏÓ¿Ų�¿ḉ̼̫Èñ̴̫̘̬̬̲̯̄̅̌̍̀Ƀ̧͉̠̪̘̮̤̐̚Ȉȓ͇̀̋́ħ�̜̤ú

U̳͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̑G̔~̧͉̮̤̐̂EǳȬɵ̀ȬS̲Ç̤̌ʃ͇̯�̑ʇ̧̼̮̤̐

͇̻͍̲́�Ȅ̮̘̬̫̀Ƌ̯F̴̮̘̬͉͆̌̑̋́�́ƭ̯ʤ̟͆́ɴ͈́�̔́Ģ̗͈̮̭̲

uʧ̮ȷg͌ɰ̘̜́®ª͌R̜̪Ś͉̪̤̭̘̭̲̮̌̂̐͆́̍ͅņƒ̫ʣ͇͋͌Ī̧̪̖̌

̴̴̲̟̜̳̌̐̑͋̐͆́͆̔ͅʂņ̯͉̤̔̂ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ

ˌ
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Ǐɥɕɛɏ ˆʎȧǒȹ°;Ɨ˾ŨÝʫȰˇʦʣ�ʪ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ʮʧʍʩ�Ȼˈëʜʣ(ʮʧʍʩɑəɒɏ

͕ͩ͜Έΐˌ NÉΓwŃͿͿˌ Ε�ʓ4Ɓ͇̋Δˌ

̈ưƮ̲Ĝɐ̉ˌ

Ώŧ�ưƮ̲Ĝɐ͂ȬS̫Ƌ̧̨̯̮̪̤̘̬̯̪̳̌̌ȗ͇ɾ̜�̝ɐ̜͌ȀĂ̜̤�Ǹ̑Ă

͉͈̼̫͆ɐ͌Ȑ̖͈̘̬͇̑̋́Ȥ�̀�̲Ʒā̬̀͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̼̮̑̍̔̌̐̌¥�̑

͈̋̂ˌ

Ώ»̭̀ưȬ̲͑͝΍͓͂ͦ͠͡΄ΐ̨̯̪̌́2ɥȟ̐͆ŀ�̹ŀ̪̎̀͆̍ŕ̯ŕʢ͌Ȼ̜́

F¿ŕ̞̯̐͆͛̕΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̬͈̘̬̫̮͌̑̒̌¥�̧̤̑̋̂ˌ

ΏúɑEǳΏƷā̲!̤̘̬̎̌͌��̲ȟ̑Ƶɂ̫͈̼̫̯̒ŕʢ͌Ȼ̞͈̘̬̂ΓɄȵʈ͉́

Ĝɐ̲g̲̘̦̮̒̓́̚ĜɐǷ̲͡͵ΐͬǷΔˌ

ΏU̪̿ħú̜̤ŕ́ŀà̑īŃ¼͌ȜĂ̧̜̪̮̤̘̬̬̌̐́Ʒā̑ưȬ̲Ĝɐ͌,̧̪̤̌

̘̬̫́͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̑~͉͈̼̫̯ŕʢ̧̤̑̐̐̂ˌ

̈ƷƕŃȪ̲ġĵ̉ˌ
Ώɐ̜̪͈̌Ʒā̲ŋʸ̲Ʒƕ̯ʃ̝̪̮̬̌̌Ĝɐ̫ȸƴ͉͈̘̬̑̚Ƶɂ̫̮̘̬̒̌̑̋

͈̂ˌ

̈ŋŧɕ͂Ń¼̲ƕƺ

ņƒ͂əˁ̉ˌ

ΏŃ¼͌,̧̤Ɓ̜̌ŋŧɕ̫̲ȸR̲ʰ̜͈̑̋̂̚ƭ�͌ʺí̥̪̪!͈̘̬̲̎ʰ̜̀̋̚

͈̂ˌ

Ώ͡Ϳͼ̲ͤͶͫ͌,̧̤͇́Ń¼͌ŝ̤͇̜̪̌Ǖɛ̧̯̲̪͈̌ƴƯ̫͈̋̂ˌ

̈ʘȺ̞͈ʪÇ̢̬̲Å

ĕ̯Ĉ̝̤͛΀΅͚ͮΐ

͟Ά΍ĜƇ̲ʒĤ̲Ȳ

ė̉ˌ

ΏʘȺ̞͈ʪ̧̯̪̑̌́ͅ�ʰ̑̚ǂ̮͈̂Åĕ̯Ĉ̝̤͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĜƇ̲ʒĤ̯Ȳė

̜̪͈̌̂ˌ

ΏȽȾʪÇΏǜǎʪÇΏȦ'�Ȭƻ͌+̠Į̲̫̄́ɃȾ͂Ĝ͌g̞̮̭̫̐́͛΀΅͚ͮΐ͟Ά

΍̧̬̪͈͌̌̂̑́͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̲ĜƇ̑Ô̮̤̌̿́Eǳ̑ɍ̤̘̬̎̌ŀà̑!̤̎̌

̘̬̼̑̍̔!̮͋͆̌̂ˌ

̈ȣ`̲ġĵ̬ȣȾƕ

ƺ̲�ʰ̉ˌ

ΏȢ̘̮̎̌ʵª̲ǟɔ̨̯̪̌̂ˌ

ΏȣȾŵŰ̳Ó̬̜̜̪̟̌̒̐̏͆́̚Åʩ̳̭̘̼̫Ȣ̘̪͈̲̮̎̌̐̔͋̐͆̌̂ͅ|Ĉ͌

ȼ͈̬͈̋ǫïȢ̘̪͈̬̎̌Č͉͈͋̂'̲g̔ʓS̬̪̑̀Ô̮̔́ȸȒʲä̯Ô̮̤̌

̿́<̖̭̲̯̒̐͌̍ͅ�̖~̧̪͈͇̯̌̐͋̐̔̔́�ʰ͌Ĕ̝̪͈̌̂ˌ

ΏǕĜ̲ǌɄ̑Ȣ̘̮̬̎̌ɞ̪̜̼̿̌́Ồ̜̫Ȣ̒Ƶɂ̜̬̞͈̍ͅĕï͂¸ȋɵ̯�̌

̪̮̘̬̌̌̂ˌ

̈įŶɊɅ̉ˌ ΏįŶ̲~͇ȇ̽ņ́ʭ�ya̲�ņǷ̴̭͉̲̍̋̌̐ͅʀ̘̬͈̍̑̋̂ˌ

̢̲̈�̉ˌ

Ώǘ̬̜̪ɒ̜̌NÉǷġĵ̜̪̮̲̫̌̌́�Ł̲̽̂ˌ

Ώ�ʐTȷg̹̲ÎĈ̂ˌ

Ώ<̖̯̒̐Î̞͈|Ĉ̲Ô̮̂̚ˌ

ˌ

ˌ

˷͊̍ʘȺʪÇEǳΏƷā̹̲͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĻĶ̨̯̪̌Ηŋʸ̐͆Č̘̬̍͂Ĕ̝͈̘̬͂

əˁ̬Č̘̬̍ΓȬƻɈɿΔˌ

ˌ

Ǐɥɕɜɏ ˆʎȧǒȹ°;Ɨ˾ŨÝʵʰ˔˳˷ˤ˓˿˗˸˽ĄĂʮʧʍʩʰåʍʾǲɆ́̊̂ɏ

͕ͩ͜Έΐˌ NÉΓwŃͿͿˌ Ε�ʓ4Ɓ͇̋Δˌ
̈ąƵʳ̹̲ĻĶ̉ˌ Ώ�nS̮͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̯"̍́ąƵ̢͉́͌ʘ̱̪üę̜̪̌̔ȬÝ͑΂ΐ͂͠ȬÑĔĒ̲

%�̂΂΍ͥΉ͂�Ŵüę̞͈ĻĶ̀�ȑ̯ȷ̍ĆȻ͌Ĕ̝̪͈̌̂ˌ

̈Ʒƕ'ˈ̲ȹÃ̉ˌ ΏƷƕȈˈ̑7̧̪͈͈̌̂̋͆̓ż ̬͌͆̎́Ȉˈ͌ʘ̱̮̑͆͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̲`̨̖͌

̤̬̌Ȟ̪͈̎̌̂ˌ

̈Ȣ̘͈̎ȿ̲Ĝɐ͌¿

̸ż ̲ǟ2̉ˌ
Ώ9ȣ̲ȿ̫̀́͊̍ʘȺ̲»̭̯̀Ĝɐ͌¿̸ż ͌ȹ?̞͈̘̬̑ĆȻ̫͈̬̋Ȟ͈̎̂ˌ

̴̘̬̲̈ƳẲˌ Ώ̴̘̬̯͌̌̐ƳĂ̠͈̼̤̐̂́̚ȸƴΓ!͈̎Δņƒ͌ɵ̯ǚ̖̠͈̐̑̚əˁ̂ˌ

̈Èñ̬̲ʅķ̉ˌ Ώŧ�ưƮ̲Ĝɐ̼̤̳́ͼΐ΁͑͝΍̨̧̯̪̳̜͇̌̐2ɥȟΓÈñΔ̬̲ʅķ̑ĆȻ̂ȍ͂

QǙ́ȼ̪S͈̮̐̍ͅɗō̲®T͚̂̚͡͠΅ΐΉ̨̯̪̳̌Ō̯̿Ē¤ĳ.̜̤�̫́�̲

͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍͌�͈̂ˌ

̈Åĕġĵ{̶ǌʍƇ

ʨ̯Ĉ̝̤͛΀΅͚ͮΐ

͟Ά΍ĻĶ̉ˌ

ΏÎɧ̲EǳΏƷā̲Åĕġĵ͌�Í̯ȷ̘̬̍̂Èñ̬ʅķ̜́ş�̲͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ņƒ͌

Jš̜̪̘̬̌̔̂ǌʍ̲Ƈʨ̯̠̤̋͋͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ĻĶ͌ȷ̌́!͈̘̬̲̎�̶͂®

T͌̚ÅĘ̨̠̆́͛̚΀΅͚ͮΐ͟Ά΍̯Î̞͈Ȭ3̤̠͈̘̬̮̭͌̀®Ť̯̜̪͈̂ˌ

̈͑͝΍͓͂ͦ͠͡΄ΐ

̲ē�̲Jš̲ʰ̜̉̚ˌ

Ώ»̭̀ưȬ̲͑͝΍͓͂ͦ͠͡΄ΐ̑¨͈̬̎́�̲ŀ�̯͑͝΍͓͂ͦ͠͡΄ΐ̲ē�͌!ʍ

̞͈̘̬̑ʰ̜̮͈̬̔Ĕ̝͈̂ˌ

̈Ħɧǎ̮NÉ̲Ƶɂ

̲ʰ̜̉̚ˌ

ΏÅʩ̲ƭ͂�́Ȭǩ̬Ĝɐ͌į̶̖̮̲͇̬͇̳̏̑͆͂Ƶɂ̑ʇ̞̽͂̌̑́ĔĒȸƴ͂_

ʄΓ͑΂ΐ͠Δ̯ʣ̞͈͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍`ΓĜɐΏŃ¼Δ̨̖͈̘̬̯͌ʰ̜͈̑̋̂̚ˌ

̈ɨħ̬ʤÄ̉ˌ ΏÅɳ-̑Ô̮̔́ħú̞͈ŀà̲ɨħ̑®̼̤̒̌̂́ŲN̯̪̏̌̀́Ē¤͌Jš̞͈¥̑ʤ

͉͈͆̂ˌ

ΏɑúEǳΏƷā̬OƠ̯ēČǃʃ̫͈̒ŀ�̑ʤÄ͉͈̘̬̂̚ˌ
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͕ͩ͜Έΐˌ NÉΓwŃͿͿˌ Ε�ʓ4Ɓ͇̋Δˌ
̈ǜǎʪÇƮWĻĶ¿

Ų̲īÒNÉ̲Ĉƺ̉ˌ

ΏȣȾʪÇƮWĻĶ¿Ų̯̪̳̏̌́-̴̎ǜǎʪÇƮWĻĶ¿Ų̫~ȇ̼͉̪͈̌͛΀΅ͮ

͚ΐ͟Ά΍Ƿ͌ƕƺ̜̤īÒ͌~͇F͉͈̮̭́�̲ʪÇǭ̯̪̏̌eŮ͌�̗̪͈̌īÒņƒ

͌Ǯŷǎ̯Ʒ̜̪̐̌̔ȽƦ̑ʘȻ̫͈̬̋Ȟ͈̎̂ˌ

Ώǜǎʪ̑̌ŀȧ̬�Ż̯5̲̃EǳΏƷā̧̯̤̋ĜƇ͌ʒĤ̜́ŀà̑ē�͌̔̽~͇́ȸ

R͌1̞̘̬̑®T̥̬Č̍̂ˌ

Ώǜǎʪ̲̑̌EǳƷā̑­̔�ǽ̞͈¿Ų̫̭̲̮̍͛ͅ΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ͨΐΉ͌ƺ͈̲̌̑

̌̐ͅď͍̫͈̌̂-̴̎ŧ�̑Ĝɐ͌ƳẰ̜̪�¿ç̲»̭̬̲̀͛΀΅͚ͮΐ͟Ά΍ͨΐΉ

̬̜̪̳,̯̬̘͇̌̔̌͊̑̋́˩ˡ˟˫ ͂ ˤ˟ˬ ż�͌,̧̤ņƒ̯Ş͈̺̮̲̎̒̐Λ�ņ͌�

ŕ̯ŀ̪̯̳̎̌̔ŕʢ̑ɱ͇̟́ɏȷʞɖ̜̮̑͆ĻĶ̜̪͈̲̌̑ƴƯ̫͈̋̂ˌ

̈ǌʍʪÇ͌+̠Į̄͊

̍ʘȺʪÇE̹̲ʣ͋

͇̉ˌ

ΏȣȾʪ̑̌EǳΏƷā̹̲ŀȧ̯a̪̎́ǌʍʪ̲̑̌Ʈč̲Ƶɂ̮̭́Ż̮̃Ïʡč̑ƌ

͉͈̿͆̂͊̍ʘȺʪ̑̌ȬgΏƷĀ̑ȣȾƕƺ͌�̧̤͇́Ĝɐ̮̭̲ȽȾǎ̮͛΀΅͚ͮΐ͟

Ά΍ĜƇ͌ƳẮ̢̜͉͌#̴̜̤͇̞͈̤̯̳̿́ŌŤ̯Ô�Ł̫ʣ͈͋'Y̑~͇̞͂̌ȣ
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コラム 2 

一般社団法人群馬県聴覚障害者連盟の紹介 

                         一般社団法人群馬県聴覚障害者連盟 

副理事長 堀米泰晴 

 

群馬県における聴覚障害者団体の組織は、昭和 6 年に結成し多くの変遷を経

て、昭和 24 年に現在の団体組織として再結成されました。経済社会の高度成長と

共に県内各市の聴覚障害者団体が独立し、昭和 51 年に県内の聴覚障害者団体

の連合組織である「群馬県聴覚障害者団体連合会」となりました。そして、平成 24

年 4 月に「一般社団法人群馬県聴覚障害者連盟」となり、法人格を持った団体とし

てスタートし、現在に至ります。 

当連盟は 13 市町の地域協会を傘下に置き、県内における聴覚障害者の社会参

加の促進と福祉の向上のための活動をしてきました。特に、平成 27 年 3 月に成立

された「群馬県手話言語条例」は、条例案を作成する早い段階から県議会議員の

方々と共に作り上げ、私たち当事者関係団体の意見が反映された形となりました。

施行後は施策の計画に関わるなど、群馬県の聴覚障害者と聞こえる人たちとの共

生社会の実現を目指して活動をしています。 

今回、ろう重複障害児・者に対する支援の質の向上のための検討委員会に参画

させていただきましたが、真の「共生社会」を目指すには、ろう重複障害児・者も含

めた取り組みが必要だと改めて感じたところです。私が在籍した時のろう学校では、

小学部のろう重複障害児とふれあい、そして彼らを見守り続けた先生方、生徒が多

くいました。これが本当の共生社会の姿だと思っております。このような社会になっ

ていくよう、当連盟としても考えていかなければならないと感じております。 
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コラム 3 

人間にとってのコミュニケーションを支えるもの 

大正大学カウンセリング研究所  

西牧 陽子 

 

かつてヘレン・ケラー女史が、抱えている三障害の苦しみから一つ解放されるとし

たらと問われ、即座に「聞こえることを！」と答えたエピソードは、人間にとってのコミ

ュニケーションを考える上でとても重要な視点を含んでいる。 

 私たちは普段、私たちが自覚する以上に音声を中心とした情報に囲まれて生活し

ている。それは赤ちゃんの頃から、例えば授乳の時、抱っこの時、お風呂に入れて

もらう時、幾度となく優しい口調で自分の名前を呼ばれ、声でもあやされながら、皮

膚感覚・視覚・聴覚・心地よい揺れの感覚等あらゆる感覚を通して、愛おしい存在

であるというメッセージを全身で受け取っている。一方で赤ちゃんから声やしぐさで

何かを発すれば、応えてくれる存在がある。このことは、働きかければ応えてもらえ

る、自分はこの世に生きる大切な存在だという、生きていく上で基盤となる安心感を

得ることにつながる。やがて赤ちゃんは言語を獲得して周囲と共有する喜びや楽し

みを知り、言葉によって経験を記憶し、さらに言葉を用いて思考を展開させていく力

を身につけていく。聴覚障害を抱えながら生きるとは、育つ本人も育てる側も双方

に、想像をはるかに越えた努力を積み重ね続ける歩みなのである。まして障害が重

複している場合の難しさは、言うに及ばない。このことに聴こえる側はまず思いを致

す必要があろう。 

 コミュニケーション（communication）の語源は、ラテン語 communicatio「分かちあう

こと、共有すること」であり、コミュニケーションは“双方に了解し合う・共有し合う”こと

によって初めて成り立つ。ろう重複障害を抱える方々との関わりを模索する、ささや

かな実践をこれまで続けてくる中で、折に触れてコミュニケーションの意味を考えさ

せられた。心理相談を行う立場の自分が、相手から気遣われ心配される言葉をかけ

られた時、障害の有無にかかわらず自分もまた相手によって生かされている存在で

あるという、ごく当たり前の事実に気づかされることもあった。 

 相手とコミュニケーションできる糸口は必ずあると、観察事実を手掛かりに試行錯

誤の日々であるが、伝える/受け取る技術やツールの必要性と共に、目の前のこの

人が伝えようとしていることを全身でこちらも分かちあいたいという姿勢が不可欠で

はないか。同じく生きる人間として如何に出会えるか、毎回が勝負である。 
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コラム 4 

知的障害を主とする就労支援施設の職員として 

              社会福祉法人ゆずりは会障害福祉サービス事業所エール  

支援員  吉村京子 

 

群馬県に来てもうすぐ 1 年になります。それまでは、大学卒業後に就職した福祉

医療系の独立行政法人で総合職として 10 年近く勤務していました。健聴者と同じ

条件で試験を受け、入社したにも関わらず、「聞こえないから、この仕事はできない

だろう」という先入観に対する悔しさや、健聴者と共に働くことの難しさを常々感じて

いました。そして、係長に昇進し、より周囲との関係性が重要になる立場になった

時、職場内のコミュニケーションのズレだけではなく、職場環境の改善を図る必要性

をより強く感じました。それは一人では難しいと感じ、「ジョブコーチ」利用を行いまし

た。結果的に、周りの理解は深まり職場環境も少々改善されたと感じました。当事者

からの発信は大切ですが、場合によっては「我が儘」と捉えられかねない事もありま

す。よって、専門職による第三者の介入は、自分にとっても周りにとっても必要なも

のであると思います。 

自分の就労体験を活かしたいと思うようになり、社員のメンタルヘルスに関わる業

務等を担当していた事もあって、障害者の就労とキャリアアップについて、少数派で

ある自分の立場から抱いてきた疑問や想いをより広い視点から整理・考察したいと

思い、退職し大学院に進学しました。その後、縁があって群馬県の就労支援施設に

誘われ、就労移行の職員として勤務しています。 

当施設の利用者は約 40 名おり、ほとんどが知的障害を主とする重複障害者で

す。職員・利用者も含めてほとんどが聞こえる人であり、聞こえない私としてはコミュ

ニケーションが難しく心が挫けそうになる事もあります。そんな中、手話を表現してく

れる利用者が少しずつ増えてきました。聞こえないけれど話せる私と、聞こえるけれ

ど明瞭に発音できない利用者の間のコミュニケーション方法として手話が活用され

つつあるのは嬉しいものです。「ろう重複」の利用者もいますが、全員特性もコミュニ

ケーション方法も異なっており、それぞれに合わせた支援方法を模索中です。 

また、担当している利用者が就職活動中ということもあって、障害者の就労という

面でも、以前とは違う立場で関わることが出来ており、毎日が勉強です。一般就労を

希望している利用者がいれば、一緒に就職活動を進めていくだけでなく、就労後も

社会に参加する一人として、自分の力で立ち、歩んでいけるように支援していきた

いと思います。 

また、私自身、目の前にいる利用者が望む生き方が出来るよう歩み寄るだけでな

く、学び向上し続けていく所存です。 
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コラム 5 

ろう重複障害児支援について思うこと 

                              全国聴覚・ろう重複児施設協議会   

副会長 岩山 誠 

 

これまで 3 年間の放課後等デイサービスにおける実践の中で、何人ものろう重複

障害児が歩みはゆっくりでも周囲との関わりを通じて豊かな人間性・学力を育み、成

長していく様子を見てきました。重複ということを周囲に意識させないほどに目覚ま

しい成長を見せてくれる子どももいます。「ろう重複障害児だから成長が難しい」とい

うのは本人の周囲の環境の状況を看過した短絡的な見方であるように思います。要

は彼らが成長できる可能性を花開かせられる環境があるかどうかです。特に、知的

な面での重複をもっているろう重複障害児の場合は、深く意思の通い合ったコミュ

ニケーションが取れる環境があるかどうかということが重要になってくるかと思いま

す。コミュニケーションの問題となると、筆談や絵文字カードなど文字情報による代

替手段が往々にして持ち出されますが、そのような表面的な方法でカバーできるよ

うな性質のものではありません。心の成長を伴った全人格的な発達のためには、当

方の働きかけがその子どもの心に深く響き、自分からも周囲に働きかけていこうとす

る内的作用を呼び起こすようなやり取りの積み重ねが必要です。このような相互作

用を生むやり取りをするには、ろう重複障害児の特性について見聞きした知識・情

報だけではなく経験を通した学びの積み重ねによる実感を伴った理解を基盤とし

て、その子どものコミュニケーション特性に応じたコミュニケーション方法で意思疎通

を図ることができる専門性が欠かせません。そして、何よりもその子どもとの全人的

な関わりを大切にし、日常的な仲間同士、スタッフたちとの自然なやり取りを通じて

他の子どもと同じように成長してもらえる「ろう者集団」の環境づくりを心がけようとす

る支援者側の姿勢が重要です。今回の事業では支援者として求められるそのような

ポイントが明らかにされることが期待されます。 
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■調査の概要                                      
 

1. 調査 E 
（1）調査期間 

 2018 年 9 月から 11 月にかけて実施した。 

（2）インタビュー調査の対象団体 

  対象団体（者）は表 1 の通りであった。 

 

表 1 対象団体について 

対象団体 対象者 

h 県 K 会 ろう重複障害者をもつ親 2 名 （個別インタビュー形式で実施） 

ろう重複障害者をもつ親 5 名 

k 県 L 会 ろう重複障害者をもつ親       2 名 

ろう者の集まる場の支援担当者 1 名 

（3）調査内容 

ろう重複障害者をもつ親の会の取り組みや、ろう重複障害者へのコミュニケーション支援などに

ついて、ろう重複障害者とかかわる上でどのようなことが必要なのか等を明らかにするためのグル

ープ半構造化面接及び個別インタビューを実施した。インタビュー調査の質問内容を表 2 にまと

めた。質問項目の設定理由としては、親の会の設立経緯、就学先や就労先の選択理由、ろう重複

障害児者の障害特性や環境に応じてどのようなコミュニケーション支援の現状や課題があるのかを

把握し、ろう重複障害者のコミュニケーション支援の専門性の状況を分析することをねらいとした。

なお、質問項目の設定にあたって、永石（2007）による、ろう重複障害者の保護者に対するライフヒ

ストリー研究や、社会福祉法人埼玉聴覚障害者福祉会・全国ろう重複障害者施設連絡協議会

（2013）による、ろう重複障害者の専門施設における利用者や職員の状況調査で実施された質問

項目をもとにして、作成を試みた。 

 

表 2 インタビュー調査の質問項目 

1.貴会が設立された経緯などについて 

どのような経緯で貴会が設立されたのでしょうか。また，どのような方々が貴会の運営に携わって

おられますか。 

2.ご家庭での当事者のコミュニケーション状況 

 ご家庭（食事，団欒など）の中での当事者の様子をお教えください。 

（1）当事者ご本人の得意なところ，強みと思われるところ 

（2）コミュニケーション方法の工夫 

3.当事者ご本人がご利用されている就労関連の事業所・施設での状況 

ご利用されている就労関連の事業所・施設でのご様子をお聞かせください。 

（1）事業所・施設を選んだ理由 

（2）事業所・施設の利用内容 

（3）事業所・施設内でのコミュニケーション状況 

（4）当事者ご本人と事業所・施設職員との関係性 

（5）当事者ご本人の得意なところ，強みと思われるところの活用 

4.これまでの教育におけるコミュニケーション状況 

これまでに当事者本人が受けてこられた教育の場におけるコミュニケーション状況（個別，集団）

をお教えください。（＊良かったこと，困ったことなど） 

（1）就学前 

（2）小学校 

（3）中学校 

（4）高校 
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5.学校選択などにおいて 

これまでの当事者が受けてこられた教育環境において，学校選択の理由（よかったこと，問題だ

と感じたことなど）や学校選択において悩んだことなどありましたら，お教えください。 

（1）就学前 

（2）小学校 

（3）中学校 

（4）高校 

6.ご本人やご家族へのコミュニケーション支援について 

当事者ご本人のコミュニケーションやご家族への支援にあたって，支えになったと思われる方，機

関などがございましたら，具体的な内容をお教えください。また，ご家族として，それぞれの機関

に期待することはどのような内容ですか？ 

7.今後の課題について  

ろう重複障害のある方へのコミュニケーション支援，生活支援にあたって必要と思われることや今

後の課題や展望がございましたら，是非ともお聞かせください。 

（4）分析 

インタビュー協力者の同意を得た上で、IC レコーダーを用いてインタビュー内容を録音し、それ

を書き起こしした。インタビュー協力者に本人に確認するよう求め、修正加筆を行って記録を作成

した。書き起こしした内容には、話の内容を確認したり、質問の答え方が分からず調査者に確認す

る場面や同じ発言内容を繰り返す場面が含まれていたため、その場面は省略した。また、固有名

詞や個人情報に当たるところは省略したり、広義な表現や別のことば、記号に変えたりした。そして、

内容から、団体の設立経緯、就学先の選択、就労や福祉サービスの選択、ろう重複障害者支援の

専門性についての内容を抽出し、分類した。なお、インタビュー回答内容の（   ）は、補足部分

および個人情報などを広義な表現、別のことばに置き換えた部分などである。 

 

2. 調査 F 
（1）調査期間 

 2018 年 9 月から 2019 年 1 月にかけて実施した。 

（2）インタビュー調査の対象事業所・施設 

  対象事業所・施設は表 3 の通りであった。 

 

表 3 対象事業所・施設について 

対象事業所 対象事業所の特性 対象者 

a 都道府県 A 作業所 就労継続支援 B 型 2 名 

b 県 B 作業所 地域活動支援センター 4 名 

c 県 C 作業所 就労継続支援 B 型 2 名 

d 県 D 施設 生活介護・施設入所支援 2 名 

e 都道府県 E 施設 生活介護・施設入所支援 3 名 

f 県 F 作業所 就労継続支援 B 型 1 名 

g 県 G 作業所 就労継続支援 B 型・生活介護 2 名 

h 県 障害福祉サービス事業所 H 就労移行支援 2 名 

i 都道府県 I 作業所 就労継続支援 B 型・生活介護 2 名 

j 県 J 作業所 就労継続支援 B 型 2 名 

 

（3）調査内容 

対象事業所・施設の取り組みやろう重複障害者へのコミュニケーション支援などについてインタ

ビューし、ろう重複障害者とかかわる上でどのようなことが必要なのか等を明らかにするための半構

造化面接を実施した。インタビュー調査の質問内容を表 4 にまとめた。質問項目の設定理由として
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は、事業所・団体の設立経緯を探ることでろう重複障害者支援の資源のあり方、ろう重複障害児者

の障害特性や環境に応じてのコミュニケーション支援の現状や課題を把握し、ろう重複障害者のコ

ミュニケーション支援の専門性の状況を分析することをねらいとした。なお、質問項目の設定にあた

って、永石（2007）による、ろう重複障害者の保護者に対するライフヒストリー研究や、社会福祉法

人埼玉聴覚障害者福祉会・全国ろう重複障害者施設連絡協議会（2013）による、ろう重複障害者

の専門施設における利用者や職員の状況調査で実施された質問項目をもとにして、作成を試み

た。 

表 4 インタビュー調査の質問項目 

1.貴事業所・施設が設立された経緯などについて 

2.ろう重複のある利用者へのコミュニケーション支援(全般について) 

（1）集団の中及び個別にろう重複のある利用者とコミュニケーションが取れるようにどのような支援

を行っていますか。 

①集団における支援 

1）事業所・施設での作業活動などに関わる場面(出勤後の健康観察，朝の会，作業の説明・作業実

施中・作業中の変更事項の連絡場面，帰りの会，休憩，昼食時など) 

2）余暇的な活動場面(所内レクリエーション、所外レクリエーション) 

3）その他 

②個別対応における支援 

1）事業所・施設での作業活動などに関わる場面(出勤後の健康観察，朝の会，作業の説明・作業実

施中・作業中の変更事項の連絡場面、帰りの会、休憩，昼食時など) 

2）事業所・施設利用の説明や利用契約などの面談の場面 

3）その他 

3.利用者の生活背景，要請，ニーズなどを把握するにあたってどのような方が対応されています

か。またその対応においてどのような工夫をされていらっしゃいますでしょうか。 

4.コミュニケーション支援にあたっての具体的な例について 

（1）支援に困難を感じたが，解決に至った支援例(その例の利用者のコミュニケーション能力・作業

能力等，生活背景，教育歴，家族構成なども含む)をお聞かせください。その際，解決が可能とな

った背景についてお教えください。 

（2）支援に困難を感じ，解決できなかった支援例(その例の利用者のコミュニケーション能力・作業能

力等、生活背景，教育歴，家族構成なども含む)をお聞かせください。その際，支援が困難であっ

た背景についてお教えください。 

5.利用者の家族について 

利用者の家族からコミュニケーション支援についての要望などがございましたらお聞かせください。 

6.コミュニケーション支援に関する他機関との連携・専門的な助言について 

下記の点について貴事業所・施設で取り組まれていることがございますか。もしありましたらどの

ような内容でしょうか。 

（1）他機関(医療機関，労働機関，近隣の福祉事務所など)との連携の有無とその状況 

（2）利用者が卒業した学校の進路指導担当教職員との連携の有無とその状況 

（3）コミュニケーション支援においての専門的な助言機関・助言者からの支援の有無とその状況 

7.職員のコミュニケーションスキル及びコミュニケーション支援スキルの研修について 

貴事業所・施設で取り組まれている，職員向けのコミュニケーションスキルやコミュニケーション支

援スキルに関する研修がありましたらどのような内容でしょうか。 

8.今後の課題について 

日頃の支援の中で感じている，ろう重複のある利用者へのコミュニケーション支援にあたって必

要と思われることや今後の課題や展望がございましたら，お聞かせください。 

 

（4）分析  

インタビュー協力者の同意を得た上で、IC レコーダーを用いてインタビュー内容を録音し、それ

を書き起こしした。インタビュー協力者に確認するよう求め、修正加筆を行って記録を作成した。書
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き起こしした内容から、話の内容を確認したり、質問の答え方が分からず調査者に確認する場面や

同じ発言内容を繰り返す場面もあったりするが、その場面は省略した。また、固有名詞や個人情報

に当たるところは省略したり、、広義な表現、別のことばや記号に変えたりした。そして、内容から、
事業所・団体の設立経緯、アセスメント、ろう重複障害者のコミュニケーション支援の専門性（個別

対応、集団の確保）についての内容を抽出し、分類した。なお、インタビュー回答内容の（   ）は、

補足部分および個人情報などを広義な表現、別のことばに置き換えた部分などである。 

 

3. 調査 G 
（1）調査期間 

2018 年 10 月から 12 月にかけて実施した。 

（2）インタビュー調査の対象学校 

  対象学校は表 5 の通りであった。 

 

表 5 対象学校について 

対象学校 対象者 

m 県立ろう学校 3 名の先生 

h 県立 N 特別支援学校 1 名の先生 

h 県立 O 特別支援学校 4 名の先生 

 

（3）調査内容 

学校での取り組みやろう重複障害者へのコミュニケーション支援などについて、ろう重複障害者

とかかわる上でどのようなことが必要なのか等を明らかにするためのグループ半構造化面接を実施

した。インタビュー調査の質問内容を表 6 にまとめた。質問項目の設定理由としては、親の会の設

立経緯、就学先や就労先の選択理由、ろう重複障害児者の障害特性や環境に応じてどのようなコ

ミュニケーション支援の現状や課題があるのかを把握し、ろう重複障害者のコミュニケーション支援

の専門性の状況を分析することをねらいとした。なお、質問項目の設定にあたって、永石（2007）に

よる、ろう重複障害者の保護者に対するライフヒストリー研究や、社会福祉法人埼玉聴覚障害者福

祉会・全国ろう重複障害者施設連絡協議会（2013）による、ろう重複障害者の専門施設における利

用者や職員の状況調査で実施された質問項目をもとにして、作成を試みた。 

 

表 6 インタビュー調査の質問項目 

1.在籍している対象児童生徒の実態 （事前調査票） 

2.対象児童生徒が貴校を選択した経緯  

下記の点について貴校での状況をお教えください。 

（1）学校側におけるろう重複障害児童生徒の受け入れ態勢の経緯 

（2）対象児童生徒の貴校入学・進学選択の理由 

3.対象児童生徒へのコミュニケーション指導・支援の実態 

（1）集団の中及び個別に対象児童生徒とコミュニケーションが取れるようにどのような支援を行って

いますか。  

①集団における支援 

1）学習などに関わる場面 

2）余暇的な活動場面 

3）学級編成・経営上の工夫 

4）学級担任・副担任の先生の特徴 

5）対象児童生徒と周りの児童生徒との関係 

6）対象児童生徒同士の関係 

②個別対応における支援 

1）学習などに関わる場面 
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2）その他 

（2）対象児童生徒のコミュニケーション能力・学習能力、教育・生活背景，要請，ニーズなどを把握

するにあたってどのような方が対応がされていますか。またその把握においてどのような工夫を

されていらっしゃいますでしょうか。 

（3）個別の指導計画はどのようにしてどなたが作成されておりますでしょうか。 

（4）個別の教育支援計画はどのようにしてどなたが作成されておりますでしょうか。 

4.コミュニケーション指導・支援にあたっての具体的な例 

（1）教育・支援的関わりに困難を感じたが，解決に至った例（その例の対象児童生徒のコミュニケー

ション能力・学習能力・作業能力等，生活背景、教育歴、家族構成なども含む）をお聞かせくださ

い。その際，解決が可能となった背景についてお教えください。 

（2）教育・支援的関わりに困難を感じ，解決できなかった例（その例の対象児童生徒のコミュニケー

ション能力・学習能力・作業能力等，生活背景，教育歴，家族構成なども含む）をお聞かせくださ

い。その際，指導・支援が困難であった背景についてお教えください。 

5.対象児童生徒の家族について 

対象児童生徒のご家族からコミュニケーション指導・支援についての要望などがございましたらお

聞かせください。 

6.ろう重複障害児へのコミュニケーション指導・支援に関する他機関との連携・専門的な助言につい

て 

下記の点について貴校で取り組まれていることがございますか。もしありましたらどのような内容

でしょうか。 

（1）聴覚障害特別支援学校（ろう学校）との連携の有無とその状況 

（2）他機関（医療機関、就労機関、近隣の福祉事業所など）との連携の有無とその状況 

（3）ろう重複障害児が在籍した学校との連携の有無とその状況 

（4）ろう重複障害児へのコミュニケーション指導・支援においての専門的な助言機関・助言者からの

支援の有無とその状況 

7.教職員のコミュニケーションスキル及びコミュニケーション支援スキルの研修について 

貴校で取り組まれている，教職員向けの聴覚障害に関する専門知識やコミュニケーションスキル

やコミュニケーション指導・支援スキルに関する研修がありましたら、どのような内容でしょうか。 

8.今後の課題について  

日頃の支援のなかで感じている，ろう重複障害児童生徒へのコミュニケーション指導・支援にあた

って必要と思われることや今後の課題や展望がございましたら，是非ともお聞かせください。 

 

（4）分析 

インタビュー協力者の同意を得た上で、IC レコーダーを用いてインタビュー内容を録音し、それ

を書き起こしした。書き起こしした内容をインタビュー協力者に確認するよう求め、修正加筆を行っ

て記録を作成した。書き起こしした内容から、話の内容を確認したり、質問の答え方が分からず調

査者に確認する場面や同じ内容を繰り返す場面もあったりするが、その場面は省略した。また、固

有名詞や個人情報に当たるところは省略したり、広義な表現、別のことばに置き変えたりして、文脈

が分かるように文章を調整した。 

 

4. 調査 H 
（1）作業場面における調査 

①調査期間  

2018 年 11 月 12 日～16 日、12 月 6 日に計 19 時間ビデオ録画を行った。 

②対象事業所 

  対象事業所・対象者は表 7 の通りであった。 
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表 7 対象事業所・対象者について 

対象事業所 対象者 

h 県 障害福祉サービス事業所 H (1) 主な対象者（ろう重複障害者） 

A さん 

B さん 

C さん 

(2) 対象者とかかわる人々 

Z さん…ろう者の職員 

Y さん…聴者の職員。手話勉強中である。A さんの

元担当者 

X さん…事業所 H の施設長 

W さん…A さんの担当者 

V さん…職員 

U さん…職員 

T さん…職員 

D さん…利用者 

E さん…利用者 

F さん…利用者 

G さん…利用者 

③調査内容 

作業中での職員の指示の出し方や、ろう重複障害者と職員との 1 対 1 の対話を中心とした場面

をビデオカメラで録画し、職員がどのようにろう重複障害者とかかわっているのかを分析した。 

④分析 

ビデオ調査の分析に関しては、映像の中で見られた言葉、手話・指文字・指さし等、行動を下の

ように分けた。 

 

「  」 音声言語 

(  ) 手話・指文字・指さし等 

 [  ] 利用者や職員の行動 

 以下の本文では、聞こえる（以下、「聴者」とする）の職員とろう者の職員を分けて記す。聴者の職

員はろう重複障害者の利用者に伝わった部分と伝わらなかった場面に分けて記し、ろう者の職員

は聴者の職員との支援に比べて、どのような支援方法をしているのかを分析し、記す。具体的に

は、「職員の名前→場面の簡単な説明→やりとり→分析」という流れに沿って記すことにした。 

 

（2）面接場面における調査 

①調査期間  

2019 年 1 月～3 月の間、障害福祉サービス事業所 H では月に 2 回、ろう者の臨床心理（以 

下、「Th」とする）による心理面接を実施していた。数回実施された面接の中で、2 月下旬に実施さ

れた面接内容を取り上げる。 

②対象者 

障害福祉サービス事業所 H には現在、ろう重複障害者が 4 名在籍しているが、今回の調査に

あたっては、以下の通り 2 名のろう重複障害者（以下、「Cl1」、「Cl2」とする）を対象者として設定す

ることにした（表 8）。 
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表 8  対象事業所・対象者について 

対象者 Cl1 Cl2 

聴力等 ・感音性難聴による聴覚障害 ・感音性難聴による聴覚障害 

・体幹機能障害 

家族構成等 ・デフファミリー 

・20 代 

・本人以外の家族は聴者 

・30 代 

コミュニケー

ション手段 

・基本、「手話」と「筆談」である。 

・基本声なし手話である。 

・仕事中も、筆談は特になし。 

・相手の口の形を読み取ってのコミュ

ニケーション（読話法）は難しい。 

・自分から，職員に話しかけられない。 

・報告連絡相談やヘルプ要請ができ

ない。 

・補聴器装用（片耳のみ）。 

・耳からの情報に頼ることが多く、大きな

声でゆっくり話すとある程度聞こえるが、

聞き間違いもある。 

・自分で手話を使うことはほとんどない。 

・甲高い声・音が苦手で、休憩中はその

声・音から逃れるために、他の部屋に行

くこともある。 

・報告連絡相談やヘルプ要請が少しず

つ出来るようになってきている。 

その他 ・就職活動中 ・就職活動中 

 

③調査内容 

Cl1 との面接のみ、本人の同意が得られたため、ビデオ撮影を１回行ない、映像内容を書き起こ

しした。Cl2 の面接に関しては、本人の同意が得られなかったため、ビデオ撮影を実施せず、同席

した職員が詳細な筆記記録を行なった。 

映像内容及び筆記による記録の中での手話・指文字・指さし等、行動を下のように設定している。 

「  」 音声言語 

(  ) 手話・指文字・指さし等 

 [  ] 行動 

④分析 

Th の立場から実施したろう重複障害者の心理面接内容を施設職員の視点で分析することで、

ろう重複障害者への支援の専門性の質を考察する。 
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■調査の結果                                      
 

インタビュー回答の内容を通覧してみると、どのような視点でこのデータを読み取るか、によっ

て、多次元的な理解、解釈が成り立つ。ろう重複障害者理解に対する着眼点、理解内容、対応方

法など様々なエピソードがある。事業所や施設の設立経過については、当時の時柄やそれに対す

る思い、現在に繋がる事情などもある。そのような中で、プライバシーなど個人の特定ができない形

で分析を行い、インタビュー調査から類似した内容を集めてカテゴリー生成を行なった。カテゴリー

名は【   】で表す。各カテゴリーでのインタビュー内容はいくつかの例を挙げている。本来なら

ば、ろう重複障害児者の親の会、多くの事業所・施設、特別支援学校などからお聞かせいただい

た内容は全て貴重なものであり、可能な限り紹介したいが、いくつかの例を挙げる形にした。 

なお、インタビュー前に質問項目をインタビュー協力者に送った。そのため、インタビュー前に内

容をまとめて提供してくださった協力者もおられ、インタビュー内容は事前にまとめたものを使って

欲しいという希望があったため、本調査ではそちらも用いた。 

 

1. 調査 E 
（1）結果（インタビュー内容） 

①団体（親の会）設立経緯及び入会経緯 

 表 E-1 でみられる、【親の会との出会いと広がり】では、ろう学校見学の時にろう重複障害児クラス

の母親からろう重複障害者の親の会のことを知り、親の会の行事への参加など誘われたことをきっ

かけに、ろう重複障害者家族連絡会のブロック会議に参加し、「こういう世界があるんだ」とろう重複

障害者やそれに関わる人たちの世界があることに気づいたという例がみられた。 

このことから、同じ立場にある親たちが出会うことで、同じ立場の親たちの居場所、ろう重複障害

者の居場所が形成されていくことの意味は大きいといえる。 

②ろう重複障害者の就学先の選択 

 内容をカテゴリー化したところ、【未就学段階での選択状況】、【手厚いケアの存在】、【高等部段

階での選択状況】、【ろう学校との繋がり】が生成された。それぞれのカテゴリー名とその内容のいく

つかの例を表 E-2、表 E-3 に示す。 

 幼稚部から小学部に上がる時には、ろう学校でのろう重複障害児の受け入れについて、教員配

置や指導内容などの面で親御さんの思い通りにいかなかったところもある一方、教員の数などの事

情で養護学校での受け入れがあった面もみられた。学年が上がるにつれて、教科教育等は複雑な

内容に変わっていくが、親御さんのインタビュー内容から、高等部になるとろう重複障害児童生徒

を受け入れつつあった状況があったことが窺えた。 

 しかし、選択肢が極端に少ない、もしくは選択肢がない状況で、充分に選択ができなかったと親

御さんが捉えている面があることは否定できないといえる。 

 

 

表 E-1 団体（親の会）設立経緯及び入会経緯について 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【 親の会と の出

会いと広がり】 

・設立した年の 10 月だったんですけど、ちょうど子どもが年長で…翌年度の春に就学を迎えるに

あたって、ろう学校に見学に行ったんです。（ろう）重複のクラスを見学した時に、まだ、低学年だっ

たので教室に（ろう重複クラスの）お母さんがいた。一緒に授業（を）、お母さんが後ろの方で聞い

ていた。そのお母さんが（ろう重複障害者の親の）会の設立の新聞を私にくれた。「今度クリスマス

会があるので、遊びに来ませんか？」と誘われたのが最初。設立して、2 か月位ですかね。（中略）

すぐ翌年の 2 月に家族連絡会の持ち回りで、幹事の県が…ブロック会が（うちの県）が、（親の会

の会長）さんが「受けてきたよ」と、やることにもうなっていて、段取りが…入った途端「ブロック会議

が 2 か月後にあるからね」と言われて、私は訳も分からず…もう段取りは済んでいた感じで、私は

お手伝いというよりも参加したという感じ。「こういう世界があるんだ～。色々な県外のろう重複の

親子だったり、支援者だったり、が（うちの県）に来て、お泊りして…（他の都道府県のろう重複障害

者支援者の著名な方）さんも来てね…」「あー、こういう世界があるんだ」という。 
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表 E-2 ろう重複障害者の就学先の選択について（１） 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【未就学段階で

の選択状況】 

・ろう学校幼稚部にあの１年いたんですけれども、子は他に障害もあるので、小学校にあがること

に関して、「県の教育委員会に相談に行ってください」って、面接したり（中略）ろう学校に入った場

合は、ろうと知的障害の先生を二人つけなくちゃいけないから、今の体制じゃ無理だから、「どっち

の障害を主障害にするか」と説得された。だから、「ろう学校の小学部に入学するのは無理だ」と

説得されたんです。 

・ろう学校の教育相談を相談されて、2 歳時のクラスに入って、みんなで絵カードとかそういうような

勉強をし始めました。だけど、まだ、2 歳児で幼稚部にあがる時に、うちの子（は）2 歳になっている

んだけど、まだ歩けなかったんです。独歩が出来なかったんです。それなんで、一応自立を目的と

しているから、ろう学校は入れるのは難しいというようなことを言われて、ろう学校の幼稚部は入れ

てもらえませんでした。 

・（ろう学校小学部に入る前にあなたの子）は知的障害があるので、養護学校、今の支援学校に行

ったらどうかということで、ものすごく泣きました。（中略）やっぱりうち、一人っ子なので、（中略）友

達ができたら友達に沢山刺激をもらいたかった。で、せっかく 3 年もかけてできた友達と一緒に小

学部にあがることになったら（それまでに）育めた、勉強よりも友達の人間関係、（中略）、（ろう学

校）幼稚部だった頃、子どもが（鼻に）鼻のごみ、鼻くそってやつ、あれをつけてた。そしたら、（別

の）子が「付いてるよ、汚いよ」と言った。「付いてるよ、汚いよ」という言葉を彼ら達は覚えていると

ころだった。（うちの）子どもは、鼻くそって聞いたら「これ、僕のだ」って言った。ろう学校で教わっ

た。「僕のだ」って言ってまた（鼻の中に）戻した（笑）。でも、そこでろう学校の中で、友達同士の

「汚いよ」っていうのと「僕のだよ」という、そういう関わりが他のところに行ったらできるかなという

のと、（うちの子）が何かやっている、「（うちの子）が何かやっているよ。お利口だよ」という、みんな

が「僕もやる」っていう、何て言うんだろう、人間関係という程でもない、会話はそんなにないんです

けど、そこまで（幼稚部）3 年間お母さん達と一緒に、どこ行ったりあそこ行ったり、泊まりに行った

り、そういう仲良くなったお母さん達と離れるのがちょっと淋しい…。 

・（小学に入る前にろう学校がいいと）言った。でも、（養護学校を）「一回見に行ってください」って。

「是非、見に行ってください。子どもに合うと思うから」って。（聞き手／で、見に行った？）行った。

（中略）（見学した養護学校の）校長先生が「（中略）うちら、ろうの子が誰もいないので、もし入学し

たら、お母さんがろうのこといっぱい教えてください」って言うの。（中略）（養護）先生とも仲良くなれ

たのもよかったですけど、はい。 

 

表 E-3 ろう重複障害者の就学先の選択について（2） 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【手厚いケアの

存在】 

・決め手は、就学前から知っている親子が先輩として通っているということと養護学校は聴覚障害

との重複ではなくて…とにかく重複の子がいっぱいいる。児童生徒の中に…その重複障害者の中

の（うちの子）は一人になるわけで、聴覚の指導となると、それはあまり期待はできないけれども、

色んな環境だったりを考えた時に刺激があるんじゃないかと。（中略）幼稚部の教育相談の時を見

ていても、聞こえの指導みたいのが手厚くしているというには、ろう学校は感じてはいたんですけ

ども、養護学校はその時は児童三人に対して、先生が二人という環境だったんですね。３対２とい

う環境だった。入学当時。そうしたら、手厚い指導をしてもらえるのかなと思った。 

【高等部段階で

の選択状況】 

・学校の先生も担任が決まってしまえば選べないし、その中で生きていくしかない。「1 年（間）捨て

た」とかよく言いますけど、でもやっぱり選択肢が１つしかないという時は、そこに入れば、自分で

仲良く出来そうって思うまでが大事かなって思っているんで、どこ行っても、巻き込むというのがす

ごく大事だったので…だから、養護学校でも（通所している事業所）でも、ろう学校高等部、ろう学

校高等部は悩んだ時に（大学の）先生に悩み相談したら、ろうなので手話も必要だよって聞いた当

初は、養護学校とろう学校と選べたんですけど、やっぱり「ろう学校、行きたい」って、前のなかま、

幼稚部の皆さんも（ろう学校に）いたので、仲良く（うちの子）は…。で、学校から帰ってくると、修学

旅行が（ある県）なので、こう（何か）やるんです、手話で。「何？」って学校の先生に聞いたら「ホテ

ルなんだよ」って言われて。（中略）「おしまいだよ」ってやったら、こうだよって聞いて、（うちの子）

の中ではおしまいはポンポンポン（手を叩く音）、おしまいっていう。（中略）ホテル（の手話表現）は

本当はこうだったり、あと先生（という手話表現）というのはこれでいいんだよと聞いていたんです

けど、ろう学校ではこうだよって、（うちの子）も私も教わって。黒板に（うちの子）から教えてもらっ

た手話というのもいくつかあって、やっぱりろう学校（に）行ってよかったんだって。（今通所している

事業所は）養護学校の時のお友達もいたので、そこへ行って、通所だったので送迎はあったんで

すけど、そこに行けば行ったで色々楽しいこと、いっぱい見つけて。例えば、辛いこと、悲しいこと

があっても、こうやって（ろう重複障害児者の親の）会の皆さんがいてくださっているので、お話が

出来るところがあるというのが、私の中ではとても大切なことだと思っています。 

・（聞き手／ろう学校（高等部）に決めたあたりは？）（養護学校）中学部に入った頃から登校渋りが

始まって、朝行けないような、朝ちゃんとした始業時間から出られないで、遅れて行くっていうこと

がほとんどだったんですよ。ただその当時、ろう学校の教育相談だけは、朝早かったんですけど、

行ったんですね。うん。だから、それで「ろう学校なら行けるかなあ？」っていうのもあって、たぶん
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本人（は）嫌じゃなくて行くんだろうから。で、あとは近場に高等特別支援学校もあるから、それも一

つ選択肢にはあったんですけども。うん、まず「通える」ということを考えると、「ろう学校なら行ける

んじゃないかな？」ということがありました。 

【ろう学校との繋

がり】 

・（養護学校に）聴覚に関してはどっちかって言うと親のほうも「あの、手話使ってください。」とかそ

ういうところまではあまりそう要求もすることも無かったし、そんなに思ってなかったんで、うん。た

だ、やっぱり何かしら、ろう教育は受けさせたいなあっていう思いはあって。で、一応、あれか？夏

休みの時に年１回、（県の）教育センターへ行って指導を、担任と一緒に指導を受けるっていうの

でやって。（中略）年１回指導を受けるというようなことをやってて、4 年生くらいまでそうだったのか

なあ？その後、他のろう重複障害の子がろう学校のほうへ教育相談という形でなんか「行けるよう

になったよ。」っていう話をみんなが聞いて、じゃあうちもっていう事で。小学校 5 年から教育相談

に行くことになり、通えるようになって、（中略）中学部の３年生まで、まあ先生はその年毎に変わっ

たんですけど。まあ、通えるようになって。 

 

③親が捉えている「ろう重複障害者支援の専門性」 

（a） 現在通所している事業所などの利用の選択について 

ろう重複障害者専門ではない事業所・施設などを選択したことについてのインタビュー内容をカ

テゴリー化したところ、【就学前・就学時からの横の繋がり】、【送迎や利用時間などの面】が生成さ

れた。それぞれのカテゴリー名とその内容のいくつかの例を表 E-4 に示す。 

  

表 E-4 ろう重複障害者専門以外の事業所・施設などの利用の選択について 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【就学前・就学時

からの横の繋が

り】 

・（うちの子）が赤ちゃんの時から家族ぐるみで一緒に遊んだり療育をしたりするグループがあった

んですね。（中略）そういうグループ（は）5、6 家族が、（ろう重複障害児者の親の）会と知り合う前

から、活動していたグループがあって、子どもの障害は全部バラバラ…。何ですけど、母同士が気

持ちが一つだった。みんな重度の障害を持っているんですけど、気持ちが思いが重なるものがあ

って、ああじゃないこうじゃないというのがあって…「短期入所（を）使おうと思ったんだけど、障害

が重いから断られたよ」とか、「どこどこ行ったけど、重いから見てもらえないんだよ」とか、そういう

愚痴を言いつつ、（子どもが）大きくなってきてて、「そういう重い子でも通える施設が欲しいよね。

自分達で作っちゃおう」という。 

【送迎や利用時

間などの面】 

・（住んでいるところには）授産施設（が）二つしかなくて。一つは（今利用しているところ）、もう一

つ。中学部の時から夏休みを使って、（今通っているところの）日中一時支援を使って通わせても

らいました。そういうところを踏まえて、（今利用しているところ）に決めました。二つのうちの一つな

ので、（中略）選ぶのにはそこしかなかったんですけれども、後は時間帯、（今通っているところ）が

（終了時間は）4 時まで、もう一つは（終了時間は）3 時まで、やっぱり時間（を）考えるとちょっとでも

長い方がいいというところと、送り迎え付きだと、自分が楽というのもあったり、どこちらも私の方で

見学に行きました、雰囲気、先生の感じ、そういう感じからももう慣れている、だから（今利用してい

るところ）に決めました。（今利用しているところ）の先生の方は手話は出来ないですけれども、

「（中略）トイレとか、ご飯とか、ある程度の手話を教えておいてもらえれば、どうにか使えるように

なればやっていきたい」ということで言ってくれたので、私も何回か通ってちょっとした手話を教える

感じ、後は「分からないことがあれば言ってくだされば私も行きます」みたいな感じで、今、（利用し

ているところ）で頑張っています。（中略）楽しくやっています。 

・遠くまでの送迎が、今まで本当に（ろう学校）教育相談から高等部まで、毎日送迎をしていて、そ

の（卒業）後の作業所の送迎というのもちょっとしんどくなってきて、自分の病気を機会に近くでし

かも家の方まで送迎してくれるという方に移行して、今はとっても楽しく通っています。 

 

(b)個別対応 

ろう重複障害者支援の個別対応については【道具などを活用したコミュニケーション】、【家族で

のやり取りを汲んだ上でのコミュニケーション対応】が生成された。それぞれのカテゴリー名とその

内容のいくつかの例を表 E-5 に示す。 
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表 E-5 個別対応について 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【 道具などを活

用したコミュニケ

ーション】 

・（利用しているところは）毎日仕事ばかりではなくて、皆で公園に行ったり、絵を描いたり、あるい

は仕事、段ボール回収に行ったりとか空き缶整理したりだとか、そういう作業もあるので。先生達

も町の手話教室通っているのかな、だから、手話コーラスとか、みんなでやっていて、一緒に付い

てくれる指導員の人とかも指文字を覚えてくれて、簡単な指文字とか、色んな写真撮ったりとか、

絵で表してくれて、（うちの子）もそれが分かって、今日は何するのって写真か何か、張り付けて、

「これとこれとこれだよ」って。それも理解しているみたいですね。 

【家族でのやり取

りを汲んだ上で

のコミュニケーシ

ョン対応】 

・家でよく料理をして一緒に作っていたりということで、支援員さんが紹介してくれた（今利用してい

るところ）の方に決まったんですけれども、（中略）自分も病気（を）したので、今行っているところに

したんですけど。でも、今のところの方がとっても楽しそうに通っていて、顔つきも変わってきたよう

に思いますね。決してああしなさい、こうしなさいということは言わないんですけど、本人の気持ち

をとても汲んでいて、（本人は）未だに本当に手話とか口頭で喋るとか出来ないんですけど、側に

行ってじっと見て「これ欲しいの」って言って色んな人に貰ってきたりだとか、あとは、普段家庭で使

っている、（うちの子）とお母さんしか通じないような手話とか身振りだとかそういうのをあげた中

で、それを選んで手話に変えたりだとか、共通に理解できる言葉を作業所の方でも汲んで、両方

で共有できる手話とか身振りを作っていこうという話もしています。やっぱり同じ言葉でもこの言い

方なら分かるとか、そういうのが狭いので、でもそういうとに協力したかったと言ってくれています。 

④親が捉えている「ろう重複障害者支援のニーズ」 

内容をカテゴリー化したところ、【地域の福祉サービス事業所の中へのろう重複障害者支援の組

み込み】、【デフコミュニティ関連のイベント参加】、【移動支援】、【ピア同士の繋がり】が生成された。

それぞれのカテゴリー名とその内容のいくつかの例を表 E-6 に示す。 

 

表 E-6 親が捉えている「ろう重複障害者支援のニーズ」について 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【地域の福祉サービ

ス事業所の中への

ろう重複障害者支

援の組み込み】 

・新規の施設を作るというのは厳しいご時世だし、入所施設というのを新規で作るという時代

ではないから、ろう重複専門の入所施設、通所施設を単独で作るのはちょっと出来ないと思う

のと、（ろう重複障害児者親の）会が中心となって、そういう運動を起こそうと思うっても、今の

（親の）会では、無理だと、力不足だと思うのと、後、障害福祉事業所さんのなかに、ろう重複

の支援にあたる部門を作ってもらって、そこに地域の垣根を越えて通えるようにしてもらうのが

一番いいのだと思います。障害福祉事業所さんの方で、ろう重複に対する支援というのが、手

話を中心に行われるのであれば、手話を理解し習得している利用者さんに利用しもらうのが

一番向いているというか、合っているというか。 

【デフコミュニティ関

連のイベント参加】 

・福祉大会ってあるじゃないですか。毎年、秋に。県単位で。（数）団体の代表者会議に出席に

して、殆どがその年の秋の福祉大会に向けての実行委員会も兼ねて進んでいくんですけど、

一昨年から、（ろう重複障害児者親の）会も代表者会議に団体のなかに入れてもらって、会議

に出席する中で、福祉大会でも、（親の）会の会長がスローガンを手話で宣言するわけじゃな

いですか。（親の）会も（そういう）団体に入ったから、なるべく参加しようねというムードが高ま

ってて、一昨年から。でも、参加したいんだけれども、朝から夕方までの長い大会の中で、健

常の小さい子の託児はあるけれども、成人のろう重複に対しての託児がない…託児と言って

いいか分からないけれども…。（聞き手／でも、そうですよね…。）（中略）ろう重複の子ども達

にも使えるんですかってかって、会議で質問させてもらったんですけど、「それは出来ない」っ

て。（中略）ボランティア（が）いないと、（ろう重複障害の）子どもを見ていてもらえないと、親は

福祉大会に参加できないんだということを…親と一緒に見れる、アトラクションとかそういうも

のは、内容が楽しめれば本人たちもあれだけど、最初の午前中の式典とかは、講演っていう

のは、まさに修行の時間、じっとして、つまんないけどじっとしてそばにいなくちゃならない。ア

トラクションが始まるその時間だけでも、ボランティアさんと一緒に近くいったり、一緒に何かし

たり、一緒にお弁当食べたりして過ごせるのがあれば、もっと参加率、（l 親の）会の親も参加

しやすいと思うんですけど…でも、ノルマでチケット、（親の）会、何枚ってくるわけじゃないです

か。参加したいけれど、（ろう重複障害の）子どもが大変だからと参加できないのは、ちょっと

…ボランティアさん用意してもらいたいと思う。 

【移動支援】 ・移動支援（が）欲しいです（中略）。（子の様子をみている家族の）入院生活もあって、（家族）

が弱くなったりして。（うちの子）を休みにどっか連れて行ってもらうとか、そういうの欲しいです

ね。町長にも直談判してるんですけど、なかなか。「老人のは、あるんだけどね。ちょっと障害

者にはね…」的な話になっちゃいます。できれば若い子とカラオケ行くとか、こういうじいちゃ

ん、ばあちゃんではなく、若い（人と）カラオケ（に）行くとか、ご飯を食べに行くとか、サッカーの

試合見に行くとか、野球とか連れて行ってもらえれば楽しい人生送れるかなって。やっぱり余

暇の問題ですね、今は。 

【ピア同士の繋がり】 ・このようなイベントがあって、会員同士の昔の話がきけることができてありがたいです。 
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(2）考えられること 

  いくつもの障害を併せ持つろう重複障害児者をもつ家族にとっては、もともとから選択肢がない

という状況で子どもにとってよりよい環境、コミュニケーション、福祉サービス等を考えてきたというこ

とが窺えた。福祉サービス利用においては、自分の状況にあった事業所、支援者等をいつでもチ

ェンジできるという面があるが、教育においてはそうではないという厳しさがあることが考えられた。 

  聞こえる障害者の事業所・施設で写真や絵などの道具を活用してコミュニケーションを図ってい

る例が表 E-5 の【道具などを活用したコミュニケーション】からみられている。また、表 E-5 の【家族

でのやり取りを汲んだ上でのコミュニケーション対応】からも家庭の中で使われている手話や身振り

を事業所・施設などでも共有していることが窺える。ただ、これまでのインタビュー内容から、簡単な

内容の伝達や指示的なやり取りであることが推察される。支援を展開させていくにあたって、やり取

りの表面的なところを見るのではないことを家族とともに追求していく必要が考えられる。 

  表 E-6 から、家族は多様なニーズを求めていることが窺えた。それに応えるとともに、ろう・聴覚

障害者というマイノリティは更なるマイノリティであるろう重複障害者の存在を捉えていくという自覚

を持つことが求められる。マイノリティの中で、ろう重複障害者が主体的に参加できるような取り組

み、そして意識を持つ必要があると考えられよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 96 

2. 調査 F 
（1）結果（インタビュー内容） 

①事業所・施設が設立された経緯 

内容をカテゴリー化したところ、【設立のきっかけとなった親・家族の思い】、【ろう者の居場所を求

めて本人・支援者が中心となって動いた活動】、【コミュニケーションの場所として動いた活動】、【当

初からのろう協会の関わり】、【当初からのろう学校の関わり】、【制度等の活用】、【運営がろう協会

に移行する過程】、【行政の積極的な姿勢】、【事業所・施設からみたろう協会と行政との連携】、【ろ

う学校設備を利用するなどの関係】が生成された。それぞれのカテゴリー名とその内容のいくつか

の例を表 F-1、表 F-2、表 F-3、表 F-4、表 F-5 に示す。 

ある作業所の設立のきっかけとして、ろう重複障害者の親が知的障害者施設を見学することによ

って、ろう重複障害者の状況に合う方法を取り入れてくれる施設の必要性を感じたことが背景にあ

った。そこに親の思いが込められている。知的障害者・聞こえる人の施設では、ろう重複障害者が

静かにいて、ほったらかしにされているような、物を置くみたいにされているように、親が感じ取った

という面がある。手話を使ったり、カードなどを使って、ろう重複障害者が周りと関わりがもてるような

方法を親たちは望んでいたことが、ろう重複障害者に合う作業所の設立に繋がったと言える。そし

て、表 9 の【行政の積極的な姿勢】では、市が熱心に関わってくれた、非常に積極的であったという

印象が当該作業所の中ではあり、当時は市の担当者も早く異動することもなかったようで、熱心に

聞いてくださる市の担当者との出会いもあり当該作業所の施設長はろう学校元校長であり、旗を振

ってくださるというタイミングも重なったという内容がみられた。 

一人のなかまがろう学校を卒業した後、行く場所がないということから、施設の設立が始まったと

いう例もあった。当初は小さな作業所を建てたが、無認可作業所であったため運営が厳しいという

ことがあり、家族もボランティアで運営を支えていた状況があった。家族が自分が亡くなった後のな

かまのことを心配したというのが原点であり、ろう学校の先生やろう者協会、手話通訳問題研究会、

手話サークルなどが集まって、「ろう重複障害者の問題はろう者全体の問題」と認識し、募金活動を

始めて入所型の施設建設の資金を集めたという経過があった例であった。 

ろう者が集まれば集まるほど、ろう重複障害者の問題は限られてしまう面もある。優先するまたは大事

になってくるのは高齢者施設だという考えもあり、ろう重複障害者の問題が大事と捉えているろう者はど

れだけいるのか、という問題が起きてくる。 

 

表 F-1  事業所・施設が設立された経緯について（1） 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【設立のき

っかけとな

った親・家

族の思い】 

・親の会でお母さんたちが集まってた時代に他の知的障害・聞こえる人がいる施設を見に行った時に、そ

こにいて静かにして、まあほったらかしみたいな。もしかしたら、「今日はやりたくないならそこにいて」みた

いなその施設のいろんな思いがあったかもしれないですが、親から見たら「そんな置いとかないで」という

思いがあって。もっと手話を使って、カードを使って、うちの子どもたちが分かる方法で、もっとうちの子が

関わりをもてるような方法を使ってくれたら、あの子も違うんじゃないかなと思って、やっぱりその、私たち

の子に合う方法をいっぱい取り入れてくれるような施設を作りたいよね！っていうことで、（ろう学校の元校

長）先生にも入っていただいて、（中略）こういうふうな形にしていただきましたねえ。 

【ろう者の居

場所を求め

て本人・支

援者が中心

となって動

いた活動】 

・ろうあ協会の中のボランティア団体だったんですね。そこで有志が何人か集まって高齢ろうあ者の在宅

支援をしたいということで集まりました。最初はろうあ者の家に行ってお話し相手になるとか、あと病院に

入院してしまったらひとりぼっちですよね。コミュニケーションができないので病院に行ってお話し相手をす

るという活動をやってました。それを 5 年間やっていてその中で、全国で「どんぐりの家」とかの立ち上げと

かを聞いて、マンガで読んだりして全国にいるろう重複障害者の集まる場所があるんだということが分か

り、「作業所がほしいね」っていう話になったんです。（中略）まず自分で通える人対象に、小さなデイサー

ビスみたいな活動をしていたんです。家族もいたけど支援者が主になって活動していったところなんです。

なので家族というよりも、家族の負担が大変だから本人・支援者がやろうよという活動だったんです 

【コミュニケ

ーションの

場所として

動いた活

動】 

・スタートが地域活動支援センターなので、そこに集まって交流とかコミュニケーション（をする）場所なんで

す。作業は、そのついでじゃないですけど、（中略）なにのときの作業で、その（地域）の（ろう）女性とか、コ

ミュニケーション（をする）とかの集まる場所というのが基本で、そこ（に）、ろうの人、高齢者の人が集まっ

てっていう。その高齢者の中のグループがあってそこの人たちが来てるから、他の人が入るのはなかなか

難しいかなって、同じグループみたいなのがあって、まあ、通っている人はそう（です）。（中略） 
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表 F-2  事業所・施設が設立された経緯について（2） 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【当初から

のろう協会

の関わり】 

・D 施設の成り立ちは、一人の仲間から始まりました。知的障害の施設に通う事を断られてしまった。ろ

う重複のなかまの行き場を何とかする為に小さな作業所を作ったのがきっかけです。小さな作業所は運

営も大変です。もちろん無認可作業所ですので家族がボランティアで協力し、職員一人雇うのが大変な

状況でした。そんな状況で、家族は今後自分の子どもがどうなるのか、子どもを残して自分たちが先に

死ぬこともできない辛い思いをしてきました。そこで立ち上がったのが、ろう学校の先生方や、ろう協（d

県聴覚障害者協会）、手話通訳問題研究会、手話サークルと言った聞こえない人を支える団体が、「ろう

重複の問題はろう者全体の問題だ」と県内に呼びかけ D 施設の建設運動に繋がりました。地域では募

金活動等を行ってもらい、施設建設のための自己資金 2 億円を寄付していただきました。 

【当初から

のろう学校

の関わり】 

・（中略）ろう学校では、聴覚障害以外にも知的障害や身体障害をもつ子どもたちの受け入れが始まっ

ていて、それに伴い、ろう重複の学級がもうけられました。そして、卒業後の就労保障が大きな課題とし

て持ちあがってきました。それこそ教員・父母が一体となって運動をすすめ、設立されたのが、全国初の

ろう重複のなかまの作業所（「I 作業所」の前の「I1-1 共同作業所」：1982 年開所）。I1-1 共同作業所は開所

以来ろう障害のなかまを中心に受け入れてきました。（＊事前に提供された内容と合わせて文章をまと

めている） 

【制度等の

活用】 

・（「I 作業所」の前の）I1-1 共同作業所のなかまの中には親が高齢化して、親亡き後の課題をもっていた

なかまもいました。そういったことから、（ろう重複障害者入所施設）建設運動が起こり、1994 年に開所し

ました。I1-1 共同作業所からも（高齢になっていた）数名がろう重複障害者入所施設に入居しました。「I1-1

共同作業所」は、地域の知的障害の作業所とともに認可運動をかさね、開所から 13 年。（「I1-1 共同作業

所」がある）市から出された「６法人化構想」（市内に 6 地域ごとに「定員 40 名以上の知的障害者通所授

産施設の法人化」）がだされました。「I1-1 共同作業所」はその条件にあてはまらず、皆で検討を重ねて。

（その当時通所されていたろう重複障害なかまの親御さん達の中で、「聞こえる人の中に入って、またし

んどい思いをするのでは？」「無認可のまま、この劣悪なままいくんか？」などすごい論議がなされたと

聞いています。）（中略）そこれ以上劣悪な施設環境と不安定な運営は続けられないということで、地域

の健聴の知的障害者の無認可作業所と共に，ろう重複障害の専門性を活かした実践のできる認可施

設を目指そうという選択をした。地域にあった 4 つの作業所と合併する形で 1995 年７月に「I 作業所」が

開所しました。これらの経過を経て，全国的でも珍しい健聴者と聴覚障害者が混合した施設となりまし

た。（＊事前に提供された内容と合わせて文章をまとめている） 

 

表 F-3 設立におけるろう協会の具体的な関わり 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【運営がろう

協会に移行

する過程】 

本当はその（ろう協会の中の）ボランティア団体で『作業所を作る会』というのを立ち上げたんです。それ

で資金を貯めながらバザーとかをやって貯めたお金で作業所を立ち上げようと思ったんです。最初、（ろ

う）協会はタッチしませんでした。「どうぞ、やってください」的な感じで。そのとき国が、事業を立ち上げる

時に法人格を持っていることというふうになったんです。今までは法人でなくても構わないということだっ

たんですが、法人格が必要になり、（ろう）協会に「運営をお願いします。資金を貯めました。」と渡して、

法人の運営になったという流れですね。（ろう）協会の事業の一つとして福祉事業として始めたのがここ

だったんです。法人としては手話通訳派遣事業とかいろいろやっていたけれども、福祉事業をやるという

決断をしていただいたんですね。 
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表 F-4 設立における行政の具体的な関わり 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【行政の積

極的な姿

勢】 

・（本調査の対象者である職員が「b1 市に行ってまず、市役所で話を聞いてくれた人が b4 区ってこの地

区から行ってた人で、向こうから熱心に関わってくれた感じがします。」という話に、別の職員が）その人

もあるんだけれど。その当時の私の印象は b1 市は障害に対して非常に積極的だっていうのがあります

ね。今よりは積極的ですね。そしてなかなかその係もそんなに早く変わんなかった（異動）けれども、この

頃はすぐ変わっちゃうんですね。あんまり理解する前に別の人が来るからね。この「作業所」を立ち上げ

たときはよく聞いてくれた気がするね。 

・「施設なんかいっぱいありますからもう要りませんよ」みたいなことを言った人もいたんですけど、次に

会った（行政の担当の）方は熱心に聞いてくださる方と出会いがあって、開設が決まり「ろう重複以外の

知的障害の人も受け入れてくださいね」と言われたので「それは勿論」と返事し開設後受け入れる準備

をしていましたが、当時は一向に話が来ませんでした。（中略）やっぱり、それも人なんですよね。やっぱ

り、ろう学校元校長先生が（ろう重複障害者作業所の長に）いらっしゃったのですごく進みました。（中略）

旗を振ってくださる人がいたからこそという、そのタイミングでしたね。 

【事業所・施

設からみた

ろう協会と

行政との連

携】 

・今の状況から説明したいと思うんですけども、やっぱりろう協なんですね。ろう協もやっぱり行政とのパ

イプがありますので、ろう協が行政との懇談会を開いてくれますので、そこには必ず「D（ろう重複障害者

施設）」も参加させてもらっています。で、ろう重複についての課題とか行政に対しての要望っていうのは

ろう協から上げてもらう。こちらが説明をするんですけども、交渉の中には必ずろう重複の分野を入れて

もらって行政に対してはろう協が主で言ってもらったりというふうにやってるというところで行政にもやっ

ぱりろう者・ろう重複者っていうところを知ってもらう、その上でここに必要性があるんだっていうのも、ろ

う者からもキチンと話しをしてもらって、まあ行政に動いてもらっているところと、やはり行政はおっしゃっ

た通りで知らないですよね。常に「D」の状況でろう者・ろう重複者が何かぶつかったときには行政のほう

に連絡してどうするかっていうのを相談したりっていうのは密にとっているつもりではいます。ただそれだ

けだと厳しいので、まずはろう者の協会の協力をもらって「D」は「D」でやっています。 

 

表 F-5 設立におけるろう学校の具体的な関わり 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【ろう学校設備を利

用するなどの関係】 

・ろう学校の部屋を借りて（作業所を）立ち上がるまでは、ろう学校の部屋、調理室とか借りて

会議したり、クッキーを作ってそれを販売したりして、資金を作ったりしていましたね。運営委

員長がろう学校の校長なので、教室を貸してくれましたね。 

 

②運営 

内容をカテゴリー化したところ、【行政との連携】、【ろう学校との連携】が生成された。それぞれの

カテゴリー名とその内容のいくつかの例を表 F-6 に示す。 

【行政との連携】にて述べられた内容について、その作業所がある市では重度・重複加算という、

支援者を加算する制度がある。そのため、申請があった対象者について重度・重複という査定があ

るということであった。ただ、少しでも聞こえる（聴力が軽い）と、重複加算の対象にはならないという

面がある。 

表 F-6  運営について 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【行政との連携】 ・重度の子を抱えているって、やっぱり支援者を加算してくれるんですね。うちのほうは実際、内

情を申しますと利用者 4 人分の補助金がでていますね。2.5 人で計算できる人がいるので。6 時

間くらいで。うちのほうは 9 時から始まって 3 時までで、ちょう 6 時間。ひとり専任でできるんです

ね。8 時間にするとちょっと余った分は足りなくなっちゃう。重度の子を扱った場合にはそういう加

算ができる。（作業所がある）市の障害福祉課から補助金が出るんですね。なかなか申請も一番

うるさい（なかま）の場合は（加算が）付かないんだよね。耳が少し聞こえると。一番手がかかる。

ほっとけない。どこかへ行っちゃう。（中略）市からすると聞こえるので重複加算の対象にはならな

い。やっぱり聞こえない・知的障害が重度であるという、言ったことが理解できていないことで、こ

の子は重度だという向こうの査定があるんですね。 

【ろう学校との連

携】 

・（週に１回）に資源回収、聴覚支援学校の。（中略）学校の用務員さんで、「作業所の人たちにき

てもらえば、作業所の仕事にもなるし、支援学校のほうのごみも減る」「お互いいいんじゃない？

どうでしょうか？」っていうところから始まって週に１回行ってますね。 

・（ろう学校との）つながりは進路についてもね、（ここの作業所）で去年二人引き受けたんだけれ

ども、そのときの進路指導ってことで卒業前に 2 回ほど進路指導の先生・担任、それから何人か、

あとは地域の支援。（中略）（ろう学校にここが）認知されているなと。教頭さんもときどき来てくれ

てますので。（聞き手／それはどうしてですか？教頭先生が来るのは、呼んだから？）う～ん、まあ

私（今の施設長のこと）が（ろう学校に）いたときの先生だったこともあって私も顔を知ってるし。 
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③職員の確保 

内容をカテゴリー化したところ、【ろう職員の確保】、【職員の要件】が生成された。それぞれのカ

テゴリー名とその内容のいくつかの例を表 F-7 に示す。 

ろう重複障害者は自分の生活や経験に基づいた言葉を身につけているため、職員採用におい

ては、手話ができる、できないというより、「支援したい」と考える力や気持ちを持っている人を採用

したいということであった。毎日、ろう重複障害者のなかまと一緒にいることで、なんでこういう行動を

するのか不思議なことがたくさんあるが、分からないから仕方ないのではなく、それらの行動の意味

を考えることで、彼らの言葉を掴むということが重要であることが窺えた。 

表 F-7  職員の確保について 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【ろう職員の確

保】 

・（作業所を）立ち上げたときの所長（女性）が難聴者だったんです。その方が所長で、私と二人で作業

所をスタートさせました。なので最初からろうあ者がいたんです。で次の職員にろうあ者を意図的に採

用したというのは A3 職員がきっかけです。ろうあ者の仕事場なので、気持ちをしっかり繋ぐためにもろ

うあ者が必要ということになりました。それで彼が採用されました。それがきっかけですね。それがきっ

かけでカフェにもろう者が入って、各事業所にひとりずつはろうあ者がいるとなっています。必ず（ろう

職員が）いることが条件みたいになっているかもしれないですけどね。いたほうがいいということです。 

・伝え聞いた話になるのですが、開所当時はろう職員も少なかったと聞いています。それともう一つ

は、ろう重複の仲間の支援とろう職員が働きやすい環境を整備することは同じではないかと思ってい

ます。障害者雇用について、先日問題が起きましたが、聴覚障害がある職員が働けるために、どのよ

うな職場環境が必要か、法人としても多方面に事業展開し、ろう児からろう重複、ろう高齢者の支援を

しているのに、聴者だけの職員ではやはり難しいと思います。なので、「D」の場合は職員の半数は聞

こえない職員が働いています。法人としてはアピールポイントでもあると思っています。ろう職員が働

きやすい職場であり、手話を覚えたい、ろう者と関わりたい健聴の職員を集められる効果になると思っ

ています。（中略）以前は、職員採用試験の際にはろう者には厳しかったと思います。それは、2 次試

験に小論文があったからです。（中略）でもやっぱり、ろうの職員を増やしたいというのがあって、そこ

を省いたんです。全部手話で面談をしましょうってことで。手話でキチンとコミュニケーションできるの

であれば、それを生かした仕事・働き方があるんじゃないか？ということで正職員の採用条件からは

省いた。ただ、ろうを積極的に募集っていうのは文章には特に載せてはないです。（中略）今年度も採

用募集で沢山の応募がありましたが、健聴者の募集が多いです。ただし、健聴者、ろう者どちらを優

先すると言う考え方はなくて、人の個性を見ます。面接の際には管理職全員で行いますが、現在ろう

者と健聴者の管理職の割合は同じですので、ろう者の意見と健聴者の意見どちらも参考にして採用し

ます。 

【職員の要件】 

・職員採用のときに手話ができる、できないは関係ないと私は思います。だから、その個人差はありま

すが、逆に「入門受けました」、「基礎受けました」と来られても通じないこと一杯あるので。（中略）ろう

重複（者）の手話というよりは生活と自分の経験に基づいた言葉を身に付けています。だから、（なか

ま本人がいた）ろう学校の手話であったりとか、ここの仕事の手話だったりはわかります。（中略）自分

たちが使ってきた言葉を身に付けてるから、そういうのって毎日一緒にいれば自然と身に付くし、だか

ら手話ができるから「どうぞ」ではなく、ここで１か月くらい毎日会っていれば、彼らの出す言葉はそん

なに沢山はないのでだいたいは習得できると思います。ただ難しい人はいますけど、その辺はおいお

いフォローしながらやれると思うから、それよりはどちらかと言えば「支援したい」というか考える力とい

うか、そういう気持ちを持ってる人のほうが採用はしたいなと思います。 

・（中略）作業所としては、まず手話が出来るか出来ないかはいいと思います。ここに入ってから覚え

ている職員もいますので、１年位経てば、何とか触手話も出来るようになるし、ここの中でのコミュニケ

ーションが出来るかと思います。込み入った内容になると分からないこともあるけれど、少しずつ手話

を覚えてもらうということで、手話出来る出来ない関係なく、ろう・健聴関係なく、一つは自分で考えるこ

とが出来る人、それから、ある程度我慢が出来る人。職員がたくさんいると、色んな意見に押されて落

ち込んで辞めてしまうということもある。そして待つことができる人。そういう人ですかね。（聞き手／条

件とか、書かないんですか？ハローワークに募集の…。）募集の条件は、車の免許を持っている人、送

迎が出来る人。資格というのは、社会福祉士とか介護福祉士とか精神保健福祉士とか、持っていたら

いいけれども、なかなかそう人は入ってこない。ハローワークに出しても、なかなかそういう人は申込

み少ない。でも、今年は 5 人程、申し込みがあったんで嬉しかったんですけれども、福祉の勉強をして

いる人、経験もある人の方がいいと思いますね。でも、福祉の勉強をした人がいいと思っていたんで

すが、実際に福祉のことを知らない人を採用したことがあります。でも、その人は、色々な社会経験を

お持ちですごくよく頑張っています。一概に福祉を勉強した人でないとダメではないかなとも思いま

す。 

 

（3）ろう重複障害者支援の専門性 

①アセスメント 
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内容をカテゴリー化したところ、【他機関との連携によるアセスメントや情報収集】、【所内及び職

員での情報共有】、【情報収集の形及びアセスメント担当者の立場】【行動などの意味の捉え方】が

生成された。それぞれのカテゴリー名とその内容のいくつかの例を表 F-8、表 F-9 に示す。 

支援者がろう重複障害者のなかまを理解していこうとする時、様々な日常的活動の中で得られた

情報をもとにして、支援を行なっている。そのため、面接形態などで行うアセスメントだけではなく、

日常的な場面からなかまを理解し捉えようとする、インフォーマル的なアセスメントもあることが分か

っている。 

それらから、支援者がどのようにエピソードを捉え、どのように意見を出し合うなど解釈していった

のか、などの複合的な取り組みがされている方略を見出していくのかもしれない。 

一般的に、支援計画を立てるためのアセスメントはサービス管理責任者が実施している。なかな

か難しい面があるため、現場の人に協力してもらっているという話が表 41-1 の中にあった。また、

支援の方針を立てる際には、色々な機関との連携が重視される。それもアセスメントの方略にもな

る。ろう重複障害者や盲ろう者と関わりをもつ相談支援事業所などにおいては、ろう重複障害者や

盲ろう者と初めて関わるという状況である。そのようなところに、ろう重複障害者作業所から繋がりを

持っていった結果、手話に関心を持って手話講習会に行った相談支援専門員もおられるという話

があった。ろう重複障害者や盲ろう者について理解を広めるために、あえて外部の複数の相談支

援事業所と関わるという連携を図っているという例である。ろう重複障害者が利用する事業所以外

の機関からの見立てや支援計画などにもとづき支援を検討するのも、ろう重複障害者支援におけ

るアセスメント方略の一つであるとも言えよう。 

本調査のインタビュー対象であった、ろう重複障害者を中心としている事業所や施設以外の障

害福祉サービス事業所では、利用者であるろう重複障害者のニーズを把握するために、基本的に

現場でろう重複障害者とかかわる機会の多い正規職員が対応している。全国的に見るとサービス

管理責任者がその役割を担うことが多いが、この場合、障害者就業・支援センターから得られる情

報や利用者の家族にアセスメント表を記入してもらい、そのアセスメント表から得られる情報になく、

分からないところは面談時に手話通訳者を介して情報を得る、という対応をしている。 

 

表 F-8 アセスメントについて(1) 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【他機関と

の連携によ

るアセスメン

トや情報収

集】 

・サービス管理責任者が個別支援計画をつくらなければないですね。Ｂ型の場合は。それで私が兼務で

やっています。実際には計画をつくるのは各現場の人に頼んで書いてもらって、手書きなのを打ち込ん

だりしていますが、なかなか時間がないです。本当はひとりひとり面談して計画を作らなければならない

んですが、なかなかそれが難しいので現場の人に協力してもらっています。（中略）今、相談支援事業所

と関わっているのはグループホームに入っている 5 人です。他は、非常に少ないんですね。実際に面談

に来られたときは、その相談員がろう者は初めて、手話が初めての方ばかりなので逆にいろいろ質問さ

れてしまうくらいですよね。「聞こえない方への知識がないです」とは言われます。今、5 つの支援事業所

と関わっているんですが、どこも手話って初めてだし、ろう重複というのも初めてだし、盲ろう者も初めて

だし、っていう感じなので「全くわかりません。」っていうような状況で来られます。逆に相談支援事業所

の方が手話に関心を持ってくれて、「初級の手話講習会に行きました」って言ってくれる相談員も二人い

るので、ここの事業所、ろう者の事業所があるから手話に関心を持ってくれる方が増えていくといいなっ

て思いましたね。だから、グループホームでひとつの相談事業所でいいんだけれども、わざと三つの相

談支援事業所と関わるようにしています。5 人ともひとつのところに計画を作ってもらうのが楽なんです。

でもまあ、聴覚障害者のことを知ってほしいという理由もあり、三つの相談支援事業所と関わりを作って

いるんですね。グループホームだけで言うと。他の利用者さんもいるのであと二つの支援（事業）所に関

わってもらっています。「知ってほしいな」で複数の支援事業所と関わっています。 

【情報収集

の形及びア

セスメント担

当者の立

場】 

・生活の背景に関しては、一番最初にこちらに情報として来るのが学校だったり、相談支援事業所だっ 

たり、 障害者就業・生活支援センターだったり、そういう機関からの情報がまず最初に入ってきて、入所 

が決まった段階で事業所の方でアセスメントっていう形で色々聞き取りをしたり、ご家族にアセスメント 

表に記入していただいたりですかね。そういう形でやっています。そこでもあまり聞き取れない部分って 

いうのがどうしても出てくるのでそこは面談時だったりとかですね、そういう時に手話通訳の方を介してと 

いう形になってる、情報の方は集めているという感じですかね。（聞き手／その情報を集めるにあたって 

職員さん誰でもできるという…どの方でも対応しているという形ですか。）一応正規職員が基本ですね。 

正規職員が対応すると。（聞き手／正規職員であれば手話できる・できない関係なく…。）やってもらう。 
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表 F-9 アセスメントについて(2) 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【所内及び

職員での情

報共有】 

・そうですね。スタッフ一人ひとりが対応してって、その中でこっちのほうがいいんじゃないかな？っという

のをみんなが毎日毎日考えてくれているので、それを月一の会議の時にも、普通にお昼ご飯を食べて

いる時にも常に常にしゃべり合う。それで「その方法いいね！」ってなったらすぐにでもやってみようとい

うふうになりますね。誰かひとりが考えるんじゃなくて、みんなも同じ方向を向いてやってるっていう形で

すかね。（中略）（聞き手／じゃあ、その紙を出すときに、前情報として言葉が書けるっていうのがあったわ

けで、書けることを知ってたわけですよね。知ってたから絵を描くか、字を書くか何かが出てくるだろうと思

ったわけですか？）そう。 

・ろう重複の専門の施設が必要だと思う要因は、なかまのコミュニケーションについての議論を徹底的に

行えることだと思っている。なかまが手話を表すが、この手話にはいろいろな意味があり、それを生活の

様子や今までの本人情報から紐解いていく作業をしていく。慣れないうちは時間がかかり途方もない労

力が必要になるが、経験を積むことで、自分が読み取った手話表現を仮定して結論付ける作業が短くな

っていく。これが、他の障害、例えば知的障害とろう重複者が一緒であると、知的障害では別の課題が

あり、ろう重複者のコミュニケーションに対しての議論の追求が後手に回るのではと思う。職員が逆にコ

ミュニケーション支援を追求できる環境が整えることがろう重複の専門施設の必要性だったり役割なの

かと思う。 

【行動など

の意味の捉

え方】 

・意味というか。常に「なぜ？」っていうところを持ちつつ、例えばね。「A さん」だとすれば。「ドンドン」する

態度とかを、何故打ち続けるのか？そのときの本人の表情も私は言葉とは言わないけど言葉に近いア

クションだと思っているから、そのときの表情、彼の場合は指文字。指文字も特徴的な指文字を使うとこ

ろも含めて、常に、今日の朝どうだった？今日の昼どうだった？今日の夜なにが起きたんだ？っていう

のは常に追求して、この意味は何だろうっていう想定はする。それが外れるときもあるし、当たるときも

あるし。自分がいないときの対応っていうのがみえないので、100％じゃないけども自分の中じゃあ、「D」

の現場に入っていたときの対応についてはある程度「これいったらこういう意味だよ」って言えるかなと

思って、そこはちょっとね、身に付いていろいろ変わったときにはいろいろ話は出来たかな？とは思って

いるんです。（中略） 

 

②個別対応 

内容をカテゴリー化したところ、【状況に応じた伝え方や手話表現の選択】、【行動で示したりなど

の工夫】、【通訳的な関わり】が生成された。それぞれのカテゴリー名とその内容のいくつかの例を

表 F-10 に示す。 

 

③集団の保障 

内容をカテゴリー化したところ、【聞こえる仲間の中でのろう重複障害者なかまへの関わり】、【聞

こえる集団の中での集団的個別対応】、【盲ろう者のなかまと周りとの関わり】、【自治会などでなか

まが役割をもつことの意味】が生成された。それぞれのカテゴリー名とその内容のいくつかの例を

表 F-11 に示す。 

盲ろう者のなかまに対する支援として、なかまが職員に代わって休憩時間時にお茶が出されると

ころに盲ろう者のなかまを連れてきて、お茶を出すという関わりを持っている例であった。食事での

サポートも職員からなかまにお願いすると、引き受けれくれる。なかまの一人が盲ろう者なかまのサ

ポートをすると、他のなかまにも「自分も（お手伝いを）やってもいいんだ」「僕も（お手伝いが）できる」

という気持ちが起きたりしている。手話ができない盲ろう者には筆談をするなど関わっているというこ

とであった。 
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表 F-10 個別対応について 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【状況に応

じた伝え方

や手話表現

の選択】 

・なかま同士だと、聴いてそのまま伝えるとまずいことがあるので、柔らかく伝える。（中略）例として、「嫌

いだ」っと言ったときに「ここ、おかしいと思ってるらしいよ」くらいに。「顔をみるのも嫌だ」とは言えないの

で。（中略）（なかま同士のトラブルの間に）入ってみて、（対応方法は）バラバラですね。見守るっていいか

な？っていう人もいるし、必要かな？っていう人もあると思いますね。その人のもってる知識とか情報の量

がバラバラなので、そこは考えています。（中略）なんか、食事の注意って分かる人もいますよね。「「野菜」

と「肉」と「ご飯」と三つを食べてください」って言う伝え方が必要な人もいるんですよね。お菓子（を）減らし

てくださいか、全部だめか、（という）注意だけでいい人もいるんです。「バランスよく」、で伝わる。「バランス

（が）あるように」で、分からない人もあ（い）るんで。（聞き手／手話表現を変えることってありますか。）手話

表現は変えますね。（中略）それこそ、お菓子（を）減らすとかね。食事、甘いもの（を）減らす（と）いう人も

いるし。お菓子（を）減らすっていう人もいるし、コーヒーの砂糖は省いて、とかいうときもある。甘いものを

減らすだけでも、お菓子（を）減らす。甘いもの（を）減らす、ケーキを減らすとかね。「１日に１回だけ」っと

いう言い方のときもある。 

【行動で示

したりなどの

工夫】 

・絵を描いてね。この（ボードに貼られてある）絵を見て分かる人もいれば、分からない人もいる。なんでそ

んなに沢山水を飲まなきゃいけないの？ていうことがそもそも分からない人とか。トイレに行きたくなるから

飲まないという人もいますよね。そうじゃなくて、車の油と一緒だよ、（と）言うと、それで納得する人もいま

すし、逆に余計に分かんない、難しい人もいるし。「飲んでね」っていうことでカップを大きいのに変えたりと

か、本当に実践ですね。「お茶飲んで休憩してね」って言っても休まないので、無理やり連れてきて飲んで

もらう。で、元気になって、「お茶飲んだから元気になったんだよね」と言って分かる人もいるし、「トイレに

行くことは大事なんだよ」っていう話もトイレに何回行ったかを聞いても分からない人がいるので、実際に

数えたり、ということもやってます、例えば。 

【通訳的な

関わり】 

・（なかまの）病院通いが増え（中略）職員が一緒に行けない状態になったので、まあどうしても、（中略）と

いうところは職員が一緒に行く。検査のときとか、検査結果を聞く時とかは職員が一緒に行って、ノートに

書いてご家族に伝えるとか（しています）。 

 

表 F-11 集団の保障について 

カテゴリー インタビュー内容の例 

【聞こえる仲

間の中での

ろう重複障

害者なかま

への関わ

り】 

・（聞こえる障害者の中にろう重複障害者がいる施設では）聞こえる仲間に向けた視覚支援、写真を使

ったり、身振りだったり、発語が苦手な聞こえる仲間が簡単な手話を覚えてすごく自信を持ってコミュニ

ケーションがとれるようになったりとか、手話に関心を持ってくれる聞こえる仲間が何人かいて「手話通

訳します！」ってすごいイキイキと全体集会の中ではすごく活躍してくれたりというところでは、手話を習

得できる力のある仲間は手話を頑張ってくれているし、発語が苦手な人も手話で自信（を）持ってくれて

いてメリットの面もあるし、逆に音楽だったり、わーっとしゃべる中身が分からないとなる状況なんかもま

だまだいっぱいあるし、ある良さと難しさと両方（がある）。 

・（聞こえる障害者の中にろう重複障害者がいる施設で）「ろうのなかまにとってどうか？」といわれるとい

つも私たちはドキッとするんですが、食堂でも、ご飯を食べるところ、みんなが来るところですよね。聞こ

える仲間同士（で）「わー」って勿論しゃべりますし、「なになに？」と聞いてくるなかまは、「今こんなこと言

ってるよ。あんなこと言ってるよ」って手話でさせてもらいますけど、まあそれを全部通訳出来るかと言っ

たらなかなか難しいので、あのー「なになに？」って言われたら「これよ」「あれよ」って言いますけど、そ

このしんどさはきっと、ろうのなかまは持っているんだろうなって思います。また本当に聞こえる人達って

やっぱり音楽とか表情とか動きとか、とにかくダイナミックなんかな？（中略）  

・最近の様子としては朝のミーティングの時とかは（ろう職員）さんに作っていただいたボードだとかとい 

うのを提示して細かい説明ができない職員でも割と今何してますよーって言うとかを表示できるような体 

制にはなってきたのかな、と言うふうに思っています。作業中とかも割と 4 名が別々の作業に入るという 

ことが多いのでその 4 名全員に同じ指示っていうのはちょっと難しいですが割と一人ひとりに対しての 

手話であったり、たたみであれば事業所のみで通じる手話というのを作ってもらったのでそれを使っ 

て今説明をしています。 

【聞こえる集

団の中での

集団的個別

対応】 

（聞き手／集団の中での本人への支援はどういう感じですか？朝の会、みんなで集まって朝の会すると

思うんですけど、そのときに連絡事項などあると思うんですけど、どう（ろう重複障害者）本人に伝わってい

ますか？）そうですね。毎日、筆談でいうか文章にして伝えているわけでは実際のところないです。作業

の前に重要なところだけっていうか、筆談で、なにがありますって。伝わっているかどうか？それで本人

に伝えて、親御さんに伝える。 

【自治会な

どでなかま

が役割をも

つことの意

味】 

・（中略）取り組みはいろいろあるんです。知的重度のなかまに対しては朝の会のときは絵カードで職員

と一緒に手話を出すとかで取り組みをやってたりすることもあるんですけれども、前にねえ、やっぱり、ろ

う学校のときに同級生の普通のろうの学生とろう重複のなかまが一緒に活動したりとか勉強したりとか

したこともあるけれど、そうでもない完ぺきに分かれてどちらかと言うと旅行でも一緒ではなかったりと

か、何かそう、こういうふうななかまもいる。そういうふうに自分は社会の役割というか参加というところを

今まで阻害されてきたなかまはここに来て初めてそういった役割を持つ。で、役割を持つことから自覚を

してもらって手話に獲得につなげていくんだと教えを受けたことはある。なのでやっぱり大事にしていき
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たいのはなかまの自主性、自治会活動だったりとか、そういったところでなかまが主人公でキチンと、ま

あ仕事もそうだし、ここでの生活もそうだしっていうことを進めてもらいたい。それが少しずつ本人が意識

し始めて、自分の言いたいことは何かと、身に付けていくっていうなかまもいて実際物凄く伸びた、手話

の獲得が伸びたなかまもいます。ただ、そうではなくて知的重度でどうしてもそういったところに参加がで

きないなかまもいるのは事実だったりするので、そこはやっぱり、そうだなあ、まず受けとめるところから

始めているよね。取りあえずは本人の行動からだよね。そう、そこに課題はあると思っている。 

【盲ろう者の

なかまと周り

との関わり】 

（聞き手／盲ろうのなかまに対する支援みたいなのはあります？）はい、休憩のときね。お茶ここで飲むん

ですよね。時間になったらここに連れてきてお茶を出してくれるんです。「頼りない職員だから、ああ助か

るわあ」って言って。（別の職員が「食事もやってくれるよね。」と応答あり）一応、職員も足りなくて、食事

は（職員が）いないわけですよね。二人にお願いして。（先ほどの別の職員の「だれか一人が盲ろう者の

お手伝いやってくれると、「やってもいいんだ」って。職員だけがやっていたけども、自分がやってもいい

んだという気持ちが起きたりとか。「あの人がやったんだったら僕もできる」みたいな。まだ手話ができな

い盲ろう者には、ホワイトボードで筆談してくれたりとか手伝ってくれます。」の話がある） 

・（最初）職員は気が付かなかったんです。盲ろうのなかまから言われたんです。名前を言って欲しいと

いうよりも、以前朝礼の時、名前を言わずに、今日の仕事について話しをしていたのですが、ある時昼

間に盲ろうのなかまと職員が話しをした時、「○○さんいるの？」って聞かれて。「知らんかった。もしいた

ら話ししたかったのに。」って。「誰がいるかいないか、分からん」って盲ろうのなかまから言われて。それ

で、朝の会の時に、必ず今日来ているなかまや職員の名前を全員伝えることにしたんです。 

  

(2)考えられること 

  本調査を通して、多くのろう重複障害者の利用者が中心となっている事業所・施設や、他の障

害者の利用が多い事業所・施設の中でろう重複障害者が一人もしくは数名という状況における、コ

ミュニケーション支援の難しさが浮かび上がってきた。 

表 F-9 の【所内及び職員での情報共有】、【行動などの意味の捉え方】から、支援者がろう重複

障害者と関わる時にどのように意味を捉えながらコミュニケーションをとっていき、些細なことでも職

員同士で共有を行い、意味をさらに探っていくスキルが支援者に求められることが窺えた。 
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3. 調査 G 
（1）結果（インタビュー内容） 

 ろう重複障害児童生徒が集団活動に参加するためにはどのような取り組みが求められるのか。ろ

う重複障害児への支援について、学部全体での取り組みを行っている特別支援学校の事例なら

びにろう重複障害児の積極的受け入れを行っているろう学校の事例を通して、コミュニケーション

の独自性のあるろう重複障害児をいかにして排除しない学級・学部・学校運営を行っていけるのか

について検討する。 

 

①ろう重複障害児の受け入れ態勢及び学外機関との連携 

（a）特別支援学校について 

(a-1)ろう重複障害児童生徒の学校の選択及び受け入れ態勢 

特別支援学校における、ろう重複障害児童生徒の学校の選択及び受け入れ態勢については、

インタビュー内容から以下のような例が抽出できた。 

 

表 G-1 特別支援学校におけるろう重複障害児童生徒の学校の選択及び受け入れ態勢 

・ろう学校は居住地から遠いため、親御さんが居住地にある特別支援学校を選択されたという背

景、ろう学校のカリキュラムが自分の子ども（ろう重複障害児）には難しいのでは、と親御さんが

判断された例 

 

・医療的ケアを心配して、特別支援学校を選んだという親御さんの例 

 

・就学前に地域の療育施設に通所しており、その時の同級生がいたため、自然な流れで特別支

援学校を選んだ例 

 

・療育施設通所の時から本人を見てきた教員が特別支援学校のコーディネーターをしていたこ

ともあって、特別支援学校側の受け入れ態勢としては問題はなかったという例 

 

・手話を必要とするろう重複障害児であるが、保護者が送迎できないことからろう学校に通学す

るのが困難であるため、スクールバスのある特別支援学校を利用することになり、その際、手話

のできる教師を担任にするとともに、ろう学校のサポートが受けられるよう態勢を整えた例 

 

 

 特別支援学校を選択した保護者の学校選択においては、知的障害特別支援学校等に比べてろ

う学校数は少ないが一般にスクールバス運行がないために、遠方への通学や保護者による送迎が

必要であることからろう学校を選択できない場合もある他、医療的ケアが必要な児童生徒の場合は、

看護師等の配置が行われている障害種の特別支援学校を選ぶ場合がある等、ろう重複障害児に

は複合的なニーズがあるといっても対応が可能な学校を選択せざるを得ない場合があることがうか

がえる。一方、就学前の通所や特別支援学校とのつながりから学校選択をする場合もあり、就学前

にどのような支援を利用しているのか等も学校選択の要因になることがわかる。また、通学支援が

ないためにろう学校ではなくスクールバス運行のある特別支援学校を選択する事例において、就

学時にろう重複障害児の支援ニーズを把握して手話のできる人員配置をしたり、ろう学校からの地

域支援を活用する等して、聴覚障害からくる子どもの支援ニーズに対応する体制を用意している

場合もあり、特別支援学校の取り得る支援体制の一例である。 

 

（a-2）ろう重複障害児童生徒への関わり 

特別支援学校におけるろう重複障害児童生徒への関わりについては、インタビュー内容から以

下のような例が抽出できた。 
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表 G-2 特別支援学校におけるろう重複障害児童生徒への関わりとろう学校による巡回相談 

・定期的なろう学校による巡回相談で、「聞こえ」を補助する機器の取り扱い方やコミュニケーショ

ン方法について助言を受け、実施している。その結果、例えば、ハイタッチなどをろう重複障害児

童自身からコミュニケーションを求める姿勢がも見られるようになってきた面もあったという。また、「発

声はろう重複障害児本人のコミュニケーション手段として入っていないので、あまりしなくてもいいの

では」という助言もあった。 
 

・ろう学校からの助言で、「ちゃんと目を合わせてから手話を使ったほうがいい、ろう重複障害児

本人に写真や絵を見せる時は注意を向けてから見せないと伝わらない」などの助言があった 

 

・ろう重複障害児が手話をマネするようになったきっかけは、ろう学校の巡回相談であった。 

 

 

上記の事例から、ろう学校による特別支援学校に対する地域支援が、ろう重複障害児への支援

のノウハウが十分でない特別支援学校において重要な役割を果たしていることがわかる。ろう学校

においては、補聴機器の管理、子どもが注視をしてから話し始めること、発声等の各コミュニケーシ

ョン手段の意義の理解等は、支援の前提となっているものであるが、その他の障害種の特別支援

学校においてはその基本的な知識や支援方法がろう重複障害児の支援にかかわる教職員に習得

されているわけではなく、何らかの形でこのような基本的な知識や支援方法の機会が必要となる。

したがって、小・中学校等の通常の学級に在籍する聴覚障害児への地域支援だけでなく、ろう重

複障害児の在籍する特別支援学校への地域支援についても、ろう学校の果たす役割は大きいと

いえる。 

 

表 G-3 特別支援学校におけるろう重複障害児童生徒を排除しない関わりの工夫 

・ろう重複障害児童生徒の在籍が複数名いたことから、クラスで手話を使う状況があり、さらに他

の学年の子どもたちが先生の手話を使っている場面をずっと見続けていたことから、「簡単な言

葉は手話で伝えてください」等の手話使用についての話し合いが教職員間であり、学年会など

でいくつかの単語を教えていくことはあった。そのうちに、自身から手話をやろうとしている子ども

たちがどんどん増えていく状況を教職員が見て、先生たちも挨拶の時には手話をつけたり、説

明する時は身振りで説明してみるようになってきた。その後、毎年担任が変わったり、新しい先

生が入ってきたりする度に、手話のことを必ず伝えているが、だんだん子どもたちの手話を見な

がら先生も覚えていくという感じであった、という手話が学級外に広がった例。 

 

・歌に手話をつけてやると、動きがあることで、普段は歌が難しい子（ろう重複以外の障害児）も

手は動かせるみたいな子どもがたくさんいたりして、みんなが参加できることが多くなり、「手話の

歌を入れたい」って言う先生が出て来て、一緒に手話を考えて曲に動きを付けたりみたいな感じ

になった、という例。 

 

 聞こえない・聞こえにくい、また調査 D に示されるように知的障害を伴う場合の多いろう重複障害

児にとって、一般的に使用される手話にかかわらずその子どもに合った視覚的支援を提供すること

は、学校での教育活動の前提となるものである。上記の事例からは、特別支援学校において手話

を必要とするろう重複障害児が在籍する場合に、彼らの必要とする視覚的支援を保障する工夫の

一例が垣間見える。両事例ともに、ろう重複障害児以外の児童生徒、またろう重複障害児を担当

する学級の教職員以外の教職員にも手話が広がった事例であるが、マイノリティであるろう重複障

害児にとって、手話が広がるには、少数のろう重複障害児のために手話が必要であるということだ

けでは手話が広がり難いことが示唆される。つまり、一つ目の事例では、ろう重複障害児が複数在

籍していたことが前提としてあるほか、一つ目の事例も二つ目の事例も、手話がろう重複障害児以
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外の子どもにとっても興味関心の対象になったり、コミュニケーションを促進する手段となることが認

識されたことによって、手話が広まりうるということである。 

 

（b）ろう（聴覚特別支援）学校について 

 ろう学校に対するインタビュー調査から、ろう学校における学校選択及び受け入れ体勢、ならび

にろう学校内におけるろう重複障害児童生徒へのかかわりについては、以下のような例が抽出でき

た。 

 

（b-1）ろう学校におけるろう重複障害児童生徒の学校の選択及び受け入れ態勢 

 

表 G-4 ろう学校におけるろう重複障害児童生徒の学校の選択及び受け入れ態勢 

・聞こえに障害がある子どもでろう学校への就学を希望している場合は受け入れている 

 

・保護者にはろう学校や他の特別支援学校を必ず見に行ってもらい、保護者がろう学校の良さ

や特別支援学校の良さをきちんと把握できるようにしている 

 

・ろう重複障害児童生徒の進路を見据えて、幼稚部段階の保護者対象の研修会を開き、障害

福祉サービス（就労継続支援 A 型、B 型など）や利用手続きなどについての勉強、特別支援学

校に進学したろう重複障害児の保護者やろう学校に進学したろう重複障害児の保護者を特別

ゲストに招いて話を聞く機会を設けたり等をしている 

 

 

 ろう学校では、知的障害等のその他の障害を併せ有する児童生徒の受け入れに積極的ではな

かった歴史があるが、今回インタビュー調査を行ったろう学校では、聞こえに障害があれば重複す

る障害の状況にかかわらず就学を受け入れるということであった。一方で、二つ目と三つ目の事例

は保護者の学校選択を支援する働きをもつ取り組みである。二つ目の事例では、就学時には、ろ

う学校だけ、特別支援学校だけの情報のみで学校選択の判断をするのではなく、双方を見学した

上で両者の長短を把握して学校選択を行うように保護者に助言しているものであり、三つ目の幼稚

部在籍の保護者に対する進路や卒業後を見据えた研修の事例では、このような先手の支援が保

護者の学校選択の一助になっているといえる事例である。 

 

（b-2）ろう学校におけるろう重複障害児童生徒への関わり 

 

表 G-5 ろう学校におけるろう重複障害児童生徒への関わり 

・ろう重複障害児本人の現在の発達段階を見極めて、それに適した教材の提供方法を考えるた

めに、実態把握をしている。たとえば、絵を描かせてみて、クロスが描けるのかとか丸が描けるの

かとか三角とか四角がちゃんと止められるのかなどをみていく。ぼちぼち文字に持っていけるか

なと思ったら、まずは数字を入れてみたりとか、または簡単なひらがな、一筆書きができるような

ひらがなから持っていくとかっていうのを、書く方面に関していえばそういうふうに見極めながら

やる。手首のスナップのきき方とか指先の動かし方なども育てていく必要があるため、指が分化

しているかどうかも見極める。そのため、歌とか手遊びなどで指を動かす活動を毎日入れて、小

指も親指も折れることを見極めてから、手を使って数を数えさせることをしている、という指導例。 

 

・聴力がある程度残っている子どもの場合、母音がしっかり届くような歌を選んで、毎日歌って聞

かせたり、振りを付けたりして、それを模倣させるようにしている。ある程度歌がしっかりと歌えるよ

うになった、母音がしっかり出てくるようになった場合は読みの方に入ってみるなどといった指導

を行っている例。 
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・友達に興味があるろう重複障害児の場合、友達の名前からクラスの子どもの名前から呼んだり

書けそうだったら書かせてみることによって、友達や自分の名前が書けてモチベーションが上が

っていく様子がみられたという話から、友達との関わりも教材として提供していると考えられる例。 

 

・ろう重複障害児独特の手話を読み取るところについては指導者としても弱さはあり、分からない

ところも多くあるが、分からない時は「もしかしてこれかな？」と今の場面とかっていうのをいろいろ

組み合わせて「こうかな？」って見立てを立てる、という工夫の例。 

 

・できないことに気づくと怒り始める（ランドセルを投げるなど）ろう重複障害児がいて、気づき始

めた時、脳がボワって広がる感じでバンバンバンって文字を覚えていくなど、急にボンっていう

爆発期があり、そういった時期を見逃さずに指導をしているという例。 

 

 

 G-4 において、このろう学校ではろう重複障害児の積極的受け入れの姿勢がうかがえたが、この

ような学校において、ろう重複障害児にどのような指導が行われているのだろうか。まず、際立つの

が、G1～G3 の特別支援学校において見られたようなろう重複障害児への指導と比較して、その実

態把握と指導の内容がより具体的であることである。実態把握についても、様々なコミュニケーショ

ン手段を活用していく必要があることの多いろう重複障害児の最適なコミュニケーション手段の見

極めをするために、たとえば書記という手段についても、その発達の系統性を知的理解や認知的

理解だけでなく、運動機能の側面も加味して実態把握を行っている。さらに、書記だけでなく、聴

力の特性を踏まえて、そのろう重複障害児に届く特徴をもつ音を選択して指導に生かしており、音

の学習をひいては読みの学習につなげていくことが語られている。一方で、ろう重複障害児が一般

的に使用される手話ではなく、独特な理解と表出に基づく手話を使用することは先行研究でも

度々指摘されているところであり、ろう重複障害児の指導において課題となることの一つである。こ

れについては、やはり対象校においても苦慮している様子がうかがえるが、挨拶の時には手話を

つけるとか簡単な手話をつけていきましょうといった特別支援学校での状況と比べれば、一歩先の

支援での苦慮である。つまり、特別支援学校では、ろう重複障害児のもつ知的理解にかかわらずま

ず手話を不完全でも「つけて」いきましょうという「教職員側」の表出における付加的な取り組みにな

る一方で、ろう学校ではろう重複障害児側の独特な表出に迫っていこうとするものであり、ろう重複

障害児側の知的理解の間口に沿った支援の模索である。 

 

 

(2)考えられること 

 調査 G においては、ろう重複障害児を学部全体で支援する体制をとってきている特別支援学校と、ど

のような障害が重複していても聞こえに障害のある児童生徒とあらば受け入れているろう学校の取り組

みを見ることができた。そのなかで、都道府県内に複数の配置のある特別支援学校に対して都道府県

内に１校ないし２校しかないか、３～４校を有する場合であっても基本的にはスクールバス運行がないろ

う学校には、地理的条件からろう学校への学校選択ができない場合も多い。そうしてみると、知的障害

特別支援学校等の特別支援学校への就学は当然の帰結であり、特別支援学校でのろう重複障害児へ

の支援の充実は学校段階にあるろう重複障害児の大きな教育課題であるといえる。その点について、

G1～３で見られるような、ろう重複障害児にとってのメリットだけでなく、その他のコミュニケーション等に

課題のある児童生徒に資するという観点から学部全体に手話を広げ、ろう重複障害児がわかる学習環

境の保障を行うことによりろう重複障害児を排除しない学部運営を行うことは、特別支援学校におけるろ

う重複障害児の支援のあり方の一形態を示すものであるといえる。また、聞こえに関する基本的知識や

ろう重複障害児特有のわかりかたに関する支援ノウハウなど、特別支援学校の教職員には習得する機

会のないものについて、ろう学校がその支援ノウハウを地域支援として提供する意義は大きい。 

一方で、ろう学校はろう重複障害児特有の実態の把握の仕方やその実態に応じた支援のノウハウの

蓄積と継承を絶やしていかないためにも、ろう重複障害児のろう学校への積極的受け入れならびに実

践の研究とその発信といった役割も期待されるところである。これについては、ろう学校を希望するろう
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重複障害児がろう学校を選択できるために、ろう学校に通える支援も検討されてよいだろう。一般に特

別支援学校にはスクールバス運行があるが、ろう学校にはなく、寄宿舎は整備されているところが多い

が、小学部の低学年では年齢的にも保護者の心情的にも寄宿舎を利用することを選択するのが難しい

場合も少なくなく、遠方への送迎が必要となる。保護者による送迎が困難な場合は、本来通学での利用

が想定されていない移動支援等の利用を組み合わせて送迎なしで通学をさせる事例もあるが、自治体

によっては、スクールバス運行のない障害種の特別支援学校やろう学校の通学生に特化した通学支援

制度の整備を試みているところもあるようである。今後は、このような谷間の支援も整備されることがろう

重複障害児のニーズに適した学校選択と教育の提供を支えていくことが期待される。 
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4. 調査 H 
（1）結果（作業場面における専門性の調査） 

①調査期間  

2018 年 11 月 12 日～16 日、12 月 6 日に計 19 時間ビデオ録画を行った。 

②エピソード 

（a）聴者の職員 
（a-1）伝わった場面 

以下が伝わった場面である。(図 H-1～H-4) 

 
【場面】利用者がタオルをたたんでいる。A さんがたたもうとして引っ張ったタオルが破れてしまう。 

A さん：[タオルを引っ張ったら破れてしまった。] 

D さん：[タオルを見る。] 

Y さん：[音でタオルが破けたことに気付く。] 

A さん：[Y さんを見る] 

Y さん：(破く/PT3(タオル)/もらう/下さい/PT3(タオル)//) 

A さん：[たたんだタオルを持って行こうとする(Y さんを見ながら)] 

Y さん：(違う/四角/PT3(タオル)//) 

A さん：[違うタオルを持つ] 

Y さん：[A さんの近くに行く。]  …① 

A さん：(破く/しまった/しまった//) 

    [破れたタオルを持つ] 

Y さん：(PT3(タオル)/捨てる/PT3(ゴミ箱)//) 

A さん：(捨てる) 

Y さん：[破れたタオルを持って行く] 
図 H-1 Y さんのかかわり                        11 月 16 日 

  

図 H-1 は Y さんと A さんの 1 対 1 のかかわりである。Y さんが手話やジェスチャーを交えながら

指示したり、Y さんが指さしたものと A さんが持ったタオルが違った時に①のように、A さんの近くに

行って指示したりしていた。手話や指さしで指示することで Y さんの指示が A さんに入ったのだと

考える。また、自分が作業の途中であっても指示が伝わったか、伝わっていないかを確認すること

はその場でフォローすることができるため、有効だと考える。 

 
【場面】まだ終わっていない人がいるのに A さんが片付けようとしている。 

Y さん：[A さんが片付けようとするのを見つける。] 

A さん：[Y さんを見る。] 

Y さん：「まだ、まだ。」(まだ/まだ//) 

[終わっていない人を指さす] 

A さん：[見る] 

Y さん：「OK かな？みんな。」(OK)  …② 

〔見渡す] 

「じゃあ集めてください。」(集める/集める//)  …③ 

A さん：[片付け始める] 
図 H-2 Y さんのかかわり                                                 11 ⽉ 16 ⽇ 
  

図 H-2 は、Y さんと利用者の 1 対多数のかかわりである。②の時、手で[OK]を作った状態のま

ま利用者全員に見えるように配慮していた場面が見られ、利用者も周りに洗濯物が落ちていない

か確認できる時間が取れていた。また、A さんもそれを見てうなずく様子もあったので伝わっている

のだと考えられる。③の時、いつもは周りを見て片付け始めていた A さんだったが、他の利用者と

同じタイミングで片付け始められていた。 
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【場面】玉ねぎの苗を植えている。 

C さん：[どこに植えようか苗を見ている。] 

Y さん：[C さんと目が合う]   …④ 

     「反対から回ってきちゃって。」(回ることが分かるような指さし) 

     「端から植えていいよ。」 

C さん：(回る指さし) 

     [Y さんが言ったことを確認する様子]  …⑤ 

     [Y さんに背を向ける] 

Y さん：「向こうから端ね。」 

C さん：[端を指さす] 

Y さん：[C さんが端に行ったのを確認] 

C さん：[Y さんを見る] 

Y さん：「うん、そこでいいよ。」(OK)  …⑥ 

C さん：[植え始める。] 

図 H-3 Y さんのかかわり                                               11 月 14 日 

 

図 H-3 は Y さんと C さんの 1 対 1 のかかわりである。C さんは普段補聴器で聴覚活用をしてい

る。作業の場所が外で、車通りも激しくない場所だったということもあり、ほとんどの指示が入ってい

た。Y さんが C さんに指示を出す時は、④のように C さんと目が合ってから指示を出していた。言

葉だけではなく、ジェスチャーを付けながら指示をすることでイメージもしやすくなり、⑤のように、指

示を C さん自身が確認しやすくなると考えた。⑥の時、少し距離が遠かったため、「そこでいい

よ。」という Y さんの言葉が聞こえていたのか聞こえていなかったのかは分からないが、Y さんが手

で[OK]を表していたので、C さんも指示通りに動くことができた、と確認できたと考える。 

 
【場面】たたんでいたものが終わったため、A さんが乾燥室から違うラックを持って来た。 

A さん：[ラックを運ぶ] 

E さん：「待って、待って」 

    [A さんの前に行き、ラックを止める] 

V さん：「何やってるの？△△はやらないんだよ。」  …⑦ 

D さん：「V さん、〇〇ですよね？」 

A さん：[ラックから離れる] 

E さん：[ラックを元に戻す] 

V さん：「〇〇だよ、△△はいい。」(手を横に振る) 

    「〇〇やらなきゃ。」 

     [A さんに近くに行く] 

    「これは木曜日。」(木曜/木曜//)  …⑧ 

A さん：(木曜) 

V さん：[〇〇のラックを指さし] 

    「これは今日」(PT3(ラック)/今日//) 
図 H-4 V さんのかかわり                                                  11 月 13 日 

 

 図 H-4 は V さんと A さんの 1 対 1 のかかわりである。A さんが乾燥室から違うラックを持ってきて

しまい、利用者の E さんに止められてしまった。A さんは、今まで衣類を少人数でたたむことが多

かったため、タオルや多くの利用者とたたむことに慣れていなかった。⑦で V さんが「△△はやらな

い」と言ったが、A さんはどれを何曜日にするのか分かっていなかったため、持って来るラックを間

違えてしまったのだと考えられる。次何をするのか、どれをたたむのか職員はその都度指示をする

必要があると考えた。しかし、⑧で V さんが A さんの近くに行き、手話で「これは木曜日」ということ

を伝えていたため、A さんは本来たたむべきものをたたみ始めることができた。 

 

① 伝わらなかった場面 

以下が伝わらなかった場面である。(図 H-5～H-8) 

 

 



 111 

 
【場面】△△が終わり、利用者がカゴを回収する 

T さん：「はい、じゃあ下に(たたむもの)落ちて無いかな？」  …⑨ 

A さん以外の利用者：「落ちて無い」 

T さん：「大丈夫？」 

A さん以外の利用者：「大丈夫」 

V さん：「そしたら回収」 

T さん：「回収」 

A さん：[他の利用者を見て、回収を始める。] 

V さん：「あ、グレーのカゴはグレーのカゴで集めて。白いのと重ねると抜けなくなっちゃうから。」  …⑩ 

    「グレーのカゴは名札を中に入れて回収してくださいね。」  …⑪ 

A さん：[近くに白いカゴしかなかったため、白だけを回収] 
図 H-5 V さん・T さんのかかわり                                            12 月 6 日 

 

 図 H-6 は V さんと T さんの 1 対 1 のかかわりである。⑨は T さんの言葉であるが、口頭だけの

指示かつマスクをしていたため A さんはその指示に気付くことができなかった。回収するときも他の

利用者が動き始めたのを確認してから片付け始める様子が見られた。⑩と⑪は片付け始めた後の

指示である。A さんの近くには白のカゴしかなかったため、白とグレーのカゴを重ねることはなかっ

たが、⑩、⑪の時の V さんの声の大きさは、利用者への指示を出す時と同じだったため、利用者

全員に向けた指示だと考えられる。口頭だけの指示だったため、A さんにはその指示が入ってい

ない。このことから、伝え方も工夫・改善が必要だが、指示を出す時のタイミングも考える必要があ

るとも考えた。 

 
【場面】たたんだものを他のものと混ざらないように V さんが指示する。 

V さん：[E さんと一緒に乾燥室からラックを持って来る。] 

E さん：「次、◎◎！◎◎！」 

V さん：「はい、じゃあ◎◎ね。□□と混ざらないようにこっちに持ってきてね」 

    [持ってきてほしい机を指さす]  …⑫ 

A さん以外の利用者：[V さんの方を見る]  …⑬ 

V さん：「違うところ持って行くと混ざっちゃうからね。」 

図 H-6 V さんのかかわり                                                 12 月 6 日 

 

 図 H-6 は V さんと利用者の 1 対多数のかかわりである。⑫はたたんだタオルをどこに持って行く

のか、という重要な指示であったのにもかかわらず、口頭だけの指示であった。聴者の利用者は

「こっちに」という言葉を聞いて⑬のように反応できるが、A さんには情報が入らない。その後 A さん

は、他の利用者の様子を見て、正しい場所にタオルを持って行くことができていた。重要な指示・

その場で考えた指示を伝えたいとき、どのように伝えるべきか改善が必要だと考えた。 

 
【場面】実習先から言われたことを面談で A さんに伝える。 

W さん：(よろしく) 

A さん：(よろしくお願いします。) 

W さん：「昨日会社に行ったでしょ」(昨日/会社/PT1/行く//) 

    [下を向いて紙を見る] 

    「そのときに…」 

    [紙を A さんに見せる。] 

A さん：[紙を見る。] 

W さん：[A さんが紙を見ているときから話し始める。]  …⑭ 

    「A さんの仕事、会社での約束事」(A さん/仕事/会社//)  …⑮ 

    「1 つ」(指で１) 

     [紙をなぞる] 

    「身だしなみ、整えましょう。」 

A さん：(髪/床屋/床屋/床屋/髪/床屋/床屋//) 

W さん：「昨日は？」(昨日) 

A さん：[頭を触る] 

    (床屋/ない/床屋/とこや(指文字)/行く/髪/切る/床屋//) 

W さん：「あー」 
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A さん：(切る) 

W さん：「切るの？」(切る) 

A さん：(切る) 

W さん：「ちょっとね、朝、頭、はねてたら 1 回ちょっと直してね」 

    (朝/髪/直す//) 

A さん：(床屋/とこや(指文字)//) 

W さん：「うん。」 

A さん：(PT1/休み/床屋/行く/髪/切る//) 

W さん：「いつ？」 

A さん：(とこや(指文字)) 

W さん：[ホワイトボードに書くようお願いする。] 

A さん：[「床屋」と書いて指文字で「とこや」と表す。] 

W さん：「うん。」 

    [ホワイトボードに「いつ？」と書いて見せる。] 

A さん：(分からない) 

W さん：「分からない」(分からない) 

    「今もちょっとはねてるよ」(PT2/髪//) 

A さん：(くし/家/ない/家/ない//) 

W さん：「え、ないの？」(ない) 

A さん：(くし/ない/PT1//) 

W さん：「ないの？」(ない) 

    「そしたら…」 

    [ホワイトボードに書く] 

   「水付けて…」 

A さん：(水/すくう/頭/ぽん/ぽん//) 

W さん：「そうそう」(そうそう) 

    「それだけでも直るから明日からやって。」(ぽん/ぽん/直る/明日//) 

A さん：(くしで髪をとかす) 

W さん：「本当はそれが…」(PT2) 

    [ホワイトボードに書く] 

    「こし、これがないでしょ？」(PT3(ホワイトボードの文字)/ない//) 

A さん：(家/ない/ない//) 

W さん：[ホワイトボードに書こうとするがやめる] 

    「1 本もないの？」(1/ない//) 

A さん：(母/父/借りる/もらう/使う/分かる//) 

W さん：「そうね…くし買おうかな」 

    [ホワイトボードに書こうとしながら言う] 

    [ホワイトボードに書く] 

A さん：(PT3(ホワイトボードの文字)/１/家/ある/母/父/借りる/もらう/いい//) 

W さん：「それでも大丈夫」(大丈夫) 

    「明日から寝ぐせちょっと直してね。」(明日/髪/直す//) 

A さん：(くしで髪をとかす) 

W さん：「OK？」(OK) 

A さん：(OK) 

図 H-7 W さんのかかわり                                               12 月 6 日 

 

図 H-7 は W さんと A さんの面談場面でのかかわりである。⑭では、W さんが A さんに紙を見

せ、A さんが紙を見ているのにもかかわらず、話し始めてしまった。また、結果的には話が通じた

が、途中会話を追っていくと、その場できちんと理解できていないことも多い。⑮では、W さんも手

話を使おうとはしているが、話の本質の部分の手話表出ができていないため、手話を見ただけで

は、A さんは話の内容をつかむことができていないと考えられる。A さんは両親もろう者のため、手

話が当たり前の環境で育った。文字や文章でやりとりをするよりも、手話の方が A さんには入ってき

やすい。しかし、W さんは簡単な手話しか表出できないし、A さんは W さんに通じていなくても手

話表出を止めない。途中でホワイトボードを使用し始めたが、会話を分析することで、2 人の間にコ

ミュニケーション方法が確立していないことが窺えた。その人その人に合ったコミュニケーション方

法でやりとりする必要があり、また、自分なりのコミュニケーション方法を確立すべきだと考えた。 

 

 



 113 

 
【場面】帰りのミーティング。T さんは日直の手伝いをしている。 

F さん：[進行表をめくる] 

T さん：「はい、今日頑張った人―？」 

A さん・B さん以外の利用者：「はーい！」 

A さん・B さん：[自分の荷物の整理をしていて問いかけに気付いていない]  

          …⑯ 

T さん：「報告はあるかな？F さん、聞いてきて。」 

F さん：(事務室に行く) 

A さん・B さん：[前を向く] 
図 H-8 T さんのかかわり                                                   12 月 6 日 

 

図 H-8 は T さんと利用者の 1 対多数の、帰りのミーティングでのかかわりである。T さんが利用

者に向かって、「今日頑張った人―？」と問いかけている。しかし、⑯にあるように他の利用者は前

を向いて日直の問いかけに答えている人が多い中、A さんと B さんは自分の準備をしていて、問

いかけがあったことに気付いていない。利用者がきちんと参加しているのか、参加できる状況にあ

るのか、というところを職員はもっと考える必要があると考えた。 

 

（a-2）ろう者の職員 

以下はろう者である Y さんのかかわりである。(図 H-9～H-11) 

 
【場面】A さんが実習先で手話・指文字表を配ったと実習先の人から聞いたため、確認している。 

Z さん：「実習先でのコミュニケーション方法何？」 

(実習/会社/PT3(会社)/コミュニケーション/方法/何//) 

A さん：(筆談) 

Z さん：「筆談やり取り？」(筆談/やりとり//) 

A さん：(筆談/やり取り//) 

Z さん：「あ、そうなんだ。」 

    「工場長から聞いたんだけど、手話・指文字表配ったの？」 

    (工場/女/PT3(女)/聞く/しかし/1 週間/前/手話/指文字/四角/配る//) 

A さん：(配る) 

Z さん：「いつ？」(いつ) 

A さん：(先週/先週/先週) 

Z さん：「いつ？」(先週/いつ//) 

A さん：(忘れる) 

Z さん：「金曜日？」(金曜日) 

A さん：(金曜日/くらい//) 

Z さん：「E 事業所に来た次の日？」(ここ/E 事業所(指文字)/来る/次/日//) 

A さん：(次/日) 

Z さん：「そうなんだ」(へえ) 

    「自分のお金でコピーしたの？」(自分/お金/コピー/PT2//) 

A さん：(自分/家/両親/家/コピー/家//) 

Z さん：「家にコピー機あるの？」(家/コピー/ある//) 

A さん：(家/コピー/ある/ある//) 

Y 

Z さん：「大きいやつ？」(大きい四角) 

A さん：(小さい立体箱) 

Z さん：「小さいやつ？」(小さい立体箱) 

A さん：(プリンタ(指文字)/プリンタ(指文字)/小さい立体箱//) 

Z さん：「パソコンから？」(パソコン) 

A さん：(パソコン) 

Z さん：(コピー) 

A さん：(コピー/四角//) 

Z さん：「前からずっと使っているやつ？」(前/PT2/使う/PT2//) 

A さん：(使う/前/同じ//) 

Z さん：「それを実習先のみんなに配ったんだ」(PT3(紙)/実習/みんな/配る//) 

A さん：(配る) 

Z さん：「そうなんだ」(へえ) 

    「どんな方法で配ったの？」(何/方法/配る//) 
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A さん：(手話/覚える/目的/配る/PT1/教える/手話//) 

Z さん：「いつ？昼休み？」(いつ/昼/休み//) 

A さん：(昼/休み/午前/休み//) 

Z さん：「一度に配るんではなくて、少しずつ少しずつ配った感じ？」 

    (1/配る/違う/配る/配る/配る/だんだん/配る/配る/配る/雰囲気//) 

A さん：(配る/配る/配る/だんだん/配る/同じ//) 

Z さん：(へえ) 

    「配るとき教えるの？」(配る/配る/配る/時/教える//) 

A さん：(教える/手話/おはよう/手話/教える//) 

Z さん：「教え方ってどんな感じ？」(教える/方法/何/雰囲気//) 

A さん：(書く/おはよう/必要/あいさつ/簡単/同じ//) 

Z さん：「そうなんだ」(へえ) 

    「みんなの反応はどうですか？」(みんな/反応/何/ですか//) 

A さん：(あいさつ/言われる/うれしい/ありがとう/言われる/同じ//) 

Z さん：「今日も？」(今日) 

A さん：(今/同じ//) 

Z さん：(今/同じ/手話/PT2/PT1/教える/手話/基本/あいさつ/ありがとう/表される/くれる/みんな//) 

A さん：(くれる/くれる/同じ//) 

Z さん：「そうなんだ」(へえ) 

    「誰？」(誰) 

A さん：(みんな/手話/教える/覚える/ほしい/同じ//) 

Z さん：「実際はみんなどんな感じ？」(本当/みんな/何/雰囲気/みんな//) 

A さん：(手話/難しい/言われる/みんな/手話/難しい//) 

Z さん：「そうだよね」(そうそう) 

A さん：(そうそう) 

Z さん：「まあ多分みんなにとって英語と同じだから難しいよね」 

(手話/多分/みんな/立場/英語/同じ/レベル/だから/難しい//) 

A さん：(そうそう) 

Z さん：「日本語とは別の言語だから難しいよね。」(日本語/別/手話/言葉//) 

A さん：(そうそう) 

Z さん：「そうなんだ」(へえ) 

    (配る/時/反応/何//) 

A さん：(ありがとう/言われる/PT1/あげる/真似される/ありがとう/言われる/同じ//) 

Z さん：(ありがとう/言われる/言われる/くれる//) 

A さん：(くれる/同じ//) 

Z さん：「覚えてくれたの？」(覚える/くれる//) 

A さん：(くれる/同じ//) 

Z さん：「これからも手話教えたいの？」(これから/教える/したい/PT2//) 

A さん：(教える/したい/同じ//) 

Z さん：「どんな流れで教えたいの？」(何/流れ/教える/したい/PT2//) 

A さん：(あいさつ/初めに/簡単/手話/教える/同じ//) 

Z さん：「なるほどね」(なるほど) 

「みんな忙しいから自然な感じで手話を表して、相手が覚えてくれるかどうかは相手に任せようか、大丈夫？」 

A さん：(大丈夫) 

(略) 

Z さん：(手話/伝える/時/突然/たくさん/あげる/ないない/だんだん/あげる/する//) 

A さん：(分かる) 

Z さん：(OK) 

A さん：(OK) 

Z さん：(PT2/突然/英語/たくさん/覚える/覚える/無理/同じ//)  …⑰ 

A さん：(無理) 

Z さん：(そうそう) 

    (1 週間/1 か月/1/単語/覚える/できる/良い/思う//) 

A さん：(かまわない) 

Z さん：(OK) 

A さん：(OK) 

Z さん：「分かった、ありがとう。」(分かる/ありがとう//) 

A さん：(ありがとう) 
図 H-9 Z さんのかかわり                                                   12 月 6 日 

 

 図 H-9 は Z さんと A さんの 1 対 1 のかかわりである。手話で会話しているため、「ズレ」はそこま

で感じられなかった。会話の内容も聴者が指摘するよりもろう者である Z さんが話す内容であると
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感じた。⑰のように、英語の例を出して、手話を一気に教えてもすぐには覚えてもらえないということ

を伝えることで A さんの中で聴者が手話をすぐ覚えることは難しい、ということがイメージしやすくな

ることが窺えた。Z さんと聴者の職員とのかかわりの違いとは、手話を使えることによって利用者の

考えや気持ちを引き出せることができることである。 

 

 
【場面】私物室に B さん 1 人だけだったので「他の人は？」と聞く場面 

Z さん：「よろしくお願いしますね」(よろしく) 

    「1 人？」(1 人) 

B さん：「1 人」 

Z さん：「えー、1 人なの？ちょっと待って」(えー/1 人//) 

    [ホワイトボード見に行き、戻ってくる] 

    「B さんの他には G さん…」(PT2/他/女/G さん(指文字)//) 

B さん：(無理) 

Z さん：「無理って何？」(無理/何//) 

B さん：(分からない) 

Z さん：「分からないって何？」(分からない/何//) 

B さん：(どっち/いい//) 

Z さん：「いや、そうじゃなくて…」(違う/違う//)  …⑱ 

    「一緒にやるの」(一緒/一緒/やる//) 

B さん：(分かる/思う//) 

Z さん：「G さん」(G さん(指文字)) 

    [G さんの指文字をゆっくり表す] 

B さん：[よそ見をする] 

Z さん：[B さんの肩を叩く] 

「見て」(見る)   …⑲ 

「G さん、分かるよね」(G さん(指文字)/分かる//) 

B さん：[うなずく] 

Z さん：「彼女と今日これやるの」(女/PT3(女)/今日/一緒/PT3(私物)/やる//) 

B さん：(OK) 

Z さん：(OK) 

B さん：(大丈夫/思う//) 

Z さん：「思うって何？」(思う/何//) 

B さん：(四角(ホワイトボード)/貼る/貼る/貼る/見る/大丈夫//) 

Z さん：「うん、OK」(OK) 

    「お願いします」(よろしく) 

図 H-10  Z さんのかかわり                                                11 月 12 日 

 

図 H-10 は Z さんと B さんの 1 対 1 のかかわりである。B さんは、手話は少し分かるが、B さんが

もっている語彙が少ないことや、話の内容を間違えて解釈してしまう、ということが見受けられる。⑱

のように、B さんと会話が通じていないことに会話の途中で気付くことができれば、思い違いが減る

のではないか。また、B さんがよそ見をしてしまい、手話を見ない、情報が入らなそうな時、B さんの

肩を叩いて、⑲のように注意を向けさせることも重要である。これらのことから Z さんと聴者の職員と

のかかわりの違いは、手話が分かることによって会話のズレにすぐ気付くことができること、会話の

途中で注意が向いていないということに気付いたらすぐ注意喚起し、会話の内容や情報が入るよう

支援することである。 

 
【場面】A さんが U さんを呼ぶときに時間がかかってしまい、A さんを注意する場面 

Z さん：[A さんを呼ぶ] 

    「職員の肩を叩くまでの時間かかってるんだよね。」 

(PT2/肩/叩く/まで/時間/かかかる//) 

    「かつ、自分が職員に声かけたいとき、叩かないの多いんだよね。」 

(プラス/PT2/声かけ/したい/時/叩く/ない/時/多い/PT2//) 

    「叩かない理由は？」(叩く/ない/理由//) 

A さん：(緊張/だから/叩く/無理/緊張/だから//) 

Z さん：「緊張するからだそうです。」[U さんに伝える] 

U さん：「さっきも肩叩くとき指先だったから分からない人もいると思う。」 
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Z さん：[U さんが言っていることを手話通訳する] 

(略) 

A さん：[肩を叩く練習をするが、叩く強さが分からない様子] 

    (強く/叩く/嫌/優しい/優しい/叩く//) 

Z さん：「もちろんパンパンはだめです。普通にトントン。」 

    (もちろん/強い/叩く/ダメ/普通/トントン//) 

    [A さんの肩を叩く] 

A さん：[肩の叩き方を練習する] 

Z さん：「自分が呼ばれているなって気付くレベルのポンポン必要。」 

    (自分/呼ばれる/気付く/くらい/レベル/肩を叩く/必要//) 

    「これもあいさつのルールだからね。」(PT3(肩を叩く)/あいさつ/常識//) …⑳ 

    (OK) 

A さん：(OK) 

A さん・Z さん・U さん：「ありがとうございました。」(ありがとう) 
図 H-11 Z さんのかかわり                                                  12 月 6 日 

 

 図 H-11 は Z さんと U さんと A さんのかかわりである。U さんが言っていることを Z さんが読み取

り、それを手話に直して A さんに伝えていた。人を呼ぶときに肩を叩くのはろう文化の一つである

が、デフファミリーの中で育ったのにもかかわらず、A さんは肩を叩いて人を呼ぶことに慣れていな

い。A さんが、「呼ぶ職員が聴者であるからびっくりさせてしまうかもしれない」と考えたのか、という

ことも考えられるが、ろう者である Z さんを呼ぶときも肩を叩く様子は見られない。何か職員に訴え

かけたいときや用事があるときは職員が気付くまで待っている、ということも多い。⑳のように、同じ

文化をもつ Z さんが A さんに説明することによって説得力がうまれ、納得もしやすいと考える。Z さ

んと聴者の職員との違いは、同じ文化をもっていることによって、会話のマナーや文化について伝

えることができることである。 

 

（2）結果（面接場面における専門性の調査） 

①調査期間  

2019 年 1 月〜3 月にかけての面接において、１回のみの面接内容を取り上げた。 

②内容 

Cl1 との関わりにおいての一つの例が一つ、Cl との関わりにおいての二つの例があった。 

 
【場面】Cl1 と Th の心理面接中。Cl1 は事業所内で、知的障害や精神障害を持つ利用者にいじめられていると思っており、辛

いが彼らに関わりたくないため、解決よりも仕事に集中したいという話。 

 

Th：(事業所/入った/時/周り/仲良く/したい/気持ち/あった/?//) 

Cl1：(少し/あった//)  

Th：(あった/(じゃあ)/仲良く/方法…) 

Cl1：[Th の話を遮る](謝る/仲良く/楽しく/話/する/気持ち/ある//) 

Th：(謝る/?//) 

Cl1：(うん/そう//) 

Th：(へえ/それ/ろう学校/時/?//)  

Cl1：(そう//) 

Th：(内容/分からない/けど/自分/から/謝る/?//) 

Cl1：(そう//)  …⑤ 

Th：(ここ(障害福祉サービス事業所 H)/どう/?//) 

Cl1：(謝る//) 

Th：(謝る/?//) 

Cl1：(謝る/仲良くする/気持ち/ある/大丈夫//) 

Th：(今/それ/難しい/苦しい/我慢/?//) 

Cl1：(我慢//) 

Th：(ずっと/?//)  

Cl1：(ずっと//)  …⑥ 

 

[略] 

 

Th：(ここ(障害福祉サービス事業所 H)/友達/いる/?//) 
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Cl1：(いる/職員/仲良く/できる//) 

Th：(職員/なるほど/他の…) 

Cl1：[Th の話を遮る](無理/知的や精神/性格/違う/難しい/難しい/難しい//) 

Th：(性格/違う/難しい/なるほど//)[大きく頷く](手話/できる/利用者/いる/思う//) 

Cl1：(いる/(人の名前)/聞こえない/ろう学校//) 

Th：(他/いる/思う//) 

Cl1：(Cl2/手話/少し//) 

Th：(仲良く/出来る/?//) 

Cl1：(少し/Cl2/手話/少し/コミュニケーション/難しい/話/通じない/時/ある//)   …⑦ 

Th：[大きく頷く](なるほど/手話/できる/できない/仲良く/できる/できない/区別/ある/?//)  

Cl1：(ある//)  …⑧ 

Th：(ある/?//) 

Th：(なるほど//)[大きく頷き、腕組みをする]  

 
図 H-12  

 

Cl1 と Th の 1 対 1 の心理面接である。最初、Cl1 からは、同じ事業所にいる他の知的障害や精

神障害を持つ利用者とは性格が違うから、仲良くできないし、したくないという反感を持っていると

いう話が出た。理由を尋ねると、彼らにいじめられていると思うとのことであるが、ろう学校時代にも

似たような経験をしている。解決方法として、無視されたりする原因が分からなくても、自分から謝

罪することで仲良くするという考えを持っている。今の障害福祉サービス事業所 H 内でも、仲良く

できるなら謝罪するという気持ちはあるが、上手くいかないため、⑥の答えを見ても今の状況のま

ま、解決せず現状維持するという気持ちが強いことが分かる。また、⑦や⑧のやり取りからも、Cl1 自

身、手話が出来る人とは仲良くできて、手話が出来ない人とは仲良くできないという考えを持って

いることが分かる。障害福祉サービス事業所 H 内のほとんどの利用者は手話が使えず、Cl1 自身、

人間関係の善し悪しを手話が出来る出来ないで判断してしまっており、現状のままでは歩み寄りは

難しいと思われる。 

 
【場面】心理面接開始。Cl2 が Th の待つ相談室に入室する。 

 

Th：[壁にかかったカレンダーを見ながら挨拶をする] 

Th：(おはよう/座って//) 

Cl2：「おはようございます」[会釈] 

Th：(好きな/席/どうぞ//) 

Cl2、Th：[好きな席に座る] 

Th：(髪/切った/?//) 

Cl2：(切った//)  …① 

Th：(綺麗/なった//) 

Cl2：[マスク外す]  …② 

Th：(雨/大丈夫/?//) 

Cl2 ：(大丈夫//) 

Th：(私/いつもは/運転/スムーズ/しかし/今日/雨/道/混む//) 

Cl2：「あー」[頷き] 

Th：(あなた/家から/駅まで/バス/?//) 

Cl2：(車//) 

図 H-13 

 

Cl2 と Th の 1 対 1 の心理面接である。入室した時、Th はカレンダーを見たり何らかの行動をし

ており、「あなたを待っている」という圧迫を与えない、柔らかい印象を視覚的に相手に与えている。

また、Cl2 は、普段は手話をほとんど使用せず、マスクを自ら外すこともほとんどない。相手が聞こえ

ない職員や利用者であっても同じである。相談室に入室した時も、最初はろうの臨床心理士である

Th に対して音声で発言している。しかし、①のように、手話を使い始め、話を進めるごとに②のよう

に自らマスクを外し始めた。人から指示されて動くことが多かった Cl2 が相手にとって一番よいコミュ

ニケーションを自ら考え、実施にうつすことができている。 
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【場面】Cl2 と Th の心理面接中。就職活動の話について。 

 

Th：[壁にかかっているカレンダーを指さし、Cl2 がカレンダーを見たのを確認する] 

(前回/面談/から/今日/まで/間/何か/あった/?//) 

Cl2：「あー」[同席している職員をチラチラと見る]（めんせつ/かい//）←手話 

Th：（面接/へえ/場所/どこ/?//） 

Cl2：((地域名)//)←手話 

(ハローワーク//)←指文字 

Th：(受けた/会社/何/?//) 

Cl2：（(場所名)/病院//）←手話 

Cl2：((場所名)//)←手話 

(銀行//)←指文字  …③ 

Th：(病院/と/銀行//)←手話と指文字 

Cl2：「うん」[頷く] 

Th：(仕事/内容/何/?//) 

Cl2：[考える](これから/見る//)←手話 

Th：(内容/見て/から/決める/?//) 

Cl2：「あー」[頷く] 

 

[略] 

 

Th：[人の立ち位置の説明に図を紙に書く] 

[銀行の面接の図] 

[病院の面接の図] 

 

Th：(行きたい/どっち/?//) 

Cl2：[考える]（銀行）←手話  …④ 

 

図 H-14 

 

Cl2 と Th の 1 対 1 の心理面接である。③の時、自分の就職活動の時に受けた会社を手話で説

明する時、「銀行」の手話が分からず、指文字で表現している。その後、Th が手話と指文字、両方

使って表現しているのを見て、話の最後の方では、④のように「銀行」を手話で表現し始めている。

その事から、Cl2 が、相手のコミュニケーション手段を見て理解するだけでなく、学ぶ意思や能力が

あることが分かる。また、その能力を引き出すために、Th は手話を模倣できるようにスピードを緩め

たりしていた。 

 

(3)考えられること 

  調査 H の(1)によるビデオ調査を通して、通じていない場面をよく見てみると、「指示をするとき

利用者の方を見ていない」、「1 対多数の指示の仕方が分からない」ということが分かった。比較的

ズレが生じていなかった Z さんや Y さんの指示の仕方やかかわり方を見ると、相手の様子を見て、

目が合った状態、指示が入りやすい状態のときに指示をしていることが多かった。会話や指さしを

付けても相手が見ていなければ指示や会話の内容は入らない。職員も忙しく、指示まで手が回ら

ないときもあると思うが、利用者に指示するとき、利用者とかかわるときは利用者の方を見て様子を

伺う必要があると考える。「1 対多数の指示の仕方が分からない」については、1 対 1 のときは手話

や指さしを付けて指示する様子が見られても、多くの聴者の中にろう者がいる、という場面では、声

だけの指示になってしまうことが多い。職員からの指示が入らないため、周りの見て今何をすべきな

のかを見ている様子を何度も見かけた。そのことから、職員同士で 1 対多数への指示の出し方を

共有し、統一することが重要であることが窺えた。 

調査 H の(1)や(2)を通して、多くのろう重複障害者の利用者が中心となっている事業所・施設で

はなく、他の障害者の利用が多い事業所・施設の中で、数名しかいないろう重複障害者に対する

支援やコミュニケーションの難しさ、そして孤独や疎外感という居場所作成の難しさがより浮かび上

がってきた。多くのろう重複障害者の利用者が中心となっている事業所・施設の場合、支援の基本

として手話が必要であり、職員も否応なしに手話を習得できる環境にいることが多い。しかし、知的
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障害や精神障害などを中心とする事業所・施設の場合、職員も聴覚障害に関する知識や情報等

がなく、数多くの仕事を担う中、数名しかいないろう重複利用者のために、手話等コミュニケーショ

ンスキルを身につけることは容易なものではない。仮に習得したとしても、1 名の職員対多数の利

用者となると、職員は多数の利用者に合わせて音声による指示等が主となってしまう。また、障害

が聴覚障害のみであれば、手話や読心術、筆談などによる支援やコミュニケーションが比較的可

能である。調査 H の(2)の心理面接による Cl2 に至っても、手話による支援のスキルを必要としてい

るわけではない。しかし、知的障害や精神障害など他の障害を重複する障害の場合、手話や読唇

術、筆談だけでは話が通じない可能性があり、試行錯誤しつつ他の支援方法を取り入れる必要が

ある。ろう者に対する支援をそのままろう重複障害者に当てはめるのは難しい。 

今回の心理面接でも、手話が出来るから、同じ聴覚障害を持つから的確な支援が出来るという

わけではない。臨床心理士という専門的な知識とスキルを使った上で、本人のコミュニケーションに

合わせ、必要な情報などを引き出していったのである。また、知的障害や精神障害など聴覚障害と

は別の障害者の利用が多い事業所・施設の場合、孤独や疎外感を感じる環境であり、結果的に職

員や利用者との輪に入ることが出来ず、自分の殻に籠ってしまう傾向がある。職員もそれが「普通」

と思い、放任してしまいがちである。よって、ろう重複障害者支援の専門性として、手話を身につけ

る、聴覚障害という特性を理解するだけでなく、職員のろう重複障害者支援の専門性を育成する必

要があることが窺えた。 

 

文献 
社団法人埼玉聴覚障害者福祉会・全国ろう重複障害者施設連絡協議会（2013）ろう重複障害の支

援に関する調査事業報告書－一人一人が輝く社会をめざして－． 

永石晃（2007）重複聴覚障害をかかえる児童・青年期の人々とその家族への支援－子どもと家族

への教育的・心理的支援の実践と展開. 日本評論社. 
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コラム 6 

ろう重複の親になって 

                    群馬県ろう重複児・者をもつ親の会 とまとの会 

会長  飯島恵子 

 

そろそろ 4 時半になります。 

駅近くのコンビニの駐車場に通所作業所の車が来ます。子供を乗せた車の中で

ふと思いました。「この送迎約 25 年やっているんだなあ」と。 

ろう学校幼稚部への付き添い 3 年、養護学校のスクールバス停までの送迎 9 年、

ろう学校高等部への送迎 3 年。そして通所作業所の送迎で現在に至るまで。 

この間にいろいろな事がありました。子供がろうであることプラス知的障害者であ

ること。 

 ちょうど 20 年前に群馬県ろう重複親の会「とまとの会」を作りました。この頃には四

方田さんという方が会長で、手話が上手で色々な事に詳しくとても頼りになる方でし

た。只今、会員は 7 家族いますが、四方田さんの遺志を受け継いで少しずつみんな

色々な活動を頑張っています。 

しかし小さな団体です。なかなか分かってもらえないこともあります。 

そこにこのような実態調査は私達も驚きました。ろう重複という言葉が印刷されて

そして聞き取り調査も各自訪問をしていただいて思いのたけを語らせていただきま

した。すごく画期的なことでした。人との出会いはその生き方を変えてくれます。群

馬大学の金澤先生には、私にとっても「とまとの会」にとっても多大な影響を与えてく

れました。 

 それぞれ親の介護や自分の病気だったり子供の通所など毎日慌ただしく過ごして

いますがこれからもいろいろな局面を迎えるかと思います。どうか私たちを導いて下

さい。 
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コラム 7 

物語を紡ぐ・・甲斐更紗研究員の「仮説」の取り組みは大切で 

                          社会福祉法人双葉会 双葉会診療所  

院長 片倉和彦 

 

 今から 35 年前に、設立 3 年目のろう重複者施設「京都いこいの村」に行った時の

こと。それまでに習い覚えた手話が通じないのにびっくりした。大学入学時にろうの

先輩がいたことから手話を学んで 5 年、地域の通訳活動もあり手話サークルの会長

にもなっていたのに、ぜんぜん通じないのである。 

 それでも、「このくらいの大きさはとっていいか？」ということを、ピーマンを一緒に

収穫した入所者に聞いた時には、ちゃんと通じて教えてくれた。うれしかった。 

  精神科医になってから、いこいの村に勉強に行って、職員日誌を見せていただ

いた。利用者との会話の記録がたくさん載っていて、それは繰り返しの言葉も多か

ったが。その人の物語を職員間で共有しようとしていた。 

  自殺企図に近い自傷を繰り返していたろうで中度知的障害のある人が、信州の

病院を退院して地元東京のろう重複者のかたつむり作業所に通うようになった。数

か月後、母から「自傷はない。けれども以前は親の言うことを黙って聞いていたのに

最近は口答えするようになった」と連絡があった。作業所からは「最近は、なかまから

のいろいろな指摘にもめげずに司会もするようになった」という連絡が来ていた。当

事者同士でつながって、言葉が生まれてきたのである。 

  刑事事件を起こしたろう重複者の裁判の時に感じた鑑定書への違和感。それは

「知的能力が〇〇、聴覚障害は〇〇、そして精神症状は・・」という鑑定では、ろう重

複者が抱える困難が見えてこないということ。生活史にも教育にも現在の情報遮断

にもろう重複がかかわっている。 

  2019 年 2 月の検討会の時に研究員の甲斐更紗さんが、「仮説」という概念で、ろ

う重複者の表現を推理したり確認したりする取り組みを説明していた。当事者と支援

者とで意味を掘り出し、物語を紡いでいく作業は、大事なことだと思った。 
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コラム 8 

ろう重複障害者への支援方法を求めて 

                                      社会福祉法人ゆずりは会 

理事長  関根 嘉明 

 

ゆずりは会の始まりの時から、ろう重複者の支援について課題があるところは認

識していました。 

カタコトの手話のできる職員と、身振り手振り、筆談等で対応するのが精一杯。そ

の課題と取り組む意思も方法もないのが、私たちの状況でした。 

しかし、障害者差別防止法、群馬県前橋市、高崎市等の手話言語条例が制定さ

れ、ゆずりは会の取り組みがその精神に反していることは明白でした。 

そこに手を差し伸べてくれたのが群馬大学の金澤教授達だったのです。 

二神助教がエールという、ろう重複者 3 名がいる施設に週 2 度来所してくれ、そ

の支援の充実に手を貸して下さったのですが、その話に耳を傾ければ傾けるほど

課題が広く、深く、存在していることを認識できました。 

丁度その頃に、この委員会に参加させて頂けるというお話があり、勉強しなけれ

ばという一心で参加し、皆さんからの知見を得て、職員達と課題の確認とその対応

策を考えた 1 年でした。 

報告書が出来上がったならば、それを参考に手話環境等の工程表を作りたいと

考えています。 

先進地の方々からは、なんでそんな対応しか取れないのかと飽きられています

が、今はその現実の状況から一歩ずつ進んで行くしかないと思っています。 

初歩的なことからとならざるを得ませんが、これからもこの委員会の人達のご教授

をいただくことが、最重要な事と考えておりますので、ご協力をよろしくお願いしま

す。 
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１．潜在的ニーズとサポート体制のギャップの実態 
 相談支援専門員にとって、ろう重複障害者との関わりは十分にありうることであり、そして長期的

な関わりを続ける可能性が十分にありうる対象であることがわかる。その一方で、手話習得経験が

ない者が 87.2%と圧倒的に多い。結果的に、筆談 27.5%が最も多い。このことから、専門支援者の手

話スキル不足により、十分なコミュニケーションが成立しにくい状況が発生していることが推測され

た。ろう重複障害者とのコミュニケーションにおいて、半数近い相談支援専門員が困り感を感じて

いるにもかかわらず、聴覚障害やコミュニケーション支援に関する研修等はほとんど開かれていな

い状況であった。こうした問題の改善が難しいのは、ろう重複者にとっては十分ではないコミュニケ

ーション環境が改善されないままであったとしても、相談支援専門員が関わる様々な対象者の中で

はレアケースの事例とみなされてしまうがゆえに、よりプライオリティが下がってしまうからなのでは

ないかと考えられる。 

 一方で、ろう重複障害者の家族から見れば、ろう重複障害者本人の主たるコミュニケーション手

段は 3 割近くが手話であること、その一方で、事業所や職場では口話を用いている割合が、家族

での使用割合に比して高い。それと対照的に、ろう重複障害に特化した施設側からの回答を見る

と、事業所においても手話を使用している割合が 3〜4 割にのぼると同時に、口話や筆談の割合が

相対的に少ない。このことが意味することは、事業所や職場に本人が得意とする手段で関わること

ができる者がいない結果として、十分に通じるかどうかはさておき、口話等の他の手段に頼らざるを

得なくなっていることが考えられる。それゆえに、より専門性の高い機関でのスキルが広がっていく

ことが求められるといえよう。 

 また、例えば「誰かに聞いた話やニュースなどについて，驚いたり感動したりしたことを◯◯に話

す」「明日何をする予定について◯◯に話す」といった、時間と場所が異なる話を他者に伝えるだ

けの高度な言語運用能力を有しているろう重複障害者も一定程度いることもうかがえた。それだけ

に、家族からの要望には、集団の確保の必要性や、重複固有の問題を理解してほしい、といったこ

とへの具体的かつ切実な思いが綴られていた。このような、本人のニーズにサポート側が対応しき

れていない現状を考えると、彼らの意思表示手段を受け止め、それに答えていける支援者が育成

されることがぜひとも必要であろう。 

 その高度な言語運用能力を身につけるために何が必要か。当然、重複障害の程度によるものの、

ろう重複障害者の中には、「アパートなどの貸借の契約更新」のような高度に抽象的な言語運用に

ついても運用可能な者もいた。こうした抽象概念は身振りや絵カードでは原理的に説明が困難な

ものであり、手話環境が整っているからこそ、言語運用が可能になる。このことは、ろう重複障害者

専門の施設職員へのアンケートを通して初めて浮き彫りになった。 

 同様の問題性は、調査Ｄにおける知的障害特別支援学校の実態からも見受けられた。すなわち、

ICT や PECS といった、知的障害児のためのコミュニケーション支援手段の応用可能性に注目する

言説の落とし穴である。ろう学校以外の学校では、ろう重複障害児の独特な理解と表出に合わせ

た手話によるコミュニケーションの保障が難しく、結果的に、彼らとのコミュニケーションの確実な成

立を図り、かつ潜在的なコミュニケーション能力を伸ばしていくことが難しい。そのために、ICT や

PECS を活用せざるを得ない状況が生まれていると同時に、ろう重複障害児の言語運用能力を十

分に引き上げていくことが難しい現実があるといえるのではなかろうか。 

 これらのことが意味することは何か。例えば特別支援学校教員や、相談支援専門員、あるいはろ

う重複障害者とのコミュニケーションスキルが十分ではない支援者側が、「身振りや絵カードで通じ

あわせている」といった言説を耳にすることがある。しかしこれには注意が必要だということではない

か。それは「通じあわせている」というよりは、その方法で通じる範囲のコミュニケーション状況にとど

まっているのであり、より高次な意思疎通支援の方法の確立に向かわせていない可能性がある、と

いうことではないだろうか。 
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２．進路選択にみる「谷間の問題」 

 ろう重複障害児者にみられる「谷間の問題」とは何か。一言で言えば、複数の選択肢がありなが

らも、どれも（どちらも）ベストではないということ、さらに言えば、より望ましい一方を選択するというよ

りは、明確に犠牲にしなければならない何かが生まれるということを意味するのではないだろうか。 

 この問題は、就学、就労、サービス利用において顕著に現れることとなる。このことは、調査Ｅにみ

られる親の迷い、調査Ｇにみられるろう学校と特別支援学校（知的障害）との比較、調査Ｆにみられ

るろう重複に特化した施設と知的障害者対象の施設との比較の中で浮き彫りにされてきたといえよ

う。 

 全国のろう学校において、長年にわたって採用されてきた「聴覚口話法」は、補聴技術と教育方

法の進歩もあり、一方では一定の成果を上げてきた。しかしその他方で、その方法が本質的に抱

えている困難さを有する子どもについては、成果があがりにくい側面も持ち合わせていた。その困

難さを抱える子どもとはすなわち、①保有聴力が最重度あるいはそれに非常に近い子ども、②両

親が聾者であり、手話環境で育つ子ども、そして、③他の障害を併せ持つ、いわゆるろう重複障害

児であったといえよう。 

 そのようなろう学校での指導法の影響を、（意図的、無意図的かはともかく、結果的に）「排除」と

いう形で受けてきたのがろう重複障害児の就学問題であり、そのような過去の手話否定の指導法を

ろう学校がどこまで向き合い、精算、払拭しているかによって、ろう重複障害児の就学も、その後の

学びの環境も大きく変わっていくこととなる。 

 そして就労移行については、そもそもろう重複障害者に特化した施設が少ないこともあり、多くの

場合は、知的障害者等、ろう重複障害者対応を専門としない施設に通わせる選択をせざるを得な

い。その中で、より「まし」な選択をする際に、例えば知的障害者施設だけれども聴覚にも障害のあ

る利用者がいるところに入るか、家から近いところを選ぶか、比較的理解のある施設を選ぶか、とい

った選択にならざるを得ない。 

 換言すれば、コミュニケーションのニーズへの対応と、その他の障害特性（移動介助や身辺介助、

作業内容の配慮など）との対応とを天秤にかけて、どちらも大事でどちらも選べない中での選択を

せざるを得ないのが、「谷間の問題」だと言えよう。 
	 
３．「居場所づくり」実現の困難さ 

 今回調査Ｇで取り上げたろう学校は、手話を全面的に導入していった中で、「聴覚に障害があれ

ば、他の障害があろうとなかろうと、うちの子ども」という意識のもとで様々な取り組みを行っていた。

それゆえに、教育課程編成も弾力的なものとなっており、授業内容に応じて様々な組み合わせを

行うことで、「ろう重複」なる存在を特別視することのない学校運営がなされていた。それはさしずめ、

通常学校における特別支援学級と協力学級の関わりを柔軟にすることで、「みんな同じ仲間」という

意識を子ども同士が持てるような、良質のインクルーシブ環境を実現させているケースとパラレルな

関係であるようにも思えた。つまり、みんなが手話で話す環境がろう学校内で実現され、かつ単一

障害学級と重複障害学級が弾力的な運用を採ることで、「誰が重複か？」を意識することなく、聴

覚障害児同士が「同じ仲間」という意識で学びを深めあえている状況であった。 

 逆に、知的障害特別支援学校において、ろう重複障害児のために手話環境を実現させようとす

ると、相当な困難さと、様々な好要因が重ならなければ難しい。たまたま手話ができ、ろう重複障害

児への対応にも長けていた教員が複数いること、学部全体の発言力、影響力が大きい教員が動く

こと、そして手話ができない教員や子どもたちにも使いやすい簡単な手話を、様々な機会をうまく

活用し、うまく教材に織り交ぜて導入していくということ、こうしたことが重ならなければなかなか難し

いという状況があった。 

 同様に、施設においても、ろう重複障害者のための施設であれば、彼らのニーズに最適化された

環境を用意することが実現できるが、そうではない場合に様々な課題を抱えることになる。調査 H

において対象となった施設は、知的障害者施設ではあるが、ろう重複障害のある利用者が３名おり、

さらに聴覚障害があり手話ができる支援者もいる。そのため、他の職員の中にも日常会話レベルの

手話を身に着けた者もおり、比較的ろう重複障害者にとって過ごしやすい環境が整えられつつある
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といえる。しかしながらビデオ分析を行ってみると、手話スキルの問題ではなく、目を合わせるなど、

「聞こえない人にわかるような話し方」が十分にはできていない状況も散見され、課題なしとはいえ

ない状況が見られた。 

 それゆえに、ろう重複障害者の家族は、自分たちの子どもに最適な環境のために、自ら立ち上が

って「居場所づくり」の実現を目指すことになる。そしてその動きが結実したものがろう重複障害者

の施設ということになる。ただし、この施設づくりの実現のためには、ろう重複障害者の家族だけで

は人数も少なく、より大きな世論を巻き込むべく、「応援」を求めることとなる。それがどの方向に向

かうかによって、できあがる「居場所」の形態も異なってくる。 

 「応援」の先は、大きく分けて２通りある。１つがろう学校の他の親や教員。もう１つがろう協や手話

通訳者、手話サークル会員などのろう者関連団体のコミュニティである。前者の場合、聴者文化の

干渉を受けたり、手話ニーズが育ちにくいという問題がなしとはいえない。一方、後者の場合、ろう

コミュニティの求めるニーズとのズレが生じる可能性がなしとはいえない。すなわち、ろう重複障害

者だけでなく、ろうの高齢者や仕事に就けないろう者のための居場所となり、ろう重複障害者にとっ

て必ずしも最適であるとはいえないものとなりかねない。 

 ろう重複障害者のための「居場所づくり」は、家族などの直接関係する者だけでは実現が困難で

ある。それゆえに、上手に、関係する物的・人的資源との折り合いを図っていかなければならない

側面を持ち合わせているといえよう。 
	 
４．支援者に求められるコミュニケーションスキル 

 今回の調査において、特に高いコミュニケーションスキルを発揮していた特別支援学校教員や

施設職員において共通して見られたものは何か。これを一言で言うならば、それぞれのろう重複障

害者の障害特性に対応した手話コミュニケーションスキルといえるのではないだろうか。 

 「手話コミュニケーションスキル」といっても、手話ができればよい、という話ではない。知的障害で

あれば発達が未分化であったり、肢体不自由であればマヒがあったり可動域の制限があったりして、

本来の手話の音韻規則から外れた手形、位置、動き、手の向きをする彼らの表出を受け止め、言

いたいことの意味を的確に把握すること。あるいは彼らの認知特性に配慮した目線、指差し、単語

の選定、提示の速度、表現空間（サインスペース）の大きさなどを、時に意図的に計算し、時に無

意識に選択し、彼らが受信しやすく表出していくことが見受けられた。 

 そのようなコミュニケーションの成立について、ベテランの施設職員からは、しばしば「手話ができ

ればよいわけではない」「関わる経験の中で見えてくる」といった語り方が見られた。たしかに、同じ

時間を共有し、背景となる文脈を共有することで、断片的に受け止めた内容をもとに言いたいこと

を類推することができるのであろうし、それもまた理解のために必要なことであろう。しかしながらそ

の一方で、ベテラン職員が無自覚、無意識の中で行っている「名人芸」を他の者にも利用可能なも

のとしていくためには、今後、ろう重複障害者の発達や障害特性を踏まえた表出の方法や受信の

ポイントを分析し、可視化、言語化し、共有化していく作業が求められるのではないだろうか。 
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コラム 9 

「ろう重複」の人たち 

全国ろう重複障害者施設連絡協議会 

会長 渡邊健二 

 

戦後、障害福祉制度は一定の発展は遂げてきたものの、「ろう重複」の人たちの

存在は、社会にあまり知られず、長い間、制度の谷間におかれていました。そのよう

な情勢の中で、私たち協議会の各施設は、ろう重複の仲間たちの生活を豊かにし

ていく取り組みを行ってきました。「ろう重複」は、きこえないがゆえに情報を得ること

の困難さ、重複する発達上の困難を抱え、家族、施設、医療や、相談で通じ合うこと

ができないために二次、三次的な障害が重なるといわれています。そのような人た

ちへの支援の課題の一つが、ことばづくりです。既存の知的障害者施設での共通

のことばをつくるための支援はハードルが高く、当事者にもことばを獲得するのに相

当な努力が求められます。またろう重複の 1 人のために筆談や手話で対応できる職

員を配置しても、通訳の役割を果たすだけでおわり、他の人たちと「関わる」には難

しく孤立化します。その結果、退所、閉じこもりになったろう重複の人もたくさんみて

きました。一方で、同じ「聴覚・ろう重複」人たちだけの集団を形成している施設の中

で過ごす場合、目を合わせることが必然的でコミュニケーション手段の共有につな

がり、自分だけでなく相手の気持ちに共感し、伝え合える経験を積み重ね、人との

関係性が盛んになっていく仲間もみてきました。やはり、コミュニケーションそのもの

が生きる力と意欲につながっていると実感しています。当協議会としては、ろう重複

の障害の特性、専門的支援の必要性について、厚生労働省と要望懇談の場を設

け、協議会独自の調査研究結果を担当課に提出し、政策に対する提言を行ってい

ます。今回の事業について、「ろう重複児・者」のコミュニケーション支援の在り方を

明らかにするべく調査を実施することになったことは個別だけでなく集団の支援の

必要性の理解がより広がっていくと期待しています。最後に様々な困難を抱え持つ

ろう重複の当事者が常に主体的で心の拠り所を求めていることを丁寧に受けとめ、

それぞれの作業・生活の支援を充実していくことが私たちの役目であると考えてい

ます。 
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コラム 10 

学校段階にある聾重複障害児はどこで学んでいるのか 

                                   群馬大学  木村 素子 

 

私は、学校段階にある聾重複障害の子どもたち（以下、聾重複児）のおかれた状

況を知るために、特別支援学校や卒業後に利用している通所・入所施設等を訪

れ、調査を行ってきました。本コラムでは、それらの調査からわかってきたことの一部

を紹介したいと思います。 

 

１．学校段階にある聾重複障害児はどこで学んでいるのか？ 

 実は、学校段階にある障害児に関する主要な国の統計（「特別支援教育資料」）

では、聾重複児がどのような学校に在籍しているのかを調査項目にしていません。

したがって、日本でどれくらいの聾重複児がおり、どのような学校に在籍し、卒業後

の進路はどのようであるのか、正確な数字はわかっていないのです。 

 2016 年度に宮崎県を対象にした調査では、特別支援学校に在籍する全障害児

の 3.15％が聾重複児であることがわかりました。武田・佐川（2006）による秋田県で

の調査でも、当時の盲・聾・養護学校の在籍児の 3％が聾重複児であることがわか

っています。ちなみに、地域の小・中学校に設置された特別支援学級は調査対象

になっていませんので（特別支援学校に在籍している児童生徒よりは少ないと思わ

れるものの）、特別支援学級にどのくらい聾重複児が在籍しているのか把握できて

いません。 

 また、特別支援学校には、視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱を

対象にした学校がありますが、聾重複児は聴覚に障害があるものの、聴覚障害を対

象にした学校（いわゆる聾学校）に多く在籍しているかといえば、そうではない場合

が多そうです。都道府県の状況によってどの障害種の学校に在籍が多いかは違い

があると思われますが、筆者による宮崎県での調査、先の秋田県の調査でも、最も

在籍が多いのは知的障害児を対象とした学校で、宮崎県では聾学校に在籍するの

は聾重複児の 16％で、70％が知的障害特別支援学校に在籍していました。 

 

２．知的障害特別支援学校に多く在籍することで生じる問題 

 2007 年から「特別支援教育」制度が始まり、重複障害のある子どもがどのような障

害種の特別支援学校を選択してもその子どものニーズにあった教育が提供できるこ

とが謳われました。しかし、筆者の調査では、知的障害特別支援学校に在籍する場

合、子どものコミュニケーション発達を促す学習環境が十分に提供できていない状
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況が見えてきました。たとえば、聾学校で行われているような定期的な聴力検査や

補聴機器の管理や装用支援が校内では行われていないところがほとんどでした。

聞こえに対するケアがなされていないということは、日常の学習活動でどのように聞

こえているのかを踏まえた支援が十分にできないということにもつながってきてしま

います。単一の聴覚障害児が使うような手話さえも学ぶ機会が設定されていない教

員たちにとっては、聞こえない・聞こえにくい子どもにとって必要な、一般的な手話、

サイン、絵カード等の視覚的支援さえも断片的にしか提供できていない状況であ

り、障害が重複している子どもに特有の彼らの独特な「わかりかた」に合わせた視覚

的表出（松﨑[2018]256）による支援等の専門性の高い支援は尚更難しい状況のよ

うです。このような状況が生じてしまうのは、現行の教員養成・人事・研修制度では、

聾重複児の支援についてはもちろん、聴覚障害についての一般的な知識さえも十

分にもたない教員が配置されてしまうこと、また聾重複児の支援に携わることがわか

った後でもこのような教員に公的な研修機会がないことが一つの要因です。 

 また、知的障害特別支援学校では、集団での学びを重視することから、学年や学

部での合同授業が、体育、音楽、作業学習等の授業で、多く設定されています。し

たがって、普段、聾重複の子どもに関わらない教員や児童生徒が活動を共にするこ

とが多くあります。 聞こえへの配慮や視覚的支援の提供といった聾重複児に必要

な支援が、聾重複児の普段在籍する学級でも十分ではないなか、他の学級の複数

の教員による合同授業において支援が行き届かないことは想像に難くありません。 

 さらに、特別支援教育制度施行後、知的障害特別支援学校では在籍者数が増加

しており、在籍者数が減少傾向にある聾学校に比べ、知的障害特別支援学校は人

数が多く言語的やりとりができる子どもも少なくないため、就学先の選択に向けて見

学に訪れた保護者にとっては一見にぎやかに感じるようです。しかし、宮崎県の調

査では、聾重複児は比較的障害の重い子どものために編制された「重複障害学

級」に在籍することが多く、知的障害の重いクラスメイトが、聞こえに配慮した言語的

やりとりを聾重複児とするのは容易いことではありません。すると、保護者の当初の

期待とは裏腹に、知的障害特別支援学校では知的面での発達を促す土台となる仲

間同士のコミュニケーション環境にも制約が生じやすいのです。一方、視覚優位の

子どもや聴覚障害はないが手話学習に積極的なタイプの子どもと同じ学級に編制

される場合では、学級内での仲間とのコミュニケーションの成立が期待できることも

あるようです。 

 

３．聾学校以外の特別支援学校に聾重複児が多く在籍する理由 

 宮崎県の調査から、聾学校以外の特別支援学校が選択される理由を検討する

と、聾重複児がそのニーズに適した学校選択を十分にできない状況にあることがう

かがえます。選択理由で最も多かったのは、知的障害から起因する課題を重視し
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て、知的障害特別支援学校を選択する場合でした。このうち約１／３が、高度～重

度難聴を併せ有する者や知的障害の程度が重く聴力の測定が不可な者で、音声

言語のみの学習では十分な発達が制限されてしまうと思われる子どもたちですが、

前述したように知的障害特別支援学校では、教員が常時、聾重複児の受信可能な

視覚的支援を提供できるとは限りません。しかし、聞き取り調査からうかがえることと

しては、保護者が就学時に、在籍児数の多さとコミュニケーション環境の質は別であ

ることや、聞こえない・聞こえにくい子どもの発達には視覚的支援の保障が重要であ

ることなどを、十分に情報提供を受けた上で学校選択ができていない場合もあると

いうことでした。 

 また、聾学校が地理的に遠く、スクールバス運行がないことから聾学校を断念する

ケース、聾学校を見学するも知的障害が軽度の聾重複児が多いために就学を躊躇

したケースもありました。さらに、学校選択には卒業後の福祉制度の整備状況も関

係するようです。一例ではありましたが、近隣には聾重複障害者対象の施設はな

く、聴覚障害のない知的障害者を主対象とする作業所等を将来は利用することを

考慮して、知的障害特別支援学校を選択したケースもありました。このように、障害

種に基づいて分化した特別支援学校制度のなかで、障害種別の学校をまたがるニ

ーズをもつ聾重複児は、そのニーズとは異なるところで学校選択をせざるをえない

状況がうかがえます。 

 

４．聾重複障害児がよりよく学べる環境の整備とは 

 これまで見てきたように、聾重複児は、視覚障害にその他の障害を併せ有する児

童生徒や重度重複障害児等と同様に、特別支援学校のなかでも「マイノリティ」であ

るために、いまだ十分な支援を受けられる制度が整っていない状況にあります。重

複障害児の支援の充実は、すでに 1975 年（昭和 50 年）に文部省からの諮問により

「重度・重複障害児に対する学校教育の在り方について（報告）」が出されています

が、本報告で指摘された盲・聾・養護学校での重複障害学級の設置と充実、重複

障害のある子どもに適した就学指導体制の整備、専門教員の養成・確保といった課

題は、残念ながら、今日も同様に指摘できるものです。 

 今後は、教育行政が管轄内の聾重複児の実数を組織的に把握し、児童生徒の在

籍学校に合わせた専門性のある教員の配置を行うこと、各学校で聾学校経験のあ

る教員等を聾重複児の在籍する学級や学年・学部に適切に配置し、聾重複児の

「わかりかた」に合った支援を提供できる学習環境を整えるとともに、聴覚と補聴機

器の管理を定期的に行う体制を整えること、組織的な研修機会を設けることなどが

求められます。 

また、今回は、知的障害特別支援学校に在籍する場合を中心に論じましたが、

聾学校の役割も重要です。第一に、地理的条件から聾学校選択ができない場合も
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あるものの、歴史的にも聾重複児の受け入れに積極的ではなかった聾学校が知的

障害やその他の障害を併せ有する児童生徒を積極的に受け入れること、その上で

知的障害を併せ有する児童生徒の教育課程や指導法の研究が進み、聾学校にお

ける聾重複児の教育課程、指導法、学級編制などの体系化がなされること、またそ

の知見が知的障害特別支援学校等、他の障害種の特別支援学校に生かされること

が望まれます。一方で、知的障害特別支援学校では知的障害のある児童生徒の教

育課程、指導法、施設設備のノウハウがあり、その蓄積が聾重複児の支援方法の

研究に役立つものといえます。筆者の調査でも、聾学校経験者や聾者教員が知的

障害特別支援学校の作業学習において、聾重複児がわかりやすい教育実践をし

ている場面を拝見することができました。このような障害種を超えた実践が広がって

いくことを期待しています。 

第二に、地理的条件等によって、聾学校以外の特別支援学校を選択せざるを得

ない聾重複児に対して、聾学校が地域支援の一環として支援を行っていくことが期

待されます。都道府県によっては、難聴学級や通級による指導といった、地域の

小・中学校に設置された聾教育の拠点を多くもつ場合もあり、このような都道府県で

は難聴学級や通級による指導も地域支援の担い手になることができるのではない

でしょうか。 

 

付記 本コラムの詳細は、木村(2019)を参照されたい。 
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コラム 11 

「発達障害」についての理解と支援に関する要望 

                                  大阪重複ろうあ者家族会 

会長  山本規行 

 

厚労省の研究課題「ろう重複障害者のコミュニケーションの質の向上の為の検討

委員会」に参加させて頂き色々と勉強させて頂きました。 

ろう重複障害者に限らず、コミュニケーションで困難をきたす障害に発達障害を

持つ者が挙げられると思います。 

H16 年に「発達障害者支援法」は制定され施行されていますが未だ未だその理

解の裾野が広がっていないのが現状であり、支援の方も進んでおらず、世間での理

解は非常に困難なものと日頃から感じております。「発達障害」はどのジャンルに入

るかと聞けば「精神障害」に入るとの事ですが大変な違和感を持って受け止めてい

ます。 

多くは何らかの知的障害を持っており、大多数が療育手帳を取得しているのが現

状です。 

精神障害は後天的な物、発達障害は先天的な脳機能障害と理解していますが、

如何でしょうか。似て非なるものではないでしょうか？ 

世間では「療育手帳」所持者は知的障害者、「精神福祉手帳」所持者は精神疾

患者と捉えられているのが一般的ではないでしょうか？ 

意思の疎通が図れない為、時には「強度行動障害」へと進んでいる方がおられま

す。 

時には警察の出動を要請し、挙句の果てには精神病院に入院すると言う事を繰

り返ししている方が身近におられます。両親とも疲弊しきっています。施設の職員も

発達障害支援センターの方に来ていただき手探りで支援方法を勉強されていたりし

ています。 

独立した障害として、確固たる位置づけを確立し、調査・研究・支援を押し進めて

頂きたいと強く願っております。 
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むすびにかえて 
 

本調査を通して、ろう重複障害者の集団という場によって、ろう重複障害者が主体性を持つ、取

り戻すことが必要であるということが分かっています。そのために集団の確保の方略にフォーカスし

ていくことが、支援者一人ひとりが持つコミュニケーション支援の質の向上につながるのでは、と考

えられます。 

今後の課題として、以下について更なる分析を進めていくことが求められます。 

 

・支援者の経験年数による、それぞれのコミュニケーション状況におけるコミュニケーション手段

の選択の様相 

・ろう者である支援者と聞こえる支援者による、それぞれのコミュニケーション状況におけるコミュ

ニケーション手段の選択の様相 

 

そして、ろう重複障害者の家族会などに所属していない、ろう重複障害者の家族会の存在を知

らない家族のろう重複障害当事者の実態を把握する方法を探っていきます。 

 

最後になりましたが、本事業を進めるにあたって、多くの方々からは多大な助言を賜りました。厚

く感謝を申し上げます。 

日頃より特に多忙な、全国におられる相談支援専門員の方々、ろう重複障害児者のご家族の皆

様、ろう重複障害児者の事業所・施設の皆様、都道府県教育委員会や政令指定市教育委員会に

感謝の意を表します。群馬県やろう重複障害者入所支援施設から資料やデータなどの提供があり

ました。厚く御礼を申し上げ、感謝する次第です。 

ろう重複障害児・者の実態が反映されていないという多くの声、お叱りなどを頂戴しました。大変

申し訳なく、憚れる思いがいたしますが、ろう重複障害児・者が主体性をもつ、取り戻すという社会

実現、そして、皆様の日頃の支援に活用いただけるような成果を上げられるよう今後も努力して参

る所存であります。 

今後ともご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

平成 31 年 3 月 31 日 

 

金澤貴之（群馬大学教育学部） 

木村素子（群馬大学教育学部） 

二神麗子（群馬大学教育学部） 

吉村京子（社会福祉法人ゆずりは会 

障害福祉サービス事業所エール） 

甲斐更紗（群馬大学教育学部） 
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■群馬県におけるろう重複障害者実態調査（群馬県健康福祉部障害政策課による調査）                                      
群馬県内で、ろう重複障害者実態調査にご協力いただいた事業所・施設は 20 施設である。下

記の通りまとめた。 

 

1. ろう重複障害者が利用している事業所・施設の種別（n=20） 

 本調査でご協力いただいた事業所・施設にて、ろう重複障害者が利用している事業所・施設の種

別については、図 群-1 の通りであった。入所支援施設の利用がもっとも多いことが分かった。 

 
図 群-1 ろう重複障害者が利用している事業所・施設の種別について 

 

2. 利用者であるろう重複障害者の障害の状況について（表 1） 

図群-1 での事業所・施設を利用しているろう重複障害者の障害の状況は表 群-1 の通りであっ

た。聴覚障害と知的障害を併せ持つろう重複障害者がもっとも多かった（15 名）。 

 

表 群-1 事業所・施設などを利用しているろう重複障害者の障害の状況について 

障害の状況 人数 

聴覚障害＋知的障害 15 名 

聴覚障害＋視覚障害＋知的障害 5 名 

聴覚障害＋肢体不自由＋知的障害 5 名 

聴覚障害＋知的障害＋精神障害 3 名 

聴覚障害＋視覚障害 2 名 

聴覚障害＋肢体不自由 2 名 

聴覚障害＋心臓機能障害＋四肢体幹機能障害＋腎機能障害 2 名 

聴覚障害＋精神障害 1 名 

聴覚障害＋視覚障害＋精神障害 1 名 

聴覚障害＋肢体不自由＋精神障害 1 名 

聴覚障害＋言語障害 1 名 

計 38 名 

 

3. 利用者であるろう重複障害者が取得している障害者手帳の種類（複数回答） 

  利用者であるろう重複障害者が取得している障害者手帳の種類は図群-2 の通りであった。身

体障害者手帳を所有している人がもっとも多かった。今回の調査協力の事業所・施設などには精

神保健福祉手帳を取得しているろう重複障害者は見当たらなかった。 

 
図 群-2 ろう重複障害者が取得している障害者手帳の種類について 
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４．利用者の補聴器等の利用状況 

  利用者であるろう重複障害者の補聴器等の利用状況については表 群-2 の通りであった。 

補聴器等を装用していないろう重複障害者がもっとも多かった。このことから、補聴器等の活用より、

別の手立てを必要としていることが考えられよう。 

 

表 群-2 ろう重複障害者の補聴の方法について 

補聴の方法 人数 

補聴器装用 13 名 

人工内耳装用 1 名 

過去に補聴器を装用していた 1 名 

補聴器等を装用していない 19 名 

 

5. 利用者との主なコミュニケーション手段（複数回答） 

  ろう重複障害者とのコミュニケーション手段は図 群-3 の通りであった。「発信・表出」では、サイ

ン・身振りが多く用いられていた。「受信・理解」においても同様であった。 

 
図 群-3 利用者であるろう重複障害者とのコミュニケーション手段について 

 

6. ろう重複障害者の事業所利用の頻度 

 本調査の対象となったろう重複障害者の事業所利用頻度の状況は表 群-3 の通りであった。ほ

ぼ毎日事業所を利用している状況がみられた。 
 

表 群-3 ろう重複障害者の事業所利用頻度について 

利用頻度 人数 

ほぼ毎日 ３０名 

週３〜4 日 ６名 

週１、2 日 １名 

２週間に一度 １名 

計 38 名 
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7. ろう重複障害者が就労するにあたり必要と思われる施策（自由記述） 

  ろう重複障害者が利用している事業所・施設から寄せられた、ろう重複障害者が就労するにあ

たって必要と思われる施策の内容は表 群-4 の通りであった。 

 

表 群-4 ろう重複障害者が就労するにあたり必要と思われる施策について 

カテゴリー 内容（原文ママ） 
 *個人が特定されるところは広義な表現および別のことばに置き換えている 

就労支援（7） ・手話のできるジョブコーチによる、長期的な支援（就労移行のための訓練～就労移行～職

場定着）の実現。聴覚障害に理解のある専門家が長期的に支援をすることが、最も効果

的。（滋賀県の「びわこみみの里」におけるジョブコーチ支援が参考になると思います） 

・職場見学、実習における手話通訳者の手配の助成。（聴覚障害者を受け入れる準備が整

っていないことを理由に実習を断られた前例がある。受け入れることに対する企業側のハー

ドルを少しでも下げる施策があればよいのかもしれません。） 

・ろう重複者に関わらず、就労先では、障害についてよく理解し、障害者の出来る仕事を見

極め、責任を持って、やり遂げられるような仕事を用意してもらう。その際、ろう者であれば、

手話や筆談など多少理解のある方が、近くにいてもらえれば、ありがたいと思う。障害者だ

からと、特別な配慮はせず、任せた仕事には、責任をもってもらう。 

・周囲の状況が分からず戸惑ってしまうことのない様、常に廻りが気配りし本人に必要なこと

を伝えられる様な配慮が必要だと思います。 

・知的障害を伴っていると手話を上手に使いこなすことも困難な人も多く、身振りに頼ること

も少なくないため、本人とのコミュニケーションが可能な職員をジョブコーチ等にするなどの

サポートは不可欠。 

・企業側の理解が促進されるもの。 

・ろうのみであれば、手話プラス読唇術でコミュニケーションは可能と思われるので、職場側

に手話のスキルがなくても、ある程度仕事を教えたりコミュニケーションを取る事は出来ると

思う。ただ知的障害を伴う場合、相手の手話が理解出来ない、言葉や文字が分からないと

いう場合があるので、写真や絵等を使ってマンツーマンで教えて行く必要がある。ある程度

の年齢になったら、職場を想定した訓練の実施が出来ると、本人も社会に出て戸惑う事が

少ないのではないか。 

環境整備（4） ・当施設を利用されている方は、知的重度で身振りでの意思疎通も限定的である。知的・ろ

うの重複障害の可能性を高めるためには、できる限り早い段階でのアプローチが有効と思

われる。 

・危険察知ができる環境であれば良いと思います。 

・ハード面での環境整備に対する助成。パトライトの設置、筆談具やタブレットなどのＩＴ機器

の購入に使用できるもの。 

・コミュニケーションが十分に取れるような設備や体制。 

コミュニケーション支援

（4） 

・遠隔手話通訳サービスの利用範囲の拡大の検討など。 

（ろう学校在籍中の支援） 

・自分の考えを音声に出すまでに時間がかかり且つ聞き取りづらいので、時間をかけて聞く

体制が必要と考える。 

・利用者は軽度の聴覚障害で、人の話はよく聞きとれ理解しているが自分からの発信はめ

ったにない。したがって本人に声を出す習慣づけを促しているが、定着が難しい。 

・聾学校時代には手話もやっているのだが、話ができる人には極力話すように支援していく

生徒時からの取り組みが必要だと思う。 

研修（2） ・聴覚障害者を雇用している企業に対する手話研修の開催（週 1 回×6～15 回の開催とす

るなど、短期に複数回の研修をしないと手話の定着は見込めません。）、および、聴覚障害

者の支援に関する講座（専門家による座学での講義。こちらは、年間 1～2 回の開催でも良

い） 

・「全国手話検定試験」等の手話に関する実技試験の受講料の助成。（兵庫県明石市が実

施しているようです） 

社会資源などの連携 ・手話のできるソーシャルワーカーなど、専門家の派遣。発達障害の傾向のある生徒が増

加していることを鑑みると、県内の社会資源とのつながりを在学中に構築することが重要に

なってくる。 
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8. ろう重複障害者のサービス利用にあたり必要と思うこと（自由記述） 

  ろう重複障害者がサービスを利用するにあたって必要と、ろう重複障害者が利用している事業

所や施設などが捉えている内容は表 群-5 の通りであった。  

 

表 群-5 ろう重複障害者のサービス利用において必要と思われることについて 

カテゴリー 内容（原文ママ） 
*個人が特定されるところは広義な表現および別のことばに置き換えている 

環境整備（2） ・環境整備 

・ろう重複障害者の知識と理解。それに伴う環境整備。 

手話習得に焦点をお

いた職員研修（2） 

・施設職員に対する手話研修の充実に向けた助成金または人員の派遣。週 1 回、1 時間程

度で、10 人程度を想定した手話講座を施設内で定期的に開催することが、現場の職員の

手話定着に有効。（現行の県の手話研修に関する助成については、年 3 回の制限があるこ

と、研修講師を施設側が選定・依頼することを鑑みると、「職員に手話を習得させる」ために

は適していない。例えば法人研修の際に、ゲスト講師を招いて手話並びにろう重複障害者

への支援に関する講演を開くといった使い方が適している。なお、ろう者をゲスト講師に呼

ぶ際の手話通訳の手配についても配慮していただけると、ろう者講師を呼びやすくなる） 

・職員で手話が出来る人がいない。日々の業務に追われ手話を学ぶ機会もないことから、

出張で手話を教えて頂けるとありがたい。 

手話ができる職員の配

置および職員の手話ス

キル（2） 

・ろう重複障害の方が獲得しているものにもよりますが、手話が使える職員は必要かと思わ

れます。 

・現在ご利用の方は聞こえの不自由さもさることながら、身体的な不自由さや理解の難しさ

の方が先行しているため、手話やマカトン等の手段を講じるところまでいっていない。が、そ

れらが必要となった時、生活の中での手段として手話を利用するには、職員が手話を理解

しなければならず、そこまでいっていないのが現状です。 

コミュニケーションツー

ル（2） 

・施設に特化したような絵カード等もあるのなら頂きたいと思います。 

・安全に利用できるよう職員や他の利用者とのコミュニケーションツールを増やし、お互いに

理解しあえる環境を整えること。 

支援スキルの向上（2） ・ご本人の訴えを正確に理解するための努力。 

・本人のニーズを十分に理解し、必要なサービスを的確に提供するためには、本人を熟知

した人（家族など）の協力が必要で、本人と合わせて家族との関係も良好にしたい。 

ろう重複障害者当事者

からの積極さ 

・当施設内で現在手話ができる人はいない。なので、昼休みにはみんなで手話を教わった

こともあった。その自信を持ってほしい。聞きたいことは聞き取れるまで何回でも繰り返し聞

いている。その中で、本人が「この人には通じないな」と思うと、筆談に切り替えてくる。そうい

った判断ができる力を持っているのだから、「待っていないで自分から取り組む姿勢」を意

識してほしいと思う。 

就労支援 

 

 

 

・知的障害があるわけではないが、日本語が不得手なために能力を発揮できず、また、パソ

コンスキルがなく、情報保障が無い為にパソコン教室にも通えない、といった、現在就労し

ている、あるいはしていたがドロップアウトしてしまった聴覚障害者へのジョブコーチ的な支

援についても、今後、検討していく必要がある。（この層に対する支援のほうが、就労移行・

職場定着者数は高いかもしれません） 

その他 ・当施設を利用されている方は、家族と●●旅行に行かれている等、ご本人なりに生活を楽

しまれている。反面、自身の思いを充分に伝えられず、他傷行為や破壊行為も見受けら

れ、伝えられないもどかしさを感じる。 
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■ろう重複障害者入所施設利用者への面接調査結果（D 施設からの情

報提供） 
１．調査概要 

 ろう重複障害者の入所支援施設 D に入所している利用者のうち 27 名の家族に対して、施設職

員の B が面談を行い、その結果を調査票にまとめた。この調査票を基に、本人が生育過程の中で

身につけた、あるいは施設入所後に獲得したコミュニケーションと生活の様子に関する項目につい

て抽出し表１にまとめ、コミュニケーションと生活の質の関連性について分析を行った。 

面接調査期間は平成 29 年 6 月から平成 30 年 3 月まで。 

面接対象者は施設入所者の家族。面接項目は以下の通り。 

１．氏名 

２．住所 

３．施設利用開始日 

４．家族構成 

５．障害状況 

６．福祉サービスの利用状況（成年後見制度等の利用の有無など） 

７．経済状況 

８．既往歴 

９．現在の通院・服薬状況 

１０．ADL（日常生活動作）ほか 

１１．感染症 

１２．アレルギー 

１３．生育歴（幼少期・学校時代・卒業以降） 

１４．本人の性格・全体像・コミュニケーション 

１５．入所に至る経緯と入所時の様子 

１６．施設への希望等 

  

２．結果 

表１からわかることとして、聴覚障害の他の障害については、身体障害・視覚障害・知的障害・自

閉症・精神障害など多様であり、また、視覚障害と知的障害の重複などといった複数の障害を併せ

持つ人もいる。コミュニケーションの方法も多様で、手話、身振り、指文字などがあり、手話の中にも

「本」や「ごはん」などの簡単な手話単語や、施設内だけで通じる独自の手話など様々な手話があ

ることがわかる。 

幼少期〜学齢期の間に継続して聾学校に通い、周囲の人との意思疎通が成立した経験のある

者の中には、卒業後の知的障害者施設へ通所しても周囲とのコミュニケーションが取れず、ストレ

スを感じ、身体症状にあらわれるが、その後、D 施設へ入所しコミュニケーションの保障がされてい

る生活の中で、他の利用者や職員と積極的に関わり、場面に応じた対応もできるようになり生活が

安定したという例もある。生活や一方で、意思疎通の手段を獲得し、周囲とのコミュニケーションが

図れる者は自分自身の希望で D 施設に入所する傾向が見られ、入所後も安定した生活を送ること

ができている。 

また、入所後に「ありがとう」等の手話（言葉）を獲得したことにより、気持ちの整理をつけることが

でき、また涙を流すといった「悲しみ」の表現を表すことが見られるようになった者もいる。また、自

傷・破壊行為によって意思表現をしていた者は、D 施設での集団生活や他の利用者との関わりの

中で徐々に手話（言葉）を獲得し、行為の代わりに言葉で伝え、生活に落ち着きが見られ始めた例

もある。 

事例から、学齢期に手話等の他者との意思疎通が図れる言語習得ができている場合は、自分

自身の意思を他者に伝え、自分の希望通りの生活を送る事ができている。また、自分自身に必要

なコミュニケーション環境についても本人がわかっており、他者と意思疎通できない環境について
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は「拒否」という意思表示をし、現在の D 施設での生活につながっている。一方、D 施設入所後に

言葉を獲得していった例では、集団生活の中で様々な人との「言葉（手話）を用いた関わり」を日々

の生活で重ねる中で、自傷・破壊行為、泣く、パニックになるなどといった身体表現でしか意思表

示ができなかった者が、それに代わる手話を表現できるようになることで落ち着いた生活を送ること

ができ、また実家への帰省と施設での生活を区別でき、受け入れることができるようになった。 

これらのことから意思疎通手段の程度と生活の質には関わりがあり、また、成人後であってもコミ

ュニケーションが保障された集団生活の中で手話を獲得できる可能性があること、すでに意思疎通

の手段を獲得している者については、自身の気持ちやニーズを他者に伝えることができ、安定した

生活を送ることができる可能性があることが示唆される。 
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■調査 A から調査 D における自由記述回答の内容                  
皆様から頂いた大切な気持ち、ご意見を掲載しました。個人等が特定されるよう
な内容やことば削除したり広義な表現などに置き換えたりしています。 
調査票 A  
Q５：ろう重複障害者と関わった中でコミュニケーションについて困った内容 

記述内容（原文ママ） 

心理療法的関わりをしようにも、意思の疎通がうまくいかず、効果的なものにはならなかった。 

細かいニュアンスの伝達 

抽象的なことばを理解していただくこと。 

「聴＋知の重度の方」がどこまでわかっておられるかが不明。 

慣れていないため、時間がかかり、利用者に負担を与えてしまったと思う。 

本人の意思と家族の意思の相違 

記憶に頼っているので、勘違いで理解していることがある。 

一回では本人の意思を理解する事が難しい 

聴覚＋知的の方は、手話通訳者に同席してもらったが、手話自体が簡単な内容しかわからず、通訳者も困っていた。 

聴覚＋視覚の方は、触手話を用いる方であり、通訳できる人が少なく、面談の設定機会が限られていた（日程調整等） 

関わった経験はほとんどないので、対応する前から不安。 

関わりがないので、どう接すればよいかわからない。 

こちらの意図した質問に対して、返答が求めている事と違ったり、話題がずれてしまう。 

精神障害が伴う中で、幻聴があるが、言語での意思表出がないため、こちらが音での感情や現在の状況がつかみにくかった。 

本人からくる FAX の内容について、何を言いたいのか読み取ることができなかった。 

コミュニケーション手段ができないので、対応が難しい。 

いつもと同じように口話をしていても本人に都合の悪いことだとわからないふりをする。（本当にわからないのか、わかっているけど拒否

なのかがわからない） 

片耳のみわずかに聞こえるだけであり、目は全く見えないため、片耳のそばで大声で話して通じた。しかし、高次脳があり、独特の思い

込みが強く、「通じ合える」コミュニケーションではない。 

相手の意思とこちら側の意思にくい違いがないか確認が難しい 

知的障害を併せ持つため、複雑な内容の意思確認等に困難さを感じる。 

聴覚障害特有の理解など。文章など伝わりにくい。 

どの程度まで理解しているか。返事はあっても自己解釈をしている。 

ニュアンスが通じないため誤解されたことがある。 

利用者様が耳が聞こえないという事を忘れて、話してしまうことがあった。筆談に時間が必要だった。 

手話やサイン等を習得されていない→理解がすすまない。 

筆談可能→視覚障害進行し困難。障害が進行する事に対して計画的予測的な支援教育が難しい。 

聴覚＋視覚＋肢体の障害があったため、何一つスムーズにコミュニケーションがとれる媒体がなかった。 

ご本人独自の手話や身振りをされた時、それが何を表現されているのか分からない時のコミュニケーションが困りました。 

未就学で手話、筆談、口話などができない場合 

盲ろう（もしくは盲ろう＋精神）になられたばかりで、触手話に慣れていない方の場合 

以前は筆談でやりとりが可能だった方が、視力低下により見えづらくなり、筆談が成立しづらくなっている事。 

どんなことを伝えたいのかわからないことがあった 

筆談の際にコミュニケーションに時間を要する。 

発達障害と診断があるわけではないが、こだわり行動があり、「物を持ち帰る（他人の物）」が伝えてもおさまらない。やり取りの中でも本

人の回答が二転三転する。 

知的に障害がある方が手話も使われコミュニケーションをしているが、途中で会話内容が変更したりする事も多く手話の効果が出ない

こともある。 

伝えたいことが伝わらないもどかしさを利用者から感じる。何度も確認（こちらに自信がないため）することもあり、利用者が伝えることを

あきらめている様に感じる。 

支援者側からのお伝えしたいことは色々と考えて策がありますが、ご本人から絵カードや写真、身振り（これまでのもの）を除いて何かを

伝えてこられましたが、今までにない表現だったため、何を伝えてこられるのか探しだすまでに 10 分程かかり、その間ご本人は苛々し

ていました。 

元々は、先天性風疹症候群ろう＋発達障害の方で、手話でのコミュニケーションがとれたが、両目とも緑内障が進み、現在はほぼ見え

ない。手話が見えないため、本人の手の平に字を書いて伝わったり、伝わらなかったり。理由のわからない確認行動が突然怒りだす

等、親も昔と異なる変化に対応困難な状態。 

口話でやりとりしていたが、相手が何を言っているのかわからなかった。 

手話通訳士の手配がすぐに（タイムリーに）つかず、突発の相談などに対応が難しいことがあった。 

手話ができないので、毎回手話が出来る人がそばにいないとコミュニケーションが成り立たない。筆談をすることもある。電話ができな

いので、ショートメールでアポ取りをしている。 

手話通訳が必須。いても知的の方とのやり取りに難しさを感じる。伝わっているか、理解してもらえているかわからないし、聴覚＋知的

の方の支援には力を要する。 

精神病の症状と現実と区別が出きにくかった。 

コミュニケーション手段が全く思い浮かばない。コミュニケーション技術を全く身につけていない。 
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細かな感情や意思の理解が相互に微妙に違う場合がある。 

難聴、軽度知的障害、精神障害（○○○○症）の重複障害で、単身生活、セルフケアや道具（補聴器や FAX）の適切利用できず、直

接会わないと連絡も伝達も難しかったこと。わかってなくても、「わかりました」「はい」と返事をしてしまうので疎通しにくかった。 

対象者は児童で文字の獲得ができておらず、絵・写真・口話・身振りなどでコミュニケーションを取っている。また、保護者を介してのや

り取りである。 

ASD との重複と思われた。基本的なコミュニケーションの難しさを感じました。通訳の方も大変困っておられました。 

本人のサインが確立しておらず、保護者などに確認しながらコミュニケーションをとっていた。 

対象者が幼児だったため、コミュニケーションが難しかった。本人の思い等が読み取れなかった。 

幼児期の子供に対する接し方について 

学校に通っておらず、手話・筆談・口話はどれも学んでいない。知的障害の方との意思疎通は難しかった。 

「わかった」と告げられてもどの程度の理解なのか不明瞭で、結果くどい説明になって嫌がられてしまう。 

1 回しか会えなかったので・・・ご本人理解にまではいたらなかった。 

意思決定支援 

知的障害のために、言葉の意味や捉え方がどこまで伝えきれているか分かりづらく、うまく理解してもらえない時がある。 

あなたのことが心配です、と伝えても、手話通訳してもらっても、元気だから大丈夫と聞いてもらえない。理解できない様子でした。 

理解度がわかりにくい 

記入の途中で返事をされて、こちらの思いをすべて聞き取ってくれない事がある。 

難しい内容やニュアンスが伝わりにくい 

知的障害を併せもっている場合、「ことば」と「意味」があわなかったり、独自の解釈をしていたり等があり、通じあわないことがあった。 

筆談で言葉の意味がうまく伝わらない時がある。 

知的障害をともなう○○○症の支援で、本人の理解力が問題なのか、コミュニケーションの不足なのが、判断ができなかった。 

理解力が乏しいため、本人に分かりやすく伝える必要があり、身振りで伝えるが、表現が難しく細かい伝達が難しい。 

年代、性別、地域差によってのズレを修正する場合。ちてきの障害があるとさらに。 

単文の場合、筆談（おもちゃのボード）でやり取りできるが、他利用者の特性上、肌身離さず持ち歩くことが難しいので、基本はジェスチ

ャーや口語によるものだが、それが何の事を指しているか理解するまでにはある程度のかかわりが必要。 

筆談のため、コミュニケーションに時間を要する読唇で伝わりきれないため、相手を困らせることもあった。 

確認し合った後の再確認。理解につながっていたと思うものが、後日つながってなかったということがあった。 

知的・発達が伴うとコミュニケーションそのものが成り立たない。幼少の頃からの療育あるなしでその後の生活が大きく変わってしまう。 

言いたい事、したい事が理解できない時 

まだ関わったことがないのでわかりませんが、大変なんだろうと思います。 

しっかりこちらが言おうとしている所が伝わらないことがある 

経験の少なさから不安がある 

コミュニケーションが困難（伝わりにくい）な方への支援。知的障害を伴う方へのかかわり方。 

簡単な手話を使って話してくださるが、本人独特の手話であり、分かりづらい。知的障害、こだわりもあり、なかなかコミュニケーションが

成立しない（字はほとんど読めない） 

普段は補聴器を使用しているので比較的話が通じるが、補聴器の調子が悪くなると話がわからなくなってしまう。 

メールや FAX で文章を書く時の書き方に困った。 

相談・計画作成・モニタリング聞き取りは、家族と普段関わりのある作業所の職員を通し、本人の希望・意思を聞き取ることが多い。文章

を読んでもらい、うなずく等でコミュニケーションをとる。 

方言、相手方の癖があり、ニュアンスがくみとりにくく困ることが多い。 

視覚障害と聴覚障害のある方については、高い技術があり、信頼関係の築けている方の通訳が必要。 

専門用語をいかにして本人へ伝えるのか 

母親が説明してくれないと会話は不成立 

感情の起伏の激しい方でした。（言葉に近い音は大きく出たので） 

意思疎通の難しさ 

意志・感情面 

意志決定支援 

ニュアンスが伝わりにくい。例えば、Yes・No と両極端ではなく、あいまいさや微妙な部分などが伝えづらいと思います。 

先天性の障害で知的もあり、言葉も出ないので、手話もできず、思いが把握しずらい。 

ご本人の本当の気持ち等が分からない。ごく簡単な事しか聞けない。選択をしてもらうしかない。 

デリケートな内容について（排泄等）、筆談で文字する時、相手の方に不快な思いをさせないように気配りをしている。ボードの場合は

確認次第すぐに消すようにしている。ペーパーの場合は、次の会話用に別の用紙を直ぐに準備できるようにしている。 

簡単な手話しかできないので、細かい話となるとコミュニケーションは難しい 

児童なので本人が伝えたいことが上手く伝わらない 

手話を利用しても主体と客体の理解がお互いに十分でないまま、会話が進行してしまう時がある。あとで間違い（勘違い）に気づく。 

ご本人の意思決定があいまいになってしまう。本当にこの判断で良いのか、支援者側は悩んでしまう。 

手話も独自のものになっていたり、年齢が上の方だと表現が違っていたりとかがあった。 

面談時の細かな話は手話では伝わりにくい。筆談だと時間がかかることがある。 

余暇やスケジュールの意思確認はカード等でできるが、筆談が難しい方の場合、こちらの提示するカード等にご本人の伝えたいものが

ないと成立しないのでは。ご本人の意思のくみ取りが十分にできていないのでは、と思うこと。 

独自の身振りを使う方だと、その身振りの意味等の情報がないとなかなか支援者側も本人の訴えを理解するのに時間がかかってしまっ

たりして、結果的にイライラさせてしまうことがある。 

筆談でも細かい事がお互いに理解し合えない時。ろうの方が手話で応じてほしいと希望している時。 

筆談に多くの時間を要すること 
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関わりが少ないため、支援員とともに面談を行っている。 

電話での連絡が出来なかった。FAX など提示したが補助受けられず断念した。 

コミュニケーションが円滑、意志が伝達できているのか不安になる。 

連絡手段、伝達に時間が必要。 

知的障害があり、親が幼少期から家庭内のみで面倒をみて、福祉機関との関わりは全くなく、手話等も取得してこなかった。高齢となっ

た親が突然亡くなり、初めて地域で表面化した。本人との意思疎通はとても難しかった。一時的に保護し、その後、離れた他県の入所

施設に入ることになった。 

児童でコミュニケーションが図りづらかった。理解できているかどうかがわかりづらかった。 

聴覚障害単一ではなく、知的を重複している為、コミュニケーションで困った。 

指示の伝わりにくさが聴こえの問題なのか、発達障害の特性からくるものなのか、判断しにくさがあった。 

本当にその子がわかっているのか、反応しているだけなのかとてもわかりづらかった。 

単一障害の方ですが、具体的、細かい話がこちらでもできない。本人も伝えたくても手段がわからず簡単な回答になってしまっている。

手話が互いに共有しづらい。 

細かなニーズが捉えにくい。筆談だと時間がかかる。 

私がマスクを外すことなく話していた時、それを「困った」と言ってもらえず、あとで申し訳なく思いました。 

知的障害との重複により「手話」を学べていないため、手話通訳の利用ができなかった。筆談もごく平易な単語のみ。家庭内でのみ簡

単な伝達がしあえる独自のコミュニケーション方法をとられており、家族以外と伝達しあうことが困難。 

簡単なやりとりであれば、わかることもあるが、感情の複雑な表現となるとわかりづらい。それが伝わらないことで器物破損や他害などに

つながっている。 

簡単な手話、筆談、身振り、表情を組み合わせ、大体の意思確認は読み取れるが、本当にそれが本人の思いか、コミュニケーションが

十分にできているとはいえない思いがつきまとう。 

高齢（現在○○才）の先天性ろうあの方ですが、学校に通っていなかったので、手話も文字も分からず、コミュニケーションが難しいで

す。カタカナが通じやすいのでそれで筆談していますが、理解されていないことも多いです。ほぼご自身独自の身振りでコミュニケーシ

ョンをはかるようにしていますが・・・ 

児童は補聴器に慣れることから。自閉症スペクトラムなど重複障害があると感覚過敏からつけにくさもある。 

細かな感情を汲み取ることが難しい 

筆談は単語のみのため、正しく伝わらない事が多い。手話と合わせる事で何とか伝えている。 

手話通訳を利用されていたので対応できたが、1 人では相談の趣旨を理解することはできなかった。 

作業中（利用者）など、充分時間がとれない時のコミュニケーション 

相手が幼い子どもさんの場合はコミュニケーションの手段が限定される 

筆談ではイントネーションまで分からないため、お互いの細かい感情が伝わらないこと 

知的障害もあり、理解力が乏しい方で、筆談しながらも、意図することが伝わらなかった 

こちらからの質問内容を正確に理解したか返答に対してより深く確認するため、筆談で行ったが、時間がかかり本人も疲れていた。手

話通訳者と要約筆記者に同席して頂き面談を行った。 

聴覚に加えて、おそらく発達障害があると思われる方だったので、本人の気持ちの確認が難しい 

聞き取りやすい声の高さや大きさで、コミュニケーションがとれるまで時間がかかった。ご本人が本当に理解しているのか、流れであい

づちをうっているのかわからない時がある。 

中途失聴の方で話ができたので、電話で一方的に話をされ、こちらの言うことは聞こえないので切ってしまう。「○日に行きます」等。 

○○症候群で、ご本人との意思疎通はできない。お母さんからお聞きする。挨拶で身体に触れるくらいである。 

当事者が視覚からの情報で状況判断し、通所の利用者同士で勘違いからトラブルになってしまう 

ボディーランゲージが多くなり、勢いスキンシップをとりがちになることがジレンマとなっている 

「はい」か「いいえ」の答えを求めがちになってしまう 

文脈や意図することがうまく伝わらず、誤解を招いて関係が途切れたり、苦情に至り、うまく関係構築できないことがある 

目線が合っていない時の注視して頂く際の対応 

電話でのやりとりが難しい。メールが中心のやりとりになる。 

初回面談では、筆談でないとお互いに話したいことが伝わらない、一方で、文字だけでの会話になるので、感情が伝わりづらい。 

本人の意思が正確によみとれない（視・聴・知） 

幼児期の為にあらゆる場面においてコミュニケーションをとることが難しい。補聴器をつけてようやく支援ができるようになった。 

知的障害（療育手帳○）との重複障害でやり取りが困難。一方的な思いを筆談で単語をぶつけるのみ。 

言葉と動作が合うような教育をうまく理解できていないのか、伝えたい意味が通らない事がある。 

こちらの伝えたいことが伝わった（本当にこちらが伝えたかった通りに）かどうかが不安だった。その方の感情までを受け取れていないと

感じていた。 

心身の不調の訴えを理解すること 

知的を併せ持つ方は手話や文字を覚えるのも困難。抽象的な表現が伝わりにくい。 

筆談で会話をよくしていて、手元に筆記用具がなかった時。 

精神障害のある方（知的との重複）とのやりとり。意志決定支援。 

本人の精神的状態にもよる 

口話での会話が通じて理解し合えていると思っていることが、後に全く理解していなかったが、その振り（本人の精一杯の誠意）をして

いたということがあった。 

その場で活用できる手段をフル活用してもうまく伝わらない、私も理解できない時（物や写真で表現が難しいことなど）。伝えたことが誤

解された時。 

本人との意思疎通がうまくできない時がある。 

聴覚障害以外の障害及び程度の把握が難しい 

手話を活用したくても、視覚、手話障害を重複するとできず、コミュニケーション手段がなかなかみつけずらい 
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単語での理解はできたが、感情の変化を上手くつかむことが難しいと感じた。 

細かい部分のニュアンスが伝わりにくく、本人さんのニーズまで届かない 

知的障害の方がどこまで理解されているか不明 

理解できていなくても笑顔でうなずくことがあるため、理解できているかどうか確認が必要。 

本人の捉え方が、どうとらえているかこちらが分かっていないと意味を取り違えたり、お互いに伝わらないことがある。 

幼児、小学校低学年の子供さんで、常に両親や学校の先生が間に入ってくれるが、本人がどうしたいのか直接聞いて把握することが

困難。 

内面的な困り感や相談事の本質について、ニュアンスの違い等により感じ取るのが難しい 

地域や年齢などで手話表現が違うこと。私自身が勉強不足であまり使わない方が良い手話（良くない意味を含む手話）を知らず、注意

して頂いたことがあり、他にもそのような手話があるのではと思う。 

こちらの意図が伝わっていないときがあった 

口話や筆談でお伝えし、理解されていると思ってましたが、実は分からなかったという事が多い。 

関わった機会は 1 回の面談以降無かったのですが、その方は口話が読める、手話があまり使えない方だったので、少し難しいと感じた

くらいでしたが。自分自身の手話のスキル不足やツールの活用が出来ていないことを痛感しました。※絵カードや写真は利用していな

いので、上記アンケートは「3」と回答しています。 

育児の相談にのった時に、筆記でコミュニケーションを行った。やりとりがこみいった内容になり、かなりの時間を要した。 

知的障害を伴う方は、具体的に伝えないと理解していただくことができないため、日常的に関わっている支援者を介してのコミュニケー

ションとなること。 

当事者が狭い社会で生活しているため、状況認識や自らの置かれた立場にズレを感じた（甘い） 

ご本人は支援者の口元を見て話しを理解するため、カゼ等でマスクをしている状態では対応できないので留意が必要 

伝えた内容が十分伝わっていない場合に、聞こえづらさにより伝わっていないのか、理解が難しいためか、判断が難しいと感じました。 

外国人のろうあ者が未知の物や場所の意思疎通 

病院や他の人が大勢いる中で急いで内容を伝えなくてはならない時、大きい声を出してしまった。プライバシーの観点でどうだったかと

課題に感じる。 

簡単な指示・説明等は伝えたり伝えてもらえるが、感情表出の理解は難しかった。 

細かな点まで確認するのが難しい 

聴覚障害に加え、知的障害を重複しているとお互いの思いが伝わらない事が多く、本人の困っている事等をくみとれない 

基本的に知的な障害をお持ちの方が対象となっている為、意志の確認等が不確実になってしまう。家族を含めた聞き取りを中心にし

ているが、家族の要望にならないように気を付けている。 

細かいニュアンスの部分をお伝えしたいけど、なかなか伝えることができなかった。何となく落ち着いた感じで、理解度については不明

のまま・・・ 

聴覚障害だけでなく、かん黙の症状もあったため、アセスメントができないことがあった。 

4 人とも子供さんだったのですが、「聴こえ」への支援の求め方に片寄りがあり、発達障害への理解の共通化がはかりにくい 

具体的な事柄について、質問を受け、パンフレット等を利用した覚えがある。 

盲ろうの方で、本人とは触手話でのやりとりを主に行うが、手話をほとんど習ったことがないので、通訳の方がいないとコミュニケーション

をとることが難しい。 

本人のして欲しい事が分かりづらい。施設で有線などの雑音があると本人も理解しづらいので止めている。 

うまくお互いが通じないこともある 

理解の程度を表情や保護者の説明が必要となる。 

伝えきれないことが多く、未理解同調され、「分かった」ようで分かっていないケースが見られる。メールでのやりとりが一方的で、文章の

作成が苦手なため、やり取りが不十分な時がある。 

離れた場所でのコミュニケーションが取れない。近くには行けない場所では、作業を止めてもらわないとコミュニケーションが取れない。 

善意を伝える場面で伝える、理解するという事ができず、悪い行動（暴力、危険行為）の制止が効かない事がある。 

職員の気を引くための行動が悪い事が多くなっており、本人にとって良い事が身に付き、ほめる機会を多くしたい。 

ご本人の意志決定が重要な場面や各種契約場面で、筆談で不十分と感じた時に手話通訳の方をお願いした。しかし、手話通訳の方

に本人の知的障害の特性や本人の生活感などの背景をふまえて伝えてもらうのに苦労した。 

精神的にも波があり、突然来所するため、手話のできる職員もいたが、できない職員で対応するために苦慮した。 

ニュアンスが伝わりにくい。本人の思い込みにより事実がわん曲される。筆談でも気持ち的なことなど伝わりにくい。 

事業所の方の言葉の背景を（言った言葉を通訳しただけでは伝わらないもの）どう伝えるか？ 

言葉でも文章でも伝わらず本人の気持ちがくみ取れない。こだわりが強いとより難しい。 

後天的障害のため、障害者本人が手話を習得していなかった。筆談による意思疎通が中心となり、コミュニケーションに時間がかかっ

た。 

手話等使えないので、やりとりに時間がかかる 

話しの内容をお互い思い込んで理解してしまっていた。分かったふり？をしてしまう。 

独自の手話、知的障害もあったため、本人の意思確認や伝えたいことが伝わらず関係を築くのが難しかった。 

知的障害もあり、首を振る動作ではい・いいえは分かるが、「はい」でもどこまで伝わったか、どのように伝わったかなど細かなやりとりが

難しい。 

精神障害の影響か集中力が続かないことが多く、筆談では集中力が持たず、最後の方が意志疎通が難しい。 

通訳者が不在時、サービス・手続きの説明がなかなか通じずより不安にさせてしまった。 

ご本人様が手話ができず、軽度の知的障害もあったため、筆談で本人が記入したことが理解できなかった 

知的障害のある方は手話がわからない方も多いので、絵カードや写真、独自のサインなど、ある程度こちらの準備や理解がないとコミ

ュニケーションが難しい 

対象者の障害種別・程度にもよりますが、全体として「伝わった！」「通じた！」という感覚が得にくい印象です。 
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手話通訳の利用は希望しないと本人が言われて（情報がもれると信じている）導入できなかった。書類の手続きは窓口の担当者が手

伝った。 

気持ち、思いの汲み取りが難しい 

視覚、聴覚の重複であったため、コミュニケーションが困難であり、付き添いの支持者を介さなければまったくコミュニケーションが取れ

なかった 

盲ろう者に対し、こちらの思っている意図がなかなか伝わらないとき。見えない世界で起きていること（誰かが物を動かした、使った等）と

現実（実際にはないこと）の差を伝えていくこと 

筆談で時間かかる。何回も質問を繰り返すと「もういいや」と本音を引き出せない恐れがある。 

幼児の知的障害に加えて、外国籍の方で、文化の理解や伝えあうことが難しいことや発達途中の段階で 1 つ 1 つのものごとや状況を

伝えあうことにも困難さを感じました 

独自の手話を使う人もいて、お互いに理解するまで時間がかかりました。ご本人（聴覚）から周りの人たちとコミュニケーションは大丈夫

と言っても通じていないことが多く、聞こえる人達に文章の書き方を伝えても最初は良いが、後々面倒になるのか伝えてもらえず、問題

になってしまうことがありました。 

目も見えず、耳も聴こえない方に施設内でお会いしましたが、言葉をかけてはみましたが、何も反応されず、少し背中や方に触れてみ

ました。聞き取りは全て職員の方にお願いしています。 

FAX やメールでのやりとりをした時、相手の文章がよくわからない時がある 

本人だけの面談は難しく、家族、●●者の支援が必要 

意思疎通できない。わかろうとするが、わからないところが・・・ 

盲ろう者に対してのコミュニケーション。相手の掌に指で文字を書いて伝えるが、思うように伝わらない。相手の意思もつかみにくい。 

本人も担当者も手話が出来なかったので、細やかな支援や意思、考えをきちんと（細かく）把握してあげることが出来なかった 

本人の興味の話題を一方的に伝えてくることが殆どで、こちらからの話は非常に伝わりにくい。今は高齢の母が間に入ることで、成り立

っている。それでも内容はごく限られる。 

本人の気持ちを推測することが難しい。いろいろ手段を使っても理解しているのかわからない。 

本人の意思が確実に聞きとれているか、確実に本人がこちらの話を理解できているか 

ご本人の伝えたいことが理解しずらい時 

電話でのやりとりができないため、FAX で筆談を使ってやりとりをしている。わかりやすい言葉で伝えるのは難しく、受け取り方も確認で

きないので、困ったことはある。 

日常的なことは生活の中で身についているが、知的障害との重複のため、経験からしか学べない所があり、コミュニケーションは困難 

緊急時の避難の声かけや放送 

本人の思いなどがくみとれなかったこと 

複雑な質問、考え等がなかなか聞けない 

概念が一致していない。助詞の使い方が独特。 

相手の方の要望を聞き取りにくい 

少し思い込みが強い方が情報の偏りを修正するのに時間を要する 

本人の意向や気持ちが上手くくみとれない 

利用者が手話ができてもこちらが理解できない 

面談予定について、電話使用できない 

ご本人の想いを全くキャッチできなかった。両親（主に母）がご本人の想いを代弁してくれるが、それが本当に本人の想いなのかは確

認できない。ご本人は 4 種類ほどの指サインしか示せず、両親もそれ以外は本人の様子をみて判断している状態。 

伝えようとされていることを正しく聴き取ることができず、何度も問い返す必要がでた時（相手の方が諦めようとされるため、筆談を提案

するが嫌がられたことがある） 

 

調査票 A  

Q９：ろう重複障害者支援について，日頃から思うことや感じることや課題と思うこと 
記述内容（原文ママ） 

ろう重複障害に対応できる支援機関がなく、支援について相談することもままならない。 

手話を文字化してくれるアプリがあるといい 

ご本人の生育や体験を知って支援が可能となろうが、それを知れる機会が少ない。 

手話をマスターしたいと思うが、覚えても使う機会が少ないため、忘れてしまったり、いざ使うと自信がなかったりする。 

支援者として手話通訳士に同行してもらいながらサポートしているが、限界がある。手話を覚える機会、時間が欲しい。 

聴覚＋知的、聴覚＋視覚の場合、コミュニケーションが非常に限定的になってしまう（手話が困難、筆談が困難等）。現在、進行性の難

病で、重度の聴覚と視覚の方が担当利用者にいる。今はかろうじて、静かな環境なら聞き取れるが、今後、聞こえが悪くなる可能性あ

り。コミュニケーション方法の確立が課題と感じている事例あり。 

手話通訳者の依頼をすることがあるが、日程調整が難しい 

ケース数が少ないので比較的支援はスムーズに出来ていたが、ケース数が増えると対応が難しいと思う。基本的には手話でのコミュニ

ケーションが主になるが、相談員がスキルを身につけないと利用者のニーズがかなえられない部分は課題と思います。 

手話通訳に頼ることが多く、緊急時などに困る。 

自分が関わっている当事者は、○才の時に頭を怪我して、目・耳・身体の不自由さが出た。ずっと母が付きっきりで支援をしていたが、

当事者が○○才になった時に死亡。母しか意思疎通ができず、会話のバトンタッチが出来るまでに半年もかかってしまった。 

筆談を通してのやりとりの時、伝わり易い部分はあるが、相手が発達障害の方の場合、その文字にとらわれてしまい、結果として筆談の

内容にとらわれる（しばられる）事があり、難しさを感じた。 

関わる機会や研修の機会を国や都道府県ももっと検討したほうが良い。 
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高齢になれば自然と理解度が低下していくが、どの程度今の段階でわかっているか不確かなため、何による低下なのか不明です。耳

が聞こえにくいことで、輪の中に入れてもらえないと思い込んでいるところがあります。必要なので筆記をしていますが、そういう支援の

1 つ 1 つに特別意識をうんでしまっています。 

ろうの方の支援で、必ずしも手話がわかる人ばかりではない事。筆談に時間がかかり、お互いに疲れてしまう事。会話がすぐに PC なり

タブレットに表示される用具の普及。 

重複する事により、本人のコミュニケーションの幅が一気に狭まる。それに対して他の支援者に伝えられる「スキル」としての確立ではな

く、限られた範囲（人）でのやりとりの方法になる事が多い。一部の人しかかかわらず、それでうまくいってしまうので周囲がかかわらず、

伝達されにくい。また、障害の進行により内容も異なる。その世界の中で生きていかねばならない重複障害の方の心の内を察すること

がつらい。発症時からの継続支援が必要。「養護学校でできた」は事業所や施設では通用しない。何故なら人員配置がケタ違いなの

で。 

介護保険も障害福祉サービスを利用する場合も、認定調査、ケース会議、サービス事業者との細かなやりとり全てにコミュニケーション

の壁がある。障害者差別解消法の 4 つのバリアにも、コミュニケーションの障壁は載っていない。日本がコミュニケーションというものを

軽視しているようにさえ思う。 

初回アセスメントの際は手話奉仕員の方に同席して頂いた事はありますが、半年毎のモニタリングの度に依頼してよいのか悩みます。

ろう重複の方に対応できる手話通訳の方が○○地域にいらっしゃるかもわからない状況です。 

ろう重複障害者の方とコミュニケーションがとれるようになりたいが、どんな方法がよいのか、どこで学ぶことができるのを調べることすら

していませんでした。手話以外にもコミュニケーションがとれるということがあれば勉強したいと思います。 

手話を身につけられるとよいと思うのですが、なかなか実際に勉強するまでのモチベーションが持てていません。 

最も身近で信頼関係のある保護者の主張で本人の意思が大きく左右されているように感じる。こだわりなども性格なのか特性なの

か・・・。毎回異なるやり取りの回答に困惑してしまいます。 

聴覚障害を持った方達のミュージカルを見たことがあります。音が聞こえない中で、タイミングやリズムに合わせて踊ることはとても難し

いと話を聞いたことがあります。ですが、共通して言っていたことは、「笑顔があれば失敗しても落ち込まない」と言っていました。笑顔は

大事だと改めて思いました。 

利用者の気持ちに寄り添えていない、どんなことを考えているか、思っているか、知りたいと思うが、本人が伝えることを面倒に思ってい

る（そうさせてしまっている）様に感じることもある。簡単な身振りや表情で分かり合えた時には大きな喜びを感じてしまう。お互い利用で

きるツールがあればいいと思う。 

生まれた時から聞こえない方は、日本語（文法）を獲得されていない人もおられると聞きました。聞こえないから「書けばよい」「書面で」

等、支援者の思い込みにより対応することがない様気をひきしめるとともにろう者への支援コミュニケーションについてとても奥深いと感

じています。 

コミュニケーションのために手話も時間があれば学びたいと思うのですが、なかなか時間がなくて残念に思うことが多いです。 

勉強は必要なことと思いつつ、日常業務が多く出来ていない状況です。 

現在聴覚障害のみの方と計画相談として関わっています。サービス利用を前提としており、会議も市の手話通訳の方に参加していた

だきながら進めています。聴覚障害単一としても、細かい部分は伝わり合っていないと感じています。特に重複となるとその方のコミュ

ニケーション力に合わせた支援、それに伴い、チームで共有し伝え合っていくことが必要だと感じています。重複障害故に、体験、経

験の機会が少ないようであれば、それは課題かと思います。 

その人に合ったコミュニケーション方法が確立でき、誰でも一定の支援を行うと良いと思う。 

同行援護の支給があるが、重複である事を事業所に伝えると対応不可（不穏に対応できない。コミュニケーションがとりづらい等）と言わ

れ、同行援護の指定がある事業所がそもそも少ないため、一向に外出支援が形にならない。 

そこまで重度な人と関わっていないので、今は大丈夫だが、もっと重度な人だとどこまでやりとりができるのか不安に思う。 

聴覚支援学校との交流会・勉強会等があれば参加したいと思う。 

自分は基幹相談支援事業所で虐待防止センターの担当職員として兼相談支援専門員として○○名の方の計画を担当していますが、

自分の担当している方の中には、現在のところ聴覚障害者はいません。当事業所で約○○○名の計画を作成していますが、ろう重複

障害者は数名だと思います。 

今回の調査内容、問い方に関し、不快感を覚えました。聴覚障害、重複障害に対して、差別されているのではと感じます。 

他障害の方と比べて、支援に力を要する。頻回なモニタや調整が必要。職場や事業所の他に近所など地域へのアプローチも必要に

なるケースが多いように感じる（家族間の調整も）。 

対応件数が少ないので特に困り感はない。当センターは就業生活支援センターが併設しており、就業支援のノウハウから参考になる

方法を用いている。単語を文字化できるアプリケーションを活用する等。 

意思決定支援の必要性を言われている今日、今回のアンケートでさらに必要性を感じたところです。しかし、相談支援専門員など、ろう

重複障害者への専門的な支援方法を学ぶ場所があるのか、そのような研修があるのかなど、情報が届いていないと思いました。自らが

キャッチしていないだけかもしれませんが。 

この方の自尊感情の低さやわからない・困った時に SOS を適切に出せず大事になってしまう傾向を何度も経験し、幼少期からその点

を育む環境がとても大切なのだな・・・と常日頃感じておりました。生来の難聴の方でした。生来の障害がある方が、自尊心を持てること

はとても大切だが難しいことだなと思いますが、大切と思います。 

特別支援学校との連携やろう者の方々とのやり取りが当たり前にできるようになったらと思う。自分自身まだ知識が十分ではないので、

研修等に参加して知識を高めることができ、地域での生活を支えていけたらと思う。 

発達障害の特性に対応したコミュニケーションの在り方。 

特に児童において、学校以外の場で安心して過ごせる場が少ない。また、学校卒業後の受け皿となる場もなく、安全に生活できる場を

作っていく必要がある。 

ろう重複障害者（児）対象の通える事業所が市内にほとんどない。また、地域の交流できる場が少ない。ろう重複障害児が子育てに関

する交流できる場所に参加した場合、手話ができる職員がいるのか、対象児向けの活動があるのか、わからない。 

今のところ、関わっておりません。 

補聴器で対応可能な例が多く、知的の面等でできない場合には別の課題として捉えている。 

伝えたい事が正しく伝わっているか、悩んでしまう。上手に尋ね、説明する力が必要。 

筆談や具体物、絵や写真などを使って、利用者と意思疎通が図れるようにこころがけています。 
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今のところ、聴覚障害の方を支援する機会がなかったのですが、今後のことを考えて、最低限知っておいた方がよいことぐらいは学ん

でおきたいと思います。 

今までろう重複障害の方との関わりはなかったのですが、今後相談業務を行っていく中で、支援対象となることも考えられます。対象者

のニーズや想いをくみ取るためにも今回のアンケート調査を機にコミュニケーション技術の必要性を感じました。 

細かな感情のニュアンスが伝わりにくいので、困難だと感じます。 

他者からの助言に聞き入れる事と全く聞き入れない事がある。会話に要する時間も限られる方もあり、要点に限ると思いを受け取りにく

い。 

意思疎通が取れるか取れないかで介入の困難さが増すので、周りとの関係性や時間が必要になると想像します。 

関わったことがないので、記入できず申し訳ありません。 

最近は文字が読める人なら、タブレット等を利用してコミュニケーションをとっているが、もっと使いやすいソフトがあれば良いと思った。

（音声を言語表示） 

今後、聴覚障害をもたれている方と関わることが必要と感じる。そのための研修参加や資格の手取は重要だと思う。また、助言者の存

在も重要だと感じる。 

関わったことがない。研修などには参加するが、コミュニケーションなどの面で、ハードルが高く感じている。 

当事業所・法人は主たる障害を知的障害としており、日頃の研修は行動障害がメインとなっており、中々聴覚障害を初め他の障害に

関する研修に触れる機会が皆無に等しいです。三障害一体でと言われているが、障害の特性上難しさを感じます。しかし、相談支援

においてはどのような相談にも応じられるよう知識や情報取得の必要性は感じていますが、追いついていない現状があります。 

関わる機会がほとんどなく、福祉的な支援のニーズが把握できていない。ろう重複障害者の方の地域生活状況（困りごと）を知りたいと

思う。 

福祉サービスの利用において、選択肢が不足している。支援者、支援事業所、個別対応が難しいと判断されているところが多いと感じ

ています。 

日常生活や就労の場、災害時等で情報伝達の保障がされていないため、多くの場面で生きづらさを抱えてみえるのではないかと思い

ます。先ずは国民がろう重複障害者の方について知ろうとしたり、自分が当事者になったらどうなのか？と考えるきっかけになるような

理解、啓発活動が大事だと思います。 

知的・発達を伴う当事者への支援の難しさを感じている。 

対応したことがまだありません。 

関わった経験がありません。 

御本人様とのコミュニケーションを図り、信頼関係を構築するための経験やノウハウがないため、現状では支援できない。 

支援者として手話は身につけたいと常に思っているが、周囲に当事者がいない状況では習得のための行動にうつせないでいる。手話

以外のコミュニケーションツールを複数活用することができるようになる事は必要だと感じる。 

なかなか言いたい事が通じ合えない所です。 

精神障害のある方の支援が主で、身体障害のある方の支援自体がごくわずか。地域の別事業所が身体障害のある方の支援を主とし

ており、地域における身体障害のある方の支援はその事業所が担っている。 

主に知的障害がある方の支援であり、ろう重複障害者の相談（支援）が殆どないため、経験が少ない。知的障害を併せもつ方のコミュ

ニケーションは更に難しく、本人の想いを十分に理解できず悩む。 

視覚障害の方が、聴覚に異常が起こった時、コミュニケーション方法をどうすべきか悩んだ事があった。聴覚障害の方からの相談を受

ける事は非常に少ない。その分相談があった時の対応を非常に苦慮すると思う。 

手話にない言葉があると知り、通訳の人から教わることもあった。また、「世界観の違い」があることを受け止めた上で、支援に関わること

の大切さを痛感しました。 

定期訪問で顔なじみになる為のコミュニケーション手段を身につけたいと思うが、手話講習会等参加できておらず、本来の相談支援に

いたっていない。 

盲ろう者通訳が手厚い（予算的に）といいなと思いました。 

まだ、ろう重複障害をもたれている方の支援の経験がありません。もし、今後、関わらせていただく場面があるとすれば、コミュニケーシ

ョン手段はご本人が一番他者に伝えやすい方法で行うことが大切と考えます。そのために、私も学習していこうと思います。 

家族が一番大変だと思う。通所先等福祉サービスも受け入れできるところが少ないので、どうすべきか悩む。コミュニケーションをとる手

段をこちら側も学ばないといけないと感じている。 

あまり出会うことはないのですが、相手のことや相手の方法等を理解し尊重するよう心がけています。 

自分自身ろう重度者と関わった経験なく、全く知識がないことに今更ながら気づいた。 

連絡先が少ない 

行政の意識が足りない。サービス提供の支援についての研修が少ない。 

現在当事業他関係機関には支援を要する方はいませんが、必要となった時にはどうしたらよいかと思う。 

手話を習得できていない人も多い。知的が重複していると難しい。その人の表情や行動から察するにしているが、普段からの関わりや

今までの生活の習慣、家族からの聞き取り等で深めていく必要がある。 

実際に関わる事となると、筆訳等になると思うが、字の読めない人、手話の理解ができない方に対して、本当のご本人の意をくむという

うことができるのかどうかという事を心配します。 

当所は市の委託の事業所ですが、サービス管理者研修を受けた（知的・精神の分野）だけであります。精神科病院への通院~社会復

帰への限定された人たちなので、ろう重複者には全く出会いませんでした。テレビでは、○○大学の先生が出演していたのを拝見しま

したが、手の信号で伝える方法があるのかと感動しました。精神・知的・身体（足）対象の施設なので・・・悪しからず。 

聴覚・知的障害の重複がある方に関して、施設職員が入って、ケース会議、モニタリングを行っています。他の利用者と同じく、特に困

ったことは（コミュニケーションの事で）ありません。手話を習おうかなと思った事もありますが、相談支援としては、手話ができる方が支

援者にいらっしゃるので、その点は他の障害を持っている方とも変わらないです。（発達障害の方なら発達障害支援センターの方、難

病なら保健所と専門的な関わりを持つことで相談支援はできると思っています。 

研修会があればいいです。 

当事者の方々自身、無意識であるが（聴こえないので当たり前ではあるが）、動作時の音が高くなってしまう。周囲の方々が、理解ある

人だけとは限らず、その際の声かけに配慮している。しかし少なからず気分を害してしまう方が多い。日常生活（特に集団）の中で動作
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能力としてどのように関わるべきか悩む時がある。静かな人は静かに動ける人もいるのですが、先天性の方々は特に物から出される

「音」というものの強弱をどのように伝えたら理解できるのか難しい。中途発達の方は理解できる。 

放課後デイサービスを利用希望の児童に対して、コミュニケーション支援ができるスタッフがいないため、利用を断らざるを得ない。 

関わる機会が少ないので難しく感じます。 

こうした調査が差別解消法や障害福祉施策の理解促進や質の向上に役立ってほしいと思います。 

ご本人がどういった生活や楽しみにされている事がこちらは想像でしかない事が多く、表情からも判断が読みとりづらい場面が多いで

す。 

当市は○万人の街で、ろう重複障害者の専門支援ができる社会資源がなく、近くの中核市まで出かけなければならない。受けられるサ

ービスの中でできる範囲の支援となってしまっている。当事者の数が少なく、支援ノウハウが蓄積されていかない現状です。 

課題はあると思いますが、関わりの経験がないため、お答えする事が難しいです。 

Q5 に記入したように、知的障害のある方だと意志表出の支援者側の取り組みがより難しくなると感じています。相談支援をする中で、

どうやったら、どの方法だったら、ご本人の気持ちが理解できるのかとても難しいと思っています。どうしても支援者からの聞き取りが大

きくなってしまうことにもどかしさを感じています。 

関わる機会が増えると良いと思います。 

関わる、関わらないには関係なく、全ての障害のある方を対象とした相談支援員として、基本的なコミュニケーションが図れる程度の手

話のスキルを身につけたいと常に思っています。（まだ身につけていません） 

手話等を教える、教えられる関係を作る事で、コミュニケーション・距離が近くなる。相手も安心すると思う。 

研修などへの参加の機会が少なく、知識不足、経験不足だと感じている。ケース数が少ないこともあり、研修自体が少ない。手話や新

しい機器など勉強していく必要がある。 

手話通訳者と一緒に学校訪問をし、子ども達に手話を教えることは仕事で行っているが、自分はまだまだ手話が出来ていないので、

勉強していかなければ・・・といつも思っています。 

ろう重複障害の方への支援に関わった経験はありませんが、今回のアンケートで、ろう＋知的障害で言葉も文字もコミュニケーションの

手段として用いることができない方との意思疎通の難しさについて考えさせられました。 

ろう重複障害者の方は他に障害が重複していない方はなく、内部障害や知的障害、精神、肢体をいくつか重複しているので、1 つのこ

とだけでなく、その方全てをとらえることが大変困難（視点をどこにあわせるかによって支援となる） 

基幹相談支援センターとして、合理的配慮の推進を行っているところではありますが、例えば、公共施設の窓口に手話通訳の方が常

時配置されていないなど、まだまだろう重複障害の方への合理的配慮が不十分で今後も一層取り込んでいく必要があると思います。ま

た、まずは、ろう重複障害の方が何に困っているのかを私達が知ることが重要であると思います。 

年輩の方だった事もあり、筆談を疎まれるようになり、手話もしない方だったため、本人の精神的な波により、コミュニケーションの成果

が一定しなかった。1 対 1 ではなく、会議の進行が非常に難しかった。どうすれば良かったか今でも考えます。 

本人と親の 2 人と話す時と、本人のみの時があり、どうするかは本人が決めています。親亡き後の本人の経済的負担を考え、人工内

耳の助成を自治体に要望することについて、母親と話し合っているところです。 

ろうの単独障害だけでも暮らしの困難さは想像できますが、重複障害をお持ちの方の暮らしにくさは深刻だと思います。特に知的・発

達障害がある場合、情報のインプットもアウトプットも特段の配慮・支援がなければその方に本当に必要なもの・こと・ひとにつながって

いかないと感じています。フォーマルサービスもインフォーマルな地域資源も少なすぎるのが現状ではないでしょうか。 

ろう者全般が文化が強く、主張も強い。白黒はっきり、これは手話の文化だと思う。理解者を増やしたいが、離れていく方も多い。 

聴覚障害にプラス発達障害があることで、手話の理解、文字の理解、感情の理解が、ろう学校に○才の時に施設に入るも適切なアプ

ローチがなく、現在に至っている状況です。本人も一般就労を地域でしたいという希望はありますが、ろうの方を雇用した企業がなく、

本人の希望する思いがかなえられないままになっています。 

音や声で知らせる物が多いが、聞こえないので本人にとっては意味がないし、点灯したりする物だと不安になるようです。「きこえない」

は目に見えない障害なので、理解するのに難しいのかもしれませんが・・・ 

教育関係者の理解。授業の受けにくさ。子供達の理解→いじめを受けている子がいる。 

支援者の経験や知識不足が否めないので、支援力・質の向上に努めたい。 

自立に向けてどう支援していけばいいのか難しい。能力を持っていても生かしていける場（就労等）がない。 

中途ろうあの方は手話がわからない方が多く、どうしても筆談になってしまう。 

情報が正しく伝わっていない事を感じる。個々の特性に合わせた情報伝達について配慮されるべきであると考えます。 

支援者（自分を含め）のコミュニケーションスキルの向上やその機会が見過ごされがちと感じる。 

担当している方の思いが強く、モニタリングは傾聴が主になっており、この先も常に受け身の状態でいいのかどうかと思うこと 

自分が手話ができれば利用者と話をしやすいであろうと感じる。距離感があり、身近な相談相手になりにくいと思う。コミュニケーション

の壁。 

視覚障害のために筆談ができず、及び聴覚障害者の行う手ぶりが見えず、コミュニケーションをとることが不可能である。 

情報が届いていないのか、聴覚障害の方が相談に来ることが少ないように思う。 

できるだけコミュニケーションがとれるようにとは思っているが、非常に難しい 

手話の必要性 

聴覚障害者との関わりはありますが、当センターの利用者に重複者は見えませんでした。手話等の知識がなく、筆談中心で苦労して

います。 

研修等でご一緒することがありますが、積極的に行動されています。ソフト面、ハード面共に障害者への配慮が必要と感じます。 

重複している障害によっては、専門家や関係者、また、本人を日頃から支えている家族、友人、知人、地域の方等との連携が必要で

す。本人を取りまくまわりのつながりや環境を知ることは支援する中で重要なことだと思います。 

ケースが少なく、知識も乏しい。相談があってから色々な機関につないでという状態。過去にかかわった教育の方が専門で、何かあれ

ば頼りにしている。他分野のエキスパートとの連携体制が必要と思っている。相談支援専門員の足りないところ→多職種連携。今頑張

っています。 

支援者（相談を受ける側）が、手話等の技術が足りず、当事者本人のコミュニケーションに対して、障害、師匠があると感じさせてしまっ

ている。自分も含め、少しずつ周囲の意識の改善に努めたいと感じている。 
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支援者（各専門職）において、ろう重複障害者に対しての理解度、支援力の差がはげしいと感じる。人権侵害に値することを平気で行

う介護職がいたことに心を痛めている。また、それを改善しようとする、法人の力のなさや無力さに失望した。 

学校卒業後、教師・学友・保護者同士の関係がとぎれがちとなってしまう。各関係機関の連携を継続して頂きたい。 

お考えになっていることの半分もわかってあげられないのではないかと相談員として大変心苦しい。サービス計画等に絵や写真、具体

物などを入れるようもっと工夫していきたい。 

意志決定支援。ノートテイク（聞きたいことをようやくし、通訳するスキル）。災害が発生し、ライフライン、機材が使えない場合は、視覚支

援はノートテイク。 

知的もあれば筆談も難しい。 

聴覚障害の方へは、手話がコミュニケーションツールに条例で決めている市町村もあるようですが、視覚障害の方へのコミュニケーショ

ンのツールが不足しているように感じています。 

ろう重複障害児が特別支援学級を卒業してつまずいてしまう方がいます。周りの支援者はご本人に合わせたコミュニケーションをとって

いても、社会性や生きる力を身につけていくこと、ご本人の意思決定をどう支援していくのか課題と感じます。また、ソーシャルネットワ

ークの普及で様々な方法で意志表示が可能となりましたが、ろう重複障害者がメールや SNS 等の受け手側となった場合の文面の捉え

方によって、トラブルに巻き込まれてしまいかねないところがあります。一人で抱えずに人とつながりながら生活できるような支援ができ

ると良いのではと感じています。 

知的障害があっても、もう少し学校（ろう学校）や家庭、その他で手話を習得できていたのでは？と思うことがあります。気持ちの部分の

やりとりが難しく、ストレスからか不適切な行動につながっている様子も見られ、支援が難しいです。 

手話を気軽に教えてもらえるところがあるとうれしいです。 

手話を学んでも社会の中で手話をできる人がいなければ活用していけず、広がりがもてない現状があると思う。スマホの活用の方での

コミュニケーション手段が良い場合もあり、皆で誰もが共通になれるコミュニケーション手段があるとよいと思う。 

知的障害を重複されている方の意思決定支援の難しさ。知的障害のない方では、言葉の意味の受け取り方の違い。 

ろう学校の中では、教育が十分されているように感じています。私の関わりのある方は、どちらかというと発達障害によるこだわりや特性

のために、配慮が必要であったり、周囲に理解してもらうために大変苦慮しています。 

専門的な研修等、増やしてほしいです。 

ろう重複障害者の方からの依頼は一度もありませんが、今後の為に積極的に参加したいと思います。 

初対面だと相手に伝わりやすいコミュニケーション方法がわからないため、どうコミュニケーションをとったら良いかとまどってしまうことが

ある。ろう重複障害に対応できる事業所が少ない。 

日頃から頻繁にかかわる機会が少ないこともあり、支援技術の面でコミュニケーションの取り方等、十分ではなく、またおざなりになって

しまっている。 

手話に興味はあるが、なかなか覚えるところまでできない。あいさつ程度はわかるが、もっと本人（手話はまだ習得中）とのやりとりができ

るようになりたいともいます。 

対応歴がなく、申し訳ありません。 

対応したことがありません。 

これまで事業所での対応歴がなく、回答できない部分がありました。今後対応する際には、注意したいと思います。 

知的障害を有する方の支援となると、具体的に説明する必要があり、日常的に関わっている支援者でもコミュニケーションの難しさを感

じます。専門的なスキルのある方でも、人（環境）の変更かを受け入れられない方が多いと感じています。 

支援専門職が少ない。当事者本人の社会参加機会拡大。 

障害者が支援の現場でコミュニケーションで我慢や努力を強いられる関係性に違和感がある。支援者側の合理的配慮ができる環境が

必要。手話教育、手話で教育が当たり前となり、健聴者と同じ学習環境を提供し、二次障害や生きづらさ、劣等感を減らしたい。 

手話を学ぶ機会のなかった比較的高齢者や現在でも手話を主とした授業を受けられてない方が多く、手話言語をコミュニケーション手

段として取りにくい状況に対して、現在も課題であると考える。 

福祉サービス利用している際、他の利用者とのコミュニケーションを図る方法 

最近のケースで○○才を過ぎてから相談支援についた方が内部障害と補聴器利用の方でしたが、改めて通院検査を行った結果、治

療可能な聴力があった。○○年以上近隣の眼鏡屋さんで補聴器を購入し続けていたとの事であった。長年にわたる前に対応出来て

いない状況がまだある事は課題ではないか。 

聴覚障害の方との関わりはありませんが、○○等の言語障害でコミュニケーションの図り辛い方との関わりはあります。こちらの受け取り

方の力不足で、その方の受容が十分出来ていない事を感じています。 

「聴こえ」だけではない障害を抱えると、本人も家族も”仲間”作りすら難しく、より一層情報難民となってしまっている（親も子も）。人口

内耳や ST の訓練等、早期からの手配も充実はしてきているものの、親の力の格差で環境が大きく違ってくるため、大人になるにあた

っての成長で左右される事が非常に心の痛む実態である。 

手話の必要性は充分認識しているが、覚えるのには時間もかかるし、容易な事ではない。そのため、実際の場面では、筆談、パンフな

どを使ってのコミュニケーションになっていくのではないか。 

本人とコミュニケーションをとる時、毎回手話通訳士（盲ろう者通訳・介助員）に間に入ってもらっているため、現在はなんとか話しができ

ているが、通訳士の方も県からの助成が減ってしまうといつまで来てもらえるかなど不安がある。 

相談員としての仕事外でろう重複障害者と関わることがありました。通訳さんのスキルも求められて担い手が少ないと感じます。 

対象の方にとって、適するコミュニケーション方法が違うと思うが、それを見定める方法があれば知りたい。日常業務の中でろう重複障

害者に会うことがほとんどないので、実際のコミュニケーションの状況等を見たり、体験したりする場があれば参加したい。 

日常業務の中でろう重複障害の方と関わっていますが、筆談でコミュニケーションがとれているので、大きくは困りません。視覚と聴覚

の重複されている方と関わったことはありませんが、コミュニケーションに困ると思います。 

今まで聾の方と関わったことはないが、手話がわからないことから、特に視覚障害と重複の場合は、対応が難しいと思う。それ以外の方

とは、主に筆談でコミュニケーションをとると思うが、細かいところをどう伝えるか、すべて書ききれるか（お互いに）課題がある。 

親が発達障害や知的障害の障害を受容できず、本人に適切な治療ができず、落ち着かない事が施設移行の時にもれて、対応が遅く

なった事がある。親も聴覚障害をお持ちで上記の事もしっかりと説明できていなかったかもしれない。その事で、本人の暴力性が増す

事や●●●する事は早く止めたい。支援者の統一した支援方針のもと自立できるよう支援していきたい。 
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重複されている障害により、コミュニケーションが異なってくると思います。手話の講習会に行く機会が中々できませんが、身近にいる

手話通訳士さんから学ぶことは多くあります。（何かあると相談しています） 

専門的な所に任せきりになっていると思うので、少しずつでも理解を深めていくことが大切だと思います。アンケート記入をする中で、

自分自身意識が低かったなと感じました。 

ろう重複障害のある方に出会ったこと、支援したことがないですが、今後支援が必要な状況になった時、基本的な知識、理解を一から

する必要があること、コミュニケーション方法の獲得、その中で支援していく技術、力が自分にあるか不安です。 

手話通訳の方も支援チームの一人としてご本人の情報を共有したいところであったが、派遣される方が同じ方とは限らず、説明に苦慮

した。また、派遣される方の知的障害への理解も様々であること、こちらの「手話」への考え方が浅いことで、お互いを理解するのに時

間を要した。 

なかなか手話ができる職員もおらず、本当の意味でろう重複障害者の支援ができているか疑問に感じる。また、そのような方が相談で

きる明確な窓口が少なく、限られているため、本人も「もっと話を聴いてほしい」という気持ちがいつもあるように感じた。 

一度も関わりを持つ機会がなく、支援の難しさや課題が正直わかりません。 

本人の思い込みが強い。感情的になりやすい。文字、文章によるやりとりは危険。 

孤立しないよう社会参加できるサポート体制が必要。健康管理。 

不明な点が出れば、ろう学校の先生に確認しながら進めている。 

他者とのトラブルが多く、なかなか他者の理解が得られない。 

やはり手話が一番意志の疎通がはかりやすいと感じるので、相談支援専門員向け講座 etc が自立支援協議会であればいいなと感じ

る（対応支援 etc でも良い） 

聴覚障害者の方との面談時には必ず通訳士に入ってもらっているため、あまり困ることはない。聴覚障害者のグループホームが圏域

内にあり、相互のコミュニケーション等とれている。 

要約翻訳の機器や音声認識など以前に比べ、コミュニケーションツールは広がりがあるが、機器に頼りすぎることで距離を縮めにくい

点もあるように感じる。 

聴覚障害者の数が少ない市町村でなかなか関わる機会が少ない 

わかりやすい絵カードがたくさんあれば利用したいと思う。独自のサインが難しいから統一できないのかと・・・（人によって違ったりする） 

現職に就いて○年経ちますが、実際にろう重複障害者と関わった場面はごくわずかしか経験しておりません。全てが課題であると感じ

ております。今回この調査を機に、自分の業務の振り返りをしていきたいと思います。ありがとうございました。 

現在は○型事業所で就労されている。一般企業を希望して、体験されても職場に手話ができる方がいないため、契約に至らなかっ

た。職場の環境整備と理解が必要。 

理解できることが増えればお手伝いや支援できることも多くなると思いますが、日々の実務に追われてしまい、やりとりする手段が身に

つけられていないこと 

視覚障害生活訓練専門職員として、視覚リハ施設で勤務していた時に盲ろうの方の支援はしていました。今回のアンケートは相談支

援員としてですので、相談支援員として回答しました。 

外国のろう学校卒業後、日本で生活を始めたが、日本語がわからず、やっと日本手話を覚えても、文章がわからないため、就職ができ

ない人もいます。健聴の方とのコミュニケーションがとれないため、家から出ることができない時、どのように支援をし、本人の希望する

就職につなげるか課題は大きいです。 

直接の支援は施設、ろう学校事業所がされているので、定期的なモニタリングの時期にご家族や職員からお話を伺っています。ご家

族の不安や心配をお聞きするにつけ、自分もまだまだ勉強しなければならないと思うことと同時にどのように寄り添い関わっていけばよ

いのかと思い悩んでおります。 

現在、支援学校小学部○年生の○○症の男児です。片耳が全く聞こえませんが、マカトンサインを覚えてからは、生活が 180 度変わ

り、オムツも取れて、コミュニケーション力も上がり、誰にでも好かれるとても「天使」の様な子です。 

伝える側も障害があり、筆談がスムーズにいかない時が多々あります。ジェスチャーしながら、わかるまで時間がかかります。 

経験がないため、ろう重複障害者の方がどのような事で困っているのか、どのような支援が欲しいのか全くわかりません。 

手話が使えなかったり、理解力の乏しい方へどう対応していったらいいのか難しい。ご家族の考え方が中心の支援となってしまい、本

人自身の思いが、ひきだしきれないところに課題を感じる。 

聴覚障害の方と関わるだけでも難しさを感じています。手話通訳者の依頼がどこの地域でも気兼ねなく頼みやすいと相談員としてもコ

ミュニケーションがとりやすくなると思います。 

伝えたい事を具体的に分かりやすくはっきち伝えないと間違って理解されやすいので気をつけていきたい 

ろう重複障害者の方に関わったことはあるが、相談支援を受けたことはない。実際にそのような場面になった時、様々なコミュニケーショ

ンを作ってニーズを引き出すことができるか不安に感じる。手話等のツールも今は使うことはないが、必要となってくることも考え、身に

つけておくことが課題であると感じる。 

日頃から関わっているかぞくもこうれいになっている状況で、家の中での生活の把握が急務となっている。しかし、本人や家族の受け

入れが拒否的であるのでどんな方法があるのか・・・と悩んでいるところです。 

細かい内容の話をする時、本人が上手に気持ちを伝えられず、イライラされる時があるので、落ち着いてコミュニケーションが取れるよう

に気を使っています。 

長時間にあたるアセスメントができない。希望やどのようなことをしたいか等々の質問に答えがない。「今のままでよい」の返事が多い。 

手話について学びたいと思っているが、なかなかできていない。当事者の方達がどんな生きづらさがあるのか（日頃、災害時など）周知

も大切と思います。 

ろう重複障害者を受け入れてくれる施設がない（特性理解が不充分）。自分も含め特性理解の為の勉強をする機会を探すことが必要。

アンケートで回答したケースでは、親が○○代、ご本人は○○代。現在は 24 時間、両親が交代でケアし、なんとか生活できているが、

両親のうちどちらかが倒れた場合、自宅での生活は難しい。入所も提案するが、両親が「この子をまかせてもいい」と思える所は見つか

っていない。 

 
調査票 B 
Q８：日頃の暮らしの中で，当事者が今，直面している，情報の入手やコミュニケーションについて，
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ご家族から見て困っていることや不自由に感じる場面 
記述内容（原文ママ） 

悲しい、つらい、痛い等の感情表現が出来ず、急病の時に対応が出来にくい。 

現在通所している就労支援○型事業所では、「手話」によるコミュニケーションで充実した生活を送っているように思う。農作業などもい

きいきと作業している。スマホでの使用が、好意的に応じてくれる人（手話サークルの健聴の人たち）に対してかけ過ぎで迷惑をかけた

ことがあり、そのことが本人にはなかなか理解できなかった。優しい人たちなのでどう本人に伝えていいか分からず、母親の私に伝えて

きた。 

今まで経験したことのない事柄を当事者が理解するのは難しいと思うことがある。当事者が伝えたい事が相手に理解してもらえずもど

かしい思いをしているのではと思うことがある。 

平仮名の理解、読み書きは出来るが、それを使ってのコミュニケーションは難しい。よく使う事柄、簡易な物しか出来ない。教えても

中々憶える事が出来ない。手話も簡単な単語単位での使用で文章化する事が出来ない、表現出来ない。相手のオウム返しが多く、本

人の主旨が理解に難しい。 

先日、入院した時に先生や看護師とのコミュニケーションがとれないとの事で、母が一緒に付き添いました。親が付き添える時はよいで

すが、今後、入院時などが心配になります。 

情報が目で見て分かりやすくしてほしい。 

施設に入所しているので特になし 

作業所の職員さんはいろいろ代わって手話がわからない方もいますので、当事者は苦しかったと思いますが、今は○○年通所して仲

間はずっと同じ仲間ですので、それなりに日々送っていると思います。職員さんにお願いしていますが、その作業所には当人だけです

ので、親から見ますともう少しと思う事はありますが、トラブル事もないので、それでよしと思っている親です。ストレスも多くあると思いま

す。理解していなくてもにこにこ笑って頭を下げているので、周りの方もそれで良しと思っている事が多いです。今の環境から離れたら

困る事も多くなるので、この中でよりよく過ごすことが大事だと思っています。 

作業所からの日程などは見て解っています。長く続けている行事などは目で見て解るものはそれに対しての対応を親に求める。参加

したいときは FAX で送るように伝えて来ます。それ以外の物は理解できません。 

就学移行支援○の作業所で染織をしています。作業の細かい指示は筆談で済んでいますが、朝の会、帰りの会等詳細な情報伝達、

休憩時間等の会話場面などでの情報は伝えられないこともあり、不自由(つまらなかったり、ういたり)そうです。 

本人が何がどう不満なのか伝えることができないので、急に機嫌が悪くなったりあばれ始めると原因がわからずとても困ります。 

自分の事だけ考えている。家族のことは考えない。 

テレビ放送では文字表示が多くなってうれしく思いますが、映画(邦画)館では、まだ非常に少なく、観たいものも観れず、仕方がなく洋

画を観ています。 

今のところ子供の行動する所すべてに手話があるので、コミュニケーションには不自由していません。 

質問の意味が分からない。気持ちの表出ができない。体調の程度等、表現できない。 

スマートフォンの使い方が分からない時 

自分の気持ちを他の人に話すことがうまく出来ません。だから病院に 1 人で行けず、自分が今どんな状況でこまっていることも話すこと

が出来ません。何か悪いことがあり自分は関係なくても、うまく話すことが出来ない為、大変なことです。 

近所の方々とコミュニケーションが難しい。 

(入所)施設において、もっと自分にかまってほしい、見てほしい、という欲求が強くなっている。それが叶わないために、問題行動が見

られる。 

今は私(親)が情報収集できていますが、私ができなくなった場合は本人の生活自体が全く変わってしまうと思います。 

本人の感じている事は、本人の表情、行動から読み取るしかないので、本当のところはわかりません。何に直面しているのかが分から

ない状況を、その場その場で考え、コミュニケーションを現在しています。 

離婚後、子(現○○才)は親と同居。○年前に（片方の）親が病死した為、現在、（もう一人の）親である私と親戚(○○才)の協力を経て、

子は○○のろう重複障害者施設の入所生活。月に 2 回（は)親と生活していた、●●の自宅に戻り滞在しています。離婚中○○年間

はほとんど無かったのですが、この○年半のあいだに、ろう重複障害者施設で身につけた生活コミュニケーションで理解し合える様に

なり、日常生活は(食事、趣味など)そこそこできる様になりました。 

本人の表現を見て察するしかありませんので、よく観察して変化に対応できるように日頃から接しています。 

知的障害者と発達障害を併せ持つためコミュニケーションはさらに難しいです。特に感情の表現です。何が不安なのか？何に怒って

いるのか？何がいやなのか？…等々。そのためにパニックを起こすこともあります。どうやったら表現できるのか、本人も家族も困って

います。 

今はろう重複障害者の施設で暮らして落ち着いています。親も老いて来ていますので、どうかこのまま何事もなく暮らしていってくれた

らと願っています。 

当事者の世界は、家庭と通所施設だけで、仲間との関わりを持とうとしない為、情報の入手が困難だと思います。ろう学校時代の友達

とは会いたくても自分から連絡を取ることができず(発達の遅れの為、迷惑を掛けてしまうと思っているようです)さみしそうです。 

（親と子）二人での生活ですので、親子の会話は 90％成り立っていると思う。知的障害の作業所のため、手話で話しかけてくれることが

少ないようです。支援員の方が、手話で話しかけてくれれば、また、ちょっとした事でも声をかけをしてくれれば、安定した心で次の行

動に移ることが出来ると確信しています。 

病気の時の症状など、細かいところまで伝わらない 

家族から…本人がなぜうろうろしたり、怒ったりしているのか、どうしても分からない時。本人が要望する事が無理な時にその理由を伝

えられない(伝わらない)時 

日頃の情報などは、テレビ、新聞などは本人は見ておりますが、自分の周りで急におこったこと(地震とか台風の災害で交通が急に止

まったりと)色々な事がすぐ本人はうまく伝わらないと思う。 

通所の生活介護施設を利用している。本人の持つ見えない聞こえない生涯理解に日々伝え続けているが、支援者が学校教育から福

祉支援に変わったら、知的ベースであり、コミュニケーション意志疎通に関して、また、視覚聴覚の二重生涯に関して知ろうとはしてく

れる反面、積極的はない。本人にとって、生きづらさを抱える中で、通所する中でのコミュニケーションの大切さなど、もっと介護区分○

をもらっているのに、本人のできる力を発揮または繋がっていく支援が構築できないでいる。 
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当たり前の情報が自分から取りにいけないことで自分なりにがんばって、私たちにあわせている場面など見られれます。ただ、精神的

に○○歳でありながら、感情や細かな部分のコミュニケーション表出に関しての学習は中々困難のようです。今も続けておりますが、

中々ニュアンスで伝え合う通じ合うのは課題です。 

重複障害のため、聞こえなくて会話もできません。地震などで電車が止まったりすると本人には何が起こったのか？どうすれば良いの

かわからず、困っています。マヒがあるため、携帯も操作できません。電車のホームで電車が入ってくる時に光・ランプで知らせる機能

などあればとおもいます。いつもひやひやしています。 

最近補聴器つけてくれないので、知的を持っている子に手話も難しく、つい筆談になってしまいます。忙しい時（でかける時や外出先

で） 

思うことがその通りにつたえきれない時 

ろう学校に小○までしか通えず、小○～特別支援学校に行かざるを得なかったので、コミュニケーション能力がろう者の施設にいても

難しかったり、○○歳過ぎてから施設で学んでいる状態である。 

行動援護や生活サポートを活用したいのですが、人材不足でヘルパーさんが少ないです。必要な時に使えませんので仕方なく親が

動いています。体調不良の時は本当に大変ですが、死ぬまで頑張るしかないですね。 

高等部卒業後施設入所○○年、ろう重複は一人だけです。職員もよく変わるので、子供とのコミュニケーションを教えるのですが、０に

近い状態です。隔週帰宅していますが、心待ちにしているのです。 

簡単な手話（単語）は指さしなどでしか意志を伝えることができないので、病気になった時などに困っています。頭やおなかが痛い時な

ど、泣いているだけでどこが痛いのかを伝えることができないので、周りの者もなかなか気づいてあげられません。機嫌が悪いだけなの

か、身体の具合が良くないのか、判断できないことが多いです。熱などが高ければ判るのですが・・・かなり悪くなってから、家族が気づ

くということもあります。その間本人は相当つらいだろうなと思います。 

親の保護のもと生活が成り立っているため、コミュニケーション、情報も含めて、それを理解と判断し、行動にうつせない本人に対する

具体的支援がほしい。情報もコミュニケーションも 1 つのツールでそれを扱う事が難しい本人には情報の選択と理解できるような説明

が常時生活上必要。そのため家族以外を関わりが難しく孤立するので、コミュニケーションの援助をしてくれる（常時）活動の場を設置

してほしい（例えばサークルなどの場で）公民館や障害支援の市の施設など 

今は理解してくださる方がいる中にいますので、特に困る事はないと思います。 

まだ幼い手話でも理解できる家族が少ない 

感情のコントロールが難しい。怒りにまかせて母親にあたりまくる、物にあたりまくる。特に作業所での仲間とのトラブルをうまく伝えられ

ない。そのために激怒してしまうことが多い。 

コミュニケーション手段がないので、非常に困っている。身振りが少し入っている程度です。体験を増し、積み重ねで理解していってい

ます。時間、助けの人材選びに（家族、親以外）困難で、親の負担が多く大きい。 

○○障害があるため、筆談ができず会話ができる家族がごく限られてしまう。親戚とのコミュニケーションは親が通訳に入る必要があり、

なかなか思うようにコミュニケーションが図れない 

口話が難しいことや暗いところでは話をできないこと 

新聞（スポーツ紙）を拡大鏡で読んで情報を入手したり、（大きな）テレビでデータを入手して毎日確認するぐらいです。耳からの入手

は不可能で、わずかな視野ですので、情報が入手しにくいと思われます。コミュニケーションは、手のひらに文字（ひらがな等）書いて

のコミュニケーションなので、長い会話ができません。したがって言葉では表せない感情が伝わりません。そこが困っています。 

好きな事、「○○」等単語のみでそれ以上を伝える事はなく、正しい理解はできない。 

○○症的に自分のしたいことは時々話そうとしない所がある。施設職員の方はそのことに気づいてくださり、本当の気持ちを知りたいと

思ってくれています。 

例えば通所時、交通を利用している時（公共の電車やバス）など（当事者一人）電車の行き止まりの急な変更の時→社内放送だけだと

全くわからない。買い物時スーパーやコンビニなど（当事者一人）ポイントカードやあたためますかなど、口話なので何を問われている

のかわからない。 

年齢が上がり、知的の程度が重くなったようです。コミュニケーションも難しくなったためか大声を出して騒ぐことが多いです。（親は人

生修行と腹をくくりしっかり対応しているつもりです） 

情報（TV、広告）は正しく理解できず、勝手に思い込んでしまう。説明をしても難しい事や抽象的な事はわからないので。 

新聞を見るのが好きです。でも漢字ばかりでなかなか読み理解できません。ルビがふってあればパソコンに入力し、情報が見られま

す。理解しているかは不明ですが。 

買い物や外出した時、なかなか言おうとしている事が伝わらない、最後はあきらめるしかない。 

親から見て、止めて欲しい行動は説明して納得してもらう必要があると思うが、聞く耳をもたず、拒否されてしまう。どのように誘導してい

けば通じるのか方法がわからない。 

同じパターンのくり返しが安心するのですが、やはり突発的な事が起こった時の情報を入手する手段が目からしかないので、不安には

思っています。 

意思表現に関して、部分的であり、思っている事を全て表現できていない。休日に自ら独りで出かける事がない。今のところ、父と一緒

にでかける。今後は同行援護も利用したいが、適当なところが見つからない。キャッチボールの相手を見つけたい。 

情報不足で本人が不自由に感じるほどの成長が見られない 

公共の場で他人に話しかけられても気が付かず、無視していると思われやすい。そのためか、以前駅のホームで 1m 程離れて様子を

見ていたところ、見知らぬ男性から背後から「ワッ！」と大きな声で言われ押された事があった。当事者は立っていただけだったが、呼

びかけに気が付かなかったからか？と思うと将来が心配である。 

施設職員の方々の一部が手話に不慣れな方も見えるため、より一層手話スキルを高めていただけるとありがたいです。 

伝えたいことはあっても、物の名前がまだ覚えられない。覚えようとしている段階。手話でお話しても一方的でこれから相手に話がわか

るように話せるかが課題。 

たくさんコミュニケーションとってほしい 

初対面の人に話しかけられるとわからなくてもうなずいてしまう。身振りが多く、一緒に生活しているとわかるが、施設でのことを話される

とわかりづらい。 

施設以外の人とはコミュニケーショは難しいので、一人でプライベートで出かける事はない。休みの日はほぼ家にいる。 

手話のできる福祉関係の人が増えて欲しい。ヘルパーさん等手話のできる人に出会った事が今までに無いです。 



 157 

地震で地下鉄が止まり、降車するようになった時、意味がわからず、パニックになってました。駅員さん等に手話がわかる人や何らかの

手段はないのかと不安に思います。スーパーのレジのお姉さんに声をかけ、髪にさわってしまい、警察に通報されてしまった事で、家

族以外の人とのコミュニケーション方法を本人がわかっていない事。 

学校を卒業して言葉の学習ができる環境がなくなり、表出できる言葉（文字）が限定されてしまい、伝えられない事がストレスになってい

る。 

ワンパターンの生活をしているため、イベントや行事、日常と違うことが苦手だが、それを伝える手段がない。写真など使用しても充分

でなく、パニックになることがある。本人としても不満などを伝えることができず、ひっくりかえったり自傷になってしまう。 

手話が通じない相手や場所が苦手なところがある 

手話を使ってのコミュニケーションが少なく、又、難しい手話はわからない。文章でのコミュニケーションでもなかなか難しいので、とまど

う事もたびたびです。 

危険な時（車が後ろから近付いているなど）。後ろから話しかけられて朱鷺、振り向かないことで、無視していると思われる。筆談で説明

されても理解できないこと。 

情報の入手はインターネットを自在に使って収集しているし、あと雑誌、コミックなど本も読みますので、情報量は追いです、けれど本

人の興味関心のあることに片寄っていると思います。 

突然に何かが起こった時、例えば事故や災害の時等、情報が入るまでにとても時間がかかり、不安を感じるようです。災害は今のとこ

ろありませんが、事故で電車が遅延したりした場合の理由がわからないことがあるようです。 

現在通所している所の職員が手話を使わない。身振りは多少あるのではと思っています。聴障の●●、身振り、手ぶりなど見せてわか

る方法をもっと出してほしいです。職員の数少なく、対応が期待できない状況です。聞こえないのに、音楽にあわせたプログラムに頼っ

たりしている感じです。 

多くの人々が使用する日常的な言語（日本語）が主流な世の中。もっとあたりまえの様に、皆が手話もしくは簡単なサインを表現できる

社会になってほしい。ろう学校以外の場所ではどこも忙しさのあまり手話の学習に消極的で、手話のできる職員はまずいないと言って

も過言ではない。また、そういう環境におかれることでコミュニケーションがとれにくくになり、結果、当事者（子供）は能動的な活動、表

現をしなくなった。受動的傾向が強まってしまった（感情さえも外部の人にはあまり表現しなくなってしまった） 

同年代との交流が難しい 

本人自身が困る、不自由しているという意識するのが低いのでは。ただ、ダメかいいのか両極端になる事が多い為、ジレンマが大きい

かなと思う。自傷、他傷に向かう面はそうしたことによる為かと。 

手話が家族がうまくできないので、うまくコミュニケーションがとれない 

○○代に入り、生活の流れが安定してきた（作業所の生活パターンの理解）が安定した分、変化を好んでいない様に感じる。変化する

ことはできるだけ説明する材料を用意し示すが興味がないとどこまでわかっているのか？です。本人は？だとしても一定時間は本人な

りに我慢している。 

学校（キュードスピーチ）と家庭（手話）でのコミュニケーションの相違があり、本来目標としているコミュニケーション（手話）が身につか

ない。将来的に手話が必要だが、本人も積極的に覚えたがらない。 

言葉にならない声、奇声等、車内、道歩いている時など。どうしても周りを見て「シーっ」とやってしまうことは本人にとって不自由だと思

うのだが、社会的にはなかなか難しいのでケースバイケースで生活している。 

字も言語もわからないので、コミュニケーション手段は、手話、身振り、写真や実物しかありません。そのため、家族と通所施設以外で

はほとんどコミュニケーションが取れない現状です。 

現在、医療的ケアが必要であり、そのため、放課後等ディサービスなどの利用ができません。学校以外の活動の場が少なく、どうしても

家庭で過ごす時間が増えてしまい、コミュニティの場が限られてしまいますので、手話力もなかなか伸びず、友達とのコミュニケーション

が充分にとれているとは思えません。医療ケア児も利用できるサービスが増えることを願います。 

家の中でのコミはできると思っているが、日常的な会話を伝えきれていないなと感じています（自然に入る言語が少ない）本人は本、パ

ソコンなどで時間を過ごしていますが・・・ 

時々イライラしていたりして大声を出すことがあるが、何について不満や要望があるのか表現しない、できない 

知的障害児のいる特別支援学校に通っているが、聴覚障害のある児童へのコミュニケーションは充分ではないので、重複のある子へ

の支援をもっと考えてほしい 

親は日々（家庭内）子供の意思表示を受け入れて、コミュニケーションを取っています。子供は（もう一人の）親への意思表示が少なく、

（もう一人の）父親は自らコミュニケーションを取ろうと努力しますが、子供は素気ない態度です。口話でいっぱい話しかけをするので、

子供は言葉に理解を示してくれ、コミュニケーションが取れます。外出での様子を見ていると他人からの言葉かけは無視です。知能の

遅れもありますが、日常生活は慣れもあり、スムーズに行動がとれます。アニメが大好きで、アニメのテレビを進んで見ますが、画面は

ちらちらです。映画（アニメなど）、演奏会も進んで行きます 

知的障害の為、ことばの数が限られていて、なかなか会話が難しく教えるのも、又、訴えるのも上手にできない。生活していく中で最小

限必要な事だけでもと、今までやってきた。少しずつ成長はしているが、四季の移り変わりの中で着る物や自分の身支度などできてい

ない（例えば、破れているとか、汚いなどで取り換えたり、寒い・暑いなどで着替えたり脱いだりなど）。なかなか難しい。教えてはいる。 

体調が悪いところを伝えられない。頭が痛い、吐き気、おなかが痛いなど。イライラの原因がわからない時がある。 

コミュニケーションについては、親と支援員で他の者とは難しい状況である。地域での生活ができない状況であるので、親がいなくなっ

た時が心配。 

途中から視覚障害になったため、コミュニケーションが取れなくなり、とても困った。情報が伝わりにくいため、行動ができない。部屋に

いる事が多くなる。 

施設職員や親以外のコミュニケーション相手がいない（友達がいない） 

家では手話で話せるのが母親だけで、父、兄弟とのコミュニケーションがむずかしい。 

手話で充分に話せる相手が限られているので、家族以外の人と関わりを持とうとしない。家族の中でも母以外の人とはスムーズに話す

ことができないので、家族での会話に手話が足りない事がいつもある。困っているというか、孤独感は持っていると思う。できるだけ通訳

してあげるが、タイミングがズレているのできっと面白い時は面白いと感じられていないと思う。兄弟は○○才と○才だが、会うのは夕方

～寝るまでの間の事が多く、なかなか手話も上手にならず状態です。 

コミュニケーション手段が少ないので、自分の思いを伝えきれてないのは不自由なことだと思います。 
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調査票 B  
Q９：当事者の家族からコミュニケーション支援についての要望など 

記述内容（原文ママ） 

ろうの人たちが積極的に「手話」「筆談」を使って町に出て、たくさんの人に知って欲しい。 

知的障害のあるろう者への支援を望みます。支援関連の情報に乏しい。本人家族を含め、手話指導専門員や施設による支援体制の

充実を図ってほしい。 

施設に入所できたので、日頃のコミュニケーションは心配していませんが、施設の支援員不足により、支援の低下や事故など起こらな

いか心配になります。 

警察にも手話のできる人、障害者に理解のある人を配置してほしい。 

作業所にもっと手話がわかる方がいるといいなあと思います。移動支援の方もそのような方がいてくれるといいなあと思います。グルー

プホームはその点、手話を使ってくれる又ろうの方がいるので、日常で手話を使ってくれているのでそれはありがたいです。当事者の

心の中で欲求を自分から表現できませんので、かわいそうです。が、今までイライラを母親に当たって、親はそれは仕方ないと受け入

れているので、これから親が老いてきたらどうなるのかと不安もあります。きょうだいには理解してもらえない。きょうだいとは年も離れて

いるし、生活も別で育ってきましたので、親亡き後の事はとても不安です。 

作業所やグループホームでも、手話や筆談で、できるだけの情報提供に対する努力はしてもらっていますが、（ろう重複障害の）子に

かかりっきりになれないので(人手不足で)、先駆的な例がありましたら教えてください。 

簡単な手話が理解できる。移動支援や行動援護のヘルパーさんをもっと増やしてほしいです。また、そのような職員さんがいる短期入

所施設も増やしてほしいです。 

幼少の頃より、親が過保護に育てたので現在は○○才になるが、家事は何もやらない。義理のきょうだいである私が家事一切をやって

食事を作り食べている。 

自分が障害者だということが何か印があれば他の人も助けて見てくれるかもしれません。だから、1 人で出かけたときは帰ってくるまで

心配です。 

病院等、通訳がいてくれたら良いな～と思います。 

もっと、施設職員を多くしてもらい、コミュニケーションをとるゆとりを職員さんに生み出してほしい。 

本人の現状を考えて、何が足りないのかを考えて欲しい。(相手の立場になって) 

但し、私も高齢者になった為、○○○～自宅まで送迎、持病もあるため不安になりつつ、将来の 2 人（親子）の関係をどの様にしていく

か考えさせられます。できれば送迎だけでも、どなたかにお願い出来るかどうか、○○区に相談したところ、施設で対応してもらえない

かとの意向。施設でもある程度手伝えても限界はあります。等々、将来の不安は色々とあり予定できる事と出来ない事があり、その都度

考えていかなくてはなりません。 

手話や身振り、絵カードなど、もっと当たり前にある生活だと本人も安心が増えるだろうと思います。 

聴覚障害の他に併せ持っている障害についても理解してもらえる支援者に支援してもらいたい。 

耳が聴こえないのですから、丁寧な声掛けが必要である。手話ができなくても身振りでも伝えようとする気持ちが大切であると思う。聴こ

えないから言っても仕方がないと無視されることが悲しい。 

初めて病院の検診に親抜きで支援員の方と一緒に行ってもらいました。少しずつですが、支援員さんにお願いできるようにしていきた

い。 

施設入所しております。ろう重複者を知ってほしい、コミュニケーションをとってほしい。そんな職員が必要と思います。 

サポートブック（オリジナル）など初めての方でもわかりやすく作成して配布している自己学習が足りない。それでも本人は何とかあわせ

ようと努力しているし、また教えてあげるのもいいようだ。が、覚えて長いスパン、1～2～3 年でまた、あ・うんの呼吸になる前に人が変わ

るのはどうにかならないのか。繰り返し新しい方とまた一から人間関係を作るのも刺激になるのかもしれないが、色々な方、長くいる方

や短いスパンの方など・・・それならわかる。福祉制度資源は活用させていただいているが、特殊すぎてわからない。また、イメージでき

ない。ひとくくりにされて悲しい。 

様々な支援資源を活用するようになりました。以前は大学生の方々のボランティア？いや応援団的なチームで本人の小さな世界観と

作って繋いでいただいた事で本人も大人になり切り替えて参りました。支援の内容、時間など折り合いは難しいところもあります、が人

という気持ちでぶつかり合う場面は少なくなりました。 

聴覚に障害があるとわかった時、コミュニケーション方法に手話という言語があると教えてもらい、親子で一緒に学びたかったです。 

肢体不自由の学校にも手話のできる方を派遣してほしかった 

複数の障害があるとろう学校でコミュニケーションを学んだ機会が少なく、家族も手話を覚える機会が日常的になかった。こういう人た

ちへの支援がもっと広がってほしい。 

口話のコミュニケーションが多い息子です。が冬はマスクで口が見えず、そうでなくてもちゃんと口元を見せてはっきりしゃべるという人

が少ないので、なかなか読み取れないようです。皆の理解が広がればと思います。 

ろう者に対する専門の先生が今の施設ではいないので、本人もあきらめています。 

コミュニケーション支援を専門とする人が身近にいてほしい（手話とか要約筆記ではない） 

聴覚障害者を理解して少しでも手話が通じると当事者の理解もできる事が少しでも多くなると思います。 

家族は手話表現があまり上手ではなく、筆談に頼ってしまうが、本人は難しい表現などがわかりにくい。2 語文、3 語文の表現となり、家

族がイライラしてしまう。最終的には本人も家族もいらいらして終わってしまう。 

重度聴覚障害のケアハウスの中で経験を重ね、親離れを体験できれば良いと思っている。手厚い援助が必要だと思います。 

移動支援のヘルパーさん不足。コミュニケーション支援の問題があり、なかなかろう重複者を支援してくれるヘルパーさんがいない 

福祉サービスを利用したくても、本人とコミュニケーションがとれる方がほとんどいないのが現状。手話が使えるろう重複障害を理解して

くださるヘルパーさんがもっと増えていってほしい。 

わかりませんが、本人の負担がかからない、新しいツールがあればいいですけど、音声等を手のひら、腕などに打ってくれる機械など

できれば 

手話に限らず、心の問題も含めて、自分の気持ちを素直に伝えられますように多面的なコミュニケーションをサポートしてほしい 

職場などでは本人に関わってくれる方が手話の勉強をしてくれたりして、理解しようと努力していただけるので、ありがたいです。「Q8」

でも書いたように公共の交通機関では、もっと社内表示を活用し、情報を伝えていただけるととても助かります。 
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対人関係がうまくいかない。特定の人としかコミュニケーションをとらない。発達障害なので障害特性と思っている。 

支持する人（家族、作業所の支援員）は正しく伝わっているのかどうかを確認する作業をして欲しい。伝わっていると思っても割とわか

っていない場合が多い。誤解を招きトラブルになる事がある。 

簡単な手話、日常的に使う手話はなんとか通じますが、少しでも多くの事がわかってもらえるよう頑張っていますが、他の家族の方々が

どのようにしているか情報がほしいです。 

作業所の職員やヘルパー等、手話ができたらいいなと思う。 

どういう手続きで支援を受ければよいかわからない 

知的障害という面があるので、言葉の理解もあり、手話通訳すれば通じるという訳ではない。優しい言葉や本人が知っている言葉を使

う必要がある。 

進路を決める度、ろう学校からは「枠がないから受け入れが難しい」と言われ、知的の特別支援学校からは「手話ができる教員の配置

は約束できない。それを承知の上でしたら受け入れる」と言われるが、手話が必要な当事者に情報保証の点がから、どちらの学校も選

びやすいように配慮して欲しい。できたら手話で通じ合える友達に囲まれて成長して欲しい。口話も必要なので、発生、発音の練習も

しっかりやってほしい。ろう学校にも ST が在席してほしい。 

複数の施設にお世話になっておりますが、やはり手話スキルのある方が依然として不足していると感じています。施設職員の方々（パ

ートの方も含む）への手話スキル修得に向けた制度面のサポートの強化を切に要望します。併せ、福祉施設職員の給与面の改善を強

く要望します。給与面の改善により、ひいては人材不足の解決に向けて進むことが当事者たちへのコミュニケーション支援につながる

ものと考えます。 

タブレットの導入→コミュニケーション支援ツールとして、購入の支援があったら助かる 

勉強会をやってほしい 

手話のできるヘルパーさんや指導員の方が増えて欲しい。 

健聴者で手話のできる同行援護者（ヘルパー）がいてません。 

単語の選び方、文の長さ（なるべく短く）を考えてもらえない事が多く、本人が混乱する事が多い。文字が読めるからとはいえ、長文は

やめてほしい。 

ろう学校では幼稚部でキュードサイン、口話教育だったため、手話も日本語文字も覚えられなかった。現在もコミュニケーション方法が

ない状況。学校教育でその子の障害にあったコミュニケーション指導をしてほしい。 

手話だけでなく、口話・筆談、その子にあわせた支援を受けられるようになると良い。 

耳が不自由だと、筆談を求められることが多いが、知的障害があるので、難しい。手話を使える人が職場にいて欲しい。 

コミュニケーションするにはまず信頼関係が必要かと思います。手話ができるというだけではなく、気持ちに寄り添える当事者を理解す

る、そういうことにも力を入れて欲しいと思います。 

気長にコミュニケーションをとって頂けたらと思います。 

コミュニケーション支援はその子のレベルに合わせてしっかり日常的に必要です。見て覚えて本人が出せるようになることを期待してい

ます。楽しさにつながり意欲もわくことでしょう。 

手話、サインなどを普通の学校教育、社会人教育・学習の中にもっと盛り込んで多くの人に学習してもらいたい 

手話を学べる場所が確立されれば、耳の障害がわかった時点で親が学ぶ事で言葉として教えていけると思う。 

コミュニケーションボードやパットなどの購入に補助がほしい 

早くから絵カード、写真カード、写メ、見えるもので知らせてこれからも進めていきます。本人の頭の中に様々な関係や流れが理解でき

るまで時間がかかりますので、これからもまだまだ見せたい覚えてほしい事、グループホームに入って生活できるようにしたい。 

多様な方法でコミュニケーションをとっているが、本人が主として希望するコミュニケーション方法に対応できるかどうか不安（親は手話

はＯＫ、もう一人の親はＮＧ、きょうだいも手話ではすべて対応できない） 

周りの方々が簡単な手話、例えば挨拶などをしてくれれば本人はとても嬉しいのではないかと思う。笑顔で接してくださる人々には本

人は知らない人でも自らバイバイの振りをしてしまうことも多い。 

Ｑ１１の答えとほぼ同じですが、家の中でも充分な情報保障がしてあげられるようなものがあるとうれしいですし、助かります。 

手話ができる人が来ても、キュードスピーチが出来ない人だと意味がない。キュードスピーチも地域によって多少違うので困る。 

知的障害もあり、肢体不自由もあるため（舌がうまく動かせず、上手に話ができない）、どこでもキューサインで会話ができたら良いと思

う。（指文字、手話は覚えられない）。キューサインはそれぞれの学校で違うので、どこでも一緒だといいと思う。 

○○市のコミュニケーション支援は、幼児・子供頃何ら支援がなく、管理センターにも相談するも一切無視で行政の在り方がかわりませ

ん。○歳半頃から療育○○学園に通所するも、○才頃になっても我が子は知能が底辺低い、言葉が発しないのも「おし」で言語指導も

行く必要がない。暴言をうけ、管理センターに相談して、○の小児医療センターに受診したいと相談するも、そんな遠くへ行かなくても

と素っ気無い態度。言葉を発しないので、自ら他の病院で受診すると難聴とわかる。本当に市（行政）の子供に対する指導、扱いにび

っくりです。市の期間に通所、利用しても、かえって成長が妨げられ、親は子供を育てるのに四苦八苦、本当に恐ろしく、今でも行政を

利用した事に後悔して、悪夢がおそってきます。行政は子供の成長を助けるのではなく、家庭内の心配事を増やし、親は心身病で

す。 

病気の時、自分から訴えるのが難しいので健康のことが心配です。どこがどういう風に痛いと言えないから。自分の不満が伝えることが

できないのでストレスがたまると思います。 

現在施設に入所している為、支援員とのコミュニケーションはだいぶ出来ているようですが、まだ通じ合えない事の方が多い。 

特別支援学校（知的）に通っている。身辺自立などのご指導は満足している。コミュニケーションに関しては、ろう学校にはかなわない

のは理解しているが、個々にあったコミュニケーション（手話など）に特化した単元があってもよいかと思う。知的、特別支援でも手話又

はサインをもっと取り入れてもよいと思う。 

今は施設だのみであるので、市町村等で障害者が地域に出ていけるような事業をお願いしたい。 

手話、触手話を覚えたいです。 

地域での情報やコミュニケーションの支援制度を充実させ、本人の社会参加が広がるような支援を望む 

施設等で当事者がわかってると思い、手話で話し聞かせているみたいですが、当事者はわかってないことが多い。 

コミュニケーション支援といっていいのか・・・。ろう学校の先生の手話がわからないというか足りないというか言葉が多くて困っていま

す。聞こえていないという事の理解がないのか？分からないのですが、手話も合っていないです。中学生に 4 月になりますが、不安し
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かないです。どうしたら手話通訳できるくらいの先生が当たり前にいる学校になるのかと思います。何年もかかるか何か制度が変わらな

い限り一生無理だと思います。本当に困ります。 

当事者が理解、納得するには、とても時間がかかります。忍耐も必要です。当事者の目線に立ち、何を要求しているのか、言いたいの

かを受け止めての支援をしていただけたらと思います。 

 

調査票 B  
Q１０：当事者との関わりについて，辛かったこと，よかったこと，日頃から感じていることや課題 

記述内容（原文ママ） 

知的障害もあり、手話も覚えきれず、サインとの併用でどうにかコミュニケーションがとれている状態。本人のサインを理解できた方々の

中でないと生活できない。手話ができる方の中でも本人とのコミュニケーションは難しい。 

誕生時から、身体のいろいろな個所に障害を抱えており、手術など本人にとっては痛い、辛い思いがあったが、人に対しては明るく接

すれば、自分にとって良い対応をしてくれるということを身に付けたのだと思う。親にとっては子を通して「ろうの世界」「手話」と関われた

ことはありがたい。課題は生活のどの部分が、本人がやれて、どこを支援してもらえばいいか。 

幼少期からきちんとしたろう教育を受けられる環境を作ってやれなかったことは、今でも悔いが残る。 

なぜ？どうして？理由は？などの相互理解、表現がとても難しい。同年代の友達、関わり、環境が殆どない。家族と施設以外に関わり

がない。 

入院した時に個室じゃないと受け入れてもらえなかったことが、経済的にも精神的にも辛かったです。良かったことは、いつも本人から

癒しをもらって生活しています。 

後ろから来る自転車、自動車など気付かないであぶない。 

本人「いや」と言うことが言えなくて、我慢してしまい、後で爆発してしまったり、他の人に話せず分かってもらえず、職員に暴力を受け、

大怪我を負わされも、他の職員には気づいてもらえず、親の顔を見て泣き出しても気づいてもらえず、親が見ればすぐにわかる異常

も、関心・経験のない人には難しいのでしょうか？心無い人には福祉に関わってほしくないです。怖い経験が一生心の傷となってしまう

ので。警察にも手話ができる人、障害に理解・知識ある人を配置してほしい。自転車用道路と人が歩く道路がありますが、人が歩く歩

道にもとなりの自転車用と書いてある方ではなく、人が歩くと書いてある方に入ってくる自転車がいるので、きちんと決めて頂けたらと思

います。聞こえないので危ない。 

○○年以上前、どうやって育てるか…悩んだのが嘘のよう。何とか育てて今となりました。まわりの支えがあればこそ。いろいろ勉強して

…あっというまです。 

月 1 回の帰宅の時、自分の要望など伝わらない場合はイライラして、物を蹴りして、家族を困らせたりする時。本人は普段は穏やかで、

いつもニコニコしている所。 

自分の想いをなかなか伝えられなくて、母親は人前でしてほしくない事などを関心をむけたくてしているのか、本人はこれをすれば親

は自分に目を向けると思ってやっているように見受けることがあります。親にしてみますと、「またはじまった」と思う事が日々あります。同

感して喜べる事、喜ぶ事をやってほめる事、悲しむ事、又、受け入れない事、全く受け入れず、又半分だけは受け入れる事、いつもそ

んな事で時間をかける事が多い。周りから見られて厳しい事もあります、又、受け入れなかったら時間が長くかかり、親の方がしかたな

く受け入れる事は数々あります。 

○○症や難病もあるので、本人を理解することが大変でした。多くの人のご協力を得て、○○才になり、ようやく落ち着いた生活を親も

子も独立してしています。今の所、特にありません。 

○年前に○○○○病発症、入院。○○の職になじめず、○○市の「ろう重複障害者の工房」に入所。手話のできる職員となかまとの穏

やかな生活希望が見えてきた。 

良いこともごくたまにあるのですが、ほとんどが辛いことだった気がします。小さい頃は本人の首に手をかけ、はっとして我に返ることを

何度も繰り返していました。親が障害を持つ子を殺してしまったというニュースを時々耳にしますが、せめる気にはなりません。 

母の負担が大きい。年を取ると母(介護者)の体調(病気や体力の衰え等)も課題 

聴覚障害の為、情報が入らない為、知的にも加速している。本人の気持ちが、正しく相手に入らない場合、大声をあげたり、物に当た

ったりしてきました。とても辛かったです。現在は弱視、肢体不自由(車イス)もありますが、年齢と共に全体的におだやかになりつつあり

ます。よかったとは思いませんが、意欲、気力、体力の減退だと思うからです。 

海外旅行に連れて行けたのはよかった。強く思い出に残り、何かの時に話に出る。 

かなり前のことですが、障害者手帳をなくしまして、再発行してもらいましたら、2 ヶ月過ぎた頃、ゴミ捨て場に落ちていたと連絡があり、

送ってくれた人があり本当に助けられました。財布と一緒だったので、とんでもない所からでしたが幸せになりました。 

姉として、手話ができなかった時は、コミュニケーションが取れず、ケンカもよくしました。手話を勉強して良かったです。 

外泊を月に一度、できれば定期的にさせてやりたいが、両親の高齢化にともない、難しくなっている。かわいそうに思う。 

当事者が自分より弱く、困っている(時)人に手助けしているのを見て、優しい子に育ってよかったと思う。親としていろいろと教えられま

す。 

本人の優しい笑顔にいやされます。何に怒っているのか分からず、パニックになり、他害を受けると心がおれます。 

手話力、手話の数を増やすことが課題。 

知的と聴覚障害と重複しているので、常に現在進行形で指示をする必要があるので、体力的に大変だと思っています。目を見て静止

してコミュニケーションを取る大変さを実感してサポートしてくださる方が増えるといいなと思っています。 

知的障害と発達障害と精神障害等を併せ持っていると、さらにコミュニケーションが難しくなります。そのため、トラブルもおこします。ど

のようにしたらコミュニケーション力をたかめていけるか？教育していけるか？こまっています。 

グループホームの利用を考えているのですが、当事者が受け入れられず(一人で生活していける…と思っています)、悩んでいます。 

ろう重複だから難しい手話、言葉等は使わないと思い、生活してきた環境もあり、しっかりと手話を学ばなかったことを後悔している。最

近、頭の良いろう者と話すことが多くなり、学んでこなかったことは子供を成長させる上でも申し訳なかったと思っている。 

本人の明るい性格に親はだいぶ救われていると思います。健聴者と対等に競えるものがあるので、自信になっていると思われます。 

（ろう重複障害の子を）育てていたためか、認知症の親の行動を前向きに受け止められたのでは…と思います。「子の事」以外で辛い、

悲しいと思う事も、子の存在が”頑張る気持や負けていられない”と思わせてくれます。今は通所ですが、あまり遠くない将来、入所を希

望していますが…難しいようです。 
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色々と思うように本人に伝わらない事がありますが、親も年を取ってきてこれからの事を考える事が多くなりました。不安はいっぱいあり

ますが、今通っている作業所の指導員の方々なども、話を聞いてもらう事もあります。なんとか本人にとって良い方向に持っていけるよ

うにと思っております。 

専門的なことがわからなくても、盲ろうについて知ろうわかろうとして下さる方、古くは大学生のサポーターに支援してコミュニケーション

を少しずつ確立していくことが出来、それを学校と連携して、さらに人と話すおしゃべりが好きになりました。（自分の関心部分ですけ

ど）○○歳から通所に変わり、学校と福祉の大きなかべにぶつかり。早○○年近くになります。代弁してうまく繋ごうとがんばりますが、

事例少なく個別支援と言いながら実際にはまだまだのようです。 

私は○○歳です。障害に関してあまり知識なく、盲ろうの子を授かりました。手強いですけど奥深く髪振り乱して育て育てられ、○○年

になります。他の子供、孫と中々全てを見渡しバランスよくできない自分もあります。難しいですね。 

手話が使えると仕事上で便利 

本人は明るい性格なので助かりますが、障害のために転倒したりけがしてしまったりします。毎日無事に帰ってきてくれるだけで、それ

で安心ですが、世の中的に障害者に対する理解が低いと思います。身近に障害者がいないとなかなか分かってもらいにくい部分だと

は思いますが、少しでも障害を持つ人々が暮らしやすい社会になる事を願います。 

最近、ひざ痛＋肩痛で補聴器をつけていない。子供を呼ぶ時は足を引きずりながら近寄るのがつらいです。前は補聴器をつけてくれ

ている時は呼んだら振り向いてくれたのです。 

ろう重複障害者はいっかんした教育を受けることが難しく、乳幼児期もいくつかの園に所属し、就学も転々としてきて、落ち着いた時期

はなかった。教育にふりまわされている感じだった。 

高校までずっと口話中心で、入所してから手話を覚え、コミュニケーションにも幅が広がったように思います。 

日頃から感じている事として、あまり外出したがらない。～したい、～して欲しい、不満に思っている事、何かに対して怒っていても、うま

く表現できないでいるのがかわいそうに思います。少しいつもと態度が違うので、何かにイライラしてるんだとしかわからないので辛いで

す。 

自分（親）が一日働いていて手話サークルに参加できなかった事に後悔している。今通っている作業所では、親の会等に出席すると

若い親達は皆子供さんと手話で話していられるのを見ると羨ましいです。口話では簡単な会話しかできないです。筆談と口話になって

しまいます。 

辛い事ばかりです、が子供は可愛いです。よかった事は人間関係です。（良い友人に会えました） 

施設の職員が足らないので、おとなしい子供はほったらかしです。帰宅するとデパート等買い物にでかけられる良い時代にはなったと

思います。 

身振りや指さしなどで基本的なコミュニケーションをとっていますが、あまり自分から積極的にかかわりを持ちたがらないので、本人の思

っていること、感じていることがわかりにくくて困ります。例えば、泣いていたとしても理由がわからないことがほとんどです。ただ、何度も

くりかして教えていた甲斐もあって、少しずつ簡単な手話（おはよう、トイレ、食べるなど）を覚えて、時々自分から覚えた手話で話しか

けてくれることもあり、うれしく思っています。 

健聴者との交わりは大変苦労がありました。指示が出されても理解できない事が多くバカにされる事が多かったです。手話が少しでも

できる人がいると大変助かっただろうと思いました。 

辛い事が多すぎて親が死んだらどうなるのか・・・と心配している。専門のグループホームができてほしい。親も本人も年を取ってきてこ

の先がとても心配だ。 

聴覚と視覚の障害をしっかり理解し、本人の立場になって援助、指示をしてもらえること 

多くの障害を併せもって生まれ、生命の危機をいくども乗り越え多くの方に支えられて今はとても元気に生活しています。でも日常生

活では常に通じない壁とも戦っています。筆談ができないので、コミュニケーションがとれる人が限られてしまうこと、手話を使っても内

容がそれほど理解できず、あきらめてしまうことも多いです。それでもゆっくりですが、年を重ねるにつれ、興味の幅が広がり、会話も増

え、成長を感じています。 

子供の頃はなかなか理解してもらえず、苦労をしましたが、今は本人も大人になり、ニュース、人間関係での悩みなど体験して、今は

普通に親子関係は築けていることは良かったと思います。あとはもっと積極に外に出てほしいと思っています。それから、これから生き

ていくうえでの、料理、掃除、洗濯など自分からやってくれればいいと思います。あとは親が亡くなった後のことが心配です。 

学齢期に同じ障害をもつ家族と先生方をまじえ、悩みを出し合える家族の集団があったことが、子供の成長にとてもよかった。 

気持ちをきちんと正しくくみ取ってあげられない事 

ろう重複施設に入所させていただき、専門性をもった方の支援を受けながら、生活することによって、本人の気持ちも安定し、生活の

質が向上しているのがわかり、非常にありがたいと思っています。施設の職員の方々がとても細かく、本人に対して、生活、お仕事全般

にお世話してくださるので、とても感謝しております。 

良かった事は健常の子なら何なく通り過ぎる事を何倍もの努力の積み重ねで越える連続の日々。小さな事が出来た時の幸せを感じま

す。辛い時はやはり本人が病気だったりした時に、詳細に状態が伝わってこないので、痛みの種類（じわじわ、ぴりぴりなど）など、ちゃ

んとわかってあげられず。 

辛かった事→言葉を覚えてもらうのに、気持ちも育てなくてはならない。耳だけではなく、知的な遅れからくる理解不足。良かった事→

少しずつですが、文字を覚え言葉になり、気持ちも育てていくなかでできるようになった事が増えた事。 

周りの人の理解が得られず変な目で見られたりした事でも、一方で多くの友人が支えてくださっています。心やさしい子に育ってくれて

いる事がうれしいです。 

最初はなかなか通じなかったのですが、絵カード・手話を文字と同じに使い、なんとかわかってもらおうと頑張り続け、○○年やっとの

事で通じる事が増えてきました。一つずつ理解してくれる事が増え、楽しくなってきています。今年はいくつ増えるか楽しみです。 

この言い方とかこの方法だと通じるとか、親子のサインがあり、今後は誰にでも通じるように表現できる事が大事になってくると思う。 

（子どもが）○才頃退職して、子供と常時接することになったが、聴覚障害と自閉症でどう接して良いか、何をすれば興味をもってくれる

か、分からなかった。ろう重複施設の職員の方には、コミュニケーション方法や作業内容など、工夫して本人の意向に添うよう配慮して

いただいています。 

年を重ね、これから直面するであろう体の不調を本人はどの様に伝えるのか、周りの人はどの様に捉えるか、これからの課題だと思っ

ています。 

思うように気持ちが伝えられないので、すぐに物に当たったり、人に攻撃するので、辛い事があります。 
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親離れ、子離れが課題ではある。しかし、親が入院している 1 か月間、（もう一人の）親子で生活ができた。通所施設に行きながら、生

活に関する様々事を手伝ってくれる。片親が亡くなったら、施設かグループホームかと考えるが、この子となら一緒にやっていけるとい

う気持ちにもなる。 

当事者からの報告類はない。親がたずねると身振りで返事があるのみ。 

大人になるにつれ、公共のマナーをどうやって教えて守らせるかが課題となってきた。「性」の問題も課題が多い。当事者の進路を決

める学年になると、就学相談などで、ろう学校、知的の学校どちらからもなかなか受け入れてもらえず、気持ちが滅入り、辛い。 

聴覚障害（全ろう）と○○症、知的障害が重なっているため、意味が十分伝わらないことにより、パニックを起こし暴力がエスカレートし、

どうしてよいかわからなくなり、ほとほと家族も心身共に疲れ果てた時期が続きました（○年前まで）。その際気づいたのが、施設職員の

方の何人かがすごく上手く当事者と接していただいて、家庭では見せない笑顔、笑い声を出しているのを見て、いくつか私共も取り入

れてみました。①それで親から一方的に「これやろう！」「これ食べる？」「ここ行こう！」のやりとりでしたが、本人の希望を最優先に聞く

ようにした。②親と話すのが嫌なのだろうと勝手に思い込んで積極的な会話に少し躊躇していましたが、週末自宅で過ごす際は、でき

るだけ会話しようと思うにいたり、少しずつ取り組んでいます。その結果、親との会話の中で、笑顔、笑い声も増え、家庭及び施設にお

けるパニックも格段に減り、落ち着きが増してきました。引き続き、トライ＆エラーですが、良かれと思うことにチャレンジしていこうと思い

ます。 

最初は話が通じず大変なこともあったが、手話という共通言語ができてから、スムーズ。本人ものびてきたので良かったと思っている。

デフファミリーとしてのろう重複児の支援や情報がたりない 

色々な人と交流でき、楽しんでいる 

幼稚部からろう学校の重複クラス。卒業後もろう重複の作業所と子供をとりまく環境がよかった。仲間に育てられた感があります。 

親が亡くなった後の事が心配 

病気の時、悪くなってからでないとしんどかったのかといつも後でわかる。バスに乗っていても WC と相手に伝えられず、いきなり降り

て、そこが道であってもおかまいなしに用をたしてしまう。 

他者と関わりたくて近づいていくと、（挨拶等）無視をされる。 

情報が限られるので、日常のたのしみが限定される。車いすでもあるので、出かけていっても不便。出かけていっても相手の話す事が

理解できず、楽しみが半減する。 

幼いころから遠くの学校に毎日通い続けて、地域との関わりが全くない。友達もまったくいない。将来がとても心配。 

手話を家庭内でも使えるように、親やきょうだいが手話を覚えたことで、本院の意思が伝わるようになったこと 

一緒に音楽を楽しめないことが辛い。 

○○症、ろう重複障害ですので、こだわりが強い子です。小学生の頃、遊具は 1 つ 1 つで遊び、自分なりの遊びをして、失敗すればい

ちからやり直し、明けても暮れても寒い暑い関係なし。1 週間から 2 週間は遊ぶ。付き合うのが大変。（高校まで）相手の言うことは理解

できたけれど（少しは）、でも自発語がないので、まだコミュニケーションできなくて、ガラス割ったりでうっぷん。施設入所して、段々コミ

ュニケーションできて落ち着いてきました。 

嫌なことやつらいことがあった時、話して吐き出すことができないのはしんどいことと思います。一人で抱え込むのが当たり前のようにな

っていますが、そこから救い出してやれないことは見ていてつらいです。 

スムーズに意思の疎通ができず、一つ一つに時間がかかり、お互いにイライラしてしまうことがある。 

本人をよく観察して少しでも楽しく過ごせるように努力してくださるようお願いします。バタバタと忙しい職員にはとりつくしまもありません

から。短時間でも一回しっかりコミュニケーションの手応えを本人にもたせてくださるよう願っています。 

当事者は作業所でかなりつらい思いをしたようだった。現場で手話ができる人はおらず、本人の精神的な部分にまで及ぶやりとりコミュ

ニケーションが結果としてとれず、気づいた時には本人のストレスが強度。失禁頻回となり、後になってとてもかわいそうな思いをさせて

しまったなぁと親として辛い気持ちになった。今はその作業所はやめて別のところに移った。 

<辛かったこと>見た目で理解（障害が）されない。かけもち通院だった。手話を覚えるのが遅かった。<良かったこと>悩みを持つ保護者

の方と沢山友達になれたこと。支援してくれる先生方に会えたこと（学校、病院） 

ろう学校が家から遠く、通学に通勤ラッシュ時に電車に乗らなければならず、静かにできない子供の為、一番苦労した（どう子供に他の

人に迷惑をかけないようにするかを教えていいのか悩んだ）。見ていないようで見ていて、分かっていないようでわかっていてという子

供の姿が見られたのもこうした経験の中が一番多かったと思う。 

障害支援の前に、性質性格を知って教えるのが大事だったのではと思っています。家族は冷たかったが、通所施設をはじめ、ろう学

校の先生方には、とても恵まれました。特に高等部でお世話になった先生は子の心理のさらに上の心理で指導してくださり、親子共成

長に導いていただいた。 

出産したとき（ハンディがあるとわかったとき）はとても辛かったです。どうやって育てていこうかと悩みました。今はハンディがあっても積

極的に人と関わろうとする娘に育ってくれてほっとしています。親には分からない辛いことがあると思いますが、常に明るく元気です。ぐ

ちもこぼしません。これからの課題として、親が亡くなった時、一人になった時のためにどうしてやっておけばこの子らしく生きていける

のか考えています。 

いろいろな方法でコミュニケーションはとれているとは思うが、本当に当事者が理解できているかがはっきりしない時があり、気持ちをく

めず、苦労させていると感じることがある。 

辛かったことは早期発見、早期教育したつもりだが、教育の場がなく（受入されず）何回も変えなければならなかった時期がとても辛か

った。でもやっと全員就学に依り、ろう学校に理解ある先生に支えられ、なんとかろう教育を受けられたことはとてもよかったと思いま

す。 

本当にコミュニケーションが取れるようになるのか？・・・と疑問に思いながら手話を使い続け、初めて当事者から手話が表出した時の

感激は忘れません。でも、今でも、当事者からの（手話での）訴えや気持ちは理解できないことも多く、どうしたらもっと深く理解できるよ

うになるのか 

当事者以外の家族は全員健聴者です。現在、両親はそれぞれに手話教室などに通い手話修得に努めてはいますが、そういった家族

への公的支援が受けられる機会があると良いと思います。 

きょうだいの結婚式に触手話通訳をお願いして、通訳をしていただいたが、きょうだいの思いなどを知ることができてよかったと行ってく

れたこと、きょうだいへの誤解も少し無くすことができたようでほっとしました。 

仕事をがんばって職場のコミュニケーションがなかった事による疾患なので、厳しい社会についていけなかった。かわいそうに思いま

す。親には言えないものなのですねぇ、やさしい子です。どこまでも見守りつづけたいと思います。 
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本人の思いがわかってあげられないこともあるので、何とかわかってあげたいと思う。大きな声を出してしまうので、（他者の目が気にな

るため）きょうだいが一緒に出かけたりするのが今は嫌なようでそれがさみしい。就労に向けて、日々できることを増やしていこうとしては

いますが、難しいと感じてしまうことも多いです。 

私は高齢出産（○○才）の為、○○病院で受診するも、○○症児も大丈夫、何ら検査をしないで説明もなく、入院退院のくり返し、胎動

が悪くなってすぐ、○○病院へ緊急入院するも、私から仮死が心配なので、早く帝王切開をしてください、とお願いするも、他の人が優

先、私は大きな声で叫び、看護師を呼びました。看護師と意思はデータを見てすぐに手術室へ運びました。その時の私は酸素吸入を

つけ息を大きくすってはいていました。日曜なので、スタッフがいないので、大慌てでした（帝王切開でした）。子供が未熟児病棟に入

院中、ドアの大きな音に無反応でしたので、交換日誌で党と、耳も目も大丈夫と回答あり、安心しました。首も 4 か月ですわり、主治医

は我が子は健康で長生きしますとの事で安心していましたが、○○症児でしたので、病院の紹介をお願いするも暴言をはかれ、紹介

してくれません。その後、○○市の管理センターに相談し、療育を受ける事にしました。 

辛かった事：物にこだわりがあり、お店に行っても欲しい物があり、そこから座り込んで動かなくなり、大声で泣きわめき、まわりの人の目

があり本当に困りました。今でも続いています。又、身体の事ですが、痔になってしまい、食事が終わるとトイレ移動して、家から施設に

行くと直行でトイレに行ってがんばっています。1 日 15 回位行きます。本当に 1 番困っています。 

家族が亡くなった後の事を思うと、どうなるのか、親族も少なく、辛くなる。その為にも、一人で身の回りの事が出来るようになれればと

思っている。支援員も細かな所まで目が行き届いていないし、無理なような気がする。 

言葉が出ない、伝えられない、伝わらない。表情でくみ取るしかない。<良かったこと>言葉がないので、不快な言葉を言わない。人を嫌

な気持ちにさせない。嘘偽りがない。 

○○才頃までお店で本人の要求が認められない場合、その場に座りこんでしまうので、おのずから行動範囲がせばめられた。今は少

なくなったが、外出する時はできる限り、親、本人の 3 人で行動。 

幼稚部からキュードスピーチを使っての教育でした。親も一緒に覚えて、家族で使っていた。盲ろうになり触手話が必要になりました

が、施設の職員も出来る方が少なく、私も出来ない、コミュニケーション難しい。職員もどう対応したらよいか困っている時もある。でも、

人によって本人は使い分けている（手の平書き、指文字、キュードなど） 

ろう学校時代にいじめにあっていたようだが、本人からの報告がないまま、登校拒否になった時に力になれなかった。 

辛かった事：小さい時にはコミュニケーションが取れなかったこと。良かった事：卒業後、手話を覚えていき、コミュニケーションがだいぶ

とれるようになったこと。仲間、支援員との関わりが当事者を変えていったこと。 

出来ない事が出来るようになった時、理解しあえた時などはとてもうれしい。又、なかなか通じ合えない時は辛いです。（抽象的なことは

難しい） 

 

調査票 C-1 
Q７：ご利用者の家族からコミュニケーション支援についての要望などが 

記述内容（原文ママ） 

これまで弱視ろうであった利用者が全盲になり、視覚情報が利用できなくなった。そのために施設では手話を通じコミュニケーションが

図れるが、家族とのコミュニケーションが不自由となり、家族が困られている。必要に応じ盲ろう通訳介助員や職員が対応するが、日々

の日常生活上までは対応できないこと。 

特になし 

施設に入所されている利用者の身元からは、特別な要望はない。・通所利用の方の場合に、本人及び身元から、手話でコミュニケーシ

ョンができる、聴こえない・聴こえ難い障害状況やろう者・ろう文化に対して理解を示せる環境を整えてもらいたいと言う要望を訴えてく

ることがある。 

何ごとにも、とにかく時間がかかる。また、何かの訴えらしきものがあり、今までの分析などから訴えていることを考えて仮説をたてるが、

あくまでも仮説である。健常者が発する言葉だって、常に正しかったり、本音だったりするわけではないので、無理なコミュニケーション

支援はしないようにしている。 

病院受診や担当者会議には同行、同席し手話を交えて診察介助や情報提供等の支援を本人、家族から依頼される。 

当施設では手話や筆談などによるコミュニケーションがあたりまえなので、改めて家族からの要望は特にない。 

手話を身につけること。全てを一緒にできなくても、ろう者集団の中で経験を積ませたい。 

手話通訳支援、利用者自身の手話習得に向けた学習支援 

親子の会話がない→コミュニケーションを図りたい。 

手話が分からないので、当事者とのコミュニケーション方法を知りたい。 

意思疎通をスムーズにしていくためにも、ろう職員、手話のできるスタッフ（職員）が積極的に本人が理解できる表現で、話を拡げてい

けるようにしてほし。という要望をいただいている。 

キュードサインで育ってきた利用者の手話への切り替え 

家庭内でのコミュニケーションが不十分なところがある。 

あいさつ、人との接し方についての支援を望まれている。 

人工内耳のお子さんについては「口話と手話で会話してほしい」との要望がある。 

「物の名前がなかなか覚えられないので、手話と指文字で教えてほしい」と要望がある。 

○○（施設）に居場所を作る。 

本人に先ず手話で説明し、本人の希望をきいて欲しい。 

連絡ノートの漢字にはルビを入れて欲しい。 

他の施設には移りたくないので、５年くらいはこのまま居させて欲しい。 

とにかく利用者の話をきいてあげて欲しい。 

自分の精神障害について他の仲間に伝えにくいので、職員が朝礼で説明して欲しい。 

施設としてはコミュニケーション支援を手話に限定せず、写真や描画、文字筆記など多様は表現で対応しているので、家族からの要望

はあまりない。 

手話はスタッフ全員できるので安心されている。 

ロジャーの使用 
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pecs の活用。 

自立という一つの目標レベルは、個々で大きく違うが、親からの自立という点で支援を行っている時に、ご本人の支援だけでなく、家族

（親）の精神的ケアと支援が必要だと感じている。信頼関係の構築にも時間をかけている。そのためにも受け入れる体制（日中の活動

の場・グループホームなど）が、十分とは言えず行き詰ってしまいそうになる時が多々ある。 

親が本人の代わりに伝えるのではなく、ご本人の気持ちを直接受け止められるよう、手話通訳を依頼するが、手話通訳がろう重複障害

の知識が無い場合、逆に本人を混乱させてしまうケースがある。そのような事が起きないために事業所職員が病院同行に立ち会ったり

相談支援専門員（ピア）に協力を頂いているのが現状である。 

語彙数増加 

手話力向上 

一人一人の連絡ノート活用で、共有しあっている。 

手話で話ができる友達を増やしたい。指文字や手話を覚えてほしい。言葉の数「語彙」を増やして欲しい。自分の意見を言えるようにな

ってほしい。同じ障害のある子どもたちと一緒に過ごしてほしい。人の話は終わりまで見る（きく）、相手の話をしっかり見る（きく）力を育

てたい。要求を表現する方法を広げる。会話ができるようになってほしい。いろいろなコミュニケーション手段を身に着ける。人にあわせ

た話し方や接し方を学んでほしい。わからないことを「もう一度言って」と言えるようになってほしい。 

コミュニケーション支援と言えるかわかりませんが、家族の高齢化により自分の子供、きょうだいが一生安心してすごせる場（入所施設

の充実、ケアホームの新設など）作りの要望が出ています。 

家族の方が通じ合えず、当施設職員が得た情報をご家族に提供している。 

職員はいつも忙しそうなので、ゆっくりなかまと関われる時間をつくってほしい。 

できるだけ、手話や指文字でコミュニケーションがとれるよう希望されえちる。できれば、文字が読めるように、書けるようにという希望もあ

る。 

強弱の対応を職員で役割分担して支援して欲しい。本人に合ったコミュニケーションのやり方で対応して欲しい。 

独自の方法がある場合は教えてもらい、その方法で支援していく。 

市役所のろうあ者相談員より、「利用者が急に怒り出すこともあるが、それは育ってきた環境、学びもある、それを考えながら常に接して

欲しい」と言われている。 

仕事だけではなく様々な体験をしてほしいと言われている。体験を通して共感→共通の言葉作りにつなげるようにしているがうまくいか

ない事の方が多い。職員のスキルの問題もある。 

手話の語彙を増やしてほしい。本人が分かる言葉を増やしたい。 

同じ障害をもつ人たちの生活を過ごしてほしい 

きこえない子どもたちと一緒に関わってほしい 

事業所に通う利用者さんは全て聴覚障害者であることから手話を中心にコミュニケーションしている。手話が難しい方々は手話の習得

を求められる。 

重複障害により、ろう学校ではなく養護学校で育ち、手話を獲得する機会が無かったので、ろう重複の入所施設で手話を獲得してほし

い。また、基本的な生活習慣が身につくように支援してほしいといった要望を聞かせていただくことが多い。 

 

調査票 C-1 
Q８：ろう重複障害者支援について，日頃から思うことや感じることや課題と思うこと 

記述内容（原文ママ） 

当施設はろう重複といっても手話を通じ比較的意思疎通がかなりできる方々なので訓練事業を行っていますが、重度生活介護レベル

のろう重複障害者(県内に対象は多くないと思われるがないこともない)に対しての受け入れ体制がない。また、居宅介護支援の資源が

ないため通所が困難となった対象者が通えなくなり、やむなく他県に移られた例があるし、既に他県の入所施設に居りできれば地元で

との希望があるとも聞きます。児童に対してももちろん社会資源自体がありません。 

ろう重複障害者の支援は、特に難しいことが多い。生活上のことでは、○型事業所だけでは解決できない。しかし、人数はすくないの

で、加算等の対象とはならない。時間を要することも多いが事業所の負担のことを言っていられないのが、現状である。 

個々人を大切にするなら、１～２人でも加算はつけて欲しい。 

B 型であろうと、生活のこともトラブルがおきれば、携わることになる。加算の在り方も考えて欲しい。 

自立できる気持ちをもっと強くしてもらいたいという気持ちが一番大きい。特にろう重複障害支援のあり方はめったにないので知名度も

低いし、もっと●●して広げたいと願うばかり。今後とも、研究●●勉強していきた。 

単に聴覚障がいや視覚障がい、知的障がいと言った各障がい種別における福祉や医学分野の対応スキルが求められるだけではな

く、ろう文化、ろう者学、手話学といった、教育、社会学、言語学、心理学などの幅広い分野の知識やスキルが必要になるケースが多い

ように思う。・単に、耳が聴こえない・聴こえ難いということに対する支援や手話による言語コミュニケーションの配慮と言った問題にとど

まらず、聴こえない・聴こえ難いという障害状況やろう重複障がいがもたらす様々な障害状況による日常生活全般にわたる課題やトラブ

ル等に対応できる幅広い専門性が求められる。 

重複か高齢聴覚障害のある方々にご利用いただいているが、ご家族だけでは介護負担が大きく、ご家族の休息が必要と思われる。利

用者は家族や社会からの孤立、疎外感を感じやすく、ろう者コミュニティや聴覚障害の特性に応じた公的な受け皿は必要と思われる。

課題としては高齢聴覚障害者の受け入れ可能な介護保険施設が少ない。災害時、耳からの情報が入らないことにより、又、二次障害

による理解のレベルの問題で、状況判断が遅れる等があると思う。 

他の福祉事業所の、聴覚障害やろう重複障害についての理解がなかなか拡がらない。例えば、他法人のショートステイを利用している

ろう重複障害のある利用者について、ショートステイ先で口頭でのみ話をされたり、安易に当法人の職員に伝言を依頼したりといった事

が起こっている。 

ろう重複利用者を支援する上で、当事者のコミュニケーション方法に合わせた意思疎通は高い専門性が必要であると感じている。なか

でもろう職員の役割は重要で、ろう者だから理解できる細かな感情があり、支援上欠かせないと感じている。 

ろう重複だからこその専門性やその支援の理解を維持することが難しい。 

各利用者の障害程度やコミュニケーション能力は様々であり、その利用者の真意をつかむことができる様になるののは長い時間が必

要である。 
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家族、病院、ヘルパーの関わりのある期間、施設などと連携を図ること（課題）。 

職員の数が少ないため、十分な対応が出来ない。 

聴覚障害児+重複障害と言うが、そもそも聴覚障害の 2 次障害によるものを重複といっているのか、そうでないのか、明確な区分も研究

も進んでいない現状で、「ろう重複」とカテゴライズされているのには疑問を感じる。今回のアンケートの意義が伝わってこない。コミュニ

ケーション支援を目的としたものであれば、コミュニケーションの実態は様々であるという前提で、さらに聴覚障害は多様であるという前

提で、アンケートを作成すべきである。個々の障害（聴覚障害）に応じた多様なコミュニケーションスキル（視覚を中心にしたもの）が支

援する側に求められる。マニュアル通りにいかない、個々の発達の特性を丁寧にとらえる支援者と体制が望まれる。 

一人ひとりコミュニケーション方法が違うため伝える事・受けとめる事の難しさ。  

現在、健聴の仲間も混ざって日中生活を送っているため、利用者同志のコミュニケーション方法、又、健聴の仲間が増えているので、

ろう重複の仲間が孤立しないようにしなければならない環境。 

○○症にかかわるコミュニケーション支援が職員の中で精神的負担になってきている。 

職員不足（定着しない）。 

ろう、ろう重複について理解しない、しようとしない職員への対応（管理者含む・法人全体）。 

ろう、ろう重複に何となく通じている、通じていると思っている→だから大丈夫！ 

簡単な手話を学んで「手話ができる！だから大丈夫！」と思っている。（入門講座受講のみ） 

本や手話講座（VTR 等）で学んだ手話だけではコミュニケーションが図れない。 

一人ひとりに合わせた支援を心がけているが、スタッフ間での統一が難しいと感じる。 

ちょっとした環境の変化で、落ち着きがなくなる。利用者への落ち着かせ方。集中力がない利用者の作業の進め方。 

○年目の施設なので、職員の在職歴も平均○.○年で、ベテラン○人と経験の浅い支援者○名との構成で対応しているが、重度の重

複ろう者が今後増えて来るので、それぞれの障害に見合った専門支援の知識や技能を身に付けてゆくことが課題。今後○年間は施

設としての中期事業計画の中で、学習や研修を計画的に積み重ねて、職員の力量を向上させてゆく。そして就労継続支援 B 型と合

わせて生活介護にも対応ができるようにして行く。この研修のためのテキストや資料があれば大変助かるのでヨロシク。 

手話が家族間で用いられてこなかったことで、情報不足や情緒不安定など、本来の障害より重くなっていると感じる。幼少期から家族

やまわりの人たちとのコミュニケーションを持ち、人との関わりを多く深く持つことが大切なのではないかと思う。 

障害者の支援は本人の意思を尊重した支援が最も大切であるが、本人が自分の意思を表示できない場合は、保護者の要望を重く受

け止め、施設側と保護者の意見をすり合わせて両者一体となって課題解決（支援）に取り組むことが理想的だが、現実的には以下の

理由からなかなかうまくいっていない。①保護者が子供を過大評価しがちだ。②保護者が手話の収得に不熱心で子供との意思疎通

（男親は殆ど手話ができない）が欠けている。③長い目で子供の成長を考えず、その時々で対応態度が変わる。 

発達障害や知的障害の疑いがある方への行政や相談員からのご本人へのアプローチがやりやすい制度ができたら良いのでは。 

ひとりひとりの発達課題に応じて季節に対応していくためには、スタッフの資質向上が、支援の質の向上につながると考えている。 

感情のコントロールが上手くできない方への支援に苦慮している。精神科の医師との連携を図ろうと考えているところである。病院選び

は健常者より大変である。現在、似たケールの方が通院している脳神経外科を検討中。手話通訳者が入ることの理解を得ることが一歩

目である。 

体調不良時の様子が難しく、本人からもくわしく伝えられない。スタッフが日頃の様子を理解している人でないと不安がる。手話通訳者

派遣をしたが、ろう重複者との意思疎通がうまく出来ない。 

子どもたちの存在、保護者への苦労を肯定的に受け止めることが支援の第１歩である。 

個別支援と集団保障が軸となって支援をする考え方の重要性。そのとき、集団保障も活動に無理に参加させるのではなく、その場で

雰囲気を感じる、近くにいる、ということも含めた、大らかな集団参加という考え方が大切。 

ろう重複の子どもたちに対する支援の重要性を社会に広げること、社会的認知を獲得することも重要。そのための一つとして報酬のこ

と、人材育成に時間を要することなどを知って欲しい。 

自我の思いが強く、なかなか新しいことや利用者の考えと違ったことを伝えても伝わらないことがある。コミュニケーション手段として手

話を主に使っているが難しさを感じる。工夫をしての伝え方を日々試行錯誤しています。 

このようなアンケートでは、障害のカウントが手帳に基づいた数になってしまい明らかに知的があるのに、聴覚の手帳しかないと聴覚＋

知的にカウントされない。特に、ろう学校にもろくに行けなかった高齢・知的の聴障者の支援は非常に難しいため、それが数字としてカ

ウントされないのは非常にもどかしく思います。高齢化に伴う、身体の衰え、病気などでもその知識が貧困なゆえに病識をもっていただ

くことも難しく、命を守ることも困難な方もいらっしゃいます。 

当施設は、ろう重複といっても「盲ろう」「ろう精神」の方が少々いるのみで、あとは高齢者ばかりなので、ご本人の気持ちがとてもハッキ

リしており、それに寄り添うことが中心となっている。ただ、高齢に伴う認知症の方は少なくなく、認知判断が低下する前に、ご本人の最

後をどう迎えたいか？？を今のうちにおたずねしておくことが大事だと日々感じている。 

アンケートを記載しながら、ろう重複のなかまとのコミュニケーションは、似たようなコミュニケーション方法ではあるようにみえるが実際は

表現の仕方をなかまによって変えないといけなかったり、いろいろな手段を併用しながら行っていることを改めて実感しました。しかし、

なかまそれぞれに合わせたコミュニケーション支援を工夫する必要がありますが、ゆっくりとなかまとコミュニケーションがとれず、工夫が

出来ていない面が多々あるのが現状です。一人一人のなかまに対して丁寧に支援を行っていくにはまだまだ工夫や他施設での取り組

みの様子など学ぶ必要があると感じています。 

幼児期から教育を受けた場合は、ひらがなの理解→漢字理解へと進むこともできるが、中・高からの難聴、ろうへの対応は、意味（手

話）と漢字の方が結びつきやすい傾向がある。ことばは、ひらがな、指文字からとの思い込みは、子どもの理解を妨げることもあるので、

気を付けたい。 

入所施設が限られており、自宅で家族と暮らせない方の生活の場が少ない。グループホームでの対応が難しく、一度は地域に出たも

のの、施設に戻ってきてしまうケースがある。 

何を訴えておられるか分からないことも多く、理解するまでに時間がかかる。・「課題について」病気の時、本人は理解できないため、安

静が保てないことが多い。入院時、室内や廊下を動き回り、すぐ施設に連絡が入る。おとなしい利用者に対しても、付き添いを求められ

る。 

本人・家族の重要な問題（相続等）にも、家族から依頼をされ手話通訳として職員が仲に入り、伝えないといけないこともある。家族の

伝えたいことが本人に上手く通じているか不安である。 
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盲ろう者の方へのコミュニケーションの難しさを常に感じる。本人が何を苦しんでいるのか理解できないこともある。（精神的な病気なの

か理解できない。） 

聴覚障害をもつ人は、同じ障害をもつなかまとの集団が必要と感じる。きこえる人の中に聴覚障害をもつ人がいて手話通訳をつけたか

らといって、集団の保障をしたことにはならない。けんかをする→通訳者を通してケンカはできない。発達を考えるのなら人間関係でも

まれる経験が必要。 

支援現場に入る日々だらけで、学習や意見交換の場がなかなかもてない。運営の見直しが必要かもしれない。 

社会参加の制限がある 

様々な遊び、集団の関わりが少ないため、それらの経験を積む事が課題 

支援を実施するにあたり、手話での会話が成り立たない場合にあらゆる手段を持ち射て、その方の主訴を把握するのであるが、実際に

はほとんどつかみきれない面が多い。 

就 B と生介事業を行なっています。作業だけでなく、様々な情報提供をしながら生活面（食事、排泄、清潔保持、薬、金銭管理、人間

関係のもち方など）の支援が大きく幅を占めています。国は、就 B は７：５に 1 人あるいは１０人に１人の職員配置としていますが、これ

では全く足りません。実際には、３〜４人に一人の配置で何とかやっている状況です。 

一人ひとりの「障害」・「発達」・「暮らし」を丸ごと理解して、本人の思いや願いに寄りそう支援（自己選択と自己決定を支える）を大切に

したいと考えます。また、障害があるから困難や生きづらさがあるのではなく、本人の思いや願いが理解されたり共感されたりする様々

な集団の保障などの環境が身近に整わないために、そのことが社会的な障壁となって困難や生きづらさを生じさせという障害の捉えか

た、「社会モデル」に立って、環境の整備や調整、支援を考えていく必要があると思います。ろう重複障害者の一人ひとりの、ことばにな

りにくい願いを知るためには、本人に寄りそう支援の中で、信頼関係を築きながら進めていく必要があります。また、ろう重複障害者一

人ひとりのコミュニケーションの状況や言語獲得の状況を把握して、一人ひとりにあわせたコミュニケーション支援や情報提供支援を実

践していくことが重要だと思います。本人に合った様々な集団（就労の集団、趣味など余暇活動の集団、暮らしの場などの自治活動の

集団、地域の聴覚障害者協会などの集団などなど）を保障しながら、共通の体験を基礎に、コミュニケーションが豊かなものになるよう

支援します。本人に様々な集団を保障することにより、集団の相互作用により、他者の願いや暮らしぶりや価値観に触れ、本人の思い

や願いがさらに豊かなものになるように、集団全体を支援していくことも重要と考えます。一人ひとり戸別の願いが集団の中で、みんな

の願いとなり、様々な人たちの力を借りながら願いが実現できるように支援していきたいです。 

 

調査票 C-2 

Q４：ろう重複障害者支援について，日頃から思うことや感じることや課題と思うこと 
記述内容（原文ママ） 

ろう者（ろう重複障害者）同士のコミュニケーションがなりたたず、双方の不満につながっている。職員が間に入って伝えることもあるが、

「相手はわからない人だ」と思いが根付きそうになっている。 

主訴を理解し、納得できるまでゆっくりと丁寧に説明する。 

学校教育における個別指導が不十分と思う。 

簡単な手話はこちらの知っている手話を使って、コミュニケーションをとると、本来の意味やニュアンスと少し変わってしまう。その結果、

相手（ろう者）への伝える情報が少なくなってしまうと思っている。 

1 日に何度も挨拶をしたり、同じ内容を何度も手話や筆談で職員に伝えられている。 

深く確認を進めないと真実にたどり着かないことがある。 

手話を使わない聴覚者が年々と増加していると言うがあまり実感はない。（スマホの普及のためか？） 

聴覚障害者に付け加え、○○○○、○○症を抱える児童と日々接する中で、声かけ１つで、違う物事に捉えたり、伝わらなかったりす

る時もあるので、その児童一人一人に合った支援が求められると思います。 

相手の気持ちが上手く読み取れないので、自分の思いを伝えれるよう支援していきたいです。手話も頑張っていきたいです。 

手話や言葉がわかならい方に対する支援が難しいと感じます。ホワイトボードに簡単な絵を描くなどして伝えていますが、きちんと伝わ

っているのかが不安です。 

一人一人、物事の捉え方、感じ方が異なり、又、育ってきた背景（環境）も異なるので、とても個別性の高い支援が求められる。手話な

どのコミュニケーション手段についても、ひとつの事象に対して、いろいろな表現が存在するため、集団として様々なことを伝える時に、

共通の手話ではなく、ひとりひとりに合わせた、手話で個別対応する必要があるなど、きめ細かい支援が求められると思う。 

ろう重複障害を持つ方たちは、自ら私たちに話しかけてくることが、少ないので、こちらから積極的にかかわっていく必要があると感じて

います。 

Q3 項目 5-8 はカレンダーを使用してやり取りをするが、時間的な概念はまだ理解できていない。中学○年後半から、補聴器の使用、

手話等によるコミュニケーションの学習を始めた。知的障害を持つ生徒で、ほぼ○年間経過後の状況です。最近、手話によるコミュニ

ケーションが増え、意思表現も具体的な内容が増えてきました。しかし、言葉の数が少ないので、表情や態度、絵などに加えて保護者

からの情報（学校や家庭でのでき事、人との関わり等）がともて重要で、この事を含んで生徒の気持ちや要求等、話す内容の判断材料

となっています。 

自分が伝えたいことを手話で伝えることができる。しかし、伝えたい事が充分理解できていないために明確なこと（時間、場所、移動、他

の人との連携など）が半分程度になったりもする。学校での事であれば、他の生徒から情報を得ることもあり、その時は、正確な内容を

丁寧に説明し理解できるようにする。学校の担任、他の先生や保護者との連携をとっている（事業所の係から得る） 

Q3-5.について、筆談しているが本人が意識して時間に剃った行動をしているわけではない。Q3-8 「去年」は難しい、「先週」ていどな

ら可能。Q3-9,10 絵やカードを利用に対して、そのような行動はするが、「伝える」という意思は曖昧である。 

Q4：人的資源とそれを確保するための予算がないことが問題である。現行の報酬制度は障害者の支援ではなく「障害者を抱える家族

の負担を軽減する」（そして、時間の余裕ができた家族を非正規短時間労働で働けるようにする）ことには役立っているが、障害者個人

または支援者を中心に考えられたものと言うには不足。 

ものすごく根気が必要なことである。 

人的資源、時間等常に不足を感じている。国が予算を組んで欲しい。 

児童に合うものをあれでもないこれでもないと試行錯誤して、ようやく１つ、２つひっかかるものが見つかるかどうか。 
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児童が未だ目標を持ちにくい状態で親の希望に近づけること（作業所等への進路）が目標になるのがだ、行った先（作業所など）の条

件も不足を感じる。 

知的には明確な重複というよりグレーゾーンにいる。単一として学んできたが、だんだん苦しくなり、今は精神的な苦痛の方が大きい状

態であす。 

Q2,Q3 は、答えにくい（はっきりと分ける事が難しい）設問でした。職場で決まったやりとりの範疇でならできる場合もあれば、そうでない

ものもあり「明日」まではカレンダーで分かっても、時間はまだ・・・といった感じです。 

Q3-1〜10 は「指文字」ができます。Q3-7〜8 は「来年」「去年」という言葉は使わない。「前、７月にもらいまいた」「今度、１月にいきま

す」というように表現する。Q3-11〜12 は元々の選択肢が少ないのと、自分がどんな仕事をしたいのかのイメージが難しいと思われる。 

「基本報酬区部指標該当」は一体どのような基準で決められているのか？明らかに該当するような児童が対象になっていないことがあ

るので、加算ができない。 

日数がその月の分マイナス８日となっているが、毎日来所している児童は土曜開所の時は来られないようになる。家族の休養も必要な

のだが・・・・。 

それぞれの能力や嗜好に合わせて一般の社会で生活できる場所・機会があればよいと思います。 

Q3-14〜16 は分からない。 

支援する側としては通じている。分かってもらえていると思った事でも、後日確認すると通じていなかったという事があり、何度も確認し

なければいけない事例が多い。 

日常の中で頻繁に使用する手話単語（仕事、弁当、お茶 etc）について、こちらからの表出に対してのアクションはあるが、本人からの

表出はほとんどなく、またジェスチャー等で何かを訴えてくれるも意味が掴めないことが多い。 

Q3-2 はものによる。Q3-11 は日頃の作業支援の中での洗濯。Q3-13 は「言葉として表現する」ことは可能ですが、結婚というものに対

する具体的なイメージ、他者（異性）との関わりや必要な手順、やりとり等についての理解は難しいです。 

最近入社する職員が手話を覚えようとせず、○年、○○年勤務しても手話ができない、読み取りもできない。職場も手話を覚えなさいと

言わなくなった。そもそも幹部や上司も手話ができない。 

手話を覚えてやりとりした方が、誤解を招きにくい様に感じます。覚えている方が勉強してくれているという信頼感が相手にあると思いま

す。 

利用者様それぞれ独特な手話をされたり、コミュニケーションとをとるのがむずかしい事も多々あります。伝えたい、分かってもらいたい

という思いをもたれておられるので寄り添い、コミュニケーションをとれるようにしていけたらと思います。 

Q3-9 はキューサインもある。Q3-13〜16 はできない。 

保護者がいなくなった後の生活に不安を感じる。 

本当に本人が望んでいる事は何か、理解したいが難しい。 

一応手話でコミュニケーションをするが、充分に伝わるまで時間がかかるし、複雑な手話は多くの手段を併用して伝える努力をしてい

る。 

必要な情報を分かりやすく伝える方法に時間がかかったり、伝えきれない場合がある。本人が何を伝えたいか、その内容の本当の意

味をつかみ切れず、何度もやり取りして分かることがある。分かってなくても「分かった」と答えてしまう特性を知っていないといけなかっ

たりする。 

作業能力は高いが、社会性、生活力のアンバランスさがあり、本人の希望する生活を達成する為に社会資源の利用を検討するが、資

源がなく、対応に悩むことが多い。 

支援が必要な人に対しては量（人数）より質（支援内容＝措置に近いイメージ）による報酬がないと、職員＊＊的に関わらず、支援の質

を落とす矛盾が起きる。１つのことを伝えるのにも時間がかかる。通所を入所（GH）などとの連携が重要だが違う法人だとやりずらい。 

家族を含めた支援が大切だと感じる 

一つの障害だけでなく重複障害をもつということは、更に個別性が重要視されていかなければ、本当の意味での支援ができないと思い

ます。「支援者」という業務内にとどまらず、一般社会への理解を広めて行く必要性を感じます。 

対称差が感情的になっている時、落ち着いてもらうのに時間が必要。仕事上、時間に余裕がなく（職員不足）対象者が「満足できた」と

感じるまで話し合えたか？と考える。 

仕事の指示をだすときに、ある程度は決まったローテーションがあって、その上で臨機応変にお願いはできるが、初めから指示がとぶ

とわかりづらいと感じることがあるのでは？  
盲ろう者（日頃からかかわりが深い方）は知的レベルは高いので、触手話でコミュニケーションをとれば、意思疎通に問題はありません。

ただ、環境の変化（例えば物の置き場所が変わったなど）をこちらがきちんと情報提供できなかった時に、盲ろう者ご本人がとまどった

り、ケガにつながったりすることがあります。見えている人からは大きな変化ではなくても、盲ろう者からすると全くわからなくなったりする

ことを理解しているつもりでも、伝えきれていないことがあります。就労支援事業所での関わりでは待って頂く時間をいかに減らして作

業をしてもらうかということが日々の課題です。 

Q3-12 以下については、そのような意思を示すことはありません。回答しにくく、もう少し選択しやすいアンケート方法を考えていただき

たい。 

コミュニケーションをする場合、手段（方法）もとても大切だが、会話ができる環境作りやそのときの気分なども考慮し、より通じ合えるよう

に配慮が必要であるといつも感じている。 

個々にコミュニケーション方法が違うので、その人に合った工夫が必要。お互い慣れるまでに試行錯誤を繰り返しながら試してみるが、

限界を感じることもある。 

対象者の気持ちの浮き沈みに対して、その都度適切に対応できているか、この方法で合っているのか、もっと良い方法があるので

は。。。と日々悩みながら支援しています。 

経験が少なく、支援方法もわからないことが多い 

手話の学習が身についていない人は自分の気持ちを伝える方法は身振りしかありません。ろう重複の人にも手話教育が深められたら

良いと思います。自分の気持ちを出せるように！ 

集中できない利用者に解決方法 

専門機関がどこなのかわからない 

「もし、◯◯ならば〜。」という仮定の話は通じない。 
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盲ろう者との関わりです。盲ろう者一人ひとりがコミュニケーションの方法がちがい、いつも情報がしっかり伝えられているか、心配になり

ます。 

どのように工夫したら通じるか。手話で通訳して、会話がずれてしまった時に方法を変えて、それで通じるかなど、日々悩む事も多い。

ご本人に確認をとりながら、会話を進めている。 

”できない”と言うか”したいことがない”という回答に気がします。一人一人コミ方法が違うのでその一人一人に合ったツールでコミを取

るために色々と試します。 

お互いにりかいできるようになるためには、信頼関係が重要だと実感している。 

外部とのやり取りの中で、”どう接したらいいかわからない”から距離を置かれてしまうように感じることがあった。また、「言葉が話せる」人

は、聴こえていないことを理解されにくい。”知ってもらうこと”を広めてゆくことが重要だと思う。 

口話教育を受けてきた者は健常者含みなかなか手話に行こうしにくい。ついついくせで口話になってしまう。 

知的障害者の方が、加齢にともなう認知低下を併発すると、特に難しく。本人の要求を全部知ることが困難な為、本人に合った支援が

できない状態になる。常に本人の生活習慣や感情表現などの把握が必要であろうと考える。 

ろう者同士ですので手話でコミュニケーションしている。ろう者の立場がよくわかるので対応もしている。 

障害の基本的な知識は身につく必要だが、個々それぞれの特性があるので、ひとくくりでの支援は難しいと思っています。 

日頃、子どもの支援をしているためか、回答しにくい調査票でした。回答できていないところもあります。 

聴覚と視覚、聴覚と発達の違いだけでも大きくニーズが変わる上、「聴覚と発達」と限定しても、ニーズはそれぞれであるため、障害の

名前による対応より、個別での対応が必要になると考えられる。 

１対１などで丁寧に支援したくても、現場の職員体制や環境的に厳しく悩ましい。 

コミ手段について、支援者が一人ではなく、数人でやった方が意思疎通ができる。 

自分は手話が無知な状態で、職員従事しており、会話コミュニケーションが充分に果たせなく、役不足感を感じている。 

日々の行動パターン、家庭環境についての把握など、情報を元に判断しているが、判断できるまでには○年くらい必要である。 

会話が噛み合わないこと。手洗いに関すること。（一人ではまだ不可能、公の場で露骨な表現、など） 

手話で会話や指示をしても、正確に伝わらない事が多い。手話を使った本人の訴えも、本人の普段の生活スタイルや行動を把握した

うえで、内容を予測し、理解する事がほとんどである。ろう重複障害者の方は、会話の内容がまとまらない事が多く、また同じ内容を繰り

返し伝える方が多いため、信頼関係を深め、相手を理解しないと、相手の思いを理解するには難しい。 

障害が先天性のものか後天性のものかでも、支援の入り口には違いがあり、障害を受けた順番でも要支援者の知識量が変わるため、

詳しく対象者の生活歴等を考慮したうえで支援を行う必要があると思います。 

コミュニケーションがとりずらい為、普段の支援の中で、対象者の性格や行動パターンの観察が必要。 

独自のコミュニケーション方法を用いる方が多い為、正確な意思疎通ができているか判断が難しい。一人ひとりの個性や特徴を理解し

て、その人に合ったコミュニケーション方法で関わることが必要だと感じる。 

自分のペースではなく相手のペースに合わせて支援を行う。日頃のコミュニケーションがささいな変化や気づきになると思うので大切に

していきたい。 

手話も通じず思いもなかなか伝える事が出来ない方の支援は、日頃の本人の様子、観察と本人とのコミュニケーションが本当に大切だ

と日々感じています。 

知的障害のある利用者の高齢化や重度化に伴い、身体機能の低下による転倒・骨折や認知力の低下や強い拘りにより、今まで出来

ていた事が出来なくなる等、生活に支障が出て来た人が年々増えてきており、コミュニケーションのむずかしさを感じています。 

細かい事や、難しい内容が伝わらない。 

自分の感情や思いを伝える事が困難で、ストレスになっている事さえ誰かに伝えられず奇声や暴れる事でした発散できない利用者の、

ほんの少しでも意思表示する方法を提案してさし上げたい。 

気持ちが伝わるようにするには工夫が必要ですが、その時できなければ次の工夫を考えることで話し合っていく。 

コミュニケーションする場合に相手の表情は通じているかの大事な判断になる。特に重複障害者とのコミュニケーションでは、技術も必

要と痛感している。 

コミュニケーションのやりとりで、表情による技術が大事と痛感しております。 

作業所の指導員と利用者という関係です。作業員としては作業の１日のノルマをきちんとこなすことを目標に指導というか利用者さんを

導くように努力しているつもりですが、利用者さんは仕事をしたくないのか、時折暴れたり、トイレにこもったりします。彼らの意志を尊重

すべきなのか、叱咤激励しながら、仕事をさせるべきなのか、時々悩みます。（仕事の内容は彼らからすれば、簡単にできる内容で

す。）・現在は手をかえ品をかえで、がんばらせて仕事をさせてます。Q2 は何年も一緒に働いているので通じ合えるものもあると感じ

る。Q3-9 は暴れる。 

手話を書いて表す事ができない。手話に頼っているので、固有名詞がわからず、文章、筆談で表すも困難。絵を描いて表現するのが

得意なので、描いた物を見て、こちらが想像して何が言いたいかを判断するので、せめて固有名詞だけでも覚えられたらいいと思う。 

（ろう重複者）本人の訴え（要望）を理解することができず、ろう重複者自身ももどかしそうな表情をしている。自分の訴えが分かってもら

えない苛立ちを、自傷（または他害）で表現することしかできず、何か別の消化手段は無いか模索している。 

ろう重複障害者はコミュニケーション能力も手段も人それぞれなので、一人一人に寄り添い理解していかなければいけないと思いま

す。人数的には少ない為に社会はもちろんですが、支援する立場でも理解がすすんでいないと思います。私達支援員にもっと勉強す

る場や機会がほしいです。 

ろう重複の方の支援はスタッフ一人が複数名を担当することは極めて難しく危険である。片時も目が離せない状況である事は、なかな

か周知に理解されていないと思う。まだまだ出来ることの伸び代はあるので、１対１での手厚い支援で身辺自身を促していきたいと思い

ます。 

コミュ不足から生じる誤解が多く、利用者さんがイライラしていると感じています。作業所では解消すべく様々な方法で支援をがんばっ

ているのですが、細かいやりとりは家庭内でのことが多く連携して支援することの難しさを常に思っています。家族（家庭）支援が必要

だと思うし、課題であるがハードルが高いと感じています。 

本音を引き出せるように色々話しながら、続けることが大切だと思っています。 

職員などたてのつながりは持っていても、仲間同士横のつながりが持ちにくい。母子依存が強く、年を取っても親が子供の面倒を見て

いて、自立するためには、親の支援（精神的）も必要。 

仕事を教える時、１回教えてもなかなか出来ない時は、いろんな方法を考える事が必要など思う。こちらも教えながら勉強になる。 
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ろう重複障害者全ての方に共通しないかもしれないが、意思表示、他者と分かり合うことが難しい人が多いように感じる。幼少期の教育

が大きくかかわっているのではないか。どのような教育を受けるかで、彼ら、彼女らの選択肢の幅が狭まっているように感じる。伝えたい

思いはみんな持っているのに、それが相手に届けられない姿を見るのがとてももどかしい。苦しい。 

個人個人表現も受けとり方もバラバラなので、それぞれに合わせて対応する。毎日同じともかぎらないので常に確認する事が課題で

す。 

細かい情報を伝える方法を考える必要だと思っている。 

フェイスシートの過去情報が乏しく、対応が難しい時がある。一人一人の支援にあたって、職員の対応方法が違うと問題リストの見方、

出し方が変わるので、このあたりが今後の課題かなと思います。 

自己主張の少ない方への情報伝達が後まわしになってしまうことが多い。 

個人個人に合わせた支援を日々考えています。合わせ方には、苦労しています。 

手話だけで、口話はしない方もいます。最初は雑談で伝えあい、慣れると手話で伝えてくるようになります。 

短時間の支援の為、相手がどれくらい理解しているかわからない時があります。信頼関係を築くのに短時間の支援の中でどのような方

法がいいのだろうかと日々感じながら楽しいと思ってくれるような時間を作りたいと思っています。 

聴こえない事ゆえの行動なのか、発達障害の特性からの行動なのかが判断できない時あり、どう対応していいのか悩む時がある。 

情報を誤って認識している時に情報を正しく伝えても理解をしてもらうのに時間がかかる。 

利用者さんの個々に合わせて、対応していますが、言葉自体を知っていると思い説明しても、肝心な言葉を知らなかったり、同音異義

語など誤解があったりするので、こと細かく噛み砕いて、確認しながら仕事をしています。各種、公共交通機関等の電光掲示板や映画

などの字幕放送も増やしていただきたいです。 

Q2 の意味がわからないです。丸の数が１つとした場合に成立しにくい筆談に丸をつけて、簡単な掲示が要求に手話に丸をつけると

か、もう少し成立している状況と実施している業況を整理していただけるとありがたかったです。 

利用者の言いたい事、気持ちを引き出せるようになりたい。相手の気持ちを考えてて動く事ができるようになりたい。 

利用者さんは、その場の雰囲気や人の気持ちの変化にとても敏感です。それを察して行動することもあるので、職員として常に穏やか

でいようと心がけています。課題としては利用者さんお一人お一人の支援方法が違うこと。急な感情の変化に対応できないこと等、沢

山あり、経験を重ねて学んでいきたいです。工房に来て良かった。楽しかった。と笑顔で帰るのを見送る時が私の喜びです。 

支援側にも力量にバラつきがある。人材育成が必要と感じます。しっかりその人と向き合って身ぶりなり通じ合えることができれば、支援

は苦ではありません。 

知的障害、○○○○症などで、○○障害が起きたときに出る”*****”という利用者がいる。その利用者の特徴、理解が難しい一面。ど

のように対応するか。（研究代表者、研究員もぜひ、現場を見て頂けると嬉しいです。） 

感情など見られない部分があるので、少しでも会話の中からきっかけを取られたらいいなと思います。 

ベースが聴覚障害であっても併せ持つ障害によって、コミュニケーション手段は異なる。対象者にとって何がコミュニケーション手段とし

て適しているのか、見極めるのに時間がかかる。 

経験は少ないですが、同じ目線で物事を考え、心から相手に接する事が出来る様、自分自身努力したいです。 

情報伝達ツール（タブレット、スマホ）を使用してコミュニケーションを計りたい切実に！！ 

単語で手話を覚えている為、50 音がむずかしいです。 

○○代〜目の障害が加わり、○○過ぎに両目を失明。ご家族にも障害がおきたこと、その方の幼少期、ろう学校・短期間の就職時代の

生様を知るには、なかなかの知識と経験、年月がかかると思います。実際結婚等の話などは、できないのが実情。ましては「平和」とい

うことばを伝えるのもなかなかです。 

盲ろう者についてアンケートを書きました。まわりの状況や情報を伝えるよう心かける。顔の表情をみて心の変化を読みとる。 

相手にわかるように伝える、また伝わったかを確認する。相手の体調や心情を知り、伝え方等工夫する。”尊重する気もち”を大切に、

支援したいと日々思います。 

アンケートに答えて、やはり一人一人違いがあるので答えるのが難しかったことと、（Q2)Q3 では、その人のことをどのくらいわかってい

たのだろうか？と「わかっていたつもり」でいたことに反省をしました。日々技術をみがいて利用者の利用者の発信を受け止めることの

難しさを感じています。 

手話もほどんどわからない利用者もいる為、コミの難しさを日々感じている。そこにきて職員の意識の低さにジレンマを感じる。 

13〜16 の質問に対しては不相当のため、答えられません。ろう重複障がいの方も様々な方がおり、皆が同じ支援ではなく、その方に

合った支援をしていますので、１つというものにまとめるのは難しいかと思います。また、重複という基準も支援をしていますので、１つと

いうものにまとめるのは難しいかと思います。また、重複という基準も幅広く、手帳には記載されていなくても聴覚障がいの特殊で”コミュ

ニケーションがとりにくいなど”２次障害を起こすこともあります。Q3-11〜12 は明確ではないがやりたいということだけはある。Q3-14〜

16 は子どもには難しいのでは？ 

Q3-14〜16 は子どもだから理解不可能です。ろう重複障害児のコミュニケーションは手話に限るので、手話のできる職員たちがいれ

ば、いろんな才能がのばさせることができる。 

小学生まで普通の学校育ちで、友人とかコミュニケーションがなかなか理解できず勉強など知識が遅れている。大人のコミュニケーショ

ンが理解できず、どのように解決をしたら良いのでは？感じます。 

上記アンケート項目について 11〜16 の内容は子供には適切な項目ではないように思われる。子どもへの支援、大人への支援とそれ

ぞれ支援の方法に違いがあるので、共通のアンケート項目と、大人、子どもにそれぞれの課題に沿った項目と分けた方がより詳細に求

められるものは何か解決するための支援方法等現場が活用できる研修等の参考になるのでは？と思います。 

アンケートの内容をもう少しろう重複児の事を考えた内容にして頂きたかったです。 

むずかしいです。 

コミュニケーション方法は各個人によって様々であり、意思の伝達ができるようになるいは、時間がかかる。 

手話表現は１つでも意味が複数あるため、ご本人が本当に伝えたいことは何かを読み取る際には、十分に注意が必要だと感じていま

す。 

上記の方の様に、どちらかと言えばホームジェスチャー寄りの手話の方が居たり、指文字を主として使う方、地域手話と各々に表現方

法がありますが、勤務中は中々多くの方とのコミュニケーションをとること自体に限界を感じます。 

気持ちや思いをしっかりと読み取れるように、個人の手話の特徴を理解することが大事だと感じた。 
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日頃からその方のニーズに合わせたコミュニケーション方法を考え支援し接しているが、上手くその方が伝えたい事を理解する事が出

来ない際には、もどかしさを感じる事がある。 

伝わったと思っても、こちらの思い違った受け取られ方をされることが多い。 

地域での暮らしや人的支援の実態を明らかにし、社会とつながることが出来る場所の維持が必要と思います。 

○○症、○○○○○○が重複、さらに知的障害、精神障害のある方がいます。非常に、日常生活をする上で、支援を要します。 

妄想が入ったりすることがあり、その見極めが難しい。 

盲ろう者の場合、常にそばにいて情報提供できることが、一番であるがそれが困難。職員が少ない時はまず全体に伝えてから本人へと

後まわしすることがある。 

高齢になって、盲になった方への対応は難しい。・知的障害や精神障害等がある方への苑のルールや服薬等の指導がなかなか伝わ

らない。 

ろう重複障害の方に、何かを伝えたときに「わかった」と言われ、伝わったと思っていたことが、結果として伝わっていないことがよくあ

る。いかにわかりやすくお伝えするかが大事だと思う。 

ろう重複障害という重い障害でありながら、障害の認知がまだ浅い障害であると思います。障害の特性への理解や配慮が求められ、ろ

う重複障害のなかまには同じろう重複障害を持ったんかまが必要だと思います。（家族同志にも当てはめられるような気がします。） 

身体的介助が増えてきて、介助しながらの声掛け（両手を使っている時）ができない。その時本人と同じ、意志を持った状態で移乗等

等してた場合に困る。どうしても介助者のみの力になってしまう時がある。 

知的障害を持っているなかまの興味をどう引き出すのか？なぜ興奮したのか？興奮した際の落ち着かせかたなど。  
聴覚障害だけでなく、重複する障害についての特徴や状況も理解する必要はあると思っています。また、未就学の方や知的障害の方

等について言えることですが、同じ景色を見、同じ体験をする中で、共通の思い出＝認識＝表現につながっていくのではないかと、思

っています。そういう意味では、日々のつみ重ねであったり、ひとつの行事、とりくみを行う時に「行事を通じてどんな表現（＝言葉・手

話）を皆で共通のものにしていくか」を考えることが、「ろう重複障害者への支援」の面白さではないかと思っています。 

健聴者の中で生活していた（コミュニケーションの手段ない生活していた方）、聴覚障がい者は、周りに合わせる事も覚え、自分の意見

をもたない利用者が多く、その方達に好きな事（やりたい事）などを見つけてる（引き出す）事が課題だと思っています。ー感じる事ー利

用者の普通に言っている発言や行動が、自身では考えられない事があり、その事についての援助方法を考えること、コミュニケーション

の取り方の難しさを感じてます。 

自分も障害がある他者（利用者のこと）も聴障がある、同じ立場だからこそ分かり合える立場にいつも、完全な支援はむつかしいし、困

難と感じます。ピア・＊＊＊＊＊、ピア・サポーターは言葉でかたづくのですが、実践となると難しいです。＊①この質問紙とても分かり

にくいです。②回答が人によってバラつきが出やすいし、バラつきが出やすい質問紙を量的分析することに意味があるのでしょうか。

（信頼性・妥当性に大いに疑問を感じます）。③全て自由記述の方が良いのではと思います。 

1 人ひとりに合ったコミュにケーソン方法を確実につかむこと、同じ意味でも表し方がそれぞれ異なるのでそれを理解すること。 

1 人 1 人個差が本当にはげしい。なのでこれだ！という支援はない。1 人 1 人に合った支援を１から考えていく必要がある。また、ろう

障害や文化についての理解は必要と思う。 

課題：どうすれば相手に正しく情報が伝えられるのか？ 

自己表現がほとんどできない人に、どうやったら少しでも安心できる場になるかを考えるのがとてもむずかしいです。 

その人にとってコミュニケーションのとりやすい方法が、どのような方法なのかを意識して、その利用者と関わることが大切であると思い

ます。 

指文字で殆ど会話が行われる。 

近くに聴覚障害者の利用者がいて仕事（作業）内容を職員と話す（相談）すると時、手話を使わず口話だけしてしまうことが課題。 

支援者となかまのマッチングが大切と感じています。マッチングできれば信頼関係が深まります。 

知的障害が重いなかまは手話や絵カード、写真等が必要と思っていたが、こだわりの強いなかまの中には手話というより指文字だけで

意思疎通が出来る方もいる。どのように言葉を覚えたか背景も理解した支援が必要。 

聴覚障害＋精神障害者の方の支援が特に難しいと感じることが多い。症状の１つだと理解をしているつもりですが、当たりが強い時

は、支援している側も精神的に辛い。穏やかで落ち着いている時などは、楽しく支援できるので、やりがいのある仕事だと私は思いま

す。 

1 人 1 人好きな物に行きたい場所などのことを知っておくことでより相手に伝わりやすいお互い理解しやすく楽しく会話が出来る。信頼

関係にもつながると感じました。 

一人のろう重複、イメージしづらい、アンケートに答えづらい 

その人なりのコミュニケーション方法に合わせたコミュニケーションの難しさを日々感じています。また、コミュニケーションが成立した時

の喜びや気持ちの安定から、大成さも実感する毎日です。 

聴者の施設などに、入院したりショートステイ利用をした時、本人の気持ちや思っていることをちゃんとうけとめてもらえないと感じる。そ

の人のことを理解しあたたかい気落ちで接し支援してくれる環境が必要常に感じます。 

ご本人の意思を尊重し、ご本人に対して失礼にならない様に心がけている。支援側の手話表現が未術な為、会話が難しい時はあいま

いにせず、手のひらに書いてお互いが理解できる様に努めている。盲ろう者の場合は、盲ろう仲間同志で誤解が生じてしまったりする

ことがある。目が見えない事で相手に対して怒りを露すことがあるが、事務員が間に入り仲間同志が理解できる様にどこまで介入してい

いのかが、課題だと考える。 

盲ろう者に対して周囲の状況を情報伝達することの大切さ、日々痛感しております。「かわっているはず」の思い込みから、いき違いが

おこります。情報不足または伝えるタイミングが遅れた時には、盲ろう者の気持ちへの配慮も欠かせないです。今日のイメージのろう者

ではないが、難しいと思うのは、いちど頭にはいった情報について訂正したり、まちがっている時に理解してもらうのに時間がかかるこ

と。全く、受け入れてもらえないこともある。 

作業内容の説明が伝わりにくい。理解が難しい場合、支援側の工夫がどこまでできるかについて考えさせられる。 

精神障害のある仲間、ちょっとしたことで落ち込んだり、不安が大きくなる。作業所もよく休まれる。手話で精神障害の方に精神的ケア

できる方がいる。 

自分で考えることが多いので言える時もあり、言えない時もあり。1 人旅が好きなので、筆談とかできる。 

コミュニケーションをなるべく多く取り、何を伝えたいのか相手の表情、行動を注意深く見るように気をつけている。 
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課題）本人の思いが手話や身振りだけで、理解できる内容ではない事が多い。本人をとりまく環境や日々の生活の中から、総合的な理

解力が必要となり、客観的な事実をもとにひも解いているが、支援者である自信の感情おも踏まえて判断をしたり、色めがねで見てしま

い見誤っていないか振り返りや、他の支援者の意見を聞くように心がけています。 

ろう重複障害者は目で見る事が多いため、手話だけではなく絵や身振り相手に分かる共有ができることが一番必要だと感じる。 

職員は手話ができるでけではなく、利用者が自分のものにしている手話（理解、納得できる手話）は何か、日頃のコミュニケーションから

把握し、利用者が本当に言いたいことは何かをつかむ技術の習得の難しさを感じています。 

利用者への対応を、職員同士で情報共有していたことが大切だと思う。職員間で役割分担をするが支援方法を統一するといったのも

大切に思います。 

本人からの思い、希望、昭和いのことなどやりとりをする時、なかなか自分（本人）の手話を引き出す力がたりなくて時間をかけてひとつ

ひとつやっていかなければならないため、もどかしそうな表情が見受けられる場面があった。 

知的障害が重い方であっても、これまでの生活経験から理解できることもあり、こちらの伝え方によってはコミュニケーションが広がるこ

ともあると思います。本人の発信を見逃さないこと、本人に伝わるよう工夫をすることが必要と感じています。 
 



 

 1 

厚生労働省 平成 30 年度障害者総合福祉推進事業          国立大学法人群馬大学 

調査票 A（相談支援専門員向け）  聴覚障害と何らかの障害を併せもつ児者（ろう

重複障害者）の施設利用及び支援状況の実態調査 

 

本調査では 聴覚障害と何らかの障害を併せ持つ子ども，大人たちを「ろう重複障害者（子どもも

含みます）」とします。相談支援専門員１名ずつご記入ください。 

 

Q１：ご回答者（相談支援専門員）の属性について，該当する数字に○を記入してください。  

ご回答者が相談支援を行なっている 

所属（機関）などについて（複数回答

可） 

1. 市町村など（行政職員） 

2. 基幹相談支援センター 

3. 地域活動支援センター（委託など） 

4. 障害福祉サービス事業所（社会福祉法人，NPO 法人など） 

5. その他（                         ） 

ご回答者が相談支援を行なっている 

業務内容について（複数回答可） 

1. 市町村の障害者相談支援業（市町村または市町村からの 

委託） 

2. 指定特定相談支援事業 

3. 指定一般相談支援事業 

4. 指定障害児相談支援事業 

5. その他（                         ） 

ご回答者が相談支援を行なっている機関

の運営母体内での聴覚障害関連の施設・

事業所の有無について 

1. ある 

2. ない 

ご回答者自身の聴覚障害の有無について 1. 聴覚障害あり 

2. 聴覚障害なし 

手話習得の有無について 1. あり  どのぐらい手話をされていますか？（  年） 

2. ない 

手話や聴覚障害に関する所有資格に

ついて（複数回答可） 

1. 手話通訳士（厚生労働大臣認定） 

2. 手話通訳者（手話通訳者全国統一試験合格者） 

3. 都道府県または市町村登録の手話通訳者 

4. 都道府県または市町村登録の要約筆記者 

5．特別支援学校（聴覚障害）教員免許 

6. 特別支援学校（聴覚障害以外）教員免許 

7. なし 

8. その他（                          ） 

 

Q２：ろう重複障害者と関わったことはありますか？該当するところに○を記入してください。関わり

が「ある」と回答された方は Q２-①，②についてお教えください。 

 

（   ）ない 

（   ）ある   Q２-①:ろう重複障害者との関わりは何年ですか？（     年 ・ １年未満 ） 

Q２-②:どのような障害種の方でしたか？また，担当したろう重複障害者の実人 

数をお教えください。回答は下記の表の中に記入してください（複数回 

答可）。 

 

【2 ページに進んでください】 



 

 2 

厚生労働省 平成 30 年度障害者総合福祉推進事業          国立大学法人群馬大学 

1. 聴覚障害単一 人 

2. 聴覚障害＋視覚障害 人 

3. 聴覚障害＋肢体不自由 人 

4. 聴覚障害＋知的障害 人 

5. 聴覚障害＋内部障害 人 

6. 聴覚障害＋精神障害 人 

7. 聴覚障害＋発達障害 人 

8. 聴覚障害＋視覚障害＋肢体不自由 人 

9. 聴覚障害＋視覚障害＋知的障害 人 

10. 聴覚障害＋視覚障害＋内部障害 人 

11. 聴覚障害＋視覚障害＋精神障害 人 

12. 聴覚障害＋視覚障害＋発達障害 人 

13. 聴覚障害＋肢体不自由＋知的障害 人 

14. 聴覚障害＋肢体不自由＋内部障害 人 

15. 聴覚障害＋知的障害＋内部障害 人 

16. 聴覚障害＋知的障害＋精神障害 人 

17. 聴覚障害＋知的障害＋発達障害 人 

18. 聴覚障害＋内部障害＋精神障害 人 

19. 聴覚障害＋内部障害＋発達障害 人 

20. 聴覚障害＋その他（                                ） 人 

21. 聴覚障害＋その他（                              ） 人 

22. 聴覚障害＋その他（                              ） 人 

                                                 計 人 

  

Q３：ろう重複障害者との関わりの時のコミュニケーション手段はどのようなものですか？該当する 

数字に○を記入してください（複数回答可）。 その中で，特に大切だと思われる数字に◎を  

１つのみ記入してください。 

 

1. 手話（手話通訳なし）   2. 口話        3.  筆談    4. サイン（マカトンも含む） 

 

5. 独自の身振り  6. 絵カードや写真を示す 7. 具体物を利用する  8. 指さしで示す   

 

9. 手話通訳利用 10. 文字通訳利用 11. その他（                           ） 

 【3 ページに進んでください】 



 

 3 

厚生労働省 平成 30 年度障害者総合福祉推進事業          国立大学法人群馬大学 

Q４：ご回答者がろう重複障害者と関わりを図った時（初回面談や継続的面談など）において，コミ 

ュニケーションの実態はどのような感じでしたか？それぞれの場面にて，もっとも該当する 

ところに○を１つ記入してください（コミュニケーション手段は問いません）。 

 

＜初回面談もしくは１回のみの面談や関わりなどにおけるコミュニケーションの実態＞ 

 手

話 

口

話 

筆

談 

身

振

り 

絵カード

や写真

の利用 

1．きわめて成立しにくい状態である        

2．簡単な指示や要求の伝達が通じ合える      

3. 意志や感情の伝達が通じ合える      

4.日常生活を営む上で比較的自由に相互的的やりとりができる      

  

＜現時点または最終的時点におけるコミュニケーションの実態＞ 

 手

話 

口

話 

筆

談 

身

振

り 

絵カード

や写真

の利用 

1．きわめて成立しにくい状態である        

2．簡単な指示や要求の伝達が通じ合える      

3. 意志や感情の伝達が通じ合える      

4.日常生活を営む上で比較的自由に相互的的やりとりができる      

 

Q５：ろう重複障害者と関わった中でコミュニケーションについて困ったことはありますか？該当す 

るところに○を記入してください。「はい」と回答された方は Q５-①についてお教えください。 

 

（    ）いいえ 

   （    ）はい   Q５-①：「はい」と答えた場合，お困りになった内容についてもしよろしけれ 

ばご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

Q６：職場・事業所で聴覚障害やコミュニケーション支援に関する研修会が開催されていますか？

該当するところに○を記入してください。「はい」と回答された方は Q６-①についてお教えくだ

さい。 

 

（    ）いいえ 

（    ）はい Q ６-①：開催されている研修会はどのような内容ですか？該当するところに 

○を記入してください（複数回答可）。 

１. 手話講習会  

【4 ページに進んでください】 

コミュニケーションの実態 

コミュニケーションの手段 

コミュニケーションの実態 

コミュニケーションの手段 



 

 4 

厚生労働省 平成 30 年度障害者総合福祉推進事業          国立大学法人群馬大学 

2. 文字通訳（要約筆記，全文入力，音声認識の活用など）に関する講習会  

3. ろう重複支援経験者をお招きしての講演会  

4. ろう重複障害者支援に関するケース検討会 

5. その他（                                      ） 

 

Q７：ご回答者自身が職場以外で行われている聴覚障害やコミュニケーション支援に関する研修

会に参加したことはありますか？該当するところに○を記入してください。「はい」と回答され

た方は Q７-①についてお教えください。 

 

（    ）いいえ  

（    ）はい   Q７-①：「はい」と答えた場合，聴覚障害やコミュニケーション支援に関する 

研修会はどのような内容ですか？該当するところに○を記入してく 

ださい（複数回答可）。 

1. 手話講習会  

2. 文字通訳（要約筆記，全文入力，音声認識の活用など）に関する講習会  

3. ろう重複障害者支援経験者をお招きしての講演会  

4. ろう重複障害者支援に関するケース検討会 

5. 全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会 

6．その他（                                           ） 

 

Q８：ろう重複障害者との関わりについて専門的な助言機関・助言者からの支援（スーパービジョ 

ンなど）はありますか？「はい」と回答された方は Q８-①についてお教えください。 

 

（    ）いいえ 

（    ）はい   Q８-①：「はい」と回答された場合，どのような内容ですか？該当するところ 

に○をつけてください選んでください（複数回答可）。 

1． ろう重複障害に関する専門家（大学教員など）からの助言  

2． ろう重複障害者支援経験者からの助言 

3. その他（                                         ） 

 

Q９：ろう重複障害者支援について，日頃から思うことや感じることや課題と思うことがございまし 

たら，ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 
〜本調査へのご協力を誠に有難うございました〜 

 



 

 1 

厚生労働省 平成 30 年度障害者総合福祉推進事業          国立大学法人群馬大学 

調査票 B（家族向け）  ろう重複障害者の当事者の支援ニーズの実態調査 

 

本調査では 聴覚障害と何らかの障害を併せ持つ子ども，大人たちを「ろう重複障害者（子どもも

含みます）」とします。１家族に１部ずつご記入ください（１家族に１名のろう重複障害者がいること

を想定しております）。もし１家族に２名以上おられる場合は，それぞれの人数に応じた調査票を

受け取ってそれぞれ１名について１部ずつご記入ください。 

 

＊ろう重複障害者ご本⼈のことを「当事者」とします。 
 
Q１：当事者の状況についてお教えください。 

（1）当事者の障害の状況について， 当てはまる番号に○を１つだけつけてください。 

1. 聴覚障害＋視覚障害 

2. 聴覚障害＋肢体不自由 

3. 聴覚障害＋知的障害 

4. 聴覚障害＋内部障害 

5. 聴覚障害＋精神障害 

6. 聴覚障害＋発達障害 

7. 聴覚障害＋視覚障害＋肢体不自由 

8. 聴覚障害＋視覚障害＋知的障害 

9. 聴覚障害＋視覚障害＋内部障害 

10. 聴覚障害＋視覚障害＋精神障害 

11. 聴覚障害＋視覚障害＋発達障害 

12. 聴覚障害＋肢体不自由＋知的障害 

13. 聴覚障害＋肢体不自由＋内部障害 

14. 聴覚障害＋知的障害＋内部障害 

15. 聴覚障害＋知的障害＋精神障害 

16. 聴覚障害＋知的障害＋発達障害 

17. 聴覚障害＋内部障害＋精神障害 

18. 聴覚障害＋内部障害＋発達障害 

19. 聴覚障害＋その他（                                           ） 

20. 聴覚障害＋その他（                                           ） 

21. 聴覚障害＋その他（                                           ） 
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（２）当事者の障害者手帳の利用状況について，該当するところに○をつけてください。 

１．身体障害者手帳 

なし １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 その他（             ） 

 

２．療育手帳（都道府県などによって区分が異なりますので，該当する例がない場合はその他に 

         ご記入ください） 

なし A1 A2 A3 B1 B2 その他（                    ） 

 
3. 精神保健福祉手帳 

なし 1 級 2 級 3 級 その他（       ） 

 
（３）当事者の障害支援区分および介護支援区分の状況について，該当するところに○をつけてく 

ださい。 

1. 障害支援区分 

区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 非該当 その他（         ） 

2. 介護支援区分 

自立 要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 審査なし 

 

（４）当事者の年齢構成について，該当するところに○をつけてください。 

0〜

3 歳 

3 歳

から

6 歳 

6 歳

から

12 歳 

12 歳

から

19 歳 

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代

前半 

60 代

後半 

70

代

以

上 

不明 

 
（５）年齢毎で，主に受けた教育（療育）や相談支援はどこでしたか？当てはまるところや当てはま 

る番号に全て◯をつけてください（複数回答可）。 

年齢 受けた経験の有無 場所 

0〜3 歳 

 

 

 

 

 

 

 

１．受けた／今，受 

けている 

 

 

 

 

 

（ ）特別支援学校（聴覚障害）／ろう学校早期教育相談部 

等 

（ ）障害児通所支援 

（1）児童発達支援（主に難聴児）／旧難聴幼児通園施設 

（2）児童発達支援（主に知的障害児）／旧知的障害児通

園施設 

（3）児童発達支援（主に重症心身障害児） 

（4）医療型児童発達支援／旧肢体不自由児通園施設 

（5）放課後等ディサービス事業 

（ ）病院 

（ ）保育所 

（ ）その他（                             ） 
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2. 受けていない その理由 

 

 

3〜6 歳 1. 受けた／今，受

けている 

（ ）特別支援学校（聴覚障害）／ろう学校 幼稚部 

（ ）障害児通所支援 

（1）児童発達支援（主に難聴児）／旧難聴幼児通園施設 

（2）児童発達支援（主に知的障害児）／旧知的障害児通

園施設 

（3）児童発達支援（主に重症心身障害児） 

（4）医療型児童発達支援／旧肢体不自由児通園施設 

（5）放課後等ディサービス事業 

（ ）病院 

（ ）保育所 

（ ）その他（                             ） 

 2. 受けていない その理由 

 

 

6〜12 歳 

（小学） 

1. 受けた／今，受

けている 

 

 

（ ）特別支援学校（聴覚障害）／ろう学校 小学部 

（ ）特別支援学校（知的障害）／養護学校 小学部 

（ ）特別支援学校（肢体不自由）／養護学校 小学部 

（ ）特別支援学校（視覚障害）／養護学校 小学部 

（ ）特別支援学校（病弱）／養護学校 小学部 

（ ）特別支援学校（併置校）／養護学校 小学部 

（ ）特別支援学級（難聴学級）がある小学校 

（ ）特別支援学級（難聴学級）がない小学校 

（ ）特別支援学級（特殊学級）がある小学校 

（ ）特別支援学級（特殊学級）がない小学校 

（ ）放課後等ディサービス事業 

（ ）その他（                             ） 

2. 受けていない その理由 

 

 

12〜15

歳 

（中学） 

1. 受けた／今，受

けている 

 

（ ）特別支援学校（聴覚障害）／ろう学校 中学部 

（ ）特別支援学校（知的障害）／養護学校 中学部 

（ ）特別支援学校（肢体不自由）／養護学校 中学部 

（ ）特別支援学校（視覚障害）／養護学校 中学部 

（ ）特別支援学校（病弱）／養護学校 中学部 

（ ）特別支援学校（併置校）／養護学校 中学部 

（ ）特別支援学級（難聴学級）がある中学校 

（ ）特別支援学級（難聴学級）がない中学校 

（ ）特別支援学級（特殊学級）がある中学校 

（ ）特別支援学級（特殊学級）がない中学校 

（ ）放課後等ディサービス事業 

（ ）その他（                             ） 
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2. 受けていない その理由 

 

 

15〜18

歳 

（高校） 

1.受けた／今，受

けている 

 

（ ）特別支援学校（聴覚障害）／ろう学校 高等部 

（ ）特別支援学校（知的障害）／養護学校 高等部 

（ ）特別支援学校（肢体不自由）／養護学校 高等部 

（ ）特別支援学校（視覚障害）／養護学校 高等部 

（ ）特別支援学校（病弱）／養護学校 高等部 

（ ）特別支援学校（併置校）／養護学校 高等部 

（ ）地域の高校 

（ ）放課後等ディサービス事業 

（ ）その他（                             ） 

2. 受けていない その理由 

 

 

 

（６）当事者の事業所・施設入所（入院）・通所の状況（在学している方は「現在，在学中」に○をつ 

けてください）について，当てはまる番号や当てはまるところに◯をつけてください（複数回答 

可）。 
1. 現在，在学中    （   ） 障害児のための在宅や施設サービスを利用していない 

             （   ） 障害児のための在宅や施設サービスを利用している 

サービスを利用している場合，下記の（1）から（8）に当てはまるところに 

全て◯をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（1）相談支援 

 
（2）障害児入所支援（福祉型障害児入所施設） 

 
（3）障害児入所支援（医療型障害児入所施設） 

 
（4）児童発達支援（主に難聴児） 

 
（5）児童発達支援（主に知的障害児） 

 
（6）児童発達支援（主に重症心身障害児）  

 （7）医療型児童発達支援 

 （8）居宅訪問型児童発達支援 

 
（9）放課後等ディサービス 

 （10）その他 
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2. 在宅 （居宅サービスや施設サービスの利用なし） 

3. 一般就労 

 

4. 成人向けの障害福祉サービス事業利用 

 

「4.」に◯をつけた場合，下記の（1）から（18）に当てはまるところに全て◯をつけてくださ 

い。そして，それぞれのサービスがどの障害に対応していたのか当てはまるところに◯をつ 

けてください。 

 （1）居宅介護 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（            ）】 

 （2）同行援護 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（            ）】 

 （3）行動援護 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（               ）】 

 （4）重度訪問介護 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（          ）】 

 （5）重度障害者等包括支援 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他 ）】 

 （6）短期入所（ショートスティ）【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他 ）】 

 （7）自立生活援助 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（         ）】 

 （8）生活介護 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（             ）】 

 （9）療養介護 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（               ）】 

 （10）施設入所支援 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（          ）】 

 （11）自立生活援助 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（        ）】 

 （12）共同生活援助 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（        ）】 

 （13）自立訓練（機能訓練） 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（ ）】 

 （14）自立訓練（生活訓練） 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（ ）】 

 （15）就労移行支援 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（       ）】 

 （16）就労継続支援（A 型） 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（  ）】 

 （17）就労継続支援（B 型） 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（  ）】 

 （18）就労定着支援 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（       ）】 

5. 精神科病院 入院 

6. その他の病院 入院 

7. 高齢者施設（介護保険） 入所 

8. 高齢者施設（介護保険外） 入所 

9. その他 
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Q２：当事者がコミュニケーションをとるとき，どんな手段でコミュニケーションをとっていますか？  

それぞれの場所で使用している手段に○をつけてください（複数回答可）。 その中で，特に

大切だと思われるところに◎を１つのみ記入してください。 

モード 場所 手段 

相手の

話を受

け取る

とき 

（受信） 

学校で 

（在学してい

る方のみ） 

1. 手話 2. 筆談 3．キュードサイン(キュードスピーチ) 4. 口話   

5. 触手話  6. 身振り  7. 絵カードや写真を見る 8. 実物を見る 

9. その他（                                   ） 

家庭で 1. 手話 2. 筆談 3．キュードサイン(キュードスピーチ) 4. 口話   

5. 触手話  6. 身振り  7. 絵カードや写真を見る 8. 実物を見る 

9. その他（                                   ） 

事業所・職場

などで 

1. 手話 2. 筆談 3．キュードサイン (キュードスピーチ) 4. 口話   

5. 触手話  6. 身振り  7. 絵カードや写真を見る 8. 実物を見る 

9. その他（                                   ） 

友達と 1. 手話 2. 筆談 3．キュードサイン(キュードスピーチ) 4. 口話   

5. 触手話  6. 身振り  7. 絵カードや写真を見る 8. 実物を見る 

9. その他（                                   ）  
ろう者コミュニ

ティ（集団)の

中で（ろう重複

障害のなかま

同士も含む） 

1. 手話 2. 筆談 3．キュードサイン(キュードスピーチ) 4. 口話   

5. 触手話  6. 身振り  7. 絵カードや写真を見る 8. 実物を見る 

9. その他（                                   ） 

その他 1. 手話 2. 筆談 3．キュードサイン(キュードスピーチ) 4. 口話   

5. 触手話  6. 身振り  7. 絵カードや写真を見る 8. 実物を見る 

9. その他（                                   ） 

自分が

話すと

き（発

信） 

学校で（在学

している方の

み） 

1. 手話 2. 筆談 3. キュードサイン（キュードスピーチ） 4. 口話  

5. 触手話 6. 身振り 7. 絵カードや写真を示す 8. 実物を示す 

9. その他（                                      ） 

家庭で 1. 手話 2. 筆談 3. キュードサイン（キュードスピーチ） 4. 口話  

5. 触手話 6. 身振り 7. 絵カードや写真を示す 8. 実物を示す 

9. その他（                                      ） 

事業所・職場

などで 

1. 手話 2. 筆談 3. キュードサイン（キュードスピーチ） 4. 口話  

5. 触手話 6. 身振り 7. 絵カードや写真を示す 8. 実物を示す 

9. その他（                                      ） 

友達と 1. 手話 2. 筆談 3. キュードサイン（キュードスピーチ） 4. 口話  

5. 触手話 6. 身振り 7. 絵カードや写真を示す 8. 実物を示す 

9. その他（                                      ） 

ろう者コミュニ

ティ（集団）の

中で（ろう重複

障害のなかま

同士も含む） 

1. 手話 2. 筆談 3. キュードサイン（キュードスピーチ） 4. 口話  

5. 触手話 6. 身振り 7. 絵カードや写真を示す 8. 実物を示す 

9. その他（                                      ） 

その他 

 

1. 手話 2. 筆談 3. キュードサイン（キュードスピーチ） 4. 口話  

5. 触手話 6. 身振り 7. 絵カードや写真を示す 8. 実物を示す 

9. その他（                                      ） 

【7 ページに進んでください】 



 

 7 

厚生労働省 平成 30 年度障害者総合福祉推進事業          国立大学法人群馬大学 

Q３：当事者が誰かと関わりを図った時，それぞれのコミュニケーション手段においてのコミュニケ 

ーションの実態はどのような感じでしたか。それぞれのコミュニケーション手段において，当て

はまるところを１つだけ選んで○をつけてください。 

コミュニケーション手段 コミュニケーションの実態 

手話（指文字，キュード

サイン・キュードスピー

チも含める） 

1. きわめて成立しにくい状態である 

2. 簡単な指示や要求の伝達が通じ合える 

3. 意志や感情の伝達が通じ合える 

4. 日常生活を営む上で比較的自由に相互的やりとりができる 

 

上の番号を選択した場合のコミュニケーションの実態の相手は  

どのような方が多いですか。 

 

口話 1. きわめて成立しにくい状態である 

2. 簡単な指示や要求の伝達が通じ合える 

3. 意志や感情の伝達が通じ合える 

4. 日常生活を営む上で比較的自由に相互的やりとりができる 

 

上の番号を選択した場合のコミュニケーションの実態の相手は  

どのような方が多いですか。 

 

筆談 1. きわめて成立しにくい状態である 

2. 簡単な指示や要求の伝達が通じ合える 

3. 意志や感情の伝達が通じ合える 

4. 日常生活を営む上で比較的自由に相互的やりとりができる 

 

上の番号を選択した場合のコミュニケーションの実態の相手は ど

のような方が多いですか。 

 

身振り 1. きわめて成立しにくい状態である 

2. 簡単な指示や要求の伝達が通じ合える 

3. 意志や感情の伝達が通じ合える 

4. 日常生活を営む上で比較的自由に相互的やりとりができる 

 

上の番号を選択した場合のコミュニケーションの実態の相手は ど

のような方が多いですか。 

 

絵カードや写真の使用 1. きわめて成立しにくい状態である 

2. 簡単な指示や要求の伝達が通じ合える 

3. 意志や感情の伝達が通じ合える 

4. 日常生活を営む上で比較的自由に相互的やりとりができる 

 

上の番号を選択した場合のコミュニケーションの実態の相手は 

どのような方が多いですか 

 

【8 ページに進んでください】 
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厚生労働省 平成 30 年度障害者総合福祉推進事業          国立大学法人群馬大学 

Q４：これまでに当事者が手話や文字通訳（要約筆記，全文入力，音声認識の活用など）のコミュ 

ニケーションが保障された事業やサービスを利用したことはありますか？当てはまる番号に 

全て○をつけてください（複数回答可）。 

 1. 地域生活支援事業における意思疎通支援（手話通訳者派遣） 

2. 地域生活支援事業における意思疎通支援（要約筆記者（奉仕員）派遣事業） 

3. 地域生活支援事業における意思疎通支援（盲ろう者向け通訳・介助者の派遣） 

4. 視聴覚障害者情報提供施設 

5. ろう重複障害者が集まる事業所・施設など 

6. 特別支援学校（聴覚障害）／ろう学校 

7. 聴覚障害者団体や手話サークルなど 

8. その他 

 

Q５：当事者ともうひとりの方がコミュニケーションしている状況についてお伺いします。以下の 

それぞれの文章が，当事者ともうひとりの方とのコミュニケーション状況に当てはまりますか？ 

当てはまるものがございましたら，当てはまる番号全て◯をつけてください（複数回答可）。 

もうひとりの方（◯◯）は，ご回答者がすぐに思い浮かべた人を当てはめてお答えていただい 

て構いません。 

【日常的な報告】 

1. 自分がその場にある欲しいものについて指差して伝える 

2. 自分が欲しいものや行きたい場所のところの名前を伝える 

3. 家族内であった出来事について○○に話す 

4. 家族内で話題になったことについて○○に話す 

5. 家族について思ったことや感じたことを○○に話す 

6. 学校（施設）での人間関係（当事者自身である自分と他の人との関係）について○○に話す 

7. 学校（施設）での人間関係（自分以外の他の人同士との関係 例えば A さんと B さん）について○○に

話す 

8. 学校（施設）であった出来事について○○に話す 

9. 最近，興味を持っていることについて○○に話す 

10. 今日体験したことについて◯◯に話す 

11. 友人とどんな遊びをしたのか，どんな話をしたかを○○に伝える 

12. 毎日の生活パターンについて○○に話している 

13. 今日あった嫌な出来事や，腹が立った出来事を○○に話す 

14. 誰かに聞いた話やニュースなどについて，驚いたり感動したりしたことを◯◯に話す 

15. 明日何をする予定について◯◯に話す 

 

「○○」はどのような方が多いですか？もしよかったらお相手はどのような方なのかお教え 

ください。 

 

【9 ページに進んでください】 
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厚生労働省 平成 30 年度障害者総合福祉推進事業          国立大学法人群馬大学 

  

Q６：当事者はイベントなどに参加していますか。当てはまる番号に○を 1 つつけてください。 

1. 単独で参加している 

2. 同行援護，移動支援などのサービスを活用して参加している 

3. 家族同伴などで参加している 

4. 参加したことはあるが今は参加していない 

5. 参加していない 

6. その他 

 

 

Q７：Q６で「4. 参加したことはあるが今は参加していない」あるいは「5.参加していない」に○をつ

けた理由は何ですか？当てはまるところがあればすべてに○をつけてください。 

1. 案内や情報がない 

2. 移動に不安がある 

3. 同行援護，移動支援などのサービスが利用できない 

4. 同行援護，移動支援などのサービスの利用代が出せない 

5. 参加費が出せない 

6. 家族の経済的負担がある 

7. 家族の体力的負担（高齢化など）がある 

8. 誘われない 

9. 内容がわからない，（当事者にとって）できる内容がない 

10. 興味がない 

11. 場所が遠い 

12. 当事者にわかるコミュニケーション方法での情報保障がされていない 

13. その他 

【不満や要望の率直な表明】 

1. イライラしていることを◯◯に伝える 

2. イライラしていることを伝える相手を分けている（例えば，A さんにはイライラしていることを言う 

が，B さんには言わないなどの区別がある） 

3. 腹が立った時，その理由を考えて，○○に話す 

4. 不満を感じたときは，こうして欲しいという自分の希望を◯◯に伝える 

 

「○○」はどのような方が多いですか？もしよかったらお相手はどのような方なのかお教え 

ください。 

 

【10 ページに進んでください】 
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厚生労働省 平成 30 年度障害者総合福祉推進事業          国立大学法人群馬大学 

Q８：日頃の暮らしの中で，当事者が今，直面している，情報の入手やコミュニケーションについ 

て，ご家族から見て困っていることや不自由に感じる場面はありますか？ご自由にご記入 

ください。  

 

Q９：当事者の家族からコミュニケーション支援についての要望などがございましたらご自由に 

ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q１０：当事者との関わりについて，辛かったこと，よかったこと，日頃から感じていることや課題と 

思うことがございましたら，ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

Q１１：国などに対する要望や期待することなどございましたら，ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〜本調査へのご協力を誠に有難うございました〜 
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（３）利用者であるろう重複障害者の在学・通所および入所の状況（平成 30 年 10 月 1 日時点）に 

ついてお教えください。 

1. 在学 （1）特別支援学校（聴覚障害）／ろう学校 小学部  人 

（2）特別支援学校（聴覚障害）／ろう学校 中学部 人 

（3）特別支援学校（聴覚障害）／ろう学校 高等部  人 

（4）特別支援学校（養護学校） 小学部  人 

（5）特別支援学校（養護学校） 中学部  人 

（6）特別支援学校（養護学校） 高等部  人 

（7）地域の小学校（特別支援学級を含む）  人 

（8）地域の中学校（特別支援学級を含む） 人 

（9）地域の高校 人 

（10）職業訓練校 人 

（11）その他 
人 

2. 通所 人 

3. 入所 人 

 

（4）利用者であるろう重複障害者の貴事業所などの入所および通所前の状況についてお教えくだ 

さい。当てはまる番号や当てはまるところに◯や人数をつけてください（複数回答可）。 

 

1. 在学             （  ） 障害児のための在宅や施設サービスを利用していなかった 

             （  ） 障害児のための在宅や施設サービスを利用していた 

利用していた場合，下記の（1）から（8）に当てはまるところの人数を 

ご記入ください（複数回答可）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）相談支援 人 

（2）障害児入所支援（福祉型障害児入所施設） 人 

（3）障害児入所支援（医療型障害児入所施設） 人 

（4）児童発達支援（主に難聴児） 人 

（5）児童発達支援（主に知的障害児） 人 

（6）児童発達支援（主に重症心身障害児）  人 

（7）医療型児童発達支援 人 

（8）居宅訪問型児童発達支援 人 

（9）放課後等ディサービス 人 

（10）その他 

 人 

【8 ページに進んでください】 
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2. 在宅 （居宅サービスや施設サービスの利用なし）                      人 

3. 一般就労                                               人 
 

4. 成人向けの障害福祉サービス事業利用                            人 

 

「4.」を利用していた人がいる場合，下記の（1）から（18）の利用者の人数が分かりましたら， 

分かる範囲でお教えください（複数回答可）。 

（1）居宅介護 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（     ）】         人 

（2）同行援護 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（     ）】         人 

（3）行動援護 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（       ）】        人 

（4）重度訪問介護 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（  ）】        人 

（5）重度障害者等包括支援 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他】    人 

（6）短期入所（ショートスティ）【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他 】   人 

（7）自立生活援助 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（         ）】   人 

（8）生活介護 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（             ）】   人 

（9）療養介護 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（              ）】   人 

（10）施設入所支援 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（        ）】   人 

（11）自立生活援助 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（       ）】   人 

（12）共同生活援助 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（      ）】   人 

（13）自立訓練（機能訓練） 【知的障害・聴覚障害・視覚障害・肢体不自由・精神障害・その他（         ）】    人 

（14）自立訓練（生活訓練） 【知的障害・聴覚障害・視覚障害・肢体不自由・精神障害・その他（         ）】    人 

（15）就労移行支援 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（       ）】   人 

（16）就労継続支援（A 型） 【知的障害・聴覚障害・視覚障害・肢体不自由・精神障害・その他（        ）】   人 

（17）就労継続支援（B 型） 【知的障害・聴覚障害・視覚障害・肢体不自由・精神障害・その他（        ）】   人 

（18）就労定着支援 【知的障害 ・ 聴覚障害 ・ 視覚障害 ・ 肢体不自由 ・ 精神障害 ・ その他（      ）】   人 

4. 精神科病院 入院                                            人 

5. その他の病院 入院                                           人 

6. 高齢者施設（介護保険） 入所                                     人 

7. 高齢者施設（介護保険外） 入所                                   人 

8. その他                                                   人 

 
【9 ページに進んでください】 
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（5）平成 30 年 10 月 1 日時点で，18 歳以上の利用者のろう重複障害者（在学中のろう重複障害 

者は除く）の最終学校についてお教えください。 

1. 不就学 人 

2. 特別支援学校（聴覚障害）／ろう学校 小学部 人 

3. 特別支援学校（聴覚障害）／ろう学校 中学部 人 

4. 特別支援学校（聴覚障害）／ろう学校 高等部 人 

5. 特別支援学校（養護学校） 小学部 人 

6. 特別支援学校（養護学校） 中学部 人 

7. 特別支援学校（養護学校） 高等部 人 

8. 地域の小学校（特別支援学級／特殊学級または難聴学級を含む） 人 

9. 地域の中学校（特別支援学級／特殊学級または難聴学級を含む） 人 

10.地域の高校 人 

11.職業訓練校 人 

12.その他 人 

 
Q３：利用者であるろう重複障害者がコミュニケーションをとるとき，どんな手段でコミュニケーショ 

ンをとっていますか？それぞれの場所で使用している手段を用いている人数をお教えください 

（複数回答可）。 

モード 場所 手段 人数 

相手の

話を受け

取るとき 

（受信） 

学校で 

（在学している方の

み） 

1.  手話  人 

2.  筆談  人 

3． キュードサイン（キュードスピーチ） 人 

4.  口話  人 

5.  触手話  人 

6.  身振り  人 

7.  絵カードや写真を見る 人 

8.  実物を見る 人 

9.  その他 人 

事業所・職場など

で 

1.  手話  人 

2.  筆談  人 

3． キュードサイン（キュードスピーチ） 人 

4.  口話  人 

5.  触手話   人 

6.  身振り   人 

7.  絵カードや写真を見る  人 

8.  実物を見る 人 

9.  その他 人 

ろう者コミュニティ 1.  手話  人 

2.  筆談  人 

3.  キュードサイン（キュードスピーチ） 人 

【10 ページに進んでください】 
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（集団) ／ろう重複

障害のなかまたち

の集団の中で 

4.  口話   人 

5.  触手話  人 

6.  身振り 人 

7.  絵カードや写真を見る  人 

8.  実物を見る 人 

9.  その他 
人 

その他 

 

 

 

1. 手話  人 

2. 筆談  人 

3．キュードサイン（キュードスピーチ） 人 

4. 口話  人 

5. 触手話 人 

6. 身振り  人 

7. 絵カードや写真を見る  人 

8. 実物を見る  人 

9.  その他 

 
人 

自分が

話すとき

（発信） 

学校で（在学して

いる方のみ） 

1. 手話  人 

2. 筆談  人 

3. キュードサイン（キュードスピーチ） 人 

4. 口話  人 

5. 触手話  人 

6. 身振り  人 

7. 絵カードや写真を示す  人 

8. 実物を示す 人 

7. その他 

 
人 

事業所・施設・職

場で 

1. 手話  人 

2. 筆談  人 

3. キュードサイン（キュードスピーチ） 人 

4. 口話  人 

5. 触手話  人 

6. 身振り  人 

7. 絵カードや写真を示す  人 

8. 実物を示す 人 

9．その他 
人 

ろう者コミュニティ

（集団）／ろう重複

障害のなかまたち

の集団の中で 

1. 手話  人 

2. 筆談  人 

3. キュードサイン（キュードスピーチ） 人 

4. 口話  人 

5. 触手話  人 

6. 身振り  人 

【11 ページに進んでください】 
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7. 絵カードや写真を示す  人 

8. 実物を示す 人 

9.その他 人 

その他 

 

1. 手話  人 

2. 筆談  人 

3. キュードサイン（キュードスピーチ） 人 

4. 口話  人 

5. 触手話  人 

6. 身振り  人 

7. 絵カードや写真を示す  人 

8. 実物を示す 人 

9．その他 人 

 

Q４：ご回答者からみて，貴事業所などの職員がろう重複障害者と関わりを図った時，手話，口 

話，筆談，身振り，絵カードや写真の利用におけるコミュニケーション手段で，下記のコミュニ 

ケーションの実態「1.」から「4.」にいずれかに当てはまりますか。当てはまる場合，その人数 

をお教えください。 

 

 1．きわめて

成立しにく

い状態であ

る   

2．簡単な

指示や要求

の伝達が通

じ合える  

3．意志や感情

を含むある程度

の伝達が通じ合

える 

4．日常生活を

営む上で比較

的自由に相互

的なやりとりが

できる 

手話 人 人 人 人 

口話 人 人 人 人 

筆談 人 人 人 人 

身振り 人 人 人 人 

絵カードや写真の利用 人 人 人 人 

 

Q５：ろう重複障害者との関わりについて専門的な助言機関・助言者からの支援（スーパービジョ 

ンなど）はありますか？「はい」と回答された方は Q５-①についてお教えください。 

 

（    ）いいえ 

（    ）はい →Q５-①：「はい」と回答された場合，どのような内容ですか？当てはまるところ 

に○をつけてください（複数回答可）。 

 

1． ろう重複障害に関する専門家（大学教員など）からの助言  

 

2． ろう重複障害者支援経験者からの助言 

 

3. その他（                                         ） 

 
【12 ページに進んでください】 

コミュニケーシ

ョンの実態 
コミュニケー

ションの手段 
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Q６：ろう重複障害者支援のアセスメントについてお尋ねします。 

（１） 一人ひとりの実態の理解や評価ならび支援に際しての目標設定や支援の手だてを考える

にあたってはアセスメントが重要になるのではないかと思われます。また，日々の実践に

おける観察や日常的な支援業務の中で得る様々な情報も活用されていると思われます。 

利用者の教育背景，生活背景，得意・不得意なこと，コミュニケーション状況，要請，ニー

ズなどを把握するにあたって，実際にどのような方が対応されていますか。 

 

（２） 様々な情報をとおして，ろう重複障害者の心情や素質，課題などを捉えるにあたって，ど

のような工夫をされていらっしゃいますでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

Q７：ご利用者の家族からコミュニケーション支援についての要望などがございましたらご自由に 

ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

Q８：ろう重複障害者支援について，日頃から思うことや感じることや課題と思うことがございまし 

たら，ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〜本調査へのご協力を誠に有難うございました〜 
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調査票 C-2  ろう重複障害児・者の利用する施設における支援の実態調査 

（職員向け） 
 

本調査では 聴覚障害と何らかの障害を併せ持つ子ども，大人たちを「ろう重複障害者（子どもも

含みます）」とします。 

 

職員（ろう重複障害者への支援・援助や指導などの業務をされている方）お一人ずつお聞きし

たく思います。 

 

ろう重複障害者といっても一人ひとりコミュニケーション状況は異なり，個別性が高いです。そうい

った状況を踏まえた上で，あなた自身（職員）とろう重複障害者との関わり（コミュニケーション支援 

に焦点をおいています）についてお尋ねします。 

Q３におかれましては，特定のろう重複障害者との関わりについてお一人を選んでご回答されても

構いません。それぞれのろう重複障害者について一人ずつご回答したいときは大変ご迷惑をお掛

けいたしますが，本調査票をコピーなさってそれぞれご記入いただいても差し支えありません。 

 

Q１：あなたの属性についてお教えください。 

あなた自身の聴覚障害の有無について 
1. 聴覚障害がある 

2. 聴覚障害がない 

あなた自身のろう重複障害者支援の経験年数           年 

 

Q２：一人のろう重複障害者と関わりを図った時の，あなた自身のコミュニケーション手段において

お伺いします。あなたのコミュニケーション成立状況が，下記の実態に当てはまるところに○

をつけてください。 

 手

話 

口

話 

筆

談 

身

振

り 

絵カード

や写真

の利用 

1.きわめて成立しにくい状態である        

2.簡単な指示や要求の伝達が通じ合える      

3.意志や感情の伝達が通じ合える      

4.日常生活を営む上で比較的自由に相互的的やりとりができる      

 

Q３：あなたとろう重複障害者がコミュニケーションしている状況についてお伺いします。以下のそ 

れぞれの項目「1.」から「16.」までの文章が，ろう重複障事者とあなた自身とのコミュニケーシ

ョンの状況にどのぐらい当てはまりますか？当てはまる番号に◯をつけてください（複数回答

可）。 

なお，回答するにあたって，あなたが今までの関わりもしくは現在も関わっている中で，一番

印象に残っている，一人のろう重複障害者について回答なさってください。 

 

対象者について 

1. 子ども 

 

2. 大人 

 

コミュニケーションの実態 

コミュニケーションの手段 
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項目 できない 

行 動 で

示す（取

っ た り な

ど） 

できる 

手

話 

口

話 

筆

談 

身 

振 

り 

絵カード

や写真の

利用 

1. その場に欲しいものがあるとき，  

欲しいものを指さす 
1 指さす    

 
 

2. その場に欲しいものがあるとき，  

欲しいものの名前を伝える 
1 2 3 4 5 6 7 

3. その場にないものが欲しいとき，  

欲しいものの名前を伝える 
1 2 3 4 5 6 7 

4. 別の場所にあるものについて，  

具体的な名前をあげて要求する 
1 2 3 4 5 6 7 

5. 「明日の 10 時に◯◯をする」という

時間についてのやりとりをする 
1 2 3 4 5 6 7 

6. 「来週金曜日に会おう」という時間

についてのやりとりをする 
1 2 3 4 5 6 7 

7. 「来年 1 月に旅行に行く」という  

時間についてのやりとりをする 
1 2 3 4 5 6 7 

8. 「去年 8 月に海に行った」という時

間（過去）についてのやりとりをする 
1 2 3 4 5 6 7 

9. イライラしていることを伝える 1 2 3 4 5 5 7 

10. 感情（嬉しいなど）のやりとりをする 1 2 3 4 5 6 7 

11. ◯◯の仕事がしたいというやりとりを 

する 
1 2 3 4 5 6 7 

12. ◯◯の会社に入りたいというやりとり 

をする 
1 2 3 4 5 6 7 

13. ◯◯と結婚したいというやりとりを 

する 
1 2 3 4 5 6 7 

14. 銀行口座（対象者自身）の開設を 

したいというやりとりをする 
1 2 3 4 5 6 7 

15. 今，（対象者自身が）住んでいるア

パート（グループホームなどは除く）

などの貸借の契約更新をしたいと

いうやりとりをする 

1 2 3 4 5 6 7 

16. 世界の平和を望んでいるという   

やりとりをする 
1 2 3 4 5 6 7 

 

Q４：ろう重複障害者支援について，日頃から思うことや感じることや課題と思うことがございまし 

たら，ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 〜本調査へのご協力を誠に有難うございました〜 
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